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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　新たな探たん索さく







　　　　１




　アンディが瞳ひとみを開けると、いまにも雨もりしそうな天てん井じようが、視界いっぱいにとびこんできた。いい加減な造りの建物だなあ、と、また思ってしまう。まだそう古い家ではないはずなのに、ずいぶん傷いたんでいる。

　もっとも、もともと家など建てる習慣のない者ミユルーンたちが建てたものなのだから、造りが粗あらいのも仕方なくはある。

　扉とびらの向こうからは、いつものように甲かん高だかい声のやりとりが伝わってくる。

　宴えん会かいの騒さわがしさではなく、仕事の喧けん噪そうだ。指図する声と、出入りする者たちのぱたぱたという足音。夜、眠りにつくのが早い分、彼らは朝も早い。

　ともすればやかましさにかき消されそうなかすかな寝ね息いきを、アンディの耳ははっきり聞き分ける。寝息は、彼のかたわらから聞こえてくるものだった。誰だれのものかは、見なくてもわかる。知っているから、だけではない。生まれてこのかた、聞き慣れた寝息だ。十歳からは別々の部屋で眠っていたけれど、この旅に出てからは、またよく聞くようになった。

　アンディは、寝しん台だいの上でゆっくりと半身を起こした。かけられていた薄うすい布ふ団とんがずりおちる。着ているのは鎧よろい下したの綿シャツ一枚だ。

　身を起こすと、正面に扉があった。かなり小さい扉で、アンディは身をかがめなければ出入りできないだろう。

　寝台のかたわらに置かれた低い机の上に、武器や鎧がまとめられたままになっている。その横につみあげてあるのは、藁わらや小枝を編んだ座布団だ。人間が座るには、いくぶん小さい。

　その向こうに、寝息の主がいた。

　アンディの双子の妹、エフェメラである。掛かけ布団がずれて、彼女の素す肌はだの肩かたがむきだしになっている。寝台からおりたアンディは、それを掛け直してやった。

　その時、扉の外から、ひときわ大きな声が聞こえてきた。

「やかましいぞ、お前ら。こっちにゃ、病人が寝ねてるんや。もうちょっと静かにできんのか！」

　聞き慣れた甲高いだみ声である。

「こら、そこ、ごみ捨てんな、ごみを。散らかすな言うてんのがわからんか」

　どう聞いても、扉の前で怒ど鳴なっているその声が、いちばん、部屋の中に響ひびいている。

「うるひゃい」

　エフェメラが、口の中で呟つぶやいて布団を頭からひっかぶった。直してやる必要もなかったようだ。アンディは苦笑いしながら扉を開けると、頭をつきだした。

　隣となりの広間では、身長が人間の六～七割程度の、羽う毛もうに覆おおわれた生き物が往ゆき来している。彷徨いの月に導かれる鳥人間ミュルーンだ。

　そのうち多くの者は、胸の前に、伝令袋ぶくろをさげていた。

　ここは、トルアドネス帝てい国こく中央部にある〈滝たきの街〉キーンブルクの、伝令ギルドのホールだ。

「おはよう、タッタ」

　アンディのその言葉に、とびきり美しい緑の羽をもったミュルーンが振ふりかえった。

「おっ、目ェ覚めたんか。すまんな、うるそうして。これも銭もうけのためやから、堪かん忍にんしてや。すぐにお茶もってくるから、待っといて」

　アンディは、笑ってうなずくと部屋の中に戻もどり、妹の体を揺ゆすった。

　それから、しばらくして。

　タッタは、温かいお茶を運んでくると、机に置いた。

「まあ、飲めや。ただやから心配はいらん」

「ありがとう」

　アンディは苦笑いしながら、熱い茶を口にした。薄い。茶というよりは、色のついた湯だが、アンディは気にしなかった。そんなものでも喉のどから腹に下れば、体を温めてくれる。

「エフィもいただきなさい」

「ふにゃ」

　エフェメラは、寝台の上に膝ひざをそろえて座っていた。半分ばかり目が閉じたままだ。

「まだ、身体からだが本調子やないんかな？」

　タッタが、いささか心配そうに言った。

　ナーレンスの河面かわもをただよっている双子を見つけたのは、バササの部下の一人だった。水流で崩ほう壊かいした城を探さぐり、双子の姿が見当たらないことに気がついたタッタは、バササに頼たのみこんで人を出してもらったのだ。

　見つかった時、双子に傷はほとんどなかったが、体は氷のように冷えきり、意識を取り戻させるのに、ずいぶん時間がかかった。ザノン王国の残党による大火事のおかげで、医術の心得がある神官も出で払はらっていた。

　しかし、呼べなくて幸いだったのかもしれない。

　その翌日、カータリオン公王暗殺の犯人として、アンディたちの似顔絵がはりだされたのだ。

「ケチって自分でそこらの野原からとってきたりせんと、ちゃんとサリカかペローマの神しん殿でんあたりで薬を買こうてくるべきやったかなぁ」

　そんなことを言うタッタに、アンディは片手をふってみせた。

「寝ね起おきはいつもこうだよ」

「それもそうやったな」

　一いつ緒しよに旅をしていた数日前のことを思いだして、タッタは少し納なつ得とくした。

「それより、街のようすはどうだい？」

　アンディの顔つきはけわしい。彼が経へてきたできごとを考えれば、それも無理のない話だとタッタは思った。

　拾ってきたのが、城の燃えた日の深夜。次の日の夕方に目を覚ましたが、とても話のできる状態ではなかった。くわしい事情を聞かされたのは、ようやくさらに次の日になってからである。その時には、既すでに手配の立て札がはりだされていたが、タッタはそんなものは信じなかった。そして、双子から聞かされた事実は、できれば信じたくないようなことだった。

　サリカの神官リアラの、そしてドワーフ戦士グノバの死。領主の妻サーナが〈悪あく魔ま〉に魅みいられていたこと。黒こく翼よく鳥ちようと呼ばれる邪術師ソーサラーの存在。それから、彼女らの運命を操あやつった、謎なぞめいた〈結社〉のこと。

　タッタは伝令として旅を続けてきた。そのあいだに、いくつかの事件にまきこまれたこともある。〈悪魔〉がいかに巧たくみに人間のみならずミュルーンもエルファも含ふくめた、全すべての〈源人の子ら〉を誘ゆう惑わくするかも知っていたし、他者には理解できない目的のためにさまざまな犠ぎ牲せいをはらう人々も知っていた。だから、〈結社〉とやらについてのアンディたちの言葉を疑うつもりはない。

　信じたくないのは、二人の友人の──彼と彼女を知っていたのは、ほんの短い時間でしかなかったが──死だった。グノバとリアラが、なんらかの陰いん謀ぼうによって死ななければならなかったことだった。

　当初、タッタは、自分の行動を悔くやんだ。もっと早く脱だつ出しゆつできていれば。もっと……。だが、すぐにそれはやめた。すぎたこと、してしまったことは取り返しがつかない。なぜ、そんなことをしてしまったかの理由を探したところで、自分自身に対しての言い訳にしかならないではないか。

　だから、タッタは何も言わず、ただ行動する。少しでも、望むような未来を呼び寄せるためにだ。

　それが彼の信条だった。その思いはまた、アンディも同じだった。

「まあ、街のようすというてもなぁ」

　タッタは、くちばしをぴくぴくと動かした。

「焼けてしもうたとこの建て直しが続いてるわ。城はもう使い物になれへん。魔法の守りが消えて、滝に吞のまれかけてるしな。何か月かそこらで崩くずれてしまうんとちゃうか」

　いまはまだ、かろうじて人の出入りはできる。だが、もうすぐ残された道も崩れ落ち、キーンブルクの城は消失することになるだろう。

「街の混乱はどうにかおさまったけど、犯人の詮せん議ぎのほうはまだまだ厳しいで。下したっ端ぱの何人かは捕つかまったようやし、城の焼やけ跡あとからもかなりの死体が見つかったようやけどな。なんといっても肝かん心じんの……いや、そのやな」

　タッタは、あわてて口をつぐんだ。一言多いのは、彼のいつもの悪い癖くせだ。アンディの表情に、暗い影かげがさした。

「どうして、そんな誤解をされたのだか、わからないんだ」

　アンディは、正面からタッタの目を見た。

「なあ、やっぱり、正直に名乗り出て、全てを話したほうがいいんじゃないかと思うんだ。ぼくはやってない。そのことは、ガヤン神殿の審しん判ぱんを受ければわかることだ」

「やめとけ」

　アンディの言葉を、タッタは一言で拒きよ否ひした。

「お前さんの故郷やと、魔法の審判は、望めばやってもらえるんかもしれんけどな、この国は、そこまでもっていくのが大変なんや。まして、あの四角い顔のおっさんは、完全にお前さんらが犯人やと思いこんどる」

　タッタは、事件の証人として呼ばれ、アンディたちとザノンの残党がなにゆえにかかわることになったのかを、打ち明けた。

　タッタを取り調べたのは、カータリオンの側近武官だった男だった。まだおっさんと言われる年ねん齢れいではない。

　若いが、公王の側近をつとめるだけの男だ。剣けんの腕うでも頭脳も、それなりのものであるはずだ。

　ドラケルト・ハザン。それが、その四角い顔の武官の名である。

「わいが、いくら事情があったんやと言うても、法は法の一点張り。しかも、そいつ自身が、我が目でお前が公王を刺さし殺すところを見たっちゅうんやから話にならんわ」

「だから、それは邪術師ソーサラーが作りあげた幻げん影えいだと、きちんと説明すれば……」

「無理やな。だいいち、バササがうまいこと手ぇ回してくれなんだら、今ごろはわいも拷ごう問もんくらいされてたかもしれん。取り調べたやつが、あないにかっかして、こっちが何か言う前に事情を喋しやべってくれなんだら、お前らの本名までべらべら言うてしまうとこやったで」

「だが、彼もガヤンの信徒なんだろう？　話しあえばわかってくれるはずだ」

「お前の神さんの教えは、この一日二日でようけ聞かせてもろたけどな、アンディ。世の中には、言葉が無力なこともあるんや」

「それが、たとえ真実でもかっ！」

　立ちあがったアンディは、拳こぶしをどんと机にたたきつけた。椀わんが揺れて、わずかに残っていた茶がこぼれる。

「ほんまに真実なんか、それは」

　アンディの珍めずらしい熱さに対して、タッタの声は珍しく冷たかった。

「たとえばアンディ、お前の記き憶おくのほうが魔法で作られた偽にせ物ものやっちゅうことかて」

　それは、この一日あまり、タッタが抱いだき続けていた疑ぎ惑わくだった。

「タ……っ」

　アンディが、ミュルーンを怒鳴りつけようとした。

「兄さぁん」

　間延びした声。

「おかわり」

　寝ぼけ眼まなこのエフェメラが、アンディの鼻先に、にゅっと飲み物の椀をつきだした。いつの間にか寝台からおりて、歩みよっていたのである。

　じっと兄を見つめる瞳ひとみは。

　まだ、ほとんど眠ねむっていた。

「頼むよ、タッタ」

　おもいきり肩かた透すかしをくわされ、今にも頭をかかえこみそうな調子で、アンディは言った。どさりと力なく寝台に腰こしをおろす。

「へいへい」

　タッタが、茶椀を受け取って出ていこうとする。そのとたんに、エフェメラが言った。

「おなかもすいたぁ」

　彼女のおなかが、くぅぅと可愛かわいらしい音で鳴る。

「こら気がつかんですまんかったな。アンディ、お前も食えや。人間、腹減ってると怒おこりっぽうなっていかんわ」

　タッタがもってきてくれたのは、ダーナ麦の粥かゆだった。ミュルーンは、生や炒いったものを好んで食べる──タッタも現にそうしている──が、人間はそれだと少々喉に引っかかる。双ふた子ごたちのために用意してくれたものだろう。

「ほいでやなぁ」

　食事の仕上げに、小石を二、三個喉の奥にほうりこみながら、タッタが話を再開した。

「これから、どうするつもりやねん？　逃にげるんやったら、バササのやつがそれなりのとこを紹しよう介かいするって言うてくれてるで。五王国に帰ってしもたら、そう捕まることもないやろ」

「それがいちばんいいだろうと思うんだけどね」

　食事をすませて、ようやく目がはっきりと覚めたらしいエフェメラが言った。

「でも、兄さんのことだから、そうはしないだろうと思うよ」

「これから」

　アンディはことりと音をたてて、粥の椀わんを置いた。

「〈結社〉を追う。そして、それがいったいなんなのかを確かめる」

　アンディは、じっと妹の瞳を見つめた。アンディの瞳は青みが強い。エフェメラの瞳は、光線の具合で銀にもみえる青みがかった灰色だ。

　色は異なっていても、そこにある輝かがやきはよく似ていた。遥はるかな未来を映しだす──。だが、アンディの瞳には、その輝きを濁にごらせる暗い炎ほのおがわずかに宿っていた。

　それをまともに受け入れて、エフェメラはこくりとうなずいた。

「また、親父おやじさんの仇かたき討うちか」

　その事情についても、タッタは聞いていた。

「けどな、お前ら」

　何か言いかけたタッタをエフェメラがさえぎった。

「父さんのだけじゃないわ」

　エフェメラは、自じ慢まんの腰まである黒くろ髪かみをすっとかきあげた。ふと、その少しふぞろいな先せん端たんに目線がとどまる。

「リアラさんとグノバのおじさんがどうして死ななければいけなかったのか。ううん、あのサーナって人だって。それに……」

　自分自身のことだって。エフェメラは、サーナが口にしたことの意味を知らなければならなかった。

　いったい、自分は何者なのか。

　それを知らなければ、これからの生しよう涯がいが始まらないかもしれない。

　その思いは、アンディも同じだと彼女は信じていた。なぜなら、彼女たちは生まれる前からともにすごしてきた双子だから。

「わかった、わかった」

　黙だまって見つめあう双子にあきれたように、タッタが言った。

「しゃあないやつらやな。ほんで、何からはじめる？　なんぞ手がかりでもあるのんか？」

「タッタ……」

　アンディは、不ふ機き嫌げんな口調で話すミュルーンを、茫ぼう然ぜんと見つめた。

「なんやねん。何もないんか。まあ、ほんならバササのやつに頼たのんでみるか。あいつも商売がら、噂うわさにはくわしいからな」

「タッタくん、これ以上迷めい惑わくはかけられないよ。あたしたちをかばっているだけでも大変じゃない。帝てい国こくに追われるだけじゃないんだよ」

　エフェメラは、あわててそう言った。これは自分たち双子の問題だ。関係ないものを巻きこむわけにはいかない。〈悪あく魔ま〉や邪術師ソーサラー、そして謎の〈結社〉。危険なやつらばかりなのだ。

「うん、それもそうやな」

　タッタがうなずいた。

「バササにそうそう借りも作ってられへんしなぁ。ほな、わいがちょっと」

「バササさんのことだけじゃない」

　アンディが言った。

「タッタ、きみのことだよ。巻きこむわけには」

「なんや、お前ら。なんでバササがさんで、わいがくんやら呼び捨てやらになるねん」

　タッタの大きな目が、ぎょろりと双子を見つめた。

「タッタくん、わかってる？　命だけじゃないの。魂たましいだって危ないわ」

　タッタは、そういう双子を静かに見つめかえした。

（あのな、お前らのためだけやないぞ。もう一人の友だちとの約束を破らなあかんはめにさせてくれた連中に、お礼させてもらわな、わいの気ィがすまんねや）

　その言葉を口にはしない。そんな照れ臭くさいことができるものか。

　その代わりにタッタは、おもむろに大きくくちばしをそりかえらせてニカッと笑った。

「この件でなあ、もろた褒ほう賞しよう金が二千ムーナや」

　ザノンの残党の居場所を通報することでもらった褒賞金のことである。

「ええ儲もうけやないかい。これもお前らのおかげや。そっちがどうでも、しばらくは食いついて離はなさんさかい覚かく悟ごしとけや」

　緑の羽がアンディの腹を軽く打った。

「タッタ……」

「タッタくん」

　双子の顔が泣き笑いのように歪ゆがむ。

「それで、これからどうする？」

　真しん剣けんな顔つきになって、タッタは問いかけた。

「まずやるべきことは……」

　アンディの顔も、ぎゅっと引き締しめられた。

「メノアちゃんに会うことだ」

　だが、それは、今でははなはだ困難なことであるはずだった。彼女は、今、父のもとにいる。父はトールメイラー・スレム。このキーンブルクの領主。すなわち、サーナの夫であり、双子を追わねばならぬ立場の人物だった。

　だが、手段はそれしかない。残された手がかりは、あの母子が暮らしていたというサリカの神しん殿でん。メノアとリアラの生おい立ちを追うことしかないのだから。
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　カータリオンの息子むすこサーライト・ティーグは、相手の疲つかれを案じて、会談をしばし中断し、館やかたの庭を眺ながめた。

　日はとっぷりと暮れている。

　庭に配置されたいくつかの泉が、赤、青、緑そして白と、多くの月光に輝いている。

　そのきらめきに惹ひかれてか、輝きを放つ美しい星光虫ミウミウが飛んできた。夜に沈しずんだ奇き岩がんを、わずかに揺ゆらめく光が照らす。ざわざわと立ち並ぶ木々が揺れている。

　美しい庭だが、同時に、複雑な迷めい路ろでもあった。門をくぐらず、案内もなしに本館にたどりつくにはかなりの苦労を要する。

　そして、奥の館に行き着こうとすれば必ず通らねばならない一点には、そこを見下ろすように人の数倍の高さの築つき山やまが築かれている。その築山の、下を通る者からは見えぬ位置に、幾いく人にんかの弓兵が、常に待機していた。

　館にあるじか滞たい在ざい客がいる間は、だが。

　ここは、キーンブルク領主の別べつ邸ていである。滝の城ではなく、街にいる間に住む館だ。

　街の喧けん騒そうも、庭の広さを乗り越こえてくることはない。もっとも、この時刻になれば、どのみち、それほど騒さわがしいはずもないが……。

　自分がここを襲おそうなら、どう攻せめるだろう。

　サーライトは、いつの間にかそんなことを考えている自分に、心の中でだけ苦く笑しようした。

　彼の視線は、その庭と部屋を隔へだてる大きな板いた硝子ガラス──ドワーフ職人からこれほどの大きさの硝子をあがなうには、とてつもない費用がかかったにちがいない──に映りこんでいる自分自身の姿に移った。

　細長いドワーフ製のグラスを手にして立っている金きん髪ぱつの若者。それが、彼だ。その仕草、その衣服、なによりも身にまとったその雰ふん囲い気きが、高貴な家いえ柄がらの生まれだと知らせている。

　彼の背後には、一人の男が寝ね椅い子すに横たわっていた。この部屋には、もう一人、扉とびらの横で直立不動の姿勢をとっている男がいる。

　サーライトは、くるりとふりむくと先刻までの話題に戻もどった。

「ま、ということで、トール殿どのには失礼ながら、勝手に準備は進めさせていただいています。ほぼ整いましたので、明日にはザノス＝トルアに向けて出発できましょう」

　サーライトは、寝椅子の人物に向かってそう言った。

「召めし使つかいどもから、報告は受けております。もとより、サーライト公子は私の上に立たれるべきお方、いちいち気き遣づかいをいただき、感謝しております」

　寝椅子の人物は、頰ほほがげっそりとこけており、目の回りにはひどいくまができていた。

　病を得ているのだ。

　この部屋にいる三人の中では最年長だ。とは言っても、まだ三十歳にはなっていない。

　長い寝台の上での生活が、彼の外見を十歳以上も老けさせていた。

　彼の公式の名はトールメイラー・スレム。キーンブルクの領主であり、メノアの父である。

　この部屋は、トールが体を横たえたまま政務をとれるように整えられた一室だった。

　サーライトは、笑えみをトールに投げかけた。父、ザノス公王カータリオン・ティーグ逝せい去きよの知らせを受け、駆かけつけてきた、最高位の帝国貴族である。

「トール殿は、召し使いをよくしつけていらっしゃる。いかにキーンブルクがザノス公国の支配のもとにある都市とはいえど、頭あたま越ごしに動かれてはなにかと不ふ愉ゆ快かいでしょうに」

「こんな体の私です。ましてや、このような事態になり、投とう獄ごくされてもやむをえないところだというのに」

「そう言っていただくと、少しは気が楽だ」

　サーライトは手の中のグラスをもてあそんだ。青い酒がゆらゆらと波打つ。

「時に、つかぬことをうかがいますが、トール殿、ザノンの残党ども、どうしてこの別邸を襲わなかったのです？」

「やろうとはしたのです。お披ひ露ろ目めにきてくださった方々の御ご宿しゆく泊はくにあてていたもので、警備にあたっておった者が早々に見つけました」

　言葉の途と中ちゆうで、寝椅子の人物は軽く咳せき込んだ。

「見つけはしたものの逃にげられてしまったとか。捕とらえて問いただしておれば、これほどの被ひ害がいを出さずにすんだかもしれませんな」

　部屋の入り口近くにいた四角い顔の若い男が、厳しい口調でそうつけくわえた。

「それは厳しすぎるのではないかな、ドラク」

　サーライトが、柔やわらかくそう言った。

　実のところ、サーライトは最上位ではあるが、この部屋にいる三人のうちでは最年少、まだ二十をすぎたばかりだ。

　柔らかい黄金の髪かみに覆おおわれた頭を、サーライトはゆるゆると左右にふった。

「トール殿の部下たちは、よくやっていると私は思うよ」

　若き高位貴族の緑の瞳ひとみは、どこか謎なぞめいた光をたたえている。

「は、それはそのとおりです、サーライトさま。ですぎたことを申し上げました」

　ドラク──ドラケルト・ハザンは、感情のない声で言うと、深々と頭をさげた。カータリオンづきの武官だった彼は、その目で公王が暗殺されるところを目もく撃げきした。

　正しくは、目撃したのだと思いこまされている──のだが。

「お前が自分を責める気持ちはわかるよ、ドラク。だが、そのために、心に歪みを招くことはないように気をつけなさい」

　サーライトは、グラスをかたわらの小しよう卓たくに置いた。その何気ない動作の一つ一つに優ゆう雅がさがあふれている。

「はっ、公子殿でん下か」

　四角い顔の男、カータリオンの側近武官であったドラクは、頭をあげることなく言った。

「まことに申し訳ありません、サーライト公子。私の城で公王閣下があのような……、このつぐないは必ず」

　トールが言う。

「幾いく度ど目でしょうか、その言葉をお聞きするのは」

　サーライトは、なごやかに笑った。春風に似た笑いだった。ただ、その瞳の遠い奥に、かすかな冷光がある。

「気になさるな、トール殿。小なりとはいえ戦いの中で死ねて、父は本ほん望もうだったでしょう。もちろん、その死が帝てい国こくを大きく揺るがすのは間ま違ちがいありませんが……それには兄たちが対処しています」

　金髪の若者、サーライト・ティーグには多くの兄がいた。戦いくさで没ぼつせず、まだ生きている兄は二人、彼らはいま、父の死による混乱と動どう揺ようを極力抑おさえるべく、活動している。

　領地たる公国を束ね、皇こう帝ていをたずね、帝てい国こく摂せつ政しようサンバート・デルフと策を練っていよう。

　末まつ弟ていであるサーライトは、父の遺体をザノス＝トルアへと連れ戻すためにやってきたのだった。一いつ般ぱんから見れば、形式としては重要であるが、才覚の必要ない仕事を、頼たよりない末弟が任された、ということになるだろう。

　サーライトの真実の姿を知るものは、ごく少ない。ここにいる二人も、何も知らぬ。

　彼は、ここから戻れば、次は五つの王国が並び立つ、グラダス半島へ特務使節として派は遣けんされることになっていた。グラダス──双ふた子ごの故郷である。

「こちらこそ謝らねばならないのかもしれません。あなたを巻きこみ、領民たちを殺させ、ついには奥さままで行方ゆくえ知れずだ」

「サーナのことは……言わないでください」

「失礼、しかしね、彼女は私の従姉妹いとこでもあったわけですから」

　トールメイラーの妻であったサーナイアがどうなったのか、それは公式には一いつ切さい不明となっていた。第一の側近であったギルクと、新しく仕えるようになった魔術師ウイザードともども、霧きりのようにその姿は消えてしまったのだ。

「あれのことは、あきらめています」

　おそらくは骨すら猛もう火かに吞のまれたのであろうと、そう考えられていた。トールは、なかば起こした身を、再び寝椅子の背もたれに預けると、それ以上は何も言おうとはしない。

　沈ちん黙もくが、しばらくのあいだ部屋にいすわった。

「さて」

　サーライトは、また窓を見つめた。

　彼が見ていたのは、夜よ闇やみに光を与あたえる無力な虫たちだったのか、それとも硝子に映った自分自身だったのか。

　くるりとふりむいたサーライトは、話題を変えた。

「さきほどお話ししたとおり、父を帰き還かんさせる支し度たくもほぼ整いました。急と思われるやもしれませんが、明日には出ようと思います」

「そうですか、明日、お戻りになりますか……」

　トールメイラーは、わずかにかすれた声で言った。健康なころはさぞやはりのある美声であったろう。

「ええ。ですから、お話のあったあなたの娘むすめさんも、その時にともにお連れしましょう」

　トールメイラーの目がそっと閉じられた。ガヤン神しん殿でんの者が、あの娘を連れてきた時には、心底驚おどろいた。だが、娘を救いだしてきたというミュルーンの証言と、娘の話は、彼の思い出にぴたりと一いつ致ちした。何よりも、娘がもっていた手巾ハンカチは、かつてトールがリアラに与えたものに違ちがいなかった。驚きよう愕がくは歓かん喜きに置き換かわった。

　だが、何が起きたのか、この事件がなんだったのか、リアラがどうなったのかを知るうちに、その歓喜も色あせていった。

「すみません、あのようなお願いをできる立場ではないこと、わかっているのですが……」

　途中で、トールは激しく咳きこんだ。

　サーライトの眉まゆと眉との間が、わずかに狭せばまる。彼があらわにした表情はただそれだけだった。それもすぐに消え去り、サーライトは、もとのもの柔らかな表情に戻った。

「お疲つかれのようですね。打ちあわせもすんだことだし、そろそろ失礼しましょう」

　幅はばの広い裾すそを優雅にさばいて、サーライトは出口に向かった。ドラクが、素早く前に出て、急いで扉を開けた。サーライトは、父カータリオン以上に、身辺に人を置かない。だが、ドラクの観念からすれば公子ともあろう者が手ずから扉を開けるようなことはあってはならないのだ。

　ドラクが開けた扉に手をそえて、サーライトはふりむいた。

「安心してください。お嬢じようさんは、ティーグ家が責任をもってお預かりします。いずれはしかるべき家の養女として形を整え、有望な貴族のもとに嫁とつがせましょう」

「よろしく、お願いいたします」

　ようやく咳せきをおさめ、しぼりだすようにトールは言った。それは、政争の道具として使われることを意味していたが、同時に裕ゆう福ふくで安楽な生活が約束されることでもある。

　少なくとも、トールの常識の中ではそうであり、それゆえに娘をサーライトに託たくしたのだ。

　サーライトの思おも惑わくは、まったく違うものだったが。

「今夜が最後です。もし、なんでしたら……」

　サーライトの言葉に、トールはうなずいた。

「呼んでいただけますか、あの娘こを……」

「ええ、ゆっくり別れを告げてください」

　言い残して、サーライトは部屋を出た。

「よろしいのですか、サーライトさま」

　廊ろう下かに出てしばらくして、ドラクが話しかけてくる。

「何がだね？」

　さりげなく、サーライトは聞き返した。

「あの娘です。正体不明の」

　あたりをはばかって声を殺してはいるが、かなりきつい口調だった。

「不明ではないだろう。トール殿と、あるサリカ神官のあいだにできた娘だ」

「それが疑わしいと申しあげているのです。娘の母親は、ザノンの残党とともにおりました。ザノン貴族の血筋であるのはトール殿も認められました」

「だからなんだね？　四歳の娘に何ができると」

　ドラクは、激しく首をふった。

「油断はできません。今はともかく、いつかは育ちましょう。本人の知らぬうちに、魔ま法ほう的な手段でなにやら仕し掛かけられていることもあります」

「お前は、そういったほうの探たん索さく経験もあったのだったな」

　サーライトの口調は、淡たん々たんとしていて、ガヤンの神官として訓練を積んだドラクにも、その心中を読み取ることはできなかった。ともかく、彼はみずからの疑念を口にだけはしておこうとした。

「あのミュルーンの証言にも疑わしいところはあります。《読マインド・心リーデイング》で読みきれなかったので、確かなことは言えませんが」

　性急に言い募つのるドラクを、やんわりと、しかしきっぱりと、サーライトはさえぎった。

「ドラク。私が決めたことだ」

　声こわ音ねだけで、ドラクは思い知らされた。

　反論の余地はない。

　これまで少々ぽうっとした方だと思っていた、おのれの目の曇くもりを、ドラクは悟さとった。ティーグ家の末っ子は、やはり獅し子しの一族の子なのだ。

「お前が考えているより、重要なのだよ。あの娘は」

　その言葉は、くちびるをほとんど動かさずに口にされた。

「は？　それはどのような？」

　勇気をふりしぼってドラクは疑念を呈ていしたが、サーライトは、それ以上説明しようとはしなかった。

「それよりも、どうするのだ？　お前、出発の準備をしていないようだな。いや、私とは別の準備をしているようだ」

　気がつかれているとは、思ってもみなかった。

「サーライトさま、わたくしは……」

　ドラクは、言いよどんだ。

「わかっている、ドラク。ベールトン兄上には、のちほど許可を得よう。お前は好きなように追えばいい」

「ありがとうございます」

　サーライトは薄うすく笑えみを浮うかべた。

「ドラケルトさま」

　その時、廊下の向こうから、ドラクの部下が駆かけ寄ってきた。サーライトにひざまずいての礼をすると、ドラクの耳元になにやら報告する。

「申し訳ございません、サーライトさま。ちと、所用ができましたので」

「かまわない。お前の仕事は、私の世話ではあるまい。ただし、殺すな。捕とらえて勝手に尋じん問もんしてもならん。私に報告しろ」

　サーライトは、ドラクの意図を全すべて見み抜ぬいている。

　ドラクは、深々と鐶かん兜とうをつけた頭をさげた。

「はっ、承知いたしました。必ず、御ご期き待たいにはお応こたえいたします」

　ドラクは、腰こしの長ちよう剣けんを鳴らしながら、急ぎ足で立ち去った。サーライトは、立ち止まったままその後ろ姿を見送り、そしてその姿が消えた時にかすかな声が聞こえた。

「自分が期待されてると思ってますぜ、あいつ」

　窓の外で風が鳴った。声だったのか、風の音だったのか、わからなくなりそうな声だ。

　弱々しいという意味ではなく、夜に溶とけこみきっているがゆえに。

　サーライトは、呟つぶやきを返した。

「聞いていたな。例のミュルーン、動いたようだぞ」

　ドラクは、メノアという娘を連れてガヤン神殿にやってきたミュルーンに監かん視しをつけさせていた。彼の証言の真しん偽ぎがどうであれ、逃にげたカータリオン襲しゆう撃げき犯が接せつ触しよくをはかる可能性が大きいと見ていたのだ。ドラクがあわてて動く所用となれば、そのミュルーンにあやしい動きがあったということだろう。

「逃げる準備でもはじめたんでしょう」

　また声が聞こえた。見える範はん囲いには誰だれもいない。窓の外には、よく葉のしげった樹があるだけだ。

「例の双子、そこまで来てます。となれば、ここで父親のほうに会った後で、街から逃げる気でしょうぜ」

　貴人に対するには、いささか礼を失した口調であった。

「なかなか頑がん張ばるじゃないか。ただ逃げるだけかと思っていたが。まだまだ彼らについての知識が足りない、ということだな。前提が欠けていては正確な予測はできん」

　サーライトは顎あごをつまんだ。やがて、彼はそれをゆっくりとおろした。

「監視を続けろ、アード。そして見み極きわめろ、双子とやらを。私の同盟者たるにふさわしい者かどうかをな。未熟者の末子には、運命がいずれにつくかを見定めるのは、なかなかに大変だよ」

　ミュルーンを調べさせていたのはドラクだけではなかったし、数は少なくともサーライトの密みつ偵ていは遥はるかに優ゆう秀しゆうだった。

「承知」

　短い応えの後、枝が鳴った。
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　どさりという音がした。ロープを使って離り邸ていをとりまく壁かべを乗り越こえた人ひと影かげが、最後の瞬しゆん間かんに手を滑すべらせ、背中から落ちたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　兄さん」

　後に続いていたほっそりした人影が、ひそめた声をかけた。

「それより、まわりを警けい戒かいしてくれ、エフィ」

　二つの人影は、緊きん張ちようしたようすであたりを見回した。

　どうやら、見とがめられたらしい気配はない。

　城じよう壁へきほどとは言わないが、高い壁だ。てっぺんには盗とう賊ぞく返しもついている。厚みはたいしたものではないから、破城槌つちなどで攻こう撃げきされればもたないだろうが、それはこのさい関係ない。

　双ふた子ごが入りこめたのは、バササがどこからか調達してくれた魔法のロープのおかげだった。代金を払はらうには、カータリオンがグノバに預け、アンディが借りた小剣シヨートソードを使った。柄つかにうめこまれた宝石の一つをはずしたのだ。アンディとしては、かなり抵てい抗こうのあるやり方だったが、背に腹は代えられない。

　とりあえず、その心理的苦痛を忘れるくらい、魔法のロープは役立ってくれている。

「これが昼間なら、タッタくんがいてくれるから、こんな苦労せずにすむのに」

　兄に続いてロープをおりてきたエフェメラが嘆なげいた。

　空には、双子と緑の月、輪の月がある。忍しのびこむには明るすぎるほどだが、ミュルーン族にとっては、これでも光が足りない。

「あのな、エフィ。昼間だったら、ぼくたちはとっくに見つかって大おお騒さわぎになってるぞ」

　起きあがったアンディが、目の前にあるうっそうとした森の奥に目をこらしながら言った。

「わかってるよう、そんなことくらい。ちょっと言ってみただけじゃない。それより、ここからどっちに行くの？　メノアちゃんのいる離はなれって、どっち？」

　メノアに会い、彼女がリアラとともに暮らしていたサリカ神殿の場所を尋たずねたら、すぐにもキーンブルクから脱だつ出しゆつすることになっている。タッタは今ごろ、馬や地図、食料の手配をしているはずだ。

「今、タッタの地図をだす」

　タッタがメノアを、トールのもとに連れてきたのだ。おかげで、メノアがここに移されてからも、一度だけだが面会を許されている。地図は、その時の記き憶おくをもとにしていた。

「タッタが書いてくれた地図だと……、よく、わからんな」

「頼たよりないわねぇ」

　エフェメラは、兄の手もとを覗のぞきこんだ。四つの月の光は、かろうじて文字を読めるほどには明るい。

　しかし……。

「何、これ？」

　書いてある字はわかる。ココと、それからヤマとオオキナモモとハシだ。矢印でさししめしてあるから、目印になりそうなものをあげてあるのだろう。だろうが……。

「何なの、こののたくった線」

「たぶん……」

　アンディが、指でたどりながら言った。

「これが壁で、これが館やかたのつもりなんだと思う」

「これが？」

「……タッタは、絵は苦手なようだな」

　アンディは、小さなため息をついた。

「だけど、方向感覚は信用できるはずだ。大丈夫だろう。たぶん、こっちだ」

　アンディは、森の木々の隙すき間まを目指して、すたすたと歩きはじめた。

　しばらく行ってから、振ふり返る。

「ついてこないのか、エフィ？　タッタだって伝令だったんだぞ。道や間取りを覚えるのは得意だよ」

　エフェメラは、疑わしげな瞳めで兄を見つめた。

「あたしが考えてたのはね、タッタくんの方向感覚はともかく、兄さんの方向感覚を信用していいのかってことなのよ」

「大丈夫だ、まかせろ」

　アンディは胸をはって、そう言った。

　そして、森の中にはいりこんで百歩と行かないうちに。

　──双子は、道に迷っていた。

「どうするのよ、兄さん」

　エフェメラの声は落ち着いていた。生まれてこのかた十七年──もうすぐ丸十八年──くりかえしていれば、馴なれもする。

「大丈夫だ。水の音が聞こえる。あれがこの小川のはずだから、それを頼りにすればたどりつけるよ」

　エフェメラは、いつでも《闇ダークネス》の呪じゆ文もんが使えるように心構えをして、ゆっくり兄の斜ななめ三歩後ろからついていった。

　小川に出るには、一度、小道を横切らねばならなかった。

　そこを見下ろすように、巨きよ大だいな築つき山やまが存在していることに双子が気がつくのは、築山の頂点から放たれた警告の矢が、足元に突つき刺ささった時だった。




　その頃ころ、メノアは、離れを出ていた。

　父のそば仕えが呼びにきたのだ。

　ようやく寝ねついたところを起こされて、むずかっている。父の部屋につくころには、すっかり涙なみだ目めになっていた。いや、ぼろぼろと涙をこぼしていたのだが、かかえるように抱だいていたので、連れてきた世話役のメイドは、気がつかなかったのだ。

　メノアは、声を殺して泣く。それに、トールが気づいたのは、はじめて我が娘むすめの顔を見たその夜のことだった。

　メノアは、母を求めて泣いていた。決して、声をあげることなく。

『声をだして泣くと母しゃまが心配するから』

　そう、メノアは言った。

　そのことが、今までのこの娘の暮らしぶりを示しているように、トールには思えた。不ふ憫びんであるとも思う。だが、彼にはどうしてやっていいのかがわからなかった。この一年はほとんど寝たきりで、息子むすこのダーナとも接したことはない。子供の扱あつかい方などわからなかった。生まれた時からともにすごしていれば、自然と覚えることなのかもしれない。だが、彼とメノアは、その日はじめて出会ったのだ。

　彼にはただ、ぎごちなくメノアを抱きしめてやることしかできなかった。

　だが、それだけでよかったのかもしれないと思う。その夜、彼を父ではなくおじさんと呼びながらも、メノアはトールの腕うでの中で、安心して眠ねむったのだから。母の遺体がナーレンスの川岸にうちあげられたことなど、メノアに告げられたものではなかった。

　それからの数日、彼は娘にまるで会っていない。息子にも会っていなかった。世話は全て召めし使つかいたちまかせだ。

　いずれにせよ、手放さねばならぬ娘だった。ならば、できるだけ情を移さぬほうがよい。

　帝てい国こくの法は、その性にかかわりなく長子相続を定めている。嫡ちやく子しであれば、だ。

　けれど庶しよ子しとはいえ姉の存在は、騒そう乱らんの火種ではあろう。まして、メノアは一目見てわかるほど聡そう明めいな子であった。

　事情を聞いたサーライトからの、ティーグ家がメノアの面めん倒どうを見ようという申し出は、渡わたりに舟ふねだった。

　もう少し長い時をすごしたかったと、思わなくもない。だが、それはかえってつらい思いを味わうだけだったろう。結ばれなかった女の面おも影かげを、この娘はあまりにも宿しすぎていたから。

　もしも、この娘がいなければ……。リアラが死なずにすんだかもしれないと、そう思ってしまうから。

　今、こうしてその顔を見ていると、リアラの姿がくっきりと重なる。顔だちがそっくりだというわけではない。むしろ、子供のころの自分に似ているような気がする。だからダーナにも似ているのかもしれないが、トールは息子の顔がはっきり思い出せなかった。

　リアラのことを思い起こさせるのは、そのほんの小さな仕草だ。

　たとえば、今のように、わずかにうつむいてこちらをうかがっている時に、首を傾かたむける角度であるとか。

　トールは呼びかけた。

「メノア、おいで」

　その名前を呼ぶのは、これがまだ四度目だ。

　召し使いにそっと背中を押されて、メノアはトールの寝ね椅い子すにやってこようとした。その前に、ちょっと立ち止まって、ごしごしと顔をこすり、涙の跡あとを隠かくそうとする。

　トールは複雑な顔つきで娘を見た。みずからの心を見せてはならないと思いながら、隠しきれなかった。何か言おうとしたが、言葉が出ない。メノアは、緊張した顔つきで彼を見ている。

　トールは、ようやくのことで笑い顔を作ると、うなずいてみせた。メノアは、恐おそる恐る寝椅子のかたわらにやってきて、そっと彼の手をとった。

　トールの手が、その上にかぶせられる。

　父と子は、言葉をかわすことなく、しばらくのあいだじっとしていた。

　世話係のメイドとトールのそば仕えは、こちらを見ていないあるじに向かって一礼すると、音をたてないように退出した。




「こっちだ！　エフィ」

「言われなくたってっ」

　双子は、走っていた。

　のたうつ木の根っこを飛びこえ、枝をくぐり抜ぬけて逃にげる。

「向こうだ、回りこめ！」

「だめだ、手て薄うすになるっ。逆ぎやく襲しゆうされるかもしれん」

「応おう援えんは、まだこんのか！」

　彼らの背後に、叫さけびかわす声がある。追っ手の数は少ない。だから、なんとか逃げ続けられた。双子は知らなかったが、今、彼らを追いかけているのは、ドラクの部下たちだった。ザノス＝トルアから、今は亡き公王に従ってやってきた者たちである。本来の館の警備兵たちは、街に散って、ザノンの残党を追っていたのだ。それゆえに追う側もまた、この庭の迷めい路ろには詳くわしくなかったのが幸いだった。

　しかし、その幸運がいつまで続くものか。

「このままじゃあ、追いつめられるな」

「いきなり、見通しの暗いことを言わないでよ、兄さん」

　どうにか太い幹の後ろに回りこんで隠れた双子は、呼吸を整えながら、そんな会話をかわしていた。

「脱出するなら……」

　この館から外に出れば、あるいは逃げきれるかもしれない。だが、そうしたら次の機会があるのかどうか。

「どんどん奥に行っちゃえばいいのよ。こんなところで、いつまでも足止めをくらっているわけにはいかないんだから」

「どうしたんだ、お前」

　少し驚おどろいたような顔で、アンディは妹を見た。先日までの彼女なら、さっさと逃げ出そう、そして、故郷に帰ろうと言いだしても不思議はないのだ。

「どうもしないわよ。単に、メノアちゃんのことが心配なだけ」

　エフェメラは、ぷいと横を向いた。それは噓うそではない。シャストアの信者は、噓を恥はじとはしないけれど──人を傷つけいやしめるようなものでなければ、だ──、これは本当だった。

　半分だけ。後の半分は、アンディの目的のためだ。いくつかのできごとを経て、エフェメラは、兄のことを素す直なおに手伝おうと決めた。伝令ギルドの寝しん台だいで横になって、そう決めたのだ。一いつ緒しよに来いと、兄が言ってくれたから。

「とにかく、動こう」

　あたりのようすをうかがいながら、アンディが言った。

「ん」

　エフェメラはうなずいた。

　一歩踏ふみだそうとした時に、後ろの方でぺしりと何かが折れる音がした。誰だれかが、小枝を踏んだのだ。もちろん、アンディでもなければエフェメラでもなかった。

　後ろのほうだ。さっきまで口々に叫びあっていたのは、こちらを油断させるためだったのか。

「走れっ」

　アンディがかすれた声で叫んだ。

　今さら音を立てることを気にしてもはじまらない。エフェメラは、目の前の枝をぐいっと押しのけた。ちょうどその時、森の彼方かなたで火の手があがった。遥はるかに遠く、築山をはさんで反対側だ。それでもはっきりと見えるくらいに、巨大な炎ほのおだった。




　炎は、森の木々をのみこんでいた。たわわにみのった果実が、しなび燃えつきていく。

　魔ま法ほうか特別な能力による放火だ。それ以外、この火勢は説明できない。

　だが、集まってきた警護の兵士たちは、火を放った犯人を追うどころではなく、消火におおわらわだった。

　その炎を呼んだ人物は、騒さわぐ兵士たちを尻しり目めに、森の中を悠ゆう然ぜんと歩いていた。身につけた濃こい茶色のローブは、夜に溶とけるが、もちろん魔法の目くらましも併へい用ようしている。

　魔術を使い、このキーンブルクの事件を陰かげで操あやつっていた人物、黒翼鳥である。

「まったく、手間をかけさせてくれる。金かね勘かん定じようしか知らぬ鳥めが」

　ミュルーンという生き物は常に想定外の行動をとる──。

　黒翼鳥の計画では、息がかかった女に双ふた子ごを拾わせ、この館やかたへ誘ゆう導どうする手て筈はずだった。そうしていれば、双子は見つかることなくメノアと出会えていたし、黒翼鳥がこうやって囮おとりになってやる必要もなかった。

「だが、しかし他人のせいにばかりしてもいかんな、我が失策を……」

　ここまでの計画が順調だったがゆえのおごりが、ついに復ふく讐しゆうが実現できるとのあせりが、どこかにあったに違ちがいない。

「なぜ、我があやつらを助けてなどいるのか」

　彼は準備には時間をかけたいほうだ。しかし、ティーグ家の末子が急の出発を決めたことで、今日はろくな用意もなしに、屋や敷しきに侵しん入にゆうせねばならなかった。

　黒翼鳥は、この別べつ邸ていに忍しのばせている密みつ偵ていからサーライトの出発を知った。どうやって双子に教えようと考えていたら、彼らは伝令ギルドから情報を得ていた。サーライトが、堂々と先ぶれの手紙を頼たのんでいたからだ。残党の襲しゆう撃げきを恐れて、旅の日時や経路を隠す、といった発想をしない、のんきな末子である──と黒翼鳥はあきれたが。

　おかげで手間は、はぶけた。

　双子どもが、ろくな計略もなしに忍びこんだので、こうして見張っていたわけである。

『役に立たぬやつらだ。あの双子めッ』

　なぜこの黒翼鳥が、囮役などしてやらねばならぬ。ティーグの末子も悪い。そんなに急いで出立する必要はなかろうが。

　いっそ、このまま屋敷全すべてを火の海にしてやろうか。黒翼鳥は、その理り不ふ尽じんな怒いかりと憎ぞう悪おの念をぐっと抑おさえつけた。

『いいや、わざわざ生きのびさせたのだ。あの双子には、〈結社〉の旧ふるき母どもの喉のどの奥に釣つり針ばりをひっかけるための生き餌えになってもらう。もらわねばならぬ。そうでなければ、なんのために我が慢まんしたのか』

　双子に、追っ手に、世界の全てに対して抱いだく激しい侮ぶ蔑べつに、黒翼鳥は我が身を焦こがす。

　このような無理をしなくとも、我が情報を与あたえてやったものを。ともかくもここは逃げのびてもらわねば。そのくらいはしてみせろ。この我の手をわずらわせておいて、そのくらいできぬでは話にならぬ。

『そうすればいずれは、我が手で殺してやる。憎にくき〈結社〉がかかわるもの、全てこの手で葬ほうむってくれよう』

　しかし、その残ざん忍にんな欲よく望ぼうに、今は身をまかせるわけにはいかぬ。それをするなら、ここで逃げに回った意味がなくなる。黒翼鳥の論理はまったく歪ゆがんでいた。そして、彼自身は歪んでいることに気がついていない。それこそが、〈悪魔〉と契けい約やくをかわしてしまった証あかし。

　黒翼鳥は、いかに気づかれず、双子を支し援えんするかを考えようとした。そんなことをしなければならないのはくやしいが、何も知らずに双子が幸運に感謝するかと思えば、その間抜けぶりがおかしかろうというものだ。

　さて、これからどうするか、と黒翼鳥は考えた。

　あの間抜けな双子も、この騒ぎが利用できれば欲しいものを手に入れられるだろう。

　そうすればメノアは、もう黒翼鳥には必要ない。あれも〈結社〉の血をひく娘むすめだ。抹まつ殺さつすべきだ。

　しかし、それは今日することか？　メノアが、双子に情報を与えるまで、ここで待っているのも馬ば鹿からしい。

「去るか……」

　ただ一つ気になるのは、サーライト・ティーグだ。ティーグ家の生き残り中でただ一人、〈結社〉の秘密に触ふれたことのある男。あの若者が、メノアという娘を手にいれた時、何がおきるのか。それが、黒翼鳥にも読み切れなかったのだ。凡ぼん庸ような末子という評判だし、今日までの事件への対処を見てもそう思えたが……騙だまされているのではないか、という不安はぬぐいきれない。

　常に先を読み、緻ち密みつに構築された陰いん謀ぼうを得意とする黒翼鳥は、不確実なできごとに対して、人一倍の不安を覚えた。

　何か、サーライトの真実を探さぐる手でもないものか。

　黒翼鳥は、そう考えながら、闇やみの中を歩いていた。誰かがあらわれればいつでも呪じゆ文もんが使えるように、右の手は魔術武器を握にぎっている。もっとも、ローブの袖そでに隠されて、外からは見ることができないが。

　魔術師ウイザードや邪術師ソーサラーは、それぞれ〈天使〉か〈悪魔〉という不可視の精神生命体の力を利用して魔法を使う。その生き物たちは、世界を形成する波動そのものが命と化している存在だ。それを使し役えきして現実を変容させる。術を使うためには、それらを封ふう印いんした魔術武器をもたねばならない。それなしでも力をおよぼせぬではないが、効果も薄うすく、時間もかかる。

　魔術師ウイザードは杖つえに、邪術師ソーサラーは剣けんに、往々にして封印をなす。黒翼鳥の魔術武器は短剣ダガーであった。その柄つかには魔力石パワーストーンがはめこまれている。現実を変容させるためには、それなりの力の源が必要だ。通常、それは呪文を使おうとするものの命のきらめきからひきだされる。しかし、この石は、それを肩かた代がわりしてくれるのだ。古き〈龍ドラゴン〉の体から作られ、その偉い大だいなる生命のかけらを宿している。黒翼鳥が、常識はずれに多くの呪文を立て続けに唱えられるのは、この魔力パワー石ストーンのおかげだった。

　兵士が数人、森の向こうから駆かけてくる。

　黒翼鳥は短く呪文を唱えた。幻げん影えいの木々が、彼の姿にかぶさり、覆おおい隠かくした。兵士たちは、何も気づかず、立ち去っていった。用心のため、もうしばらく待つことにする。

　兵士たちに少し遅おくれて、長身瘦そう軀くの影かげが一つあらわれた。足音を忍ばせてやってきたそいつは、幻げん影えいに隠れた黒翼鳥の前に立った。

『何者だ、こやつ？』

　黒翼鳥はいぶかしく思った。ふるまいも外見も、警備の兵士には見えない。

　月明かりだけでもはっきりとわかる。長い耳の先せん端たんが尖とがっていた。薄い色の髪かみをいくつかに編んで左右に垂らしている。身にまとっているのは毛皮だろう。

　人間族ではなかった。〈源人の子ら〉の一種族、エルファだ。森──もちろん巨きよ大だいな自然の森のことだ──に暮らす、緑の月に属する種族である。草木と鳥ちよう獣じゆうの祖霊トーテムを崇あがめる、物静かで平和的な種族だ。黒翼鳥の知識によれば、そのはずであった。

「馬鹿だ、お前は」

　そいつはいきなり、そう決めつけた。

「風で葉っぱも揺ゆれない木があるけェ！」

　問答無用で蹴けりつけてくる。

「うぬっ！」

　黒翼鳥は、瞬しゆん時じにして後方に飛びすさった。瘦身のエルファは、それを追ってくる。

「てめェ、ばかやろォ！　妙みような騒そう動どうをおこしやがるから、俺がこっそり動けなくなったじゃねぇか！　あいつらァ、見み逃のがしたらどうすんだよっ」

　いきなり、そう怒ど鳴なった。下品きわまりない怒鳴り声だ。言うがはやいか、その男は手にした投石器スリング風の武器をふるった。飛びだしたのは、投とう擲てき用の石ではなくて小さな木の実だ。それは、黒翼鳥の手もとではじけて、右親指の先端をふっとばした。握られていた短剣ダガーが、ぽとりと足もとに落ちる。暗くら闇やみの中、抜ぬき撃うちに放った一いち撃げきとしては上出来だった。

「がっ」

　邪術師ソーサラーは、思わず苦鳴をもらした。後ろに倒たおれこみそうになるのを必死でこらえる。

　遠くで叫さけぶ声が聞こえた。先さき程ほどの警備の兵たちが、今の騒ぎを聞きつけたのだ。黒翼鳥のせいでこっそり動けなくなる、などというのは言いがかりとしか思えなかった。あらわれた男自身が騒がしいではないか。怒鳴り声にせよ炸さく裂れつ音にせよ、聞きつけられて当たり前だった。

「な、なんなのだ、お前は」

　黒翼鳥は、めったに見せない二つの感情をあらわにして言った。驚きよう愕がくと、狼ろう狽ばいだ。たとえ傷を負わされても、恐きよう怖ふなど覚える黒翼鳥ではなかった。

「俺かァ？　なんだと思う？」

　瘦身の男は、にっと笑った。まるで牙きばのように、犬歯が長い。

「エルファか。それもプファイトの氏族と見たぞ」

　黒翼鳥は、めまぐるしく頭を働かせながら、つい応こたえていた。

　プファイトは、狩しゆ猟りようと破は壊かいの役目をもつ氏族である。彼らが氏族の象しよう徴ちようとする祖霊トーテムは、狼おおかみとプファイトの木。プファイトの実は、強い衝しよう撃げきで破は裂れつし、中の鋭するどい種を周囲にまき散らす。彼らプファイト・エルファは、その実を武器として使う。

「そのとおり。プファイトの実のことを知ってりゃ、馬鹿でもわかるだろうがよ。俺のことは〝吠える狼ハウリングウルフ〟のアードと覚えておきな」

　アードと名乗ったエルファは、がははと笑った。黒翼鳥が知っているエルファは、厭えん世せい的で森から出ないか、〈悪魔〉狩がりに執しゆう念ねんを燃やすものかだった。このアードという男は、どちらの常識からもはずれている。

「何のために、ここにいる」

　いつもの嗄しやがれた声で、黒翼鳥は問いかけた。こいつは盗とう賊ぞくとは思えぬ。こんな騒がしい盗賊がいるはずはない。しかし、警備の兵とも考えられない。
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　尋たずねながらも、じつは、黒翼鳥は、それにたいした興味はいだいていなかった。邪じや魔まするものは、斃たおすだけだ。兵士たちの声も近い。声をかけることで、相手の気をそらしておいて、黒翼鳥は、魔術武器を拾いあげようとした。

「やらせねぇっ」

　アードが地を蹴った。その手の中に剣がひらめく。




　迷めい路ろの庭の、反対側にある森での火事騒さわぎが、双ふた子ごを救った。

　今までの追っ手がいなくなったわけではない。しかし、注意はそらせたし、新しい追っ手がくわわることがなくなったのは大きかった。

　もっとも、だからと言って、あっさり逃にげきるというわけにもいかなかった。

　迷路になっている森には、いくつか巧こう妙みような仕し掛かけがあったのだ。網あみにひっかかって宙づりにされたり、上向きに植えられた木き槍やりを踏ふみぬいたりしなかったのは、幸運以外のなにものでもなかった。

　とはいうものの、事態がいいほうに向いているわけではない。追っ手をふりきることはできないでいたし、目指していた離はなれとは、まるで違ちがった方向に進まされている。

「エフィ、このあたり、穴があるから注意しろよ」

　双子は、森の中にぽっかりと開ひらいた小さな空き地に足を踏み入れていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。月明かりではっきり見えてるじゃない……っ」

　言い終わらないうちに、エフェメラは足を滑すべらせていた。木の影のおかげで、見み間ま違ちがえたのだ。

　かろうじて、穴のふちで踏みとどまる。

「エフィっ！……うわわっ」

　ところが、それを支えようとしたアンディのほうが、足もとの穴に膝ひざまで落ちこんで、服をぐしょ濡ぬれにしてしまった。

「それだけですんでよかったじゃないの」

　エフェメラは、憮ぶ然ぜんとしている兄の背中をぽんぽんと叩たたいた。

「いくぞ」

　アンディは、妹の目を見ずに言った。明るければ、頰ほおがかすかに赤らんでいるのが見えたはずだ。そのアンディの表情を照らしだそうとでもするかのように、後方からひとすじ光がさした。

「いたぞ、こっちだっ！」

　警備の兵士たちは《光条ライト・ジエツト》の魔ま法ほうがこめられた棒と、たいまつを使っている。

「見つかったか」

「いちいち言わなくてもわかるよ」

　エフェメラが、マントをひるがえした。

　と、その足が途と中ちゆうで止まる。

「エフィ、どうした」

　兄の呼びかけを無視して、エフェメラは呪文を唱えた。続いて、もう一つ。穴ぼこのある地面の上が薄い《闇ダークネス》におおわれる。魔法で作りだした闇を変化させて、穴を隠したのだ。

　エフェメラは、いたずらっぽい笑いを浮うかべると、兄をうながした。

「さ、いこ」

　双子が、反対側の森に足を踏みいれると同時に、悲鳴がおきた。

「濡れたぐらいで、何を大げさに」

　エフェメラが口の中で呟つぶやいた時に、悲鳴の中身がはっきりと聞こえた。

「気をつけろ！　中に吸血蛭ひるがいるぞ！」

　はっと、エフェメラの表情がこわばった。大型の吸血蛭の中には、かなり強い毒をもったものもいるはずだ。

　その妹の腕うでを、アンディが強く握った。

「大丈夫だ。死んだりすることはないよ」

　気休めを言う兄ではない。そのことを知っていたから、エフェメラは罪の意識をふりきって走った。しかし、どこに向かって走ればいいのかは、二人ともわからない。とりあえず、森が薄くなる方角を目指した。

　そして。

　彼らは、大きな建物に出くわした。

「ここなの？　兄さん」




　　　　４




　遠くで騒ぎが聞こえている。

　だが、この部屋まではどんな喧けん騒そうもとどかないようだった。

　この部屋にいるのは、二人きりだ。しばらく、誰だれも来ないはず。

　トールはメノアを見おろした。

　そして、メノアが、その視線を受け止めた。

　五日前にはじめて会った大人の男性の視線を。

　どうして、この人はこんな目であたしを見るのかな。

　メノアを膝に乗せて、ずっと黙だまって頭をなでてくれている。何にも話さない。母しゃまは、こんな風にするときはいつもお話を聞かせてくれたけど。

　メノアは、うつらうつらしていた。伝わってくる温ぬくもりが、気持ちよかった。こんなに大きくて固い手に頭をなでられたのは生まれてはじめてだ。

　こうしてくれるこの人は、父だという。

　父という呼び名には、実感がなかった。そもそも、メノアは老人と子供以外の男に出会ったことが、この旅以前はほとんどなかったのだ。お話の中でしか知らない父親というものとは、この人はずいぶん違っていた。父親というのは、もっと大きくて、怖こわくて、よくわからないけどこっちを押しつぶしてしまうようなものだと思っていた。神しん殿でんで一いつ緒しよに暮らしていた女の人たちは、みんなそんな風に言っていた。

　確かに、旅の途中で出会った男の人たちは、怖かった。グノバおじさんもアンディお兄ちゃんも優やさしかったけど、そばにいるとどこか不安だった──タッタしゃんだけは、ちょっと別。

　それなのに、不思議だ。

　この人だけは、どういうわけか安心できる。顔色も悪いし、目つきだってよくない。母しゃまが教えてくれた、気をつけたほうがいい人に、似ているんだけど。

　母しゃま。

　母しゃまは、どうしてまだ迎むかえに来てくれないのかな。タッタしゃんも、約束してくれたのに。

　ぽつりと、頰に冷たいものが触ふれた。

　見上げると、父の瞳ひとみが濡れていた。変だな、と思った。ベーナお婆ばあちゃんがしてくれたお話では、大人の男の人は泣かないはずだったのに。

　父は、ゆっくりと自分の体をゆすってくれていた。その瞳は、遠くを見ていた。メノアの姿は、そこにはなかった。

　見ているその姿が、ぼやけた。メノアの瞳からも涙なみだがこぼれそうだ。不安がこみあげてくる。涙はとうとう落ちそうだ。母しゃまはいない。母しゃまに会いたい。

　でも泣いちゃいけないんだ。

　涙を見せると、母しゃまが心配するもの。

　心配、するもの。

　そう思った時、父が彼女を見た。はっと、その顔が歪ゆがむ。瞳にメノアの顔が映っている。軽く置かれていた腕が、ぎゅうっと彼女を抱だきしめた。

「泣きなさい、いいのだよ。泣きたい時には泣いていいのだよ。お前は、まだ子供なのだからね」

　その人が何を言っているのか、メノアにはよく意味がわからなかった。

　でも、どういうわけか涙があふれて止まらなくなった。メノアは、大きな声で母を呼んだ。彼女自身は意識していなかったけれど、それは言葉が話せるようになってから、生まれてはじめてのことだった。

　メノアはわんわんと泣いた。今までの、四年分を取り戻もどすかのように、大きな声をあげて泣いた。しっかりと、父の胸にしがみついて。

　幾いく度ど、母を呼んだことだろう。

　その呼び声に応こたえるかのように、音をたてて扉とびらが開けられた。

　炎ほのおを消すことと侵しん入にゆう者を追うことに気をとられている館やかたの人々の中で、その泣き声を聞きつけた者たちがいたらしい。ほとんどの者たちは、自分自身とサーライト・ティーグの身の安全を考え、寝ねたきりの領主とあらわれたばかりの妾しよう腹ふくの娘むすめに注意を払はらうものはいなかった。

　たった二人、メノアの声だと聞きわけて、やってきたのだ。

「どうしたのだ、お前たち」

　父の厳しい声に、メノアは泣きやんだ。しゃくりあげながら、その腕にしがみつく。

「何か緊きん急きゆうのことなのか？」

　入ってきたのは、警備の兵士の服装をした二人組だった。どちらも無個性な顔だ。

　そのうちの一人が、メノアに駆かけよりながら高い声で呼びかけた。

「メノアちゃん、無事なの!?」

　女の声だった。その姿形は、どこから見ても男なのに、声は若い女のものだったのだ。声を聞いたとたん、父にしがみついていたメノアの手が緩ゆるんだ。聞き覚えのある声だったのだ。

　もう一人の兵士は、剣けんを抜ぬくとゆっくりとかまえた。

　それぞれの姿が、一いつ瞬しゆんぼやけると消え去り、そこに若い娘と青年の姿があらわれた。《幻覚イリユージヨン変身・デイスガイズ》の呪じゆ文もんが解けたのだ。どことなく似ている二人組だった。

　トールが誰すい何かの声をあげるよりはやく、メノアが歓かん声せいをあげていた。

「エフィお姉ちゃん！」

「大丈夫、どうして泣いてたの？　いじめられたの？」

　エフェメラは、自分の身を守ることも忘れて、メノアに飛びつこうとした。メノアもまた、エフェメラのもとに行こうと、父の腕を飛びだした。

「すいません、騒がないでいただけますか」

　剣を──幻覚の魔法が解けた今では、ソードブレイカーだとわかる──かまえた若者は、トールにそう告げた。

　他ほかにいく場所もなく、館に入りこんだ双子は、メノアの泣き声を聞きつけたのだ。そして、幻覚の魔法で兵士に変装して、ここにたどりついたのだった。

「この子に危害をくわえないと約束してくれるなら、な」

　背筋をぴんと張って、トールは答えた。

「それはこっちの言うことだもんっ！　こんな子供を泣かせて、恥はずかしくないの」

「よすん……」

　アンディが止める前に、エフェメラの腕の中にいたメノアが、身をもぎ離して彼女をきつい目で見た。

「駄だ目めっ」

　きょとんとした顔のエフェメラに向けて、メノアは言葉を続けた。

「いじめちゃ駄目っ」

　くちびるをかみしめて、父と双ふた子ごのあいだに立ちはだかるように、メノアは両手を広げている。当とう惑わくした表情で、アンディとエフェメラはメノアを見つめた。

「剣をおさめてくれないか」

　トールは穏おだやかな声で言った。

「かまえたままでもかまわないがね。どうやら、きみたちはこの子の前で剣をふるえるようには見受けられない」

　双子は、顔を見あわせた。

「いじめたりしないよ。勘かん違ちがいしただけ」

　エフェメラは、メノアをなだめようとそっと、その頭をなでた。

「子供扱あつかいしないでくだしゃい」

「ああ、そうだったね。忘れちゃ駄目じゃないか、エフィ」

　アンディは、苦笑いしながらソードブレイカーを鞘さやにおさめた。メノアはしばらく迷っていたが、やがてこっくりとうなずいた。頭の上に手を伸のばして、そっとエフェメラの手を顔の前にもってくる。指と指とがからみあって、女の子たちはにっこりと笑いあった。

　アンディは、何も言ってもらえなくて、ちょっとがっかりした顔になった。

　その時、扉が乱打された。

「トールメイラー殿どの、御ご無ぶ事じでいらっしゃいますか。不ふ審しんなものどもが二名、館に入りこんでおります。ドラクさまは、カータリオン閣下をあやめたものどもではないかと。御無事でいらっしゃるか」

　双子は、はっと緊きん張ちようを走らせた。その視線が、トールの顔に集まる。双子は、そうか、この人が、と思っていた。この人がリアラさんの愛した人なのか、メノアの父親なのか。

　キーンブルクの領主は、落ち着いた表情でゆっくりと言った。外に向かって。

「少し静かにしてくれ。子供が起きてしまう」

「はっ、しかし、そのようなことを言っている場合では」

　外にいるのはドラクの部下だ。トール子飼いの部下ではない。融ゆう通ずうをきかせてはくれないだろう。

「やれやれ、子供をもったことのないやつの言いそうなことだな。ここに入ったと思う理由でもあるというのか？」

「ございません。が、念のため、各部屋を探たん索さくしております」

　慇いん懃ぎん無礼な口調である。

「わかった、わかった。人ひと質じちなどとられてはおらんよ。みっともない格好なのでな、少し待て」

　大きくそう言うと、トールは声をひそめた。

「あそこだ。隠かくれていなさい」

　トールは、部屋の片かた隅すみの大きな衣い裳しよう棚だなを指さした。

「その子は、私の膝ひざの上に」

　エフェメラの指は、まだメノアのそれとからみあっている。

「メノアがいなければ、人質にとられたものだと思うだろう。そう思うから、今も入りたがっているのだ」

　トールの判断は冷静である。メノアは、怯おびえている。頼たよるべき人たちが、お互たがいに睨にらみあっているのだ。双子は、一瞬、顔を見あわせた。そして、すぐに決断した。

「もう、よろしいな」

　扉が開いて、ドラクの部下たちが入ってきた。




　ほぼ、同時刻。

　アード・ハウリングウルフは戦っていた。

「このクソ野や郎ろうっ！　俺の邪じや魔まをするんじゃねぇ」

　彼が、森を横切って双子に近づこうとした時に、目の前で木が燃えあがったのである。

　無視しようと思えば、できたはずだった。だが、しない。一つには、相手の正体を確かめようとしたこともある。誰だれに仕え、何が目的で、この館に入りこんできたのか。

　彼のあるじに敵対するものであれば、殺す。

　邪魔するものは斃たおす。それが彼の信条だ。

　しかし、その信条ゆえに、同族を不ふ慮りよの事故で死なせてしまい、彼は生まれた森を捨てた放ほう浪ろう者となった。その彼を拾いあげ、体にわきたつ無方向な怒いかりの爆ばく発はつに、向かうべき場所を与あたえてくれたのがあるじだった。

　アードは、激しく剣を突つき出した。

　魔法の使い手と戦うには、相手に呪文を唱える隙すきを与えてはいけない。だが、不用意に近づきすぎれば、より容易に呪文をかけられてしまう。とにかく相手を休ませないことだ。

　必要なのは連続した攻こう撃げき。

　わずかな傷の痛みでも、精神の集中は乱される。最初に、不意討うちをかけることができたのはありがたかった。あれで敵の魔術武器を落としていなければ、今ごろは殺やられていただろう。

　だが、敵は熟練した魔ま法ほう使つかいだった。ほんのわずかな隙をついて呪文を使ってくる。はげしい眠ねむ気けや火か炎えんが、アードを襲おそった。直接干かん渉しようしてくる呪文は気合いで耐たえて、物理現象をぶつけてきた時は体術でかわす。

　だが、いつまでも二人で戦っているわけにはいかなかった。

「おい、きさまたちっ！　そこを動くな」

「我らの敵でないなら争いはやめろ！　手を止めねば、どちらも捕ほ縛ばくするぞ！」

　追いすがってきた兵士たちが、アードと魔法使いを、もろともに捕とらえようとした。

「こんのやろう！　俺に命令すんじゃねえ！」

　アードが身体からだ全すべてから発した魔法の衝しよう撃げき波はが、あたりを囲む木々の幹を砕くだき、兵士たちを吹ふき飛ばした。だが、まきあがった土つち煙けむりが収まった時、黒翼鳥の姿もまた、アードの眼前から消しよう失しつしていたのであった。




　トールの部屋に入ってきたドラクの部下である兵士たちは、中をざっと見ただけでひきあげていった。

　警護の者を残しましょうという申し出は、トールがきっぱりと断った。

「むしろ、サーライト殿どのをお守りすることに全力をそそぎたまえ。どう考えても、狙ねらわれるのは私やこの子ではない」

　そのトールの言葉に、あなたがたが人質にとられることを警けい戒かいしているのだと、兵士の長は答えた。

「そこまで、この私を馬ば鹿かにするのかね？」

　トールの腰こしにも、まだ長ちよう剣けんはさがっているのだ。

「かつては一軍を預かったこともある。それも血筋のゆえばかりではないぞ」

　その事実は、彼の眼光で補強されたようだ。ここまで言われては、兵士たちも退出するしかない。とりあえず、街に出ているトールの部下たちが戻りしだい、この部屋の警護にまわすということになった。

　兵士たちが出ていってしばらく後、足音が消え、外に人の気配がなくなったことを確かめてから、トールは声をかけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　その声に応えて、衣い裳しよう棚だなの扉が開いて、双子が姿をあらわした。

　どちらも、精せい霊れいに目め隠かくしでもされたような顔つきをしている。

　父の膝からぴょんと飛び降りたメノアが、たたたっとエフェメラに向かって駆けていった。エフェメラは、しゃがみこんで両りよう腕うででメノアを迎むかえると、頰ほっぺたをくっつけあった。

「どうして、ぼくたちを」

　アンディは、妹ほど楽観的な態度をとることはできなかった。そう言われたトールは、温かい笑えみをふくんで娘を見つめていたその瞳ひとみをあげると、アンディを見た。

「娘の友だちだから、ではいけないかね？」

「ぼくたちのことは、御ご存ぞんじのはずです」

　メノアとじゃれていたエフェメラは、はっと顔をあげた。わざわざ余計なことを言わなくたっていいじゃない、その顔には、そう書いてある。

　アンディの問いとも言えない問いに、トールは重々しくうなずきかえした。

「だったら、なぜです？」

「娘むすめの友だちだから、そう言ったはずだ」

　トールの表情が、厳しくなった。

「助けるのは、この一度きりだ。二度と私たちの前に姿をあらわさないでもらおう」

　エフェメラの腕うでに力がこもった。強く肩かたを握にぎりしめられたメノアが、怯えた顔で、父と双子を交こう互ごに見る。

「わかっています」

　淡たん々たんとアンディは答えた。声はそうだったが、表情が裏切っていた。

「何を悔くやしがっているのか知らないが、いいか、そもそも……！」

　わずかに声を荒あららげて、トールは言った。その言葉が、急に調子を落とす。

「……いや、よしておこう。あのミュルーンから事情は聞いている。ドラケルトは、それでもきみたちを許すつもりはないようだ」

　アンディは反論を吞のみこんだ。ぼくではない、その言葉を口にしても無む駄だだと知ってはいても、そうするためには、かなりの強さで奥歯を嚙かみしめねばならなかった。

「アンディお兄ちゃん……？」

　メノアの手が、そっと彼の上着の裾すそを摑つかんだ。アンディは、そのメノアを安心させてやる余よ裕ゆうは、もてないでいた。

「たったひとつだけ、しなくてはならないことがあります。それが終われば、すぐにおいとまします」

　ぴくりと、トールの腕が動いた。

「いえ、そんなことじゃありません。質問があるだけです……メノアちゃんに」

　トールは眉まゆをつりあげたが、なにも口にしなかった。

「メノアちゃん、教えてほしいことがあるんだ」

　アンディの瞳を見あげるメノアの顔に、怯えの色が濃こかった。しがみつこうとして、エフェメラを振ふり返ったメノアは、そこにもアンディと同じ輝かがやきの瞳を見た。

「きみがお母さんと暮らしていた神しん殿でんがどこにあるのか、教えてほしい」

「近くの街の名前とか、山とか河とか、覚えてない？」

　メノアの目に涙なみだがにじみでた。お友だちなのに、どうしてこんな目でメノアを見るのだろう。

「母しゃま、母しゃま、どこ？　どうして迎えに来てくれないの」

　こうなったメノアがすがれるのは、母しかいない。双ふた子ごは、途と方ほうにくれたように顔を見あわせた。

「今日は、こうしてばかりだね」

　エフェメラが、ふふっと口もとをゆるめた。その瞳の色は悲しげで、どこかメノアのそれと似ていた。アンディは、あえてその目を見ず、しゃがみこんでメノアに呼びかけた。正面から、幼い娘の顔をのぞきこむ。

「メノアちゃん、お願いだ、これは大事なことなんだ」

「母しゃま」

　メノアが、ぐっと涙を吞みこんだ。

「母しゃまが知ってましゅ。だから、母しゃまを連れてきてくだしゃい。そうしたら教えてくれましゅ」

　賢かしこい子だった。どうすれば、自分の望みをかなえられるかを、この年で把は握あくしていた。しかし、その望みをかなえることは、もう誰にもできないのだ。

「メノアちゃん、リアラさんはね」

「兄さん」

　エフェメラがとがめるような声をあげる。このまま、ほうっておけばアンディはメノアに真実を告げてしまうだろう。それは確かに、ごまかしたところでいずれはわかってしまうものかもしれない。

　でも、今告げることはないではないか。

「セーブラントの神殿だ」

　唐とう突とつにトールがそう言った。一いつ瞬しゆん、誰に何を言われたのか双子は理解できなかった。メノアは、じりじりとアンディの言葉の続きを待っている。

「あのね、リアラさんはとっても大切なご用ができてしまったの。なるべく早く帰るから、それまでお父さんと一いつ緒しよに待っててねって」

　エフェメラは、一気にそう言った。

「ごよう？　いっしょに？」

　メノアの目を見つめて、二度も三度もエフェメラはうなずいた。

　そのあいだ、立ちあがったアンディは、じっとトールを見ている。

「ナーレンスをくだればいい。水すい晶しよう連れん峰ぽうの北西にある村だ。そこへ行ってたずねればわかる」

　トールは、どこか遠くを見る瞳で、そう言った。

「少なくとも、私はそう聞かされたよ」

「トールさん」

　アンディが名を呼ぶと、トールの心は遠い過去から、今に戻もどってきた。

「結局、ついにそこへ出かける勇気はもてなかったけれどね」

　トールの目が、メノアを見た。エフェメラは、ぐるりとメノアの体の向きを変えた。正面から父と娘を向かいあわせた。

「お……とう……しゃんといっしょに待っていれば、母しゃまは帰ってくるの？」

　トールの瞳が揺ゆれる。はじめて彼は、メノアに父と呼ばれたのだ。明日、旅立ってゆくはずの我が子に。

「そうよ、きっと、いつかまた会えるわ」

　メノアは、ゆっくりと父の膝ひざに戻った。トールは、娘を受け入れた。

「大広間の暖だん炉ろを動かしなさい。街の下水道に通じている」

　トールは、娘の温ぬくもりを確かめながら、そう言った。双子はゆっくりとうなずくと、扉とびらに手をかけた。

「いっちゃうの……？」

　メノアは、また父の腕の中から飛びだそうとした。だがトールは、しっかりと娘を抱だいて、それを許さなかった。

　いつかは手ばなさなければならない娘だと思っていた。ならば早いほうがいいと考えた。だが、今はまだ、その時ではない。今は、まだだ。

　そして、メノアもまた、追いかけようとする気持ちも、不安も、自分を抱く腕から伝わってくる温もりで、なぜか消えていった。

「また、遊んでくれりゅよね……よね」

　それでもやっぱり、涙はぼろぼろとこぼれてくる。もう言葉も出てこない。

「さようなら」

　うなずきながらアンディは、そう言った。
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「またね」

　エフェメラは、そう告げた。

　こうして、双子はメノアと別れた。

　双子が出ていこうとしたとき、メノアはしっかりと父の腕にしがみついた。再び、彼女たちが出会うのは遠い遠い先のことで、その時、遊ぶことがないのも予知しているかのようだった。
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　──翌朝。

　サーライト・ティーグは、いささかむっつりした顔で部下の報告を受けていた。

　彼の居室は、離り邸ていの二階である。その露台バルコニーに、サーライトはいた。

　彼の他ほかには誰だれの姿も見えない。

「逃にがしたのか」

　サーライトは、ほとんど囁ささやくのに等しい声で言った。

「はあ、申し訳ありやせん」

　その情けなさそうな返答は、露台バルコニーの手すりの向こうから聞こえてきた。露台バルコニーにおおいかぶさるように、大きな木がはえている。声の主は、その枝の一つに隠かくれているようだ。エルファは木々に親しみ、それを友とする種族である。

「その沸ふつ騰とう癖へき、いいかげんになんとかしろ、アード。いつも、いつも私がかばってやれるわけではないぞ。……ふむ、沸騰癖か。なかなか的確な言いまわしじゃないかね？」

「サーライトさま、俺ァ、まじめに報告してんですぜ。まじめに聞いてくださいよ」

　あるじがあるじなら、それに従う者もそれにふさわしい。

「私は、いつだってまじめだよ。で、その邪術師ソーサラーとやら、やはりあいつか？」

「ええ、あの黒翼鳥の紋もん章しようをつけてやした。〈結社〉というといつもからんでくる、いつもの連中の一人でしょう」

「お前の追つい撃げきを、たった一人でふりきるほどのやつだ。ただの下したっ端ぱ術師とも思えんがな」

「そう言っていただけると、自信がつきますぜ」

「調子に乗るな」

　笑えみを含ふくんだ口調で、ぴしゃりとサーライトは言った。

「お前は、双子を追え。既すでにドラクは出発した。御ご苦く労ろうにも、朝早くから密告してくれるやつがいてな。彼らは、ナーレンスをくだる船に密航して街を出たそうだ」

「いやはや、人間てものは」

　樹上からの言葉に、サーライトは一本立てた指を左右にふった。

「密告してきたのはミュルーンだ。伝令ギルドの下っ端でな。バササとやらいう上司の命令でしかたなく犯人の逃とう亡ぼうに手を貸したものの、良心が痛んでやってきたのだそうな」

「ほぉ～っ、良心ですか、ミュルーンの」

　ひとかけらも信じていない口調だった。

「我々の知ったことではないさ。そうだろう？」

「それは、そうですがね」

　一呼吸置いて、アードは後を続けた。

「とにかく、俺はやつらを追います。観察なんてのは、どうも性にあいやせんが」

「お前のことだ。いくら私が命じていても、それだけですませられまい？　それに観察するには、相手を死なせてはどうにもなるまい」

　サーライトの言葉には笑みが含まれていた。

「どうせ、俺のことはすっかりお見通しですかい」

　アードの答えにも、不ふ機き嫌げんそうなようすはない。

「けど、いったい、どこまでやればいいんです」

「好きなようにやれ、そして、やらせろ。邪じや魔まするやつはどうにでもしろ。私が知りたいのは、あいつらが何を感じ、何を望むかだ。表の部下たちよりは、お前や彼女らのほうが重要なのだ。そのあたりの軽重はわかるな、アード」

「よくわかりません」

　アードは正直なのか、ふざけているのかわからない口調で答えた。

「けど、要するにあの双子の目的を果たさせてやればいいんでやしょう？　そして、どうやってそれを果たすかを見み極きわめれば」

「ともかく、まかせたぞ。私はもうしばらく、この街にいることになりそうだからな」

「おや、どうしたんです？　あのメノアとかいう娘むすめを連れてくんじゃなかったんですか？」

「どういうわけか、急にトール殿どのが気を変えられた。やはり娘を手もとで育てたいのだそうだよ。ならば、なんとかしてやらねばなるまい」

　それもいいだろう。誰かを、乳母うばにつけて、彼の望むように育てさせる、その計画が変わるわけではない。育つ場所が変わるだけだ。

「ほほえましいじゃないか、父子の愛というやつは」

　そう言って、くちびるのはしに微笑ほほえみを浮うかべて、サーライトは庭をみおろした。そこでは、四歳の少女と一歳の赤あかん坊ぼうが、父が見守るもとで楽しそうに遊んでいる。それを見るサーライトの瞳ひとみには、ひとすじの笑いも浮かんでいなかった。

「サーライトさま……」

　アードは主人の幼少時代について詳くわしいことは何も知らない。だが、あんな穏おだやかな時間を、主人が持ったことはなかっただろうと思う。なかったからこそ、アードが身命を賭としても仕える男に育ったのかもしれぬ。

　くるりとサーライトはふりむいた。

「いけ、アード。〈結社〉のもとに生まれた子らがたどるべき道は、〈四姉妹〉にあやつらせるわけになどゆかぬ」

　その〈四姉妹〉の名を口にする時、サーライトの表情は、何よりも愛していながら殺しても飽あきたらぬ者のことを思うそれであった。

「母たちにも、ましてやはぐれものの邪術師ソーサラーなどにも決めさせぬ」

　金の髪かみが、太陽に照りはえる。

「この私が、決めるのだ」

　誇ほこり高き月の子が、そこにいた。
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　夜明け。曙しよ光こうが、地平線を黄金の色に染めた。夜明けの乙女おとめサエルライナの一本きりの金の髪が、やがて一ふさになり、そして豊かに広がっていく。

　かすかにきらめくのは、遠いナーレンスの流れ。ほとりの街が見えなくなっても、広大なナーレンスはわかる。

　起き伏ふくに富んだ故郷グラダスでは見られないような、大陸中央部の広大さと平へい坦たんさをしめす光景だったが、双ふた子ごにそれを観賞する余よ裕ゆうはなかった。

　暑くもないのに額に汗あせをにじませて、双子とタッタは逃げ続けていた。

「駄だ目めだな、もうすぐ追いつかれる」

　馬を走らせながら、アンディは言った。その口調は、いつものように冷静だ。

「このコが、もうもたないよ」

　あえぐ馬を見て、エフェメラが泣き出しそうなようすで言った。

「そもそも一頭に三人っちゅうのが重すぎるんや！　エフィも、可愛かわいい可愛いばっかり言うてへんで馬術くらい覚えたらどうやねん」

　タッタが怒ど鳴なる。

「こんなに可愛いのに、鞭むちで叩たたいたりできないもん」

「あほか、お前はっ。そんなんせぇでもええ馬術かて、あるやろがっ！」

　その鮮あざやかな緑のとさかのすぐ横を、ひゅんと音をたてて矢が通り過ぎていった。

「タッタくん！」

「心配すな、エフィ。まぐれあたりや！」

　後方から追いすがる騎き馬ばは十騎を数える。先頭にいるのは、タッタいうところの四角い顔の男だった。それに従う兵士たちは、ザノス＝トルア親衛隊の正規兵の鎧よろいを身につけている。馬上戦の訓練もたっぷりとうけたつわものたちだ。

　彼らは、馬上から弓でこちらを足止めしようとしていた。揺ゆれる足場のうえに、まだ距きよ離りは百メルーあまりも離はなれている。まず、あたりはしないだろう。ただし、その距離は徐じよ々じよに縮まりこそすれ、ひらくことはなさそうだった。

　既に二昼夜あまり、追いかけっこが続いている。不ふ眠みん不ふ休きゆうというわけではないが、それに近かった。

　平底の川船の荷の中に潜ひそんで、キーンブルクを出た。そして、丸二日間の我が慢まんの後で、狭せま苦くるしい荷物の中から出たとたんに、いきなり追いかけられたのだ。

　どういうわけか、待ち伏ぶせされていたのである。

「そりゃね、狭苦しい場所に押しこめられてたんだから、出たら思いきり手足をのばしたいとか、風が欲しいとかは言いましたけどね、シャストアさま。こんなふうに風を感じたいとは思ってませんでしたよぉ」

　股こ間かんへの一いち撃げきで、目前の兵士を轟ごう沈ちんさせたエフェメラが、河岸を走りながら、そう言ったものである。

「エフィ、神さまにくだらない文句を申しあげてるんじゃないっ！」

「おのれも説教しとらんと、走らんかい、アンディ」

　その時のタッタは、敵よりも河から離れたそうなようすだった。向こう岸が見えない水面は、一律に苦手なのだ。

　河の上で目もく撃げきされたはずもないから、密告者がいたのだろうと思ったが、三人とも、それが誰だれかを気にはしなかった。

　正確に言うと。

　エフェメラは、どうして自分たちが見つかったのかなんてことは考えもしなかった。

　アンディは、その場にいない人間の悪口を言うのは嫌きらいだ──エフェメラが気がつけば、そういう問題じゃないでしょうと言っただろうが──。

　そしてタッタは『密告した本人さえここにおったら賞金の九割はいただくとこやが、おれへんのやから無む駄だなおしゃべりで労力を使うことはない』と思っていた。

　ともかく、三人ともに考えたのは、ここをどうやって脱だつ出しゆつするかであった。

　考えてどうなるものでもない。考えるために動きを止めていれば、たちまち取り押さえられてしまっていただろう。

「こらあ、そこどかんかいっ！」

　のしかかってくる兵士たちを右に左にかいくぐり──ほとんどがガヤンの平信者で、みずからの神の聖印を一度ならず足あし蹴げにするはめになってアンディは天をあおいだものだ──、股またをくぐって、頭をとびこえ──これはおもにタッタである──。

　ひたすら走るだけだった。

　走るうちに、馬にぶつかった。いや、本当にぶつかったのではなく、馬市に出くわしたのである。例の小剣シヨートソードから、また宝石を一つ抉えぐりとってほうりだすと、あわてて丈じよう夫ぶそうな一頭にまたがったのだ。芦あし毛げの若い雌めす馬うまだった。

　タッタに言わせると『払はらいすぎじゃ』だったが。

　これでふりきれるかと思ったら、敵も馬をひっぱりだしてきた。向こうは権けん威いに物を言わせられるから、値段交こう渉しようの必要がない。

　ほかにどうしようもなく、三人はひたすら馬を走らせた。

　追つい跡せきは執しつ拗ようだった。エフェメラの幻げん覚かくの魔ま法ほうや、アンディの《閃光フラツシユ》で二、三度はふりきったかと思えたのだが、そのたびに休んでいるところへ追いすがってきた。いくらかは、はぐれたらしく人数は減っていたが、それでもまだ十人いる。

　街をはずれ、街かい道どうに出て、そこからも飛びだして荒あれ地ちに隠かくれ、そこからも追われて、また街道に戻もどってきたのだ。

　追うほうも、追われるほうも疲ひ労ろうの色が濃こい。いちばん疲つかれているのは三人を乗せている馬だろう。疲れの色を見せていないのは、追っ手の先頭に立つ四角い顔の男、ドラクだけだった。

　とにかく、驚おどろくべきねばりで、かすかな足あし跡あとをたどり、囁ささやきを聞きつけて追ってくる。

　たった今、タッタをかすめた矢も、彼がはなったものだ。

「あれは魔法でも、おかしな力でも、密告者のせいでもあらへんな」

　タッタが言った。少なくとも、矢があたりかけたのが密告者のせいじゃないのはあたしにもわかるわ、とエフェメラは思った。

「あら、執しゆう念ねんのなせるわざやで。いやあ、まったく恐おそろしいもんや」

　その全然恐ろしげでない口調に、アンディは渋しぶい顔だったが、その意見にはうなずかざるをえなかった。

「間ま違ちがった方向にむかってる執念なんて、畑は燃やせても、焚たき火びは起こせないわよ」

　エフェメラが、トリースの古いことわざをもちだした。

「火事でも焚き火でも人は殺せるで、エフィ」

「つまらん言いあいをしてないで、もう少し動きをあわせてくれ。馬が余計に疲れる」

　アンディが叱しかった。

　実際のところ、そろそろ馬の口のあたりに泡あわが見えている。

「ごめんね。もうちょっとだけ、頑がん張ばってね。どうするのよぉ、兄さん？」

　馬にむかってと、兄にむかってでは、まるで口調が違うエフェメラだった。

「走り続けるしかないだろう」

　左右は森。一本道だ。

「まくんやったら、森の中に入るという手もあるわな」

「タッタくん！　無む茶ちやいわないで」

　森は人間の領域ではない。そこは緑と彷徨さまよいの月が司つかさどる場所であり、影かげの潜むところだ。森の国であるトリースに育った双子は、そう教えられてきた。森の人々であるエルファは、不用意にみずからの土地に入るものを許さない。

「せやけど、入って捕つかまると限ったもんでもあるまいが。それに、エルファに見つかったかて、外にほうりだされるだけやがな」

「森には他の種族だって、怪かい物ぶつだっているんだぞ。ギャビットだってフェリアだって」

　ギャビットは下半身が熊くまや馬、虎とらなどになっている半はん獣じゆう人じんである。フェリアは昆こん虫ちゆうの羽をもつ小妖よう精せい族だ。

「どっちも、べつに怖こわいことないがな」

　同じ彷徨いの月の種族であるミュルーンのタッタにとっては、そうだろう。アンディは言葉に詰つまった。考えてみれば、噂うわさに聞くばかりで直接であったことなどない相手なのだ。

「闇やみの月の歪ゆがんだ種族なら、でくわすのは森でもどこでも同じようなもんや」

　沈ちん黙もくしているアンディに、エフェメラはいやな予感を覚えた。

「はいやーっ！」

　かけ声とともに、アンディは手綱を引いて速度をゆるめた。森の入り口を探すためだ。

「ちょっと、兄さぁん！」

「喚わめくな、エフィ。わいを頼たよりにせえ！」

「やだよ。森に入ると、人さらいに食べられちゃうんだから」

　命が危ないわりには、言っていることはのんきなものである。

「お前、何、子供みたいなこと言うてんねん」

　エフェメラは、口の中でぶつぶつと返事をした。子供のころ、森の中で迷子になった時、たくさんの化け物にあったんだもん、と言ったのだ。ただし、そのほとんどが彼女の空想の産物だったのだが。想像力が旺おう盛せいだったエフェメラは、かなり怖がりの子供だった。

「いくぞ、しっかり摑つかまっていろよ」

　アンディは、馬を森の中に乗り入れた。とたんに速度が落ちる。しかし、それは追っ手も同じことだ。

「これで矢は使えないだろう」

　アンディの言葉に、二人もうなずいた。繁しげる葉が屋根のかわりになってくれる。

　夜が明けてすぐの森は、まだ暗かった。これだけ繁っていれば、真昼でも暗いだろう。視界は狭せまく、自分たちの立てる音がやかましい。追っ手がどこまでせまっているのか、さっぱりわからなかった。

「どうにかして、しばらくでも馬を休ませないといけないな」

「そうよ、このコ、いいかげんかわいそうだよ」

　狭い木と木とのあいだをくぐりぬけ、もりあがった根をのりこえる。アンディの馬術の腕うで前まえでは、ほとんど、人が歩く速度と変わらなかった。

「わいはおりるで」

「え？」

「馬は止めんでええ」

　言うが早いか、羽をばたつかせて、タッタはふわりと宙に浮うきあがった。すとんと地面におりる。そして、たたたっと走り出した。来た方角にむかってだ。

「先にいけ。ちょっと偵てい察さつしてくるわ」

「でも」

　エフェメラが体をひねって、タッタに手をのばした。

「心配いらんって。この手の地形やったら、枝のあいだを滑かつ空くうすりゃ、逃にげるんは簡単や」

　タッタは、ばさばさと翼つばさをふった。

「……わかった。先にいく」

「そう悲ひ壮そうな顔をしなさんな」

「気をつけてね、タッタくん」

　エフェメラの言葉に、タッタはおおきくくちばしをそらせた。笑ったのである。

　アンディが、馬首をめぐらせた。小さないななきがもれる。そして、目の前のもりあがりを飛び越こえようとした。

　とたんに。

　転てん倒とうした。

「あれ？」

　などというのんきな、声をあげている場合ではなかった。馬が、前足をたれさがったつるにひっかけたのだ。双ふた子ごの体が、宙にほうりだされた。

「きゃっ」

　馬はころがり、ほとんど体を一回転させた。馬の下した敷じきにならなかったのは幸運以外のなにものでもなかった。もっとも、アンディの幸運は中ちゆう途と半はん端ぱだったようだ。彼は、妹の下敷きになった。あるいは、幸運を妹に吸いあげられたのか。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　あわてて、タッタが駆かけ戻ってくる。

「あ、うん」

　焦しよう点てんのぼやけた目で、エフェメラが彼を見た。

「ほんまに大丈夫なんか？」

　目つきがはっきりした。体のあちこちを触さわってみる。

「うん、ちょっと手首が痛むけど、折れてはないと思う」

「そうか、ほんなら、はやいとこアンディの上からどいたれや」

「え？　え！」

　ようやく気がついたのか、エフェメラはあわててお尻しりを兄の背中からどけた。

「こら、いかん」

　タッタが、呻うめいた。アンディは完全に意識を失っている。額が割れている上に、折れた木の枝が脇わき腹ばらに刺ささっていた。かなりの傷だ。エフェメラの顔が、真っ青になった。

「お兄ちゃん!?　ああ、どうしよう」

　狼ろう狽ばいした時に使う、子供時代の呼び方に戻っている。

「心配すな、命に別状はあらへん」

　本音を言えば、どの程度の怪け我がなのかさっぱりわからないのだが、タッタは自信たっぷりにそう言ってのけた。

「エフィ、目ェそらしとけ」

　タッタの言葉にエフェメラは首を左右にふった。

「そうか」

　それでも、さすがに枝が引き抜ぬかれる一いつ瞬しゆんには、目をつぶってしまう。どっと赤い血があふれでて傷口を洗った。アンディは短い呻きをもらしたが、目覚めるようすはない。

「血だけは止めとくから、馬のほうを見てきたれや」

「あっ、……うん」

　こんどは、エフェメラもすなおにうなずいた。

「どうや、走れそうか？」

「大丈夫……じゃないみたい」

　馬は、木に体をもたせかけるようにして、どうにか立ちあがっていた。しかし、その右後ろ脚あしがおかしなほうに折れ曲がっている。

　馬にとっては、ほぼ命取りだ。ただし魔法で癒いやせる可能性はある。

「まいったな。せめて、アンディを乗せて運んでもらいたかったんやが」

　アンディは、しばらく意識をとりもどしそうにない。かと言って、タッタとエフェメラの二人では、かついでいこうにも限界がある。

「けど、しゃあないな。ぐずぐずしとれん」

　遠くでいくつもの枝が折れる音と、枯かれ葉はが砕くだける音がした。そんな音が聞き取れる以上、彼らはすぐにやってこれる距きよ離りにいるのだ。

「エフィ、気になるやろけど、そいつはほっとけ」

　タッタは、馬のたてがみをなでてやっているエフェメラをうながした。

「う、うん。ごめんね、スレッダ」

　白を意味する古語の一つである。

「いつのまに、名前をつけとったんや」

　タッタが、アンディの右脇の下に翼をさしいれながら、あきれたように言った。

「今。せっかく助けてくれてたのに、別れる時までただの馬じゃ、かわいそうじゃない」

　エフェメラは、アンディの左ひだり腕うでをもちあげた。身長差がありすぎるので、うまくかつげない。

　馬がいななきをあげた。

「しぃっ。静かにせんかい。見つかるやないか」

「ごめんね」

　エフェメラの言葉に応こたえるかのように、馬がまたいななく。そして、足をひきずりながらついてこようとした。

「駄だ目めだよ、無理しちゃ。後から来る人たちに面めん倒どうみてもらってね。こら、駄目！」

　馬を叱りつけるためにエフェメラがふりむいて、アンディの体が、がくっと崩くずれる。喉のどの奥から、空気が押しだされた程度の、かすかな呻きがもれた。

「ごめん、兄さん。大丈夫？」

「大丈夫なわけがないやろが」

　もちろん、答えを返したのはタッタである。アンディは、意識がないのだから。

　馬のことは、追っ手にまかせて、エフェメラたちは必死でその場を離はなれた。

　涼すずしい朝の森で必死に足を動かすエフェメラたちは、自分たちをじっと見ている、三組の目に気がつく余よ裕ゆうはまるでなかった。

　そのうち一組は、彼らのもとを離れて、後方に走った。もう一組は、それを追った。

　邪術師ソーサラーとはぐれエルファである。

　あと一組だけが、まだエフェメラたちを見ている。

　ともかく、エフェメラたちがアンディの体をひきずりあげて、五、六歩と歩かないうちに、それが起きた。

　遥はるかな後方で、木々がたて続けに倒たおれる音がしたのだ。地じ響ひびきが、かすかに伝わってくる。

「え、なに？」

　戸と惑まどうエフェメラを、タッタが叱しつ咤たした。

「なんでもええがな。月の助けや。今のうちに距離を稼がな」

　朽くちている木があったようなようすはなかったのにと、エフェメラは思った。しかし、確かに今は、立ち止まって考えこんでいられるような余裕はない。

　進もうとしたら、今度はタッタがぴたりと止まった。

「誰だれや、そこにおるんはっ」

　ぎょっとしてエフェメラはタッタの視線を追った。そこには、緑の葉が茂しげっているばかりとしか思えない。

「さすがにミュルーンの視力よねぇ、ちゃんと隠かくれたつもりだったんだけどなぁ」

　だが、タッタの視線が向かった先からは、そんな声が返ってきた。からりとした女性の声だが、かくれんぼで見つかってしまった子供のような調子だった。少し舌足らずなところも子供っぽい。がさりと、茂みの一つが揺ゆれる。それは、茂みではなくて、緑と茶のまだらに染め、何枚かの葉をくくりつけた布きれだった。

　それを身につけていたのは、体にぴったりとはりついた動きやすそうな服を着た女だった。声から想像したような、おてんばな少女ではない。成熟した大人の女だった。

「なによ、あんた」

　エフェメラの声は、必要以上にとげとげしかった。虚きよ偽ぎと幻まぼろしを司つかさどる神の神官でありながら、この程度のごまかしを見み抜ぬけなかったのがいささか恥はずかしかったのだろう。あるいは揺れる胸を見て、負けたと思ってしまったせいだろうか。

「あのね、こっちのねぐらに近づいてきたのはそっちなの。訪ねてきたほうから名乗るのが、このあたりの礼れい儀ぎなの。何か御ご用よう？」

　赤い髪かみ、背はアンディと同じくらいだろうか。年は、双子より三つ、四つ上くらいに見えた。均整のとれた体つきというにはいささか脚が長すぎるし、顔が小さすぎるし、胸が大きすぎるとエフェメラは思った。とびきりの美女ではないが、奇き妙みように惹ひきつけられる顔だちだった。

　両手には、極きよく端たんに細長い楯たてに、短い握にぎりが垂直につきでたものをもっている。棍こん棒ぼうとしても使えそうだ。エフェメラは、自然に彼女の爪つめを見ていた。帝てい国こくの女性の例にもれず、染められている。色は珍めずらしかった。金だ。上品な街の娘むすめたちはあまり使わない色だった。

　武器を目にとめて、エフェメラはわずかに緊きん張ちようを緩ゆるめた。彼女は、少なくとも帝国の手先ではない。赤毛の女がもっているのはシールド・バトンと呼ばれるものだ。気き紛まぐれと忘ぼう却きやくを司どる赤の月の女め神がみアルリアナの信者が使う武器であった。アルリアナは移りゆく季節の女神であり、また恋こいの神として若者たち──と限った話でもないが──に祈いのりをささげられる。踊おどり子こや夜の仕事をする者たちにも信者が多い。

「追われてるのよ、帝国の追っ手に」

「おい、エフィ！」

　タッタが止めたが、もう遅おそい。いちかばちかだ。エフェメラは、マントをひるがえしてそう言った。今のさばき方、見るものが見ればシャストア信者のそれとわかるはずだ。

「ふうん」

　そう言ったときに、少し赤毛の女の口がとがった。

「でもね、そっちの男の子は、ガヤンの神官じゃない？」

　口調はうわさ話でもしているかのようなものだったし、表情も柔やわらかい。だが、さりげなく立っているようで、女の姿勢には隙すきが感じられなかった。

「あたしの兄さん。帝国の者じゃないわ。わけがあって、旅してきたの」

「そっか、じゃああっちの騒そう動どうはその人たちかな？　何か罠わなでもしかけてきたの？」

　赤毛の女の問いに、エフェメラは首を左右にふった。

「そう？　変ね。自然にあんな風に木が倒れるなんて、ありえないはずだけど」

「見てきたんか？」

「音でわかるわ。帝国の人が来なくても、エルファが怒おこるかもしれないわね」
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　その言葉に、エフェメラは好こう奇き心しんをそそられた。どんな危険におちいっても、物見高いのはなかなか直らない。

「エルファがいるの、この森？」

　故郷で幾いく度どかかいま見た長身瘦そう軀くの姿を思い起こす。獣けものに変わり、大地に寝るという。蛮ばん族ぞくと罵ののしる人もいたが、幼いころのエフェメラの目には高貴な美しい人々に思えた。

「見たことはないけど、いるんじゃないのかな。森だから」

　けっこういい加減な返答が戻もどってきた。答えに続いて質問が来る。

「それで、追われてるって、どのくらいなのかな？」

「十人くらい」

　エフェメラは質問の意味を故意に誤解してみせた。期間ではなく、追っ手の数だと。

「すぐ来る？」

　赤毛の女は眉まゆをひそめて、そう尋たずねた。

「たぶん」

　エフェメラの答えを聞いて、赤毛の女はあっさりとうなずいた。

「わかった。迷ってる場合じゃないね。助けてあげる」

　くるりと背中を向けた。

「ついてきなさい」

　隙だらけだ。タッタが、ぐっと槍やりを握りしめた。迷っている。

「すぐそこに仲間たちが野営してるの。みんな一いつ緒しよに逃にげないとね」

「ちょっと待ってくれや。あんた、なんで」

　タッタは、あまりよくない目つきで赤毛の女を睨にらんでいる。

「私たちも帝国には見つかりたくないもの。いつもなら言い訳できるけど、今はちょっとね」

　いけない、今日は赤の月の祭りの日だ。お祈りするのも何も、全部忘れてた。エフェメラは、はっと思いだした。

「あなたたちを捕つかまえさせて、帝国に私たちのことを告げ口させるわけにもいかないし、かといって戦って楽に勝てそうもないしね」

　負けるだろうとは、彼女は言わなかった。

「あとは気紛れ、かしらね」

　気紛れという言葉には、わずかに敬けい虔けんな響ひびきがまじっている。論理よりも感情を優先させるのが、赤い月の教えだ。

「助けてあげる理由がわかったんだから、それはしまっておいてくれる？」

　背中を向けたままで、彼女はタッタの殺気を感じとっていたらしい。それとも魔ま法ほうだろうか。どちらにせよ、この女性なら負けないだろうと、エフェメラは思った。

「どうも無料ただで助けてくれるやつっちゅうのは信用でけんのやが」

　小声で呟つぶやいたタッタは、しかし、すぐにじつに彼らしい言葉を吐はいた。

「金払はらわんですむんやったら、よしとするか。さっさと行くぞ、エフィ」

　一度思いきれば、タッタは切り替かえが早い。というか、使えるものなら親の仇かたきでも使ってやるという実用最優先な性格なのである。

「ちょっと待ってよ。うまく歩調をあわせないと」

　エフェメラの言葉を聞いて、先に行きかけていた赤毛の女が、あわてて戻ってきた。

「ごめん、気がつかなくて」

　タッタのかわりに、彼女はアンディを支えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶだか……」

　そう言いかけた言葉を、エフェメラは途と中ちゆうでのみこんだ。にっこりと笑いかけた、彼女の表情に気け圧おされてしまったのだ。

「私の名前はレルシェ。あなたは？」

「エフェメラ・クルツ。でも、みんなエフィって呼ぶ。兄さんはアンディ」

「そうか、よろしくね」

　その笑い顔を見て、エフェメラはなぜかしら、怖こわいと思った。何か大事なものを奪うばわれるような、そんな予感がする。いつの間にかエフェメラは、爪を嚙かんでいた。




　　　　２




　サレムターグの町は、綿花畑に囲まれている。

　とりたてて大きくはないが、小さくもない。名産といえば、近在の農場で育てられている綿花だが、それだって特にどうこうというほどの品質でも生産量でもない。平へい凡ぼんな町だった。

　町の中央には広場があって、いつも屋台が並び、緑の月の日には青空市がたつ。

　その中央広場に、華はなやかに飾かざりつけられた二台の馬車が乗り入れてきたのは、そろそろ日も暮れようかという刻限だった。家路を急ぐ職人たちや、夕食の買い物に出たおかみさんたちが、なんだろうと集まってくる。

　充じゆう分ぶんに集まったところで、馬車の中から次々と華か麗れいな衣い裳しようを身につけた男女があらわれた。

「ささ、よっていらっしゃいませ。御ご当とう地ち初のお目見えでございます。我らソールバン一座、夢のごとき楽しみと、華のごとき美しさを、みなさまにお見せいたしましょう」

　その声は、夕方の広場に朗々と響きわたった。仮面で顔の上半分を隠した、背の高い男である。どうやら、彼がこの馬車を率いているようだった。

「子供には勇気を、娘さんがたには愛を、お教えしましょうぞ。殿との方がたにお教えいたしますものは、これは口にせぬほうがよろしいかと」

　最後の一言で、集まってきた町の人々の半分くらいがどっと笑った。笑ったうちのさらに半分は、いっしょにいた女によう房ぼう子供の前であっというまに困った顔になる。

「まずは、怪かい力りき男のバルベザ。鋼はがねのごとき筋肉は、ドワーフ、ギャビット、巨きよ人じんすらもうち負かす。ごらんあれ、この山のごとき肉体」

　座長の口上にあわせて、道どう化けのスラッツがひょうきんな仕草で、飾り馬車の上に乗った座員たちをさししめしていく。

　ナイフ投げのフレックに、山やま猫ねこ使いの美女アウレ、それから歌い手のメル三兄弟。軽けい妙みような音楽はライバラー族のフェリアであるバル・バラットだ。フェリアはエフェメラの膝ひざまでしかない小こ柄がらな種族で、人間に似た姿に昆こん虫ちゆうの羽をもっている。ライバラー種フェリアは、空を飛ぶ力を失ったかわりに、その羽で美しい音楽を奏かなでることができるのだ。

「続きましては、驚きよう異いの手品師エファール嬢じよう」

　紹しよう介かいされて、エフェメラは、サリカのように左右を塗ぬりわけた派手な化け粧しようの顔で、にっこり笑って見せた。ぱっと広げた指と指のあいだに磨みがきあげた玉石が四つ。

　それが三つになり、二つになり、また四つになった、次は全すべて消えてしまう。それから、口もとに手をやるとまるで中から吐き出したかのように次々と玉があらわれた。

　故郷のシャストア神しん殿でんで趣しゆ味みで覚えた手品だが、まさかこんなところで役に立つとは思わなかった。

　魔法は確かに不思議と驚おどろきの技わざだ。だが、その力は巨きよ大だいすぎて、軽々しく見せ物になどできるものではない──と教えられる。エフェメラとしては、そう固く考えなくてもいいだろうと思うが、とにかく疲つかれるので、芸として見せるには難があった。

　それに手先の技術による手品は、それはそれで、人気のある見せ物だった。

「ありゃ、玉が消えたぞ」

「ばか、魔法を使えばなんでもないじゃねえか」

「んでも、魔法は使ってねえ言うとる。あ、あんなとこから出てきた」

「言うとるだけじゃあ。ほんとは魔法を使うとるんじゃ。指先だけであんなことができるもんかい」

　最前列に陣じん取どっている子供たちの会話が、エフェメラの耳に届いた。ほんとに魔法でこれだけのことができるなら、こんなところで旅の一座に加わってなどいない、と彼女は心のうちで言った。もちろん、そのあいだも笑えみはくずれない。

　次には、長衣の裾すそを──シャストア流にならないように注意しながら──ひるがえし、小鳥を出す──はずが胸の奥に潜もぐりこまれてちょっとごそごそする。

「ようよう、いっそはだけちまえよ！」

　野次をとばす中年男にも愛あい嬌きようをふりまきながら、どうにかごまかしごまかし、小鳥を空にはなしてやる。

「どうしたぁ、胸に自信がないのかぁ？」

　野次がけっこうしつこい。

「おぉっと、失敗」

　エフェメラの横にいた、ナイフでお手玉芸を続けていたフレックの手から、いきなりナイフが飛びだした。

「うわっ」

　ナイフは、野次を飛ばした中年の足もとに突つきささった。

「気ぃつけねえかぁ」

　男は地面にへたりこんで、そう怒ど鳴なった。あまり力のはいっていない怒鳴り方だったが。

「どうも、申し訳ございません。ついこの街のお嬢さん方の豊かで美しい胸に見み惚とれてしまいまして」

　フレックが深々と頭をさげる。いつの間にかあらわれていた道化のスラッツが、戯おどけた仕草でナイフを拾いあげ、フレックめがけて投げあげる。

「気をつけなよ。もしも当たったらどうすんの？」

　エフェメラは、見えない糸で手首と結んだ棒杖ワンドを宙に舞まわせながら、フレックに囁ささやいた。

「この俺の腕うでを信用しなよ」

　フレックは流し目でエフェメラを見た。一座きっての二枚目で、ナイフで的を貫つらぬく腕も一流なら、女の子の心を射止めるのも一流を自じ称しようしている。

「だいいち、きみのことを侮ぶ辱じよくするようなやつなら、心臓を狙ねらってやってもよかったんだ。どうだい、考え直してくれたかい、このあいだの夜の話」

　フレックが、必要以上にくちびるをエフェメラの耳に近づけてくる。

「あたしはものごとを考え直さないたちなの」

　さりげなく身をはがしながら、エフェメラは言った。

「つれないな。そう照れなくたってさ、誰だれも見てないよ」

　舌が耳たぶにのびてくる。

「見てる、見てる」

　何、考えてるんだ、この男は。

「いい加減にしな、フレック。この子の兄さんにたたっ斬きられたいのかい」

　頭の上で、山猫のビーンに逆立ちをさせているアウレが、あさっての方角を見ながら呟いた。

「ガヤンなんぞにやられる俺じゃねぇ」

　ほんの一いつ瞬しゆん、フレックの瞳ひとみにほんものの怒いかりがひらめいた。だが、それはすぐにひっこんでしまった。

「操みさおを立てる相手がいるってわけでもないんだろ？　いるとしたって、そんなこと馬ば鹿からしいぜ。人生短いんだから、楽しまないと」

　こういうのが多いと、赤の月信しん仰こうを禁じた帝てい国こくについうかうかと賛成しそうになるなぁ、とエフェメラは思った。

　そうこうするうちに座員たちの顔見せは終わっていた。広場の中央に停とまった馬車に残っているのは、あと一人。

「最後に控ひかえますのは、当一座きっての踊おどり子こにして歌い手。赤い薔ば薇らのレルシェ」

　真しん紅くと薄うす桃もも、そして黒と金糸の衣裳に身をつつんだレルシェが、まるで宙を歩くようにあらわれる。いや、魔法を使って実際に空中を歩いているのだ。膝まである袖そでがゆるゆると体の動きに合わせて、その周囲を流れる。

　エフェメラは、思わず手を止めて彼女を見た。

　いつもながら、こんな時のレルシェは、本当に美しい。ふだんは、並よりは少し上だが、着ているものはよれよれ、ぼーっとした表情をしているのでちっとも輝かがやいて見えないのに。

　初めて出会った時の恐おそろしいレルシェと、ふだんののんびりしたレルシェと、舞ぶ台たいの華やかなレルシェと、どれがほんものなのだろう。

　影かげと幻まぼろしの中に真実を見るシャストアの教えをいかすのは、こんな時のはずなのだけれど。

　レルシェが喉のどをふるわせた。彼女がいちばん得意とする歌。セラネーンとバルダの恋こい歌うただ。はじめは細いかすかな歌声。それが、赤かった空がゆっくりと薄い紫むらさきに変わっていくとともに、だんだん高まってゆく。レルシェの声の高まりとともに、集まった人々のざわめきが、少しずつ静まっていった。

　しんと静まりかえった広場に、いにしえの乙女おとめが月を目指して去った恋人を思いながら、病によって床とこに臥ふせ、そして、ひそかに彼女のことを思っていた恋人の弟に見取られつつ恋人より一足先に──生身を失ってではあるが──月へと至るまでの物語が、ある時は朗々と、ある時はひそやかに、語られたのだった。

　やがて歌が終わり、レルシェが一礼すると大きな拍はく手しゆがわきおこった。

　それにかき消されそうになりながら、座長が声をはりあげる。

「我ら一座、本日より一ひと巡めぐりのあいだ、町の東の野原にて、みなさまの御ご来らい訪ほうをお待ち申しあげております」

　つまり、そういうことなのだった。

　あの時、レルシェに拾われた双ふた子ごとタッタは、結局そのまま居つくはめになったのだ。

　彼らは旅の一座だった。もちろん、ただの旅芸人たちならば、帝国をそうは恐れる必要もない。一座の芸人のほとんどは、赤の月の神官や高司祭の位階をもつ者たちだったのだ。今のこの国では、禁じられた信仰である。芸を表看板にして各所をさすらいながら、その信仰を秘ひ密みつ裏りに伝え残しているのだった。

　エフェメラも、赤の月の神シャストアの神官だ。一座には、幻げん覚かく系統の呪じゆ文もんを使えるものがいなかったので、かなり歓かん迎げいされた。

　かと言ってただ飯を食わせてもらうわけにもいかない。タッタは気にしなかったけれど、双子は割り切れなかった。

　そこで、とりあえずエフェメラがこうして一座の出し物に加わることにしたのだ。

　さすがに専門職だけあって、化粧師のグルスの化粧は、うまくエフェメラの素す顔がおを隠かくしてくれた。双子の手配の似顔絵はけっこう出回っていたのだが、今のところ、舞台上の手品師エファールが、公王殺しの片割れと同一人物だと気がついたものは誰もいない。

　アンディとタッタは、占うらない師しのゼン婆ばあや裏方のサルガたちと一いつ緒しよに、町はずれの農園の片かた隅すみで待っているはずだった。興行の場所に、畑の隣となりの野原を借りたのだ。

「さても、みなさま」

　座長の口上は、そろそろ終わりに近づいている。この後、みなで一いつ斉せいに花と菓か子しをまいて、おしまいだ。三度目になるので、エフェメラも要領は覚えている。

　もっとも、今までの二度は百人少々しかいない村だった。こんなに大きな町は、はじめてだ。

　エフェメラが、胸もとに入れておいた花をようやく摑つかんだ時だった──さっきの小鳥のおかげで、おなかあたりまでさがってしまっていたのだ──。

　人ごみのざわめきが、端はしのほうから、調子が変わりはじめた。武装した男たちが、人と人のあいだをかきわけてやってくるのだ。

　エフェメラは、はっと身を硬かたくした。一点から広がる線とその中心をとりまく円。網あみのようにも輝く光のようにも見える模様が、彼らの楯たてと鎧よろいに刻まれていた。細部は異なっているが、基本的にはアンディのそれと同じものだ。どうやら、男たちはガヤンに仕える戦士たちのようである。神官ではなさそうだ。入信者だろう。要するに、帝国の役人だ。

　ばれたのかしらん、とエフェメラは思った。しかし、あの四角い顔の男はいない。直接、彼女の顔を見た相手ならともかく、そうでないならそうそうこの化粧はばれないはずだ。

　ざわめきは不安そうなひそひそとした囁ささやきに変わっていった。

「貴様たち、ここで何をしている」

　小悪党だ。

　口ひげをたくわえたその男が、座長に向かって話しかけた時、エフェメラはそう思った。

　特に根こん拠きよはない。

　顔を見て、声を聞いてそう思ったのだ。

　とりあえずは、エフェメラは何もしないことにした。変にあわてても余計な疑いを招くだけだ。まわりの座員たちも、落ち着いたようすだった。

「ご覧のとおり宣伝をさせていただいております」

　座長は、優ゆう雅がに頭をさげた。

「誰の許可をとったか。そもそも、歌か舞ぶ音おん曲ぎよくは赤の月に属するもの。この帝国で赤の月を信仰するということがどういうことなのか、知らぬとは言わせんぞ」

　口ひげの男は、威い圧あつ的に怒鳴った。まわりをとりまいた群衆が一歩ひく。遠くのほうからは押しよせてくるのもいるから、両方からはさまれるあたりはずいぶんこみあった。

「赤の月などとは、とんでもございません。わたくしたちはれっきとした青の月の信者でございますとも」

　座長はシャストアの高司祭だ。噓うそをつくのに、なんの抵てい抗こうもない。

「しかし歌と言えばリャノが司つかさどるものであろう」

「さようでございますね。しかし、歌を歌う者全すべてがリャノの信者とは限りますまい。そういたしますと、ガヤンさまを崇あがめる者でなければ法を守ってはならないので」

　口ひげの男は、言葉に詰つまった。

「歌もまた記録の一つ。わたくしはペローマの信徒として、それらを書き残しております。また、歌は人と人とのあいだに絆きずなを結びあわせるもの。それゆえに、あの歌い手はサリカの信者でございます」

　呪文は神しん殿でんごとに異なるが《空ウオ中ーク・歩イン・行エア》なら、サリカ神殿でも教えている。

「だが、そもそも放ほう浪ろうやあるいはうかれ騒さわぎそのものが禁じられておるのだ。お前たちぃ、ああ、そのう……」

　口ごもりながら、ひげの男は言った。

　案外、気の小さいいい人かもしれないな。やりこめられて相手が暴力的な態度にでるだろうかと思っていたエフェメラは、ちょっと印象を修正した。

「それは重々承知の上。我らも安住の地を探して旅を続けております。この町は、我らを受け入れていただけましょうか？」

　町の人々から不満の声がおこる。いくら禁じても、長いあいだ親しんできた楽しみを民たみから奪うばうことは簡単ではない。だが、それ以上に得体の知れないものたちを隣りん人じんとして受け入れる気にもなるまい。

「そうはいかん。この町は、あ～、定住するためにはかなり複雑な決まりがあってな」

　咳せき払ばらいする口ひげの男。

「これはこの一座の招待券でございます。ご家族の方ともども、どうぞ」

　そう言って、座長は紙切れの束を握にぎらせる。ついでにこっそりと十ムーナ金貨をいくつかまぎれこませた。十ムーナ金貨は銅貨より小さいとは言え、周囲のこれだけの人の目のほとんどに気づかせない見事さに、エフェメラはひそかに感かん嘆たんした。

「後でガヤン神殿まで来い。許可を申しん請せいしてもらわねばならぬ。ここは早々にひきあげるようにな」

「はい。お手数をおかけいたしまして、もうしわけございません」

　座長が深々と頭をさげた。

「さあ、みんな、ひとまずお別れしましょう」

　絶ぜつ妙みようの間合いでレルシェが声をかけた。

　エフェメラたちは、一斉に花とお菓子をまきはじめた。どうやら手配書の人物だとはまるで感づかれなかったようだとエフェメラは一安心していた。

　だが──。




　しばらく後。日がとっぷりと暮れた頃ころ。

　ガヤン神殿に向かう座長たちと別れて、飾かざり馬車に乗った多くのものたちは、野原に戻もどった。

　既すでに野営の準備が整っている。飾り馬車をいれて、箱馬車が全部で六台ある。座員はエフェメラたちをいれて二十一人。

　もっとも、ただの居い候そうろうも一人、この数に入っている。

「ただいまぁ」

　帰る途と中ちゆうの馬車の中で化け粧しようをおとしたエフェメラは、いちばん小さな箱馬車に、そう声をかけながら入っていった。馬車のかたわらで草をはんでいた芦あし毛げの馬が、一声いなないて迎むかえた。スレッダである。脚あしは、もうまっすぐに伸のびていた。

　エフェメラの手には、ゆでた豚ぶた肉にくの塊かたまりや、揚あげた川魚、果物のたぐいがはいった袋ふくろがさげられている。

「どう、具合は？」

　やっぱり化粧をおとして、赤毛をひっつめにしたレルシェが、彼女の後ろに続く。レルシェのほうは、いくつかの湯気をたてている椀わんを乗せた大きな盆ぼんをかかえていた。椀のうち、一つだけは湯気がない。

「おう、お帰り。いや、ありがたいなぁ。ようよう飯か」

　馬車の中にはいくつかの寝しん台だいと、椅い子すや食しよく卓たくが置かれていて、宿の上級の部屋程度には匹ひつ敵てきする。その椅子の一つに座っていたタッタが、顔をあげてそう返事をした。手もとには、帳面と計算尺がある。彼は、一座の細々とした出すい納とうの手伝いをしていた。会計の心得があるわけではないが、生まれつきの気き性しようのおかげか、雑費の無む駄だがずいぶん減ったと副座長格のゼン婆には喜ばれている。

「アンディのやつぁ、あいかわらずやで。わいが市場の仕入れから帰ってきたら、ソードブレイカーの型の練習なんぞしとるから、無理やり寝ねかしたった」

　タッタの言葉に、エフェメラとレルシェは顔を曇くもらせた。

「ぼくは、もう大だい丈じよう夫ぶだって言ったろう」

　奥の寝台に寝かされていたアンディが、起きあがろうとする。しかし、その声はか細く、まだ入り口近くにいたエフェメラたちには、聞こえるか聞こえないかというようなしろものでしかなかった。

「わい一人はねのけられんような体力で、何を言うとるんじゃ、このぼけ」

　タッタが立ちあがって、ずかずかと近づくと、ぐいっとアンディの頭を枕まくらの上に押し戻した。アンディの顔色は、まるで〈生アけンるデ死ツ者ド〉のように青白い。

「まったく、そのとおりだわね」

　レルシェは、食卓の上に椀を並べながら言った。

「大人しくしてないと、治るものも治らないわよ、アンディ」

「わかってます、また、あなたに負けたくはありませんからね、レルシェ」

　二人の視線がからみあった。優やさしげな空気が、そのあいだに流れる。

　どん。

　エフェメラが荒あら々あらしく荷物を食卓の上にほうりだしたのだ。ぴょんとはじけるように、アンディとレルシェの視線がそちらにむいた。

「スレッダだって、まだちゃんと治ったわけじゃないんだからね。あのコよりひ弱な兄さんが、そうそうよくなるわけないじゃない。ちゃんとわかってるの、そのあたり？」

「わかってるよ」

　いつになく厳しい調子でアンディは言った。

「それなら、いいのだけれど。どうもあなたはエフィや私の言うことをちゃんと聞いてないみたいだわ」

　レルシェは、小さく口をとがらせた。

「そんなことありません。すっかり治るまでは体を大事にします。約束しますよ」

「どうせ今だけよ。兄さんのことだから、すぐにまた治ったって言い張りはじめるって。レルシェ、世話するだけ無駄よ、無駄」

　エフェメラは、厚手の包丁で肉を切りわけながらむっつりした調子で言った。

「エフィ、そんな風に刃は物ものをもつんじゃない。よそ見していると危ないぞ」

　かすれた声で、アンディが言った。

「妹想おもいなのね、アンディくんは。いつも心配している」

　アンディは、照れ臭くさそうに寝がえりを打ってしまう。

「違ちがう、違う、お説教するのが好きなだけなんだって、兄さんは。誰だれにだって同じようなの。たとえ、傷きず腐ぐされ病で死にかけたって、高熱で頭が沸ふつ騰とうしたって変わんないわ」

　双ふた子ごとタッタが一座の世話になることになったのは、このせいでもあった。落馬した時のアンディの傷は意外に深く、しかも貫つらぬいた木の枝が泥どろで汚よごれていたためか、厄やつ介かいな病気にかかってしまったのだ。

「そこまで言わなくても」

「いいの、ほんとのことだから。兄さんに会った人で、お説教されたことがないのは、兄さんが眠ねむってる時に会った人だけよ」

「そういうのは会ったとは言わない」

　アンディは、閉じかけた目を開けてそう言った。

「あら、そうかしら？」

　レルシェは、首をかしげた。

「あ、そうかしらっていうのは、アンディくんじゃなくて、エフィちゃんの言ってることによ。だって、私、起きているアンディくんに会ったけれど、お説教された覚えはないもの」

「そう、だっけ？　ま、それもあと少しだけよ。すぐにお説教しだすから、レルシェもいやになるわ、きっと」

「エフィ、どうしたんだ。変だぞ、お前」

　アンディが半身を起こそうとして、約束を指し摘てきされ、しぶしぶもとに戻る。

「なんでもないわよ。あたしの口が悪いのはいつものことじゃない」

　そう答えたエフェメラの頰ほおに、ほんの少し朱しゆがさしていた。

「それはそうだが」

　あっさり肯こう定ていされたくらいでくじけるほど、エフェメラはアンディとのつきあいは短くない。ほらね、というふうにレルシェを見た。

　レルシェは、にっこりと笑った。わかっているわよ、とでも言いたげだった。

「わかってなんか……」

　エフェメラは、口の中で呟つぶやいた。

「え？」

「なんでもない。さ、はやく食べよ」

　エフェメラは、ぶんぶんと首をふった。

「せやがな。早うしよって。わいはもう、腹の皮と背中の皮がくっつきそうや」

「はいはい、タッタくんのはこっちね」

　レルシェは、椀の一つを押しやった。湯気のたっていないやつだ。

「アンディくんの分は、持っていってあげるから、起きちゃだめよ」

「え、でも」

「いいから、いいから」

　レルシェは、椅子をひきずっていくと、寝台の枕もとに陣じん取どった。

　エフェメラは、何も言わなかったが、もっていた食べ串ぐしを、思いきり肉の塊に突つき刺さした。

　どか。

　椀にくちばしを埋うめていたタッタが、ぎょっとして顔をあげた。エフェメラは、猛もう然ぜんと肉をくいちぎっている。

「やっぱり気になるな、その指」

　給きゆう仕じをしてもらいながら、アンディはそんなことを言っていた。

「いくら説明してもらっても、レルシェさんのことを知っていてもね」

「そう？　でも、本当になんでもないのよ」

　レルシェの手は、もちろん化粧を落としている。爪つめだって塗ぬっていない。

　その爪が、青かった。
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　そうなのだ。レルシェの爪は青い。

　それがわかったのは、アンディが意識をとり戻した翌日のことだった。

　もう、三巡めぐり以上も前のことだ。

　七日を一巡りとして、人々の生活は組み立てられている。

　日々は、月が現れた順に名づけられている。輪の月の日からはじまって、青と赤で終わる。闇やみの月の日、などという不ふ吉きつな日はもうけたくはないが、まるっきり無視するのも怖こわいので、その順番の日は安息の日とされていた。

　その日、アンディが目覚めた時、日はもうかなり高く昇のぼっていた。外からは、天幕をかたづけたり、馬車を動かす音が聞こえてくる。

　アンディは、横になったままで、そっと腕うでをあげてみた。胸の前にもってくるだけで、相当な努力が必要だった。

「まだまだ、か」

　床ゆかで毛布にくるまって眠っている妹を起こさないように、アンディは小さな声で呟いた。

　昨日、目が覚めた時に、ここがどこか、どうして世話になることになったのかは聞かされている。

　この一座の向かう方向は、ほぼ双子たちが目指していたそれと一いつ致ちしていた。だが、いずれは別れるし、それに寄り道して興行しながらだから、時間がかかる。

　横になりながら、アンディはおのれ自身に対するはがゆさを嚙かみしめていた。あの時、もう少し手た綱づなを強く引いていれば、あの時、森に入らなければ。

　いや。後こう悔かいしてもはじまらない。失敗に対する裁きは、病の形で既にくだされたのだ。それを恨うらみ、こだわっていては道を誤る。大事なのは何をしてきたかではなく、何をするかだ。エフェメラもタッタも自分を責めてはいない。責めているように思えるのは、自分の心が弱いからだ。みなに嫌きらわれていると、自分を哀あわれんだところで、なんの解決にもなりはしない。

　アンディは、かつての師の教えを思いだし、そう考えて心の苦痛をふりきろうとした。

「いくら考えても、人の心は自分自身にすら自由になるものではない、か」

　もう一つ、別の教えも頭に浮うかんでくる。

　しかし、たとえそうであっても、今は自分を律せねばならない。

「これも修しゆ行ぎようのうちだ」

「うにゃにゃい」

　床のエフェメラが呟いた。たぶん、うるさいと言ったのだろう。

　扉とびらを叩たたく音がした。

「起きてるかしら？」

　ああ、あの人だな、とアンディは思った。昨日、目覚めた時にエフェメラの隣となりにいた人だ。確か、レルシェと言う名前だった。鮮あざやかな赤い髪かみと、笑い顔が印象に残っている。結局、満足に礼も言っていない。

「はい、どうぞ」

　力がはいらないはずなのに、その声は我ながら元気がいいとアンディは思った。

「よかった、もうだいぶん元気になったのね」

　盆をもったレルシェが入ってきた。興行の後だった昨日とは違って、化け粧しようっけがまるでない素す顔がおだ。

「ええ、すっかり」

「それなら、ちゃんと食べられるわね」

　朝飯をもってってやってくれとレルシェに頼たのんだのは、じつはタッタだった。彼は、早起きしてあれこれと作業を手伝っている。手伝えば、それなりに日当が出るのだ。

「少し待ってね。仕上げがまだなのよ。まかない当番のアウレと一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだから、おいしいわよ」

　朝食をさして、レルシェは言った。

「すいません、すっかりお世話になってしまって」

「いいわよ、困った人を助けるのは、青い月ばかりのことじゃないわ」

　ここがどういう集団なのかは、まだ、ごく簡単なことしか聞いていない。しかし、自分たちを本当にただの親切だけで助けてくれたとも、あまり思えないのだが……。

「これ以上御ご迷めい惑わくはかけられませんから、できるだけ早く出ていくつもりです」

「いくらなんでも、まだ出発は無理だと思うけど」

　レルシェは、少し口をとがらせてそう言った。アンディの心臓が、なぜか高鳴る。レルシェの顔を見ていると、本当にただの親切で助けてくれたのかもしれないと思えてくる。

「でも、ゆっくりとはしていられません」

「事情はエフィちゃんから聞いてるわ。でもね」

　レルシェが、てぎわよく朝食を食しよく卓たくの上に並べていく。アンディは、まぶしそうにその光景を眺ながめていた。白い手が、てきぱきと動いている。クルツ家の朝には、あまり見られない光景だった。母のプリシラもエフェメラも、寝ね起おきはよくなかったから……。

　レルシェの口から、軽快な歌が小さく聞こえてくる。その口もとから、もう一度、手もとに視線を落として。

　アンディは、息を吞のんだ。顔がこわばった。

　レルシェの爪は、青かったのだ。

「お前はっ!?」

　アンディは跳はね起きた。

　意識としては、そうしていた。実際には、その動作はゆっくりしたものでしかない。震ふるえる足で立ちあがろうとしたが、支えてくれる剣けんもない。

「あら、そう、これだったわね。まだ、エフィちゃんから聞いてない？」

　レルシェは、蒼そう白はくなアンディとは対照的な血色のいい顔で笑った。

「こんどは、どんな計画にぼくたちを巻きこもうと言うんだっ」

　アンディの声は、ぜいぜいと吐と息いきが混じり、はなはだ頼たよりがなかった。

「にゃに、ひゃんかいっら、おにいちゃん」

　それでも、エフェメラはどうやら目覚めたようだ。眠い目をこすりながら起きあがり、のびをする。のばしたその手が、ちょうど寝しん台だいをおりたアンディの足に絡からんだ。

「ふぎゃっ」

　双子は重なりあって、再び寝ねこんでしまった。




　倒たおれた兄に、どうにか説明をし終えて、寝台に戻もどすまでには、ずいぶんと時間を食った。

「ごめんね、レルシェ」

　と言いながら、エフェメラはちらりと兄を見た。とげのある視線である。こういう目でエフェメラが兄を見る時は、たいてい罪の意識がある時だ。防衛本能のなせるわざなのである。

「いいのよ、気にしないで。無理もないわよ、話は聞いてるもの。でも、〈結社〉がそんなに怖いところだったなんて、私、全然知らなかった」

「いえ、ぼくの未熟さです」

　爪が青い、〈結社〉の一員だ、だからと言って全すべての人が陰いん謀ぼうに加担しているわけではないはずなのだ。リアラのように、道具にされているだけかもしれないではないか。

　アンディは、先入観からくる憎ぞう悪おのとりこになった自分を恥はじていた。

　いくらかの知識を得ても、青い爪の女は父の仇かたきであり、すなわち悪であるという思いこみは、心の奥深くの部分に澱よどんでいるようだ。

　レルシェの爪が青いことには、エフェメラは、もちろんそれ以前に気がついていた。熱に浮かされる病人を看病する時に、いちいち化粧をするものはいない。だいいち、既すでに、双ふた子ごの目的地について話した時に、彼女と〈結社〉のかかわりについては聞かされていたのだ。

　だが、生死の境をさまよう兄がようやく目覚めた時、彼女はそれを伝えるのを忘れた。

　次の日──つまりこのアンディが青い爪に気がついて逆上した朝のことである──早々には言っておかなくてはと思っていたのだが、その日までは、珍めずらしく毎日早起きしていたエフェメラも、つい寝ね坊ぼうしてしまって、伝えられなかったのだ。どうにかアンディがもちなおしたので、気がゆるんだのだろう。

「すみませんが、レルシェさん。さっきの説明を、もう一度聞かせてくれませんか。まだ、よく整理できないんです」

　アンディの言葉に、レルシェは気を悪くしたようすもなくうなずいた。

「私はほんと、ちょっと関かかわっただけだから、くわしいことは知らないんだけど」

　レルシェは、笑いを消して言った。

「私の知っている〈聖なる母の結社〉は、身寄りのない子供たちや、父親なしで子供を育てようとしている母親たちが、お互たがいに助けあうっていう組織よ。そんなだから、サリカやアルリアナの神しん殿でんとも関係が深いみたい。セーブラントってとこにある神殿の話も聞いてるわ、どの程度か知らないけど、〈結社〉と関わりはあるはずよ、そこで薬を作ってるとか聞いたし」

　その言葉に、双子はあらためて顔を見あわせた。漠ばく然ぜんとしていた探たん索さく行だったが、少なくとも目指した方向は間ま違ちがいではなかったのだ。

　そんな双子に気がついたようすを見せずに、レルシェは、そこで口をとがらせた。

「まさか、そんな陰謀なんてことをしてるとか、子供作りを強制してるなんて」

　アンディは、じっとレルシェの瞳ひとみを見つめた。そこには、動どう揺ようやごまかしを言っているような影かげはない。

　レルシェが、アンディに視線を返してにこりと笑った。エフェメラは、アンディが見ているのは、噓うそを見み逃のがさないためだろうとはわかっているのだけれど、なんとなく面おも白しろくない。寝起きのせいだろうか。

「それで、私も、世話してた子たちを何人か面めん倒どうみてもらったわ。行き場のない子供たちをひきとってもらったりね……できるだけ命を助けてあげたかったから」

　アルリアナの神殿には、夜の乙女たちもやってくる。レルシェの言葉には、いささか複雑なニュアンスが含ふくまれていた。

「つまり、その、男の身勝手の犠ぎ牲せいになった女性が助けあうための、ということなんですね」

「そういう言い方もできるかしら。でも、女性に泣かされてる男の人を助けたこともあるわよ。男と女なんて、お互いさまじゃないかしらね」

　レルシェに見つめられて、アンディはとんちんかんな返事をした。

「まあ、少なくとも帝てい国こくではそのようですよね。公王にも女性がいるし、女性の傭よう兵へいも見ましたから。みんな男と同等に扱あつかわれてたようですし」

「あたしは別に、トリースでもたいして変わんないように思うけど。女だからって気にしない人はしないし、する人はするし」

　まだ寝起きの機き嫌げん悪さが残っているのか、エフェメラはぶっきらぼうにそう言った。

「それは違ちがうわ、いい、エフィ」

　急に、レルシェの声が調子をあげた。かと思うと、しぼんだ。

「いいえ、なんでもないわ。ごめんなさい」

　エフェメラは、きょとんとした顔でレルシェを見た。

　それから、しゅんとした顔でうつむいた。

「ごめんなさい。いろんなふうに生きてきた人がいるよね」

　そのエフェメラにはっとしたように視線を向けたレルシェの瞳は、優やさしい色だった。

「うん、そうだな。軽はずみなことを言うものじゃない、エフィ。と言っても、しょせんはぼくも男だからなあ」

「そうそう、女の子のことは女の子にまかせてちょうだい」

　アンディにお説教されると勢いがよくなるエフェメラだった。苦笑いしようとしたアンディは、茶にむせて咳せきこんでしまった。

「兄さ……」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　エフェメラより早く、レルシェが背をさすった。

「ええ、大丈夫です」

　口の周りを布でぬぐいながら、アンディは言った。

「食事が終わったなら、もう一度眠ねむりなさい。そのほうがいいわ」

「ええ」

　アンディは、レルシェとエフェメラに支えられて寝台に戻った。

「ゆっくり養生しなさい。しばらくのあいだは、一座は、あなたたちが行こうとしてた方に向かっているから」

　レルシェは、アンディの額の上にその手を載のせた。ひんやりした手だ。だが、青い爪つめがあることを思い出して、アンディはかすかに身をこわばらせた。

「そういえばさ、このあいだ聞きそびれたんだけど」

　後ろからエフェメラが声をかけた。

「その青い爪ってなんなの？　なにか特別な修しゆ行ぎようでもすると、そうなるの？」

　精神は肉体を支配する。祈いのりは、時として変へん貌ぼうをもたらす。それがルナルの法則だ。

「いいえ、そうじゃないの」

　そう答えた一いつ瞬しゆん、レルシェの顔が急におとなびた。ふだんは二十四歳という年よりかなり若く見えるのに、今は老けこんで見える。

「〈結社〉がくれる薬のせいよ。もしかすると、使ったことを忘れさせないために、わざとそうしてあるのかもしれないと思ったこともあるわ」

　レルシェの手が自分自身の下腹部を押さえて、何かが痛むように眉まゆをひそめた。

「薬？　どういう薬なんですか」

　訊たずねたアンディを、エフェメラはあわてて仕草で止めた。しかし、質問してしまってからではもう遅おそい。

「子供を確実に授さずかるための、そしてその反対のための薬よ」

　そして、にっこりとレルシェは笑った。

「寝なさい、アンディ。エフィちゃんは、ちょっと来て。こないだ言ってた出演の件で座長が話があるんだって」

「ちょっと待て、エフィ。それはどういうことだ？」

　アンディが、きっと妹をにらんだ。

「あれ、それも言ってなかったっけ？」

「わざと言わなかったろう、お前」

「手品すんの。兄さんだって見たことあるでしょ？」

「お前の手品？　そんなもの、他人ひとさまに見せられるようなものじゃないだろう」

「だからって歌ったり踊おどったりするわけにもいかないでしょ。大丈夫よ、肌はだもあらわな衣い裳しようでごまかすってのでもないから。子供向けよ」

「歌も踊りも、それができる人にとっては、立派な職業だ。だいいち、お前の瘦やせっぽちの脚あしなんか見て、誰だれが嬉うれしいもんか」

「そうか、兄さんってそんな目であたしのことを見てたんだ」

「あのなぁ」

　突とつ然ぜん、はじまった兄妹きようだい喧げん嘩かで、青い爪の話はどこかにいってしまった。レルシェは、茫ぼう然ぜんとしていたが、やがてにっこりと笑った。不器用で優しい双子たちに向かって。

　そんな会話がかわされたのが、もう二十日以上前のことになる。

　どうしても出発すると言い張ったアンディがレルシェに叩たたきのめされたのが一ひと巡めぐり前のことだ。四人で奇妙な事件にも挑み、絆は深まっている。このままなら、一座と向かう道が分かれるまで、あと十日ほどはともに旅を続けていられるはずだった。

　このまま、なら。




　　　　４




　明け方、レルシェの馬車の扉とびらが小さく叩かれた。この馬車にはレルシェと双子、タッタに山やま猫ねこ使いのアウレと軽かる業わざ師のエッダが眠っている。男女間は、薄うすいカーテンでしきってあった。

　一部の座員からは、女ばかりの馬車にアンディとタッタを泊とめることに対する反対もあった。まあ、大半はやっかみである。

「兄さんに女の子を口説くような甲か斐い性しようはないわ。それに病人だし」

　というエフェメラの宣言と。

「どこの世界に、人間に欲よく情じようするミュルーンがおるねん」

　というタッタの言葉で、一同納なつ得とくした。

　こつこつこつ。こつこつこつ。短く三度、すこし間をおいて、もう一回、短く三度。

「はいはい、何か起きたのね。まったく、こういうことには変に凝こるんだもの、この一座」

　最初に目を覚ましたのは、レルシェと山猫のビーンだった。静かに身を起こして、扉を細く開ける。そのあいだに、ビーンがアウレを起こした。

「いよっ」

　扉から入ってきたのは、フレックだ。腰こしから上が、馬車の中にはいりこんだところで、アウレに止められた。

「なんだい、こんな夜中にエフィを口説きにきたのかい？」

「夜中じゃねえよ。もう夜明けだぜ」

　フレックは、ほとんど完かん璧ぺきな口もとを少しばかり歪ゆがめてみせた。

「見張りのバラットが、妙みようなやつを取っ捕つかまえてよ」

「なによ、そのくらいであたいらを起こしたの？」

　アウレの声は、いささかとげとげしい。彼女も寝ね起おきはよくないようだ。

「密告屋だ。双子の素す性じようがばれちまったらしいぜ」

「来るんですか、帝国が」

　カーテンの向こうから声がした。アンディだ。

「偵てい察さつに出たメル兄あにぃが戻ってきた。どうやら、すっかり取り囲まれてるな。四十人かそこらってとこ。並の兵士だから、逃にげるだけなら、なんとかなるだろうぜ」

「ぼくを引き渡わたしてください。そうすれば引き上げるでしょう。すみませんが、妹とタッタは」

　アンディの言葉に、一いつ斉せいに拒きよ否ひの返答があった。

「馬ば鹿か言ってんじゃない。誰が帝てい国こく野や郎ろうを喜ばせるようなまねがしたいもんか」

　そう言ったのは、アウレだ。彼女の不ふ機き嫌げんは、寝起きのせいではなくていつものことらしい。

「まったくだな」

　フレックがうなずいた。

「あのね、兄さん。あたしを帝国に一人でほうりだして、どうさせようってわけ？」

　不満のうなりをあげたのはエフェメラだった。

「あら、エフィってば、起きてたの？」

　妙にのんびりとした調子で言ったのは、レルシェだった。

「わしも起きてるで。こんだけごちゃごちゃ騒さわいどいて寝てろて言われても怒おこるぞ」

　タッタの声もした。

「まったくだな」

　フレックがあきれたように肩かたをすくめた。

「外で取り囲んでる連中も、気がついちまうこと、間違いなしだぜ」

　あわててみんなが口をふさいだ。

「座長は、散るつもりだ」

　フレックは、そう言葉を続けた。

「そろそろ潮時だしな」

「あたいに相談もなしに、決めたのかい」

　アウレは、むっとしたようすだ。

「ごめんね、あたしたちのために」

　エフェメラは、膝ひざを揃そろえて座って、頭をさげた。

「気にしなさんな。俺たちゃ、遅かれ早かれこうなることになってたんだから」

　フレックが、にやにや笑いながら言った。彼は、もとザノン王国のタマット神しん殿でんの重じゆう鎮ちんだとエフェメラは聞いている。もっとも幸運の神としてあがめられる表のではなく、盗とう賊ぞくや故買屋、さらには暗殺者までをたばねる裏の神殿の、だが。

「そういうことさ。そもそも、あたいたちは勝手な気性の連中ばっかりだからね。喧けん嘩か別わかれになるより、ずいぶんましな結末だよ」

　アウレは、投げやりな調子だが嫌いや味みはない。彼女は、こう見えてもアルリアナの高司祭だ。

「このフレックなんざ、捕まれば三十回は縛しばり首くびだからね」

「俺がやった暗殺はばれてねぇよ。誰かさんみたいに見られたりしてねぇ」

　ごっ。

「痛いてぇなあ」

「無む駄だ口ぐちをたたいてる暇ひまはないだろ？」

　握にぎった拳こぶしを開かないままで、アウレが言った。目つきがけわしい。

「ああ。じゃあ、座長からの伝言だ」

　フレックは不承不承うなずいた。

「逃げるやり口は、それぞれまかせる。包囲を抜ぬけたら、その気のあるやつはダハルトールの町に集まれとさ」

「それだけで、大丈夫なんですか」

「他ほかに何か？」

　アンディの深刻そうな声とは対照的な、あっけらかんとした声で、フレックは答えた。

「もう少し、計画とか作戦を立てなくてもいいんですか？　せめて、敵の配置くらいはわからないと」

「アンディ」

　レルシェが、ゆっくりとさえぎった。

「私たちは赤の月に従う者よ」

「……だからと言って」

「悪いが時間がねぇ」

　フレックの言葉が、なおもひかないアンディの言葉をさえぎった。

「エフィちゃん、あんたの馬は、兄貴よりも治りが早い。なんとかなるだろうぜ」

　フレックの言葉に、エフェメラはこくりとうなずいた。手た綱づなを握るのは、どっちみちアンディなのだが、それをここで口にしてもはじまらない。

「外の焚たき火びが燃えあがることになってる。香こうが二つまみ分燃えつきるまでの時間しかねえ。手早く品をまとめな。それまで、敵さんがつっこんでこないことを祈ってろ」

　そう言い捨てるとフレックは姿を消した。

「それっじゃっ、おっさっき」

　それに続いて軽業のエッダが馬車を出ていく。話に加わらないと思ったら、さっさと荷物をまとめていたのだ。

「あたいも行くかね。おいで、ビーン」

　アウレがちちちと舌を鳴らすと、山猫はあるじのもとへ走り寄った。

　残りの者たちも動き出す。いちばん、どたばたしたのは、もちろんタッタだった。




　サレムターグの町をとりまくあたりは、けっこう起き伏ふくが多い。ソールバン一座が野営している草原は、北が農場、西と南が丘おか、東が森になっていた。

　その二つの丘に、それぞれ人数が配置されている。もちろん、農場にも何人か置いてあった。森はいささか人数が少ないが、そこに逃げこむまでには距きよ離りがある。南の丘の者たちが駆かけつけるまで充じゆう分ぶん阻そ止しできるはずだ。

　問題は、いつ突とつ入にゆうするかだ。

　指揮をとっているガヤン神官は、西の丘に姿を隠かくしながらそう考えていた。

　襲しゆう撃げきの指揮をとっているのは、サレムターグの巡じゆん察さつ官ではない。ドラクの部下の一人である。双ふた子ごを見失い、手分けして手がかりを追っていたところで、密告があったのだ。

「ドラクさまは、まだ着かれぬかな？」

　ドラクの部下は、かたわらの男に訊たずねた。サレムターグの巡察官。座長から、ムーナ金貨を受け取った男である。

「無理ですよ。その方は、ハーメンタールの町にいらっしゃるんでしょう？　いくら馬を飛ばしても、昼にはなります。もう、何度も申し上げたじゃありませんか」

　ドラクの部下は、顎あごをつまんで考えこんだ。ドラクは、双子を発見した場合、自分が着くまでは見張るだけで手出しをするなと厳命していた。木々を砕くだき、炎ほのおを呼ぶような──彼らはあの森で行く手をはばんだ黒こく翼よく鳥ちようの魔ま法ほうも双子のしわざだと勘かん違ちがいしていた──魔法の使い手、彼をまいた知略、あなどれない相手だと判断していたのだ。

　かつてキーンブルクの城で剣けんをかわした時は、自分の能力を隠していたに違ちがいないと、ドラクは考えていた。だいいち、それほどの強敵でなければ、カータリオン閣下が斃たおされるわけなどないのだ。あってはならないのだ。

　信しん仰こうに近いカータリオン崇すう拝はいと、双子をリアラがやってきた神殿におくりこもうとする黒翼鳥、そしてアードの陰かげからの手助け──単にはがゆさにいらいらしてかんしゃくを起こしただけである──が、ドラクたちにすっかり勘違いをさせていた。

「本当にいるのだろうな、あそこに」

　ドラクの部下は確かめるように呟つぶやいた。

　そう考えられる根こん拠きよはある。なぜなら、カータリオン公王を暗殺したやつなどをかばいそうな者たち、各王国の残党や、気ままでいいかげんな赤い月の連中を追ううちに、彼はこのサレムターグにたどりついたのだから。

　あのソールバン一座とやらが、赤い月の秘密教団の隠れ蓑みのであることは間ま違ちがいないのだ。

　ドラクの部下は、かたわらの巡察官を見た。賄わい賂ろをもらって、彼らを見み逃のがそうとした馬鹿者だ。それに気がつかれ名めい誉よ挽ばん回かいに必死とはいえ、この程度の連中をひきいてなんとかなるだろうか。民兵と傭よう兵へいで数だけはそろえたが。

　さて……。

　夜がしらじらと明けるころになっても、彼はまだ、迷っていた。

「どうしますかぁ？」

　巡察官は、あくびをかみころしている。

「そうだな……、伏ふせろっ！」

　ドラクの部下は、小さな声で鋭するどく命じた。

　馬車の一台から、誰だれか出てきたのだ。その人物は、止めてある馬車が描えがいた円の中央に向かって歩いて行った。

「何をする気だ？」

　その人物が近づいたのは焚き火のあとだった。帝てい国こくの捕ほ縛ばく戦士たちがいる場所からでは、黒く焦こげた薪まきの山にしか見えない。馬車から出てきた男は、火かき棒で焚き火の跡あとをかきまわしている。火をおこしなおそうとしているようだ。

「なんだ、朝食の準備か。おどかしやがって」

　エフェメラに小悪党顔と評された巡察官が呟き、ドラクの部下がうなずいたそのとたん。

　爆ばく発はつ的に炎が燃えあがった。

「なんだっ？」

　そして、黄色い煙けむりが吹ふきあがる。それは、あっという間に馬車のある一角をすっぽりと包んでしまった。

　ドラクの部下は、ここで待つべきだった。相手は、目くらましに長たけた赤の月信者だったのだから。

　だが、長時間の監かん視しによる疲ひ労ろうとあせりが、彼の判断を誤らせた。

「合図をしろ！　突入だ」

「へっ？」

　巡察官が、怯おびえた顔で立ちあがり、笛を吹いた。ぴりぴりぴりという甲かん高だかい音が、震ふるえながら夜明けの野原に響ひびいた。

　その音を背に、ドラクの部下は丘をかけおりた。

　その首筋に一本の針が突つき刺ささったのは、丘を駆け降りたちょうどその時だった。数すう瞬しゆんともたずに、彼は眠ねむっていた。メル兄弟がはなった吹き矢のしわざだ。リャノの神官は、笛にしこんだ吹き矢を使いこなす。塗ぬってあるのは、《眠り》の霊れい薬やくだ。

　先頭に立っていた指揮官が倒たおれたことで、後に続くはずの戦士たちの足並みが乱れた。躊ちゆう躇ちよし、突進の速度がゆるむ。

　そこに、草の中に身を隠していた者たちが襲おそいかかった。煙はまったくの囮おとりにすぎない。ほとんどの者たちは、それよりも遥はるか以前に野営地を出て、待ち構えていた者たちに逆に忍しのび寄っていたのだ。

　気がついた者は、いない。忍びは、タマットの神官が得意とするわざだ。幻まぼろしはシャストアのわざ。そして、アルリアナは心を惑まどわすすべをこころえる。

　フレックが閃ひらめかせたナイフは、続けざまに敵の手首を切り裂さき、武器を落とさせた。斬きられた敵は、戦意を喪そう失しつし地に倒れた。

　アウレは、九節鞭べんをふるった。山やま猫ねこのビーンが敵の注意をひいたところを、猫の爪つめではなく、鞭の爪がひっかくのだ。兜かぶとを撥はね飛ばされ、まぶたを傷つけられて、敵は動けなくなった。

「そろそろ走るか？」

　捕縛にやってきた十数人のうち、およそ半分を地に這はわせて、フレックとアウレは背中合わせになった。

「こんなに血を流さなくても逃にげられるだろうがよ、フレック。おかげで、あたいまでつきあわされた」

「ふん、いやなら、俺なんざほっぽりだして逃げりゃいいんだ」

　言うが早いか、丘の上を目指して走り出す。アウレはあわてて追いかけた。ビーンが一声鳴いて主人に従う。

　追っ手は数人。ただし、あまりやる気があるようには見えない。

「あのコたち、逃げられたかね」

　走りながら、アウレがちらりと馬車のあった方角を見た。そこはまだ、もうもうと煙に包まれている。

　双子は、森に逃げたはずだ。タッタというミュルーンと、レルシェ、それにバル・バラットも同じ方向に逃げた。

「わかんねぇな。ただ、レルシェもただもんじゃないからな。あの兄貴を叩たたきのめした時の腕うで前まえといい、呪じゆ文もんといいな」

　出発すると言い張ったアンディを止めるのに、レルシェは私を倒せたらと言った。そして、素す手での打ち技わざで彼をのしてしまったのだ。

「あいつが来たのは、双子の五日くらい前だったかねぇ」

「ああ、座長の古い知り合いとか言ってたが、正体のわからねぇ女だったな」

　余よ裕ゆうのありそうな会話に思えるが、全力疾しつ走そう中だ。追っ手との距離は開きつつある。

「わざわざ道を変えさせたのは、あの双子を拾うためだったのかね？」

「さてな。俺たちの知ったことじゃないさ。それぞれにそれぞれの事情があるんだからな」

　フレックとアウレは、草原の中にその姿を消した。彼らにもまた、なすべき使命が残っているのだ。
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　森の前で待ち構えていた傭兵は五人。

　その目前に、煙をたなびかせながら二頭の馬が飛び出してきたのは、笛の合図とほとんど同時だった。

　傭兵たちは、一いつ斉せいに隠れ場所から立ちあがり、それぞれに武器をかまえて突とつ撃げきした。

「馬を倒すんだ。おい、〝左ひだり利きき〟のっ。そっちへ回んなっ！」

「っかってるっ！　おいらにまかせとけ！」

　最初の一文字を省略して叫さけびかえす。

　ごちゃごちゃうるさいんだよ、爺じいさん。

　年かさの傭兵の指示に、心の中でそう呟きながら、〝左利き〟のドムスは飛び出してきた馬の脚あしをはらおうと、右に回った。

　一歩間ま違ちがえば馬の蹄ひづめの一撃をくらうことになる、危険な動きだった。

「若いのっ、無む茶ちやはするな」

　老傭兵は、突出するドワーフの少年に声をかけた。ドワーフらしく豊かな髭ひげやたくましい筋肉にめぐまれてはいるが、あれはまだ十五、六というところだと、彼は見み抜ぬいていた。

「おいらならできるっ」

　そう叫んで、ドムスは前進する。

　これ以上待ってなどいられるものか。夜中からさんざん待たされ、気味の悪い森を背中にしてはいつくばらされていたのだ。

　彼は、サレムターグの町で雇やとわれた傭兵の一人だった。詳くわしい内容は聞いていないが、重罪犯を捕とらえるということなので引き受けたのだ。ただ赤い月の信者だというだけで捕つかまえるのはいいことだとは思わないが、なんの信者であれ悪党はやっつけられて当たり前である。

　それに、相手はかなりのつわものらしい。強敵と戦うのは、彼の旅の目的だった。

　ドムスはジェスタの入信者である。ジェスタの二つの教え『鍛きたえよ』と『守れ』のうち、彼はもっぱら鍛えよ──それも自分自身にかぎられる──の実じつ践せん者だった。武者修しゆ行ぎようのためと称しようして、故郷ハン＝トルアを出て数か月。いまだに、求めるような強敵にはめぐりあえない。

　しかし、今夜、いや今朝こそは。

　月の導きがあるような、そんな予感がしていた。

　案の定だ。

　捕らえるべき相手が、自分のいるほうにあらわれた。これが月の導きでなくてなんだ。

「俺はっ！　できるっ」

　もう一度気合いをいれる。

　斧アツクスをかまえる。ジェスタの祝福を受けた《素速き斧クイツク・アツクス》だ。本来なら、彼のごとき若じやく輩はい者がもてるものではない。高価だし、それなりの神しん殿でんへの貢こう献けんが必要だ。母が、旅立ちの祝いに無理をしてくれたのだ。

　馬が迫せまってくる。乗っているのは若い人間の男女だ。本当に、そんなに強いのだろうか。とても、そうは見えないが。まあいい。戦えばわかるだろう。
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「馬からおろしてやるぞっ」

　叫びながら、斧アツクスをふるおうとしたドムスの前に、彼よりもさらに小さな体格の影がとびだしてきた。馬と並行するように走ってきたらしい。柔やわらかそうな羽う毛もうにおおわれている。胸むな板いたの厚みだけが、ドムスと互ご角かくだった。

「あほうっ、できるかい！」

　影かげはそう叫んで、ドムスの斧アツクスを楯たてで受け止めた。ミュルーンだ。そいつがくりだしてきた槍やりを、こんどはドムスが楯で受けた。

「やるなっ」

　嬉うれしそうに言うと、ドムスは斧アツクスを引き戻もどした。並の斧アツクスなら、姿勢を崩くずしてしまうところだが、さすがにジェスタの斧アツクスだ。手首のひねりだけで、くるりと戻ってくる。

「げ、そんなんありかい」

　ミュルーンがあわてたように呟つぶやいた。槍の穂ほ先さきが、そそくさと引き戻される。

　意表をついたな。そう確信して、ドムスは斧アツクスをふるった。

　だが、それは巧こう妙みような言葉によるひっかけだった。引き戻されるはずの槍が途と中ちゆうで止まり、自信満々でふるったドムスの斧アツクスにからむように、突き出されたのだ。

「あっ」

　楯は間に合わなかった。鉄の穂先が、革の鎧レザーアーマーにはばまれながらも、ドムスの肩かたを貫つらぬいた。

「このくらいっ！」

　だが、彼はひるまなかった。痛みをこらえて、斧アツクスをふるう。命中さえすれば、ミュルーン程度は一撃で倒れるはずだ。ドムスは、そう確信していた。

「馬ば鹿か、小こ僧ぞう、そんなやつにかまってるんじゃねぇ」

　老傭よう兵へいの怒ど鳴なり声がまた、聞こえた。

　はっと気がつくと、二頭の馬は駆かけ去ろうとしている。森に入るのではなく、それにそって走っていくのだ。それを阻そ止しするはずの傭兵たちのうち三人までもが、茫ぼう然ぜんとそれを見送っている。夢でも見ているかのような、うつろな目つきだ。

「惑わされてるんじゃねぇ」

　老傭兵に頰ほほをはたかれた一人が、はっと目の焦しよう点てんを戻した。だが、そうしているうちにも馬はどんどんと距きよ離りを引き離はなしていく。

「しまっ！」

　最後の一文字を省略した叫び。言いつつも、ミュルーンに斧アツクスはふるっている。しかし、さすがに甘い一撃になった。

「あばよ」

　ミュルーンは、槍と楯を空中にほうりあげた。なんのつもりかと思う間もなく、そいつは宙に飛びあがった。投げたものを足でつかんで、見る見るうちに高く舞まいあがる。

「くそっ」

　ドムスは、馬を追おうとした。その眼前に、突とつ然ぜん、巨きよ大だいな獣けものが立ちふさがった。異様な姿、強きよう烈れつな硫い黄おうの臭しゆう気き。せっかく正気に戻った傭兵の一人が、情けない悲鳴をあげて腰こしを抜ぬかした。老傭兵も、ひるんだか足を止めている。

「おのれっ、〈悪あく魔ま〉か!?」

　召しよう喚かんできるほどの邪術師ソーサラーなのか？　ドムスは強敵の出現に、身を震ふるわせるほどの興奮を感じた。怯おびえなどかけらもない。

「おいらの斧アツクスで真っ二つにしてやるっ」

　そう叫んでの一撃は、みごとに怪かい物ぶつの腹に食いこんだ。

「!?」

　手ごたえがない。

　そう思った瞬しゆん間かん、怪物の姿が消えている。

「しまった、幻げん覚かくじゃ」

　老傭兵の叫びが、ドムスの疑問を解いてくれた。

　しかし、時は既すでに遅おそい。

　馬はとても追いつけない距離にまで離れている。ミュルーンは空の上だ。そう長くは飛んでいられないはずだが、降りる時はたぶん馬の上だろう。

「ちぃっ」

　ドムスは、地面を蹴けった。まるで、面おも白しろい遊びを取りあげられた子供のような仕草だ。

「悪人どもぉ、このおいらがいつかやっつけてやるからなぁ！」

　ドワーフの少年は、朝日に吠ほえた。




「どうやら逃にげ切ったわね」

　レルシェは、ほがらかに言った。

「すごかったわねぇ、エフィ。あなたの作った幻げん影えい。どこかで見たことあるの、あんな怪物？」

　エフェメラは、黙だまったまま暗い顔つきでこくりとうなずいた。さすがにこれは、ほめられても調子に乗る気にはなれなかったのだ。彼女が作ったのは、ほんの少し前に見た〈悪魔〉の姿──サーナの姿だったのである。

　そのようすに気がついて、レルシェは言葉を続けなかった。

「それにしても、レルシェさん、どうして」

　そのかわりに、アンディが口を開いた。

「追っ手をやっつけられたって不思議はないでしょ？　私は、あなたを倒たおしたほどの腕前なんだから」

「あの時は、体が弱ってました」

　馬を並行して走らせながら、アンディは怒鳴った。

「いや、そうじゃないんですよ。どうして、ついてきたんですか。ぼくたちの旅は危険すぎます、いいですか」

「兄さん、兄さん」

　アンディの後ろにつかまっているエフェメラが、つまんだ服をちょいちょいと引っ張った。

「あのね、レルシェがあたしたちとずっと一緒に来るって決めてない？　それって兄さん、自分に都合のいい解かい釈しやくすぎるよ」

「ぼくはだな、その、なんだ」

　アンディの頰が赤い。

「たまたま逃げる方角が同じだっただけで、ついてくるなんて決めらんないでしょ」

「そう、それも、そうだったな……」

　アンディは、かみしめるように呟いた。

「レルシェさんはこれから、どうするんですか？」

　しばらくの沈ちん黙もくの後で、アンディは笑いかけた。露ろ骨こつに作り笑いだった。

「あら、もちろん、あなたたちと一緒にいくわよ」

　レルシェは、口をとがらせた。

「え？」

　アンディは、一いつ瞬しゆん、何を言われたのか理解できなかった。

「あ、やっぱり」

　エフェメラは小さく呟いた。

「やっぱりって、エフィ、お前」

「ほんとに別のところに行くつもりなら、包囲を抜けたところで別れてるわよ。あのフェリアのおじさんみたいにね」

　にぶいんだよね、兄さんは、ホント。

「いいですか、レルシェさん、ぼくたちは」

　それからくどくどとアンディの説得は続いた。しかし本気で止めようとしているだろうか。

　なんだかんだ言いながら、嬉しそうじゃないの、兄さん。その言葉を、エフェメラはぐっとのみこんだ。

「ねえ、アンディ」

　若きガヤン神官が、ようやく息をついだところで、レルシェがにこりと笑った。

「私が、どうしてあの時、叩たたきのめしてまであなたを止めたか、わかる？」

　まだ体の回復が完全でなかったころ、無理やりアンディが旅立とうとした時のことだ。セーブラントにある神殿が〈結社〉とかかわっているということが確信できて、彼はあせった。そのアンディを、レルシェは蹴りの一いち撃げきで寝しん台だいに押し戻したことがある。ただの蹴りではない。蹴打術ダルケスの修しゆ行ぎようを積んだ、必殺の前蹴りだ。たいていの健康な男でも、寝台どころか月に送られても不思議はない腕うで前まえだった。

　アンディは、自分の体を心配してくれたのだろうが、それにしてはあまりに無む茶ちやなやり方だと、思っていた。

「え？」

　とまどうアンディに、レルシェはこう言ってのけた。

「あなたを行かせたくなかったのは、一緒にいたかったからよ。それだけ」

　アンディは、とまどいながらレルシェを見ていた。エフェメラも、そっと彼女を盗ぬすみ見た。その瞳ひとみの光を見て、エフェメラはぐっと兄にしがみついた。

「本当よ、それだけは本当……」

　今にも消えそうな声で、レルシェはそう呟いた。その声は、かすかにエフェメラの耳に届いた。もちろん、アンディにも聞こえていたに違ちがいない。だが、双ふた子ごのどちらも、ならば、何が噓うそなのかはわからなかった。
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「やはり間ま違ちがいないようです。この村でかなりの食料を買いこんで、水すい晶しよう連れん峰ぽうへの登山に向かったと、村の者が申しております」

「そうか、ついに追いつめたぞ、やつらめ」

　宿に戻ってきた部下の報告を聞いて、ドラクは喜色をあらわにした。

　この小さな村は、セーブラントという。あまり望みをかけてはいなかったが、賭かけの目は吉きちと出た。

　サレムターグで、部下の不ふ手て際ぎわのために取り逃がして以来、カータリオン公王を殺した奴やつらの足どりは、ぱったりと絶えた。

　探しあぐねたドラクは、キーンブルクで死んだ、やつらの仲間の故郷を探たん索さくしてみることにした。おそらく首領だったと考えられているエザグの旧領地や、グノバとかいうドワーフが属していた傭兵隊など、あてはいくつかあった。どれを優先するかは考えどころだったが、キーンブルクからサレムターグを結んだ延長線上にあった、この村に来てみたのだ。

　この村と関かかわりを持っているのは、リアラという女である。

　セーブラントは、南東に水晶連峰を見あげるごく小さな村だ。

　頂から山のなかばにかけて、常時白氷をいただく鋭するどい峰みね々みねは、見ているだけで凍いてつきそうな気分になる。

　帝てい国こくの南、かなり暖かい気候の一帯だというのに、この山々が凍こおりついている理由は、世には知られていない。数十の峻しゆん嶮けんな山々の狭間には、魔ま術じゆつの使い手が数多く隠いん棲せいしているという。そのことと、あるいは関係があるのだろうか。

　あのリアラという女は、この神秘の山々の一角からやってきた。

　正しく街道を通り、宿を利用していれば、その足どりをたどることは、ガヤン神しん殿でんの調査能力をもってすれば難しくない。

「村の者の話によりますと、山中にサリカの神殿があるそうです。あのリアラという女が暮らしていたのも、その神殿かと。人にん別べつ簿ぼには、はっきりした記録はありませんが……」

　正しく税収をあげるために、帝国では、町や村の人口調査は進められており、完全なものではないが人別簿ができあがっている。

「どうやら王国時代には、アルリアナ神殿も兼かねていたようです。いや、このあたりは禁令が徹てつ底ていしたのが最近ですから、ついこのあいだまでは下げ劣れつな営みを続けていたものかと」

　配下の言葉は、偏へん見けんに満ちていた。

　アルリアナは、恋こいを司つかさどる神殿であり、一夜の結びつきを導くこともあるから、このガヤン神官は侮ぶ蔑べつの言葉を吐はいたのだろう。が、同時に素す手での武術を授さずける神殿でもある。

　それに、本来であれば、青と赤の月の神を同じ神殿で祀まつるのは当然のことだ。今は帝国の領土内となっている場所でも、かつてはいくらもあった話である。

　ともあれ、ドラクは、アルリアナについての報告を聞いて、大きくうなずいた。

「どうやら間違いはなさそうだな。やつらが向かったのはそこだ。確か、サレムターグではアルリアナの神官が一緒だったはずだな」

「はっ、傭よう兵へいどもの報告では」

　身を縮めてそう言ったのは、サレムターグの包囲で、指揮をとっていた男だ。

「アルリアナの神官というのは推測でしかございませんが」

　遠えん慮りよがちにつけくわえる。

「はずれようもない推測だな、自分が受けている報告から判断するに」

　ドラクの口調は冷たい。《眩惑デイズ》と《空ウオ中ーク・歩イン・行エア》をともに使え、魔術師ウイザードでないのならアルリアナの信者だろう。そして、あの一座は、神官より上位の者ばかりの集団だったのだ。

「はっ、余計なことでした。もうしわけございません」

　部下の謝罪を、ドラクは聞いてもいなかった。

「それにしても、やはり応おう援えんは求められませんのか、ドラク殿どの」

　そう訊たずねたのは、カラノだった。元来は、ドラクと同格のカータリオン付きの武官だった男である。暗殺の時は、部下を率いて町に出ていた。それを悔くやんで、ドラクと行動をともにしている。この追つい跡せき隊の副官格の役割をつとめていた。年は、ドラクより三つばかり下になる。

「むろんではないか」

　ほとんど怒ど気きをはらんだ声で、ドラクは答えた。

「閣下の仇かたきは我らで討うたねばならん。そうでなければ、我らの不ふ名めい誉よはそそがれぬ。月でカータリオンさまにあわせる顔がないわ。それとも貴公、我らだけでは心こころ許もとないとでも」

　カラノは、その返答を聞いて深々とうなずいた。

「おじけたか、などとは訊きいてくださるなよ、ドラク殿。我も帝国の騎き士しなれば。ただ、念には念をということもある」

　恐おそれ気げのない忠告に、ドラクは素す直なおにうなずいた。

「自分も、少し想おもいが強すぎたようだ。サーライトさまには知らせておこう。なんぞ手はうってくださるに違いない」

　ドラクは、手紙をしたためると、宿の者に仲介させて、村人の一人を雇やとった。隣となり村むらにミュルーンの伝令ギルドの支部があるということなので、そこまで運ばせることにする。

　そのあいだにカラノは、手早く部下に指示して、山の奥にあるという神殿への道筋を調べさせ、必要なものを買いこませていた。

　急いでも、出発は夕刻になるだろう。村の者は、山で夜を迎むかえるのはよくないから次の朝にせよと言ったが、ドラクにはそこまでの余よ裕ゆうはない。双子から丸一日以上遅おくれているのだ。神殿までは、馬で半日かかるという。やつらは、既すでに神殿を出発しているかもしれない。

　従者たちを馬の準備に走らせながら、ドラクとカラノは、最後の確かく認にんを行っていた。糧りよう食しよくの蓄たくわえや、武具の予備も確かめておかねばならぬ。

「貴公のおかげで、助かる。自分はこういったことは不得手でな」

　ドラクの言葉に、カラノはあまり嬉うれしそうな顔はしなかった。

「帝てい国こく騎き士しがこういうことで誉ほめられましてもな」

「はっはっは、すまぬ。ところで、どうだ」

　問われてカラノは絵図を広げた。

「村に一人、ペローマ神の入信者がおりましてな、描かかせた地図です」

　山の奥、とはいっても、それは人の里から見ての話だ。高く、けわしく、そして広い水晶連峰から見れば、入り口からほんの一歩踏みこんだばかりのところにすぎない。

　それでも、さらに奥へと踏ふみ入る労苦は並のものではなかろうとわかる。今は、それなりに道が整備されているとは言え、それも大きな規模のものではない。

「なぜこんなところに神殿を……？」

「噂うわさでは、他者とへだてる必要のある病の者を収容するためであったとか」

「それにしてもな」

　アルリアナやサリカは、さまざまな病に冒おかされた人々のよりどころでもある。ルナルでは、一般と異なる心や身体は月の賜たまわりものと呼ばれ、祝福とみなされることもあった。だが、偏見もまた存在する。

「ともかく、山道は充じゆう分ぶん気をつけねばな。準騎士ロックラルトは、確か、レーケントの山さん岳がく要よう塞さいが長かったはず」

「はい。彼の助言に従い、綱つなやら鈎かぎやら買わせております。しかし、それらを買いこむさい、少々気になることを聞きました」

　カラノの言葉に、ドラクは苛いら立だたしげに言った。

「遠回しに言うのはよせ。ガヤンは不確かな言葉を好まれんぞ」

「これは失礼を」

　カラノは、おざなりに祈いのりの仕草をすると、言葉を続けた。

「村の者が夕暮れの出立に反対した理由ですよ。なんでも途と中ちゆうの谷に化け物が出るのだとか」

　ドラクは緊きん張ちようした顔つきになった。ルナルにおいて、山もまた異郷。人間の領域ではない。怪かい物ぶつが出ると言われても素直に受け入れる。

「それを早く言わんか。何が出るのだ？　ゴブリンや一角狼おおかみくらいならいいが、岩がん竜りゆうや鷹虎グリフオンのような大物になると少々厄やつ介かいだぞ」

　ドラクは、ゴブリンとは何度か戦ったことがある。〈悪あく魔ま〉に歪ゆがめられた短たん軀くの種族で、魔法を使い、てこずらされた。翼つばさもつ牙きばとも呼ばれる鷹虎グリフオンは、高空を飛ひ翔しようしているところを見たことがあった。一年ばかりの辺境勤務なら、平均的なものだろう。翼人の傭やとわれ呪術師が使った元素獣じゆうなら、もっと間近で見たこともあった。

「何が、という話はありませんでした。というより、色々いる、と。ただ、道さえたどっていれば大だい丈じよう夫ぶだと。道を間違え、谷底に迷いこめばおぞましいものがいる、ということです。化け物がいる谷には、霧きりが出ているのですぐわかるはずだそうですし、我らが行くのは尾お根ね。くだりさえせねばよいと」

「それにしても気になるな。何が出るのだ？　谷底にじっとしていて、尾根に出てこないという保証はあるのか？」

「それはさて……。夜、気をつけねばならないのは、鬼火ウイスプがその谷に誘いざなうからだそうです。谷の王者は一眼巨人サイクロプスだと言い伝えられているとか。ただし、存命の者ではっきり見た者はおらぬということなので、さすがにこれは」

　それを聞いて、ドラクは四角い顎あごをごしごしとこすった。

「実在するとすれば、ペローマ神殿の学者たちが喜んで飛んできそうだが」

　一眼巨人サイクロプス。字義どおりの大物だ。ルナルの陸上に棲せい息そくする生き物のうちでは、竜類を除けば最大級だろう。ただし、このリアド大陸では、ほとんど確認されたことはない。

　人間の十倍、あるいはそれ以上の身の丈たけを持ち、怪かい力りき無む双そう。巨きよ木ぼくを引き抜ぬき、拳こぶしは岩をも砕くだくという。目がひとつしかないという話もあれば、頭部が一個の眼球である、などといった伝承もある。その目から、強大な魔法を放つともいう。

「なんにせよ、王は決して谷から出てこないそうで」

「万一と言うこともある。連中が化け物どもに食われてしまうことのないように、祈っておいたほうがいいかもしれんな」

「まったくです。我らの手で仕留めてやりたいですからな」

　そう言うと、彼らはにやりと笑った。その祈りが、じつはちょうどその時の双ふた子ごたちに必要とされていたことなど、ドラクたちには知るよしもなかった。
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　時間を、少し遡さかのぼろう。これが起きているのは、ドラクたちが、セーブラントの村に着いた日の朝のことだ。追跡者たちが、まだ村へ向かう街かい道どうにいる刻限である。数刻後に、ドラクとカラノが考えたとおりに、双子たちは一眼巨人サイクロプスの谷にいた。

　それも、決して足を踏み入れてはいけないはずの、谷の底に。

　双子たちも、村人には朝に出発しろと言われた。だが、気があせっているアンディは、少しでも早くと、夜も、疲ひ労ろうが限界に達するまで歩き続けた。

　野宿の場所を見つけた時には、みんなくたくただった。エフェメラの脚あしが痙けい攣れんをおこしそうにならなければ、アンディは夜どおし歩かせていたかもしれない。

　そして早朝に起きてみると、エフェメラがいなくなっていた。

　ごそごそと抜けだしたのは、レルシェが知っている。いわゆる、花を摘つみにいった──生理現象を処理しにいった──のだと思っていた。

　それ自体は間ま違ちがいではなかったのだが、いつまで経たっても戻もどってこない。

　見にいってみたら、足あし跡あとが残っていた。谷におりている。争った跡はない。

　この時点でタッタは鬼火ウイスプのしわざだと思った。伝令時代に二度ばかり出くわしたことがある。

　ぼうっとはしていられない。あわてて三人で、足跡をたどり、谷におりていった。

　ゆるやかな崖がけは、さほど危険もなく滑すべりおりることができた。

　アンディとレルシェ、そしてタッタは、エフェメラの足跡を追って谷へおりた。

　そこには、霧がよどんでいた。歩くことすらおぼつかなそうな、濃こい霧だ。

　さほど深い谷ではない。ただ、谷の幅はばは広かった。むしろ窪くぼ地ちとか盆ぼん地ちと呼んだほうがよいかもしれない。

　はえている木には、ほとんど葉がない。幹もねじれ、形も歪んでいる。奇き怪かいな形の岩が行く手をさえぎるなか、折れ曲がりながら数歩を進むと、足の裏にじめじめとした腐くさった土がこびりつく。

　アンディは、幼いころに見せられた絵物語の、〈悪魔〉に支配された森を思い出した。

　だが怯おびえなど感じなかった。彼は、必死で霧の中を進んだ。彼のだいじなものが、そこに吞のみこまれてしまったからだ。

「どこだ、エフィ。どこにいる」

　アンディは眼を凝こらしたが、白い牛乳のような霧が渦うず巻まくばかりで、何も見えない。彼自身が《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の呪じゆ文もんで、タッタの槍やりの穂ほ先さきに灯ともした輝かがやきも、そう遠くまでは届かなかった。

「もう少し時間が経てば晴れるでしょうけど」

　レルシェは、悔くやしげにそう言った。だが、それを待っている時間はない。

「おい、なんか向こうにぼんやり明るいもんが見えんか？　アンディ、光に何か被かぶせてみい」

　レルシェのほうが素早く動いた。適当な布きれで、槍の穂先を覆おおう。

「よしよし、このほうが見やすいやろ。あっちや」

　ミュルーンは、暗くら闇やみでは目が利きかない。だが、この霧の中で、かすかな光を見つけるのは、人間よりも向いていたようだ。

　タッタの指さす先、うすぼんやりとした青白い輝きが四つばかり、宙に浮うかんでいる。霧のせいで距きよ離りはあいまいだが、五十歩ほど先だろうか。

「やっぱりそうや。鬼火ウイスプやで。エフィは鬼火ウイスプに誘われたんや」

　タッタが言った。

「鬼火ウイスプか……。幻まぼろしの光にひっかかるなんて、シャストア信者のくせに……」

「言うてやるな、言うてやるな。オーガーに食われたんでも、ファーンに手ごめにされとるんでもないわ。一安心やな、アンディ」

　からかうように、タッタが言った。いや、実際からかっているのかもしれない。タッタ自身が一安心した証しよう拠こである。

「正体は空気に浮かぶクラゲみたいな生き物やねんけどな。それが、ああしてぼぅっと光るのを見てると、他ほかの生き物は半分眠ねむったみたいになるんや」

　以前遭そう遇ぐうした時に道連れだった元タマットの傭よう兵へい戦士とペローマ高司祭の言葉を思いだして、タッタは後を続けた。鬼火ウイスプは、死し骸がいの肉をすすって餌えさにする。ただし、鬼火ウイスプ自体は、他の生き物に危害を加える手段をもたない。そこで、夢うつつになった者を、危険な場所までおびきよせて死なせるのだ。他の怪物に殺されたりした後で、鬼火ウイスプはおこぼれに与あずかるわけである。

「じゃあ、やっぱりエフィが危ないんじゃないか」

　アンディは、あわてて飛びだした。

「おい、あんまりじっと見んと、あいつらが地面に落とす光を見て進むんや。お前までみいられるからな」

　言いながら、タッタも追いかけていった。レルシェは、周辺を警けい戒かいしつつ続いた。

「足元に気ィつけろよ」

　谷の崖がきりたっていなくてよかった。

（もし、そうなっとったら、今ごろエフィの頭は粉々のぐちゃぐちゃやったな）

　タッタは、そう考えていた。高いところから落とすのは、鬼火ウイスプがよく使う手だ。だが、崖が谷のはじにしかないと決まったものではない。

「うわっ！」

　先を行くアンディが、あわてたような声をあげた。

「どうしたんや」

「気をつけろ、沼ぬまになってる……エフィっ」

　姿が見えるところまで近づいたらしい。

「くそっ、エフィ！　戻ってくるんだ、沈しずんでしまうぞ！　エフィ、ぼくの言うことが聞こえてないのか！」

「聞こえてへん。鬼火ウイスプに惑まどわされてるからな」

　タッタは、声のほうに近づいた。気がついて、布を槍からむしりとる。

「おい、レル……」

「ここにいるわ」

　後方の霧の中からぬっと手があらわれて布を受け取った。

「ビックリさすな」

　突とつ然ぜんあらわれた──ように見えた──レルシェにそう言ってから、タッタは、魔法で穂先が輝いている槍を高くかざした。霧がいくらか薄うすれて先が見えた。膝ひざのあたりまで泥どろにつかったアンディが、さらに沼の奥に向かって、進んでいこうとしている。

　さらに沼の奥、鬼火ウイスプに囲まれた人ひと影かげが一つ。胸のあたりまで泥水に浸つかっている。

「そうやった。鬼火ウイスプは水に潜もぐれるんやった」

　溺でき死しさせるのも、鬼火ウイスプがよく使う手段だ。

「エフィ、帰って来い」

　アンディは、ざぶざぶと泥水をかきわけて進んでいこうとしている。

「あほ、落ち着かんかい。お前もとりつかれたみたいになっとるぞ」

　タッタは、一飛びして、アンディの肩かたを両足でつかんだ。

「ぼくは泳げるけど、あいつは泳げないんだよ」

「お前は、ここでまっとれ。泳いでいくより、こっちのほうが安全やろ」

　タッタは胸にさげた荷物袋ぶくろから細い綱つなをとりだした。万一に備えて村で仕入れてきた新品だ。

「まって、私のほうがいいわ。タッタくんじゃ、飛びながら細かい作業は無理でしょう？」

　いつの間に《空ウオ中ーク・歩イン・行エア》の呪文を唱えたのか、水面からてのひらぶんの高さを、レルシェが歩いてきていた。リャノ信者なら《水ウオーク面・オン歩・ウオ行ーター》を使うところだ。

「よっしゃ、鬼火ウイスプはわいが引き受けたる。お前がエフィや」

　鬼火ウイスプには牙も爪つめもないが、粘ねばりつく体でぶつかってきて、救助を邪じや魔ますることがある。呪文で作った不安定な足場で沼の上にいる時に、そんなことをされては厄介だ。

「ええか、レルシェ。気ぃつけ。鬼火ウイスプを見るのは目の端はしにするんや。ぼんやり大きゅう光ってみてるけど、あれはいくつもの小さい光の塊かたまりや。特に、奥のほうにちらちらしてる小さい光が眠りにさそう。それさえ見なんだら、とりつかれることはあらへん」

「わかったわ」

　レルシェが、こっくりとうなずいた。

「すまない、二人とも」

　飛べないアンディには、とりあえずできることがない。

　まずタッタが飛びだしていった。片足に槍をつかんでいる。ミュルーンの足は空中ではけっこう器用に動く。利き手でない手でふるうくらいのぎこちなさですむ。

　鬼火ウイスプがおいちらされている隙すきに、レルシェがエフェメラに近よった。目の前から鬼火ウイスプがいなくなると、彼女の動きが止まっている。しかし、既すでに顎の先が水面に触ふれていた。

　レルシェは、かがみこむと急いでその肩に綱をまきつけた。綱の結び方は、ソールバン座長の脱だつ出しゆつ手品を手伝った時に教わった。すぐほどけるのと、決して自然にはほどけないのと。

　もちろん、後者を使った。

「いいわよ、タッタくん」

　手早く結び終えて声をかけたら、返事のかわりに、ぼちゃんと落ちてきたものがある。

　タッタだ。

　目が別の世界を見ている。戦っているうちに、鬼火ウイスプの光に惑わされたらしい。

「あのねぇ」

　レルシェは、一いつ瞬しゆん眩暈めまいを覚えた。ちなみに、これは鬼火ウイスプの光のせいではない。

　タッタの体は、どうにか水面に浮いている。背後に風が動く気配を感じて、レルシェは、右手で引き抜きざまにシールド・バトンをふるった。

　水袋でも殴なぐったような感かん触しよくが伝わってきて、鬼火ウイスプがつぶれた。ぐちゃっという音といっしょに、体液のしぶきがかかる。アンディが叫さけんだ。

「レルシェ！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　アンディへ簡潔に答えて、レルシェは綱をタッタにもひっかけた。その目の前に、ふわふわと鬼火ウイスプがおりてきた。微び妙みように明めい滅めつしている光が、視界いっぱいに広がってきそうだ。

「レルシェ、早く！　何かくる」

　かすかな地じ響ひびきとアンディの叫びが、彼女の正気をぎりぎりでつなぎとめた。

　傾かたむきかけた体を引き起こして、岸に向かって走る。彼女一人では、タッタとエフェメラをひきあげるのは無理だ。いきがけの駄だ賃ちんに、正面の鬼火ウイスプをシールド・バトンで叩たたきつぶしてやる。そいつは、ふわふわと水面近くまでただよいおりたが、かろうじて踏ふみとどまると、レルシェのふくらはぎに張りついた。ねっとりとした感触が伝わってくる。

「しつっこいな、もう」

　こそげ落とす暇ひまが惜おしい。地響きは、どんどんと大きくなっている。何か巨きよ大だいな生き物が近づいているのだ。残る二に匹ひきの鬼火ウイスプは、怯えたようにこの場を離はなれようとしている。

「あれ、あれ、あれれれ？」

　レルシェの背後ですっとんきょうな声があがった。

「ちょっと、これ夢？　なに？　どうなってるの!?」

　ばちゃばちゃと水が跳はねる音も聞こえてくる。

「落ち着け、エフィ。じっとしてるんだ。すぐにひきあげてやる」

「やだよう、ぬるぬるするぅ、なんか服ん中に入ってきたあ、ごばごっ」

　水を飲んだらしい。

「エフィ、落ち着け。タッタが沈みそうだ。支えてやれ。背がたつんだから安心しろっ」

　声をからして、アンディが叫ぶ。

「うぞっ、だたないぼんっ」

　地響きで沼が波打っている。そのせいだ。高い波が来れば、深くなったと同じこと。

　レルシェは、ようやく岸に戻もどった。呪文を解いて地面におりたつ。疲ひ労ろうがずっしりとのしかかってきた。

　綱をアンディといっしょにしっかり握にぎる。だが、既に地響きは膝を踏ん張らなくてはならないほどに大きい。

　引こうとした。

　だが、その動きが止まった。霧きりが渦巻き、かき乱され、谷のあるじが姿をあらわしたのだ。

　それを見た瞬しゆん間かん、アンディたちは呪じゆ縛ばくされたかのように動けなくなっていた。

　そいつがやってきたのは、アンディたちの右側。ぴんと張られた綱から、ちょうど直角の位置だ。

　その巨大な影かげは、沼のほとりに立った。霧のおかげで細部がわからない。そのことを彼らはそれぞれの神に感謝した。見えていたら、畏い怖ふのあまり心が壊れていたかもしれない。

　小山ほどはあるだろうか。そいつは、二本の脚あしと二本の腕をもっていた。人の形をしている。だが、足の小指ですらアンディがかかえきれないほど太かった。

　巨きよ人じんだ。彼らもまた〈源人の子ら〉の一種族である。〈源人〉は、ルナルの創世期に〈源初の神〉を助けて、世界を作った人々だ。全すべての知ち恵えある生き物は、彼らから生じたとされる。そののちにあらわれたさまざまな月への信しん仰こうが、種を分ぶん岐きさせていったのだ。巨人は、〈源人〉が〈龍〉の優すぐれた肉体を、取り入れた存在だとも言われる。それが属するのは、最初の月のなごりである、白き輪の月だ。

　ずうんん。また、巨人が一歩を踏みだした。

　それは雄ゆう大だいで、威い圧あつ的な肉の塊かたまりだった。それが視野の中にいるだけで、何か眼めに見えないものがのしかかってくるような気がした。

　双ふた子ごたちとは、どちらも数十メルーは離れているだろうか。しかし、巨人にとってはほんの二、三歩の距離だ。

　逃にげたいと心は思ったが、しょせん方法がなかった。あったとしても、体が応こたえてくれない。

　巨人がぐっとかがんだ。頭に、巨大な角が一本はえているのがわかる。伝承にある眼球型頭部の個体ではなかったようだ。

　巨人のその仕草で、我に返ったアンディが叫んだ。

「気をつけろ、エフィ！」

「そんなこと言ったってっ」

　何を、どう気をつければいいのだ。

　その巨大な生き物は、沼にざばりと手をつっこんだ。てのひらの大きさが、ソールバン一座の馬車の屋根ほどもある巨大な手だ。

　手は水をすくいとった。それだけで大きな波が起きる。エフェメラとタッタが吞のみこまれる。すくいとった水を、巨人は自分自身の頭にたたきつけた。いや、顔にだ。洗っている。

「しっかりしろ、エフィ」

　エフェメラは、既に悲鳴をあげることもできないでいる。

　自分もしぶきをあびながら、アンディは必死に踏ん張った。柔やわらかい岸に、足がくいこむ。

「レルシェさん、あなたは逃げてください」

「……できないわ」

　アンディの言葉に、彼女が拗すねた子供のようにくちびるをとがらせた、その時。

　巨人が沼の中に身を躍おどらせた。その一帯が、いちばん深かったらしい。どぼりと腰こしのあたりまで沈む。とてつもない高波が起きて、エフェメラとタッタを吞みこんだ。

　アンディにも、二人がどうなったのかを確かめる余よ裕ゆうはなかった。水の塊は、彼らにも襲おそいかかったのだ。

　だが、アンディは綱を決して離そうとしなかった。手て袋ぶくろが破れ、てのひらが削けずられ、皮ひ膚ふが裂さけて、血がしたたる。それでも彼は離さない。だが、限界まで伸のびきった時、唐とう突とつに手ごたえが消失した。

　切れたのだ。

　小さな生き物たちにふりかかった災難など気づきもせず、巨人は水浴びを楽しんでいた。
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　巨人の水浴びは終わった。

　関かかわりのない者にとっては、さほどの長い時間ではなかったはずである。

　巨人が去って行く時になっても、獲え物ものの匂においに誘さそわれて水際から這はいあがってきた生き物は、まだ、気絶しているアンディのところにたどりついていなかった。

　沼ぬまの中から黒い触しよく手しゆだけが這い出ているのだ。腐くさった木の枝のようにも、蛸たこの足に蛭ひるをかけあわせたもののようにも見える。

　触手は、アンディのてのひらから流れだしたわずかな血潮をたどって、ずるりずるりと近寄ってゆく。近づく過程で、血を舐なめとっている。表面に無数に開いた小さな穴で、泥を吸いこみ、吐はきだす。蛸の吸きゆう盤ばんのように並んでいるそれは、ごく小さな無数の口だった。そこから出てきた土は、もとの色に戻っている。小石にかじりつき、苔こけをすする。うっかり舞まいおりた不運な羽虫が食われた。

　それが、血の跡あとをたどって、アンディの右手を目指している。

　アンディは、まだ目をさまさない。

　触手が、指の先せん端たんに触れた。ずるりと腕を這いあがる。表面にある、数十の小さな円形の口が、かっと牙きばをむいた。針の先よりも小さな数十の牙が、口の内側にびっしりと埋うめ込まれているのだ。そのおくにあるのは、円えん筒とう形の舌。

　それが、てのひらの傷に喰くらいつこうとした瞬間。

　大きく地面が揺ゆれた。

　去って行こうとしていた巨人が、つまずいたのだ。

　アンディが、呻うめき声をあげて顔をしかめた。右手をあげて、額を押さえる。そこが大きくふくれていた。こぶができているのだ。

　だが、まだ、目は開かない。触手には気がついていない。

　目標を見失った触手は、まだ水中には戻らず、待っていた。

　アンディの手から、血が滴したたり落ちた。

　それを感じ取って、触手がずるりと伸びた。

　今度は、アンディの首を目指している。脇わき腹ばらを這い上がり、胸に達した。腋わきの下までくると、くいっと先端がもちあがる。アンディの首筋に、かすかなひっかき傷がある。

　そこに触手が襲いかかった。

　数十の口が、アンディに喰らいつこうとする。

「うわっ！」

　アンディが悲鳴をあげ、ぼんやりしていた目が、かっと見開かれた。

　べちゃりという音がして、触手が泥どろにめりこんだ。アンディが、とっさに体をひねってかわしたのだ。

　さらに三度横に転がって距きよ離りをとってから、アンディは起きあがった。痛むてのひらをこらえてソードブレイカーを抜ぬく。

　触手は、さらに彼に追いすがってきたが、動きはたいして速くない。目さえ覚めていれば、かわすのは難しくなかった。

　数回ばかり斬きりつけてやると、触手は、この獲物は苦労が大きすぎると判断したのか、ずるずると沼の中に戻っていった。

　アンディは、荒あらい息をつきながら、まわりを見回した。あいかわらず、霧が濃こい。しんと静まりかえっている。

　彼は、あわてて呪じゆ文もんを唱え、明かりを呼んだ。ソードブレイカーが輝かがやきを宿す。視界が広がった。そのはじっこに、レルシェが倒たおれている。

「レルシェさん、しっかりしてください」

　アンディは、あわてて駆かけよると、抱だき起こした。彼の腕うでの中で、レルシェはまぶたをひくつかせた。

　アンディは、小さく頰ほほを叩いてみた。傷があるようには見えないし、いくらなんでも溺おぼれたわけではないだろう。

「レルシェ、レルシェ」

　幾いく度どか呼んでも、反応はない。アンディは、突とつ然ぜん、とてつもない不安にかられた。

「レルシェっ！」

　体を引きよせて、耳もとで叫さけんだ。

　ぱちりと、彼女の目が開く。目と目があって、にっと彼女は笑った。

「やっと、さんが、とれたわね。まさか一気に抱きしめてくれるところまでいくとは思わなかったけど」

「え」

　かあっとアンディの顔が熱くなった。それでも、手を離して、レルシェの体を落としたりしないあたりがアンディらしい。

「口移しで息を吹ふきこんでくれるんじゃないかと思って、待ってたのにな」

　レルシェは、口を尖とがらせて、むっくりと上半身を起こした。

「からかわないでください。早く、エフィとタッタを見つけないと」

「冗じよう談だん言ってるんじゃないんだけどな」

　そう言いながら立ちあがろうとしたレルシェは、ぐらりとよろめいた。アンディは、あわてて彼女の腕を支えた。

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「平気よ、ちょっとつまずいただけ」

「そうは見えませんでした」

　アンディは、皮肉ではなく、生きまじめにそう言った。

「それよりもエフィちゃんとタッタくんを探さなきゃあ」

　そう言いながら、レルシェはアンディの腕をそっと摑つかんだ。ひきはがそうとするのかと思ったら、そのまま触ふれているだけだった。温ぬくもりが伝わってくる。

「いけないんだけどね、本気になっちゃ」

「え？」

　その声に含ふくまれた痛みに、アンディは、レルシェの顔をのぞきこんだ。彼女の瞳ひとみに、ちらりとけわしい光が横切ったように見えたのは錯さつ覚かくだったのだろうか。

「アンディと私じゃつりあわないものね」

　そう言ったのは、とってつけたごまかしに聞こえたが、アンディはどう言えばいいのかわからず、ただ黙だまっていた。黙って、彼女を支えていた。
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「大丈夫かしら、二人とも」

　レルシェが、ふいに言った。あの揺らぐ沼の中で、泳げもしないものが水にのまれず生きのびることができたのだろうか。

「生きてます、少なくともエフィは」

　アンディは断言した。レルシェは、ほっとしたような、しかしけげんそうな顔で彼を見た。

「何か、魔ま法ほうの力でも使ってるの？」

「もしもあいつに何かあったのなら、きっとわかります。ここで」

　そう言って、アンディは心臓のあたりを軽く押さえた。

「そう」

　レルシェの呟つぶやきには、複雑な響ひびきがこめられていた。だが、さすがにアンディにも、そこまで彼女の心のうちをくみとることはできなかった。そうしようにも、彼はレルシェの真実を知らなかった。

　レルシェが指を離はなすと、アンディも摑んでいた腕を離した。

　離れる最後の一いつ瞬しゆんに、ほんのわずか指先がからみあう。

「言ってあげればいいのに」

　レルシェは、目を細めてアンディを見た。

「え？」

　見とれているように、レルシェの口もとに視線をさまよわせていたアンディは、はっと正気を取り戻もどして、レルシェの目を見た。

「エフィちゃんによ、その言葉」

「……言えませんよ、あいつ、すぐに甘えますから」

　本当は、どちらが甘えてるんだろうな。アンディは、ちらりとそう思った。

「うらやましいなあ、エフィちゃんが」

　レルシェが、顔を伏せてぽつりと言った。アンディは、なかば無意識にこう応じていた。

「あなたになら言えるかもしれないけど」

　え？　とレルシェが顔をあげた時、アンディはもう歩きだしていた。いつにも増して、大おお股またのまっすぐな歩き方だった。

　彼は、罪悪感でいっぱいになっていた。ほんのわずかな時間だが、さっきの一瞬だけ、彼は妹とタッタのことを忘れていたのだ。

　レルシェは、それを追った。本当なら、追わなければならないからだったはずだ。でも、それは追いかけたいからに変わりつつあった。

「私に《生命感知センス・ライフ》が使えれば、沼を探さぐってみられるんだけどなぁ」

「沼の底を調べるのは、疲つかれるだけで無む駄だですよ。岸をぐるっとめぐって、あがった跡を探したほうが早い」

　こわばった顔でアンディは言った。

「ああ、そうね。悪かったわ」

　さっきの一言には、かなりの強がりが含まれていたのだとレルシェはわかった。だから、謝ってしまった。心底すまなそうに謝られて、アンディはそれに気がつかれたことを知った。

「あの、そんなせっかく言ってくれたのにですね、ぼくは、その……」

　アンディは、言葉に詰つまってしまった。レルシェは、珍めずらしく、初対面からきやすく話せる女性だったのに。

　アンディは、いきなり声をはりあげた。

「おういっ、エフィ。タッタ、いるんなら返事をしろ」

　巨きよ人じんがいたのと反対の方角へ、アンディとレルシェは岸ぞいに歩いていた。

「おういっ、エフィ……っ！」

　アンディの前を、小さな黒い影かげが横切った。

「気をつけて！　何かいる！」

　振り返ってレルシェに、そう叫ぶ。叫んで大きく開かれた口に向かって、そいつは飛びかかってきた。別の一いつ匹ぴきが、喉のどに。

　いや、もっといる。キィキィとやかましい鳴き声をあげながら、二人の頭上を舞まっていた。

　まるで、蝙蝠こうもりから胴どう体たいと頭をとりはらい、翼つばさと耳だけを残し、そこに針状のくちばしを移植したような生き物だった。

「くっ、こいつら！」

「静かにして、アンディ」

　レルシェが抱きつくようにして、耳もとでささやいた。

「メナシコウモリだわ。そいつらは音で敵を見分けるのよ」

　レルシェは、離れた。接近したままでは戦えないからだが、アンディの中に、それを残念に感じている部分があった。

　アンディは、ソードブレイカーを地面に置くと、腰こしからガヤンの祝福を受けた戦せん闘とう用ネットを引き抜いた。本来は捕ほ縛ばく用だが、鎖分銅のように使ったり、武器を絡からめる楯たてにもなる。群れをなして襲おそってくる小動物相手にも有効だろう。

　アンディは、ネットを広げ、数匹をまとめて捕つかまえた。地面に引きずり落として、踏ふみ潰つぶす。

　レルシェは苦労していた。空をひらひらと飛ぶ細かい相手には、短いシールド・バトンは、かなり不利だ。

「伏ふせよう、アンディ」

　目前の数匹をなんとかして、レルシェが彼の首筋をひっつかんだ。

「え？」

　という間もなく引きずり倒される。力で負けるわけではないが、気合いの差かもしれない。

「静かに。こっちが音を立てなければ見失っていってしまうわ。鼓こ動どうまで聞くほど耳がいいわけではなかったはず」

　耳もとでレルシェが囁ささやく。吐と息いきの香かおりがアンディの鼻び孔こうをくすぐった。しばらくじっとしている。音をたててはいけない。息をひそめた。

　聞こえるのは、霧きりを裂さく羽音だけ。

　いや、二つの心臓の鼓動が、重なって聞こえた。

　アンディはレルシェの重みを意識した。こんなふうに女性の身体からだに触れるのははじめての経験だった。胸のふくらみが体重でつぶれているのが、はっきりとわかる。からみあった太ももが熱い。こんな事態だというのに、頰が紅潮するのが止められなかった。喉の奥に何かがつまっている。重なりあっていた鼓動の一つだけが、どんどんはやくなっていくのがわかる。

　どれほどじっとしていたのだろうか。

　メナシコウモリたちは、アンディたちという獲え物ものを見失って、去っていった。

　動物なら、襲われた時点で吠ほえ声をあげてしまうし、静かにしてやりすごそうなどとは思いつかないから、吠え声などが聞こえるだけで充じゆう分ぶんなのである。

　アンディとレルシェは、重なりあった身体を起こした。

「怪かい物ぶつが出る谷って言ってたけど、ほんとにいろいろといそうね、ここは。霧だって、全然晴れないのはおかしいし。神しん殿でんの人たちって、よくこんなとこの近くに住んでるわね」

　レルシェの言葉に返事もせず、アンディは岸にそってまた歩きはじめた。彼女の顔を見ようともしない。

　そのアンディを見つめながら、レルシェは後を追った。口もとに楽しそうな笑えみがある。

　歩いていくうちに、レルシェの笑みがふっと消えた。笑っている場合ではないことに気がついたようだった。レルシェは、何かを慎しん重ちように計算するかのような表情で、アンディの背中を見つめた。どこか、つらそうな瞳だった。

　そして、足早に歩いていたアンディが、大きなものが沼ぬまから這はいあがった跡あとを見つけたのは、それからしばらくの後だった。ただし、そこは岩場だったので、痕こん跡せきは濡ぬれた岩と、そこにひっかかった緑の羽根だけだ。

　足跡はない。

　霧をすかしてみても、エフェメラとタッタの姿を見つけることはできなかった。

「じっとして助けを待っていればいいのに、あいつ、何を考えてるんだ」

「大丈夫よ、エフィちゃんだって、もう一人前なんだから。どうにかして切り抜ぬけるわ」

「これを見ていると、とてもそうは思えないんですけどね」

　アンディは、濡れた跡を目でたどりながら言った。したたり落ちた水は、しばらく行った岩のくぼみで水たまりを作った後に、さらに沼から離れる方向に向かって、やがて消えていた。

「考えもなく消えたんじゃないと思うわ。きっと、何か理由があったのよ」

「そうでしょうか？」

「そうよ、妹さんを手放したくないのはわかるけど、認めてあげなくちゃ」

　手放したくない？　だから、ぼくはエフィがいつまでも世話が必要だって思ってるんだろうか。一人前だと認めると、どこかに行ってしまうから。ぼくが誰だれかといっしょにいるあいだにあいつがどこかに行ってしまう、昔も、そんなことがあったような気がするけれど……。アンディは、すぐに首をふった。そうかもしれないが、今はそんなことを考えている場合じゃない。彼は、じっと目をこらして霧の向こうを見み透すかそうとした。

　何も見えない。何も聞こえない。それでも、アンディは進もうとしている。どこにいるかもわからない目標に向かって。

　そのアンディを、レルシェは不思議な目で見つめている。哀かなしげで、いとおしげで、恨うらめしげな目つきだ。

　何も知らずに落とし穴のすぐ横ではしゃぐ、すぐに手放さねばならぬ子を見るように。
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「まったく兄さんたら、じっと待っててくれればいいのに。ほんとに世話がかかるんだから」

　タッタの方向感覚をたよりに、もとの岸辺に戻ってみたが、アンディの姿もレルシェの姿もない。エフェメラは、頰ほほをふくらませて、どっかと座りこんだ。

「あのな、エフィ。いまさらこういうことを言うのもなんやけど、わいらのほうがおとなしゅう待っとったほうがよかったんちゃうやろか」

「うーっ」

　返ってきたのは、膝ひざ小こ僧ぞうをかかえこんだエフェメラのうなり声だけだ。

「まあ、言うてもしょうがないな」

　タッタは、ぼそぼそと呟いた。

　まさか、さっき迂う回かいしたキィキィと騒さわぐメナシコウモリたちの真下にアンディたちがいたなどとは思いもよらない。

「とにかく、前向きなことを考えようや」

　タッタは、エフェメラの背中を翼で叩たたいた。

「そうして前に進みすぎたから、こうしてるんじゃなかったっけ、あたしたちって」

　エフェメラの言葉に、タッタはこともなげに答えた。

「違ちがうがな。くるりと回って、後ろに戻ってきたからこうなったんや」

　エフェメラは、ぷっと吹ふきだした。

「わかったわよ」

　立ちあがって、お尻しりについた泥どろを払はらい落とそうとする。しかし、相手は湿しめった泥だ。そうそう落ちてくれるものじゃない。エフェメラは情けなさそうな顔になった。

「しゃあないがな、乾かわいてから払い落とすんやな」

「だって、晴れないじゃない、この霧」

　エフェメラは、片方の爪つめを嚙かみながら、もう片方の手であたりをさししめした。

「せやなあ、いっこうに晴れんなぁ」

　タッタがかかげた槍やりの穂ほ先さきが、明るく輝かがやいていた。アンディがかけた《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の呪じゆ文もんは、まだ効いている。アンディたちが起きあがってさえいれば、見つかったはずの輝きだった。

「朝がすぎたら晴れるかと思ったのになぁ。服だってちっとも乾かないよ」

　エフェメラはぶるっと身をふるわせた。まあ、暖かいとは言えない気候だ。

「動くで、ここで突つっ立っとっても風邪かぜひくだけや。動いて体を温めるしかないやろ」

「でも、どこに向かって？　あたしたちは最初に野宿した場所に戻れるかもしんないけど、兄さんたちは、そうはいかないよ」

「もっぺん、わいらが沼からあがったとこに戻ってみよ。たぶん、アンディのこっちゃさかい、岸をぐるっと回って見るくらいの知ち恵えは働くと思うで」

「また行き違いになったらどうすんのよ？」

「そのためには、こうや」

　タッタは、いきなり槍の穂先を柔やわらかい泥の中に突っ込んだ。ぐいっ、ぐいっ、ぐいっ。

「ああ、なるほど」

　エフェメラは、腕うでを組んで感心した。伝言を、地面に書きこんだのである。

「お前な、言葉の神さんの神官やろが。言葉を使わんでどうするんや」

「いいじゃない、ちょっと頭がぼうっとしてたのよ」

　爪を嚙みながら言い訳する。

「まあ、一日にそうなんべんも巨人が水浴びしに来るとも思えんしな。こうしといて往復したら、アンディが、よっぽど間ま抜ぬけに沼を離はなれん限り、いつかはでくわすやろ」

　ここで待っててくれ、という指示を残しておいて、タッタとエフェメラは歩きだした。エフェメラは、珍しく細剣レイピアを抜いてかまえている。この視界では、弓はほとんど役に立たない。接近戦をしかけられる前に、一度射られればいいほうだ。

「ねえ、タッタくん」

　しばらく歩いたところでエフェメラが呼びかけた。いささか不安そうな声だ。

「なんやねん」

「ほんとに、こっちであってるの？」

「わいを信用せえ。たとえ月もおてんとさまも見えんでも、どっちから自分が来たかくらいのことがわからんようでは、伝令稼か業ぎようはつとまらん」

「うん……」

　エフェメラの語ご尾びがかすかに震ふるえていた。霧が、彼女の前を流れていく。前には何も見えない。後ろにも何もない。右は真白く、左はよどんだ雲の色だ。

　足元は見える。だけど、いつ隠かくされてしまうのかわからない。隠されてしまったら、それでも地面はあるだろうか。その瞬しゆん間かんに、ここは雲の中になってしまうかもしれない。

　そんな奇き妙みような不安が頭をもたげる。

　また、悪い癖くせが出ているわ、とエフェメラは思った。

　見えなければ、そのむこうはどうなっているのだろうと、エフェメラは想像してしまう。

　今にも、そこから怪物が顔を出すのではないだろうか。突とつ然ぜん、空から巨きよ人じんの足がふってこないだろうか。

　白く流れる霧は、屍し衣いを連想させる。月に至る道を見失ったさまよえる霊れいは、もやもやとした塊かたまりになって、地上にとどまるという。

　そんな話ばかりが、思いだされてしまう。

『変だ、あたし』

　自分の想像力がいささか過か剰じようなのは知っているが、これほどまで恐きよう怖ふと不安がこみあげてくるのはおかしい。エフェメラはそう思った。しかし、どうにも止められない。アンディがいないからだろうか。タッタは頼たよりになる友だちだ、だけど。

「おい、エフィ。そんなにしっかり摑つかむなや。痛いがな」

　左手は、タッタの肩かたの上だ。

「ご、ごめ……ん」

　はなそうとしてぎょっとした。こわばって指が動かない。自分がそんなに怯おびえていたのかと、あらためて驚おどろいた。

　どうにかてのひらと指を、タッタの肩から浮うかせた。指を曲げたかたちが変わらないまま、胸もとに持ってくる。そこでようやく、指が動いてくれた。ぎゅっと握にぎりしめたのだ。

　唾つばをのみこむ音が、やたらと大きく聞こえた。

『変だ、変だ』

　頭のかたすみで自分自身がそう言っていた。しかし、その声はどんどんと脇わきに押しやられていく。恐怖ばかりが膨ふくれあがる。

　エフェメラは、前を行く友人にすがろうとした。

　友人？

　彼女は、まじまじと自分の前を歩いている者の後ろ姿を見た。

　友だちだと言うのか、これが？　全身を羽う毛もうにおおわれた異形の生き物が？　自分がこれほど怯えているのに、気がついてもくれない、慰なぐさめてもくれない、こいつが？

　よくもまあ、今まで信用などしていたものだ。本当にこいつは、あたしを助けてくれるつもりなのだろうか。どこに連れていかれるのか、しれたものではない。ひょっとしたら、あたしを食べるかもしれない、もっと忌いまわしいことをするつもりかも。

『そんなわけないでしょう。タッタくんは、絶対に信用できる友だちだもん、絶対』

　心のかたすみのそんな声は、無理やり侵しん入にゆうしてくる恐怖に押しつぶされた。

　エフェメラの足がぴたりと止まった。

　タッタは気がつかない。すたすたと歩いていく。明かりがだんだん遠ざかる。

　気がつくと、一人だった。

「お兄ちゃんっ！」

　幼い頃の呼び方で叫さけんだ。答えはない。

「お兄ちゃん、お兄ちゃんっ！」

　怖こわい、怖い、怖い。それだけしか考えられない。呼んだ、呼び続けた。

『こっちだよ、エフィ』

　何かが聞こえたような気がした。

「どこ、どこなの、お兄ちゃん!?」

　エフェメラはいつの間にか涙なみだを流していた。白い霧きりにとりまかれた狭せまい視界が、さらにぼやける。

『こっちだ、こっちだよ、エフィ』

　声が聞こえたと思ったほうに、エフェメラは走った。一度ころんで、しゃくりあげながら起きあがった。

「やだよう、お兄ちゃん。おいてっちゃやだよう」

　エフェメラは、ぺたぺたと足の裏全体を地面につけて走った。子供のころの走り方だった。

『エフィ、おいで』

「お兄ちゃん」

　兄がいた。両手を広げて、迎むかえてくれる。あそこまで行けば安心だ。もう、怖い森の怪かい物ぶつは追ってこない。あたしがしっかりしがみついていれば、誰もお兄ちゃんを連れていかない。レルシェも。

「レルシェ？　森？……何か……間ま違ちがってる」

　恐怖に押しつぶされかかっていたエフェメラの一部分が、必死で自分を押しとどめた。正しい記き憶おくを呼び起こす。

　森に遊びに行って、おいてきぼりにされたのは、もうずっと昔のことじゃないか。あたしは、もう大人になった。一人にされたって、自分で帰れるはずじゃないか。

　でも。

　怖い。

　一度は押しのけかけた恐怖が、また迫せまってくる。やっぱり駄だ目めだ。助けて、お兄ちゃん。あたしはついていくよ、だから、今度は置いていかないで。

『おいで、エフィ』

　お兄ちゃんの姿が、霧の中でひときわ目立って輝いている。もう一歩だ。もう一歩進めば、お兄ちゃんの腕の中。安心できる、きっと。

　もう、不安に怯えなくてもいい……。

（噓うそだ！）

　エフェメラの一部が、最後の抵てい抗こうをこころみた。

（これは兄さんじゃない！　兄さんは、こんな風には甘やかさない）

　でも、でも、怖いのだもの。自分で決めるのは怖いのだもの。

（でも、いやだ。あたしは自分で決めるんだ）

　でも、まかせてしまえば、ゆだねてしまえば、こんなに安らかだ。今までだって、そうしてきたじゃないの。兄さんに逆らうふりをして、決めてもらってきたじゃないの。

（そうじゃない。あたしは考えた。ついてきたのも、手助けするのも、あたしが決めたからだ、自分自身で）

　そう叫ぶエフェメラ自身の声は、だんだん小さくなっていく。

　そうかしら？　嫌きらわれたくないからじゃないの？　二度と森に置き去りにされたくなかったからじゃないの？

　今だって、レルシェにお兄ちゃんを奪とられそうで、とても怖がっているくせに。

（それは……）

　内部の声が消えていく。恐怖がエフェメラの背中を押す。

「伏ふせるんや、エフィ！」

　その声と槍は同時に飛んできた。伏せるどころの話じゃなかった。

　槍は、エフェメラの横をかすめて、みごとに光り輝くアンディの顔面に突き立った。その瞬間にアンディの姿は消え、そこには、くねる蔦つたを歪ゆがんだ枝から垂れさがらせた、奇き怪かいな植物が立っていた。妖樹とでもいうか、人を食う植物だ。

　幻げん影えいのアンディとともに、恐怖もエフェメラの心から消えていた。蔦の先せん端たんがもちあがり、蛇へびのように襲おそいかかってくる。エフェメラは、とっさに細剣レイピアで切り払はらった。

「あたしの心に、おかしなことしたでしょ」

　きりきりと眉まゆ毛げを逆立てて、エフェメラは怒ど鳴なった。蔦が鞭むちのように彼女の頰ほほを打った。赤い痕あとが浮かびあがってくる。その痛みも感じないかのように、エフェメラは細剣をふるった。

「おどれぇ、ええ加減にさらせ！」

　彼女のかたわらでは、タッタが蔦の攻こう撃げきをかいくぐり、槍を何度も根っこのあたりに突き刺さしている。

　だが、いっこうに妖樹はひるむ気配がない。植物ゆえに、苦痛を感じていないからだろう。

「ええい、きりがないわ。逃にげるで、エフィ」

「やだっ！」

「やだって言うたかて、お前……」

　幾いく度どか打たれて、手の甲こうから出血しながらエフェメラはひかなかった。にじむ涙は、痛みのせいではない。めちゃくちゃな勢いで細剣レイピアをふるって、蔦を落とし、樹皮を傷つける。その傷口からは、真っ赤な樹液がしたたり落ちた。

「ええい、しゃあないなぁ」

　タッタも再び槍やりをふるって攻撃に加わる。植物系の化け物が相手なら、斬きったり叩たたいたりする武器のほうが効果があったろうが、持っていないのだからしようがない。

　どうにか蔦のほとんどを落とし、根っこのなかばまでを削けずりとって、ようやくエフェメラはおさまった。妖樹は、まったく動かなくなっていた。根元に赤い水たまりができている。

　それでもきつい瞳ひとみで睨にらみつけたまま、エフェメラはじりじりと後ずさりする。呼吸が荒あらい。樹が復活する気配は、ない。

　エフェメラが、大きく息を吐はいた。

　ぽてん。

　垂直にお尻しりを落として座りこんだ。虚きよ脱だつした顔に、樹液がべっとりとこびりついていた。顔だけではなく、全身に染しみこんでいる。べっとりと濡ぬれて、まるで血まみれのように見える。

「お、おい、エフィ。どないした？」

　タッタが、駆かけよってのぞきこむ。

「う、だいじょぶ」

　うんの『ん』の字が吐と息いきの中にうずもれるような声だったが、返事はきちんと戻ってきた。

「俗ぞくに言う〈悪魔〉デビル・樹ツリーっちゅうやつや。ホンマの〈悪魔〉憑つきやないけど、心に入りこんで、人をおびきよせて食べてしまうんや」

　樹のところに戻もどったタッタは、まだ光っている槍でつついて、動かないことを確かめながらそう言った。

「せやけど、人の弱味につけこもうなんちゅうやつは、たいがい手ひどいしっぺ返しにあうもんや。だいぶいやなもんでも見せられたみたいやな、エフィ」

　戻ってきたタッタは、エフェメラを立たせてやりながらそう言った。

「ん……」

　荒あれ狂くるった反動か、エフェメラはやたらとおとなしい。

「ちょっと変だったね、あたし」

　彼女はぽつりとそう言った。

「心に入りこまれた反動やろ。しゃあないって。そんなことより、アンディらを探しに行こうや。あいつらと合流できたら、エフィも安心やろ？」

　うん。

　ほんの少し前までなら素す直なおにそう言えただろう。でも、今はほんの少しわだかまりがある。返事が遅おくれたから、タッタにも何かあるとわかったはずだ。しかし、彼は何も言わなかった。

「昔ね、兄さんと森に遊びにいったことがあるの」

　そこでエフェメラは言葉を途と切ぎれさせた。タッタはうながさない。

　森にいって、はぐれて、お兄ちゃんを探して、でも会えなくて、怖くて、お父さんが迎えに来てくれて。あの時、お兄ちゃんは、別の友だちと遊んでた。

　また置いていかれるのがいやだから、その後ずぅっとお兄ちゃんと遊ばなかったのかもしれない。あたしにとって、お兄ちゃんって……。

　口にはできなかった。

　しばらく黙だまって歩き続ける。ようやくエフェメラは何か話せるような気がしてきた。

「ねえ、タッタくん」

「なんや」

　エフェメラが話しかけて戻ってきた返事は、早すぎもせず遅おそすぎもせず、ごく自然な間を置いていた。おかげで、エフェメラも素直に次の言葉を口にできた。

「兄さんとレルシェのこと、どう思う」

「知らんがな、そんなもん」

　タッタの答えは、簡潔明めい瞭りようだった。

「なんぞ頼たのんできたら引き受けたるけどな、はたで悩なやんだったかて関係あらへんがな。銅貨一枚ぶんの得にもならん」

「タッタくんらしいや」

　エフェメラはくすりと笑った。

「だいたい、わいらミュルーンはその時期がこんと、卵みたいなもン作る気にもならんけど、そうなったら話は早いで。人間は、その点、ややこしいからなあ。関かかわりとうないねン」

　昔、いやな目にでもあったらしい。

「誰だれも、そんなことまで言ってないでしょ」

「そうか？　けど、好きおうとるんやったら、それが自然ちゅうもんやろ？　こちゃこちゃ恥はずかしがってどないすんねん」

「タッタくんに訊たずねたあたしが馬ば鹿かだったわ……」

「そのとおりや」

　エフェメラの足の裏が、おもわずタッタの後頭部の高さまで、蹴けりをいれる姿勢であがる。

「けどな、エフィ」

　そんなことなど知らぬげにタッタは言葉を続けた。

「アンディの判断は、信用してやってええんやないかと思う。あいつは、自分の責任は自分でとれる男やしな」

　ふっとエフェメラの動きが止まった。足がおりる。まぶたがほんの少しさがって、瞳が自分の胸をみおろした。胸の奥にある何かを、内側から見つめるために。

　そして、ぽつりと言った。

「そだね」

　タッタは立ち止まった。

「そうや。けど、あいつがしんどそうにしとったら、助けたったらええ。わいら、あいつの友だちで妹や。何も遠えん慮りよすることないがな」

　タッタはひょいと振ふり返ると、槍でエフェメラの軸じく足あしを払った。

　まだ、片足はほんのわずかながらあがったままだ。

　どでん。

「タッタくん！」

　大きな声で怒鳴った少女に、ミュルーンの青年はにやりと笑って見せた。

「ん、もう。油断も隙すきもないんだから」

　そう言ったエフェメラの声は、すっかりいつもの調子に戻っていた。
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　黒こく翼よく鳥ちようは、いささか迷っていた。

　全すべてを計画して進める彼としては、珍めずらしいことであった。まったく、あの双ふた子ごときたら、彼には考えもつかないほどの無能者だった。彼らを無事に、しかも本人たちに自分自身の意志であると思いこませたままで、山中にある〈結社〉の神しん殿でんに誘ゆう導どうすることは、月に至るより難しいのではないかと思えてくる。

　彼は、今、谷の端はたに立っている。たった一人。霧きりを見おろしている。

　珍しく、ローブのフードをかぶってはいない。美しい顔が風にさらされていた。

　太陽が、雲に隠かくされていたからかもしれない。

　黒翼鳥のしわ一つない肌はだは、血管が青白く透すけて見えるほどに白かった。尋じん常じようの白さではない。その瞳は真しん紅くの血の色だ。だが、ペローマに仕える〝月の光を刻みし者〟サレドンが残したという最高傑けつ作さく、ラールデンの乙女おとめにもまさるとも劣おとらぬその美び貌ぼうは、もはや神秘の域にまで高まっている。

　細いおとがい、絶ぜつ妙みような曲線を描えがく頰、すらりととがった鼻、長いまつげにふちどられた切れ長の目。わずかに大きすぎる口が、他の部分をひきたたせ、その美しさを強調していた。髪かみはゆるやかに波打って、その顔をふちどっている。髪もまた、真っ白だ。

　だが、いかに美しくとも、それを見た人々は陶とう酔すいすることも魅み了りようされることもないだろう。

　いかな美貌も、その身に漂ただよわせた暗黒をかき消すことはないからだ。

　その表情を見れば、この人物の心にあるのは、全ての否定、あらゆるものの拒きよ絶ぜつでしかないことが、誰にもわかる。

　その怒いかりと憎ぞう悪お、歪められた自己憐れん憫びんと肥大化した自我が、彼に並の容貌、肉体と引ひき替かえに与あたえられた魔ま術じゆつの才能を、輪の月の輝かがやける〈天使〉ではなく、歪みの月の黒き邪じや悪あくと結ぶことに使わせたのだった。

　赤い瞳に怒りと憎悪をあふれんばかりにたたえて、彼は足下の谷を見つめている。

「あの馬鹿どもめが」

　呟つぶやいた声は、かさかさに乾かわき、しわがれていた。これもまた、優すぐれた魔法の技わざを得るための代だい償しようの一つだ。

　彼が見下ろす遥はるか下方には、霧がうずまいている。決して晴れることのないこの霧は、一千年前の〈悪魔〉戦争において使われた強力な呪まじないの産物だという。怪かい物ぶつたちにとっては、絶好の住み家だろう。

　はたして、自分も霧の谷に入っていくべきだろうか。

　黒翼鳥が考えているのは、そのことだった。

　やつらが戻ってこない。あの双子を、ここまで誘導するのには苦労したのだ。途と中ちゆうで、わけのわからぬ旅芸人の女まで加わって、さらにどう動くのか予想しがたくなった。それをなんとか、帝てい国こくの捕吏に追いつかれることなく、かと言って引き離はなすこともなくここまできたのだ。谷の怪物に食われては、苦労の意味がなくなる。たとえ怪物の襲しゆう撃げきをまぬかれても、このままでは、あのドラクとかいう馬鹿に途中で追いつかれてしまう。それでは困るのだ。

　あの双子であればこそ、神殿は、固く閉とざされた門を開けるだろう。〈結社〉が選んだ子供らだから。

　その時が機会なのだ。門を開けた瞬しゆん間かんならば、追放されたこの我も、あそこに再び入ることができるはずだ。

　生まれ育ったあの場所に。

　つらく、楽しく、怒りに満ちた、喜びがあった、悲しかった、いとおしかった、あの母とすごした日々の、思い出の場所だ。

　そうしたら、あの場所を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしつくしてやる。

　あの双子も殺す。

　ドラクたちは、そのための道具として呼びよせたのだ。密告者をそそのかし、伝令を眠ねむらせて手紙を書かき換かえ、彼ら自身にそれと気づかれぬように、ここまで誘導するには苦労したのだ。予想の範はん囲い内に行動がおさまっていたから、双子よりは楽だったが。あのエザグとルベルが、もう少しうまく動いてくれれば、堂々とキーンブルクの雇やとわれ魔術師ウイザードとして近づけたものを。

　それほどの苦労をしたのに、ここで破は綻たんされてはなんにもならぬ。

　時機が重要なのだ。双子が到とう着ちやくする時と、ドラクたちが着く時は、ごく接近していなければならないが、同時ではいけない。まして、順序が逆転するなどもってのほかだ。

　そうなれば、古い強力な魔法に守られたあの神殿に入ることは不可能だ。帝国における〈結社〉の中ちゆう枢すうの一つ。最も古い、根源の神殿。

　長いあいだ、あそこに帰るために我は戦ってきたのだから。

　邪術ソーサリーを身につけ、〈悪魔〉教団〈凍いてつく闇やみ〉を乗っ取り、幾いく多たの人間たちを──あるいはドワーフやゴブリンたちを──操あやつってきたのも、全てこの日のためだ。もっとも、その〈凍てつく闇〉も、既すでにない。残してきた者たちは、帝国の〈悪魔〉狩がりに捕とらえられてしまった。別段、それは惜おしくもない。しょせんはやつらなど、使い捨ての道具にすぎぬ。しかも、我の目的が果たされる日は目前なのだ。既に、やつらの使い道はない。

　帰る、そして、殺す。我を産み、育て、そしてその目的にふさわしくないと知ったときに、あっさりと我を捨てた母たちを。

　何も知らず、我に、そして母たちに操られているあやつらにも、死の贈おくり物ものをやろう。操り人形に、安息を与えてやろう。我が弟とも妹とも呼ぶにふさわしい彼らに、それがしてやれるたった一つのことなのだ。

　復ふく讐しゆう。

　なんという甘美な言葉であることか。

　それに全てをかけた人物は、ようやく決断を下した。

　予測不可能なものより、可能なものに対処しよう。

　──ドラクたちが、まだ追いつけぬよう妨ぼう害がいに向かう。




　そのころ、〝吠える狼ハウリングウルフ〟のアードも迷っていた。正確には、困っていた。

　彼は、霧の中にいる。

　双子を尾び行こうして、ここまでやってきたのだ。

「ええい、なんだってこんなことになってんだ、ちくしょう」

　ある物を気づかずに壊こわしてしまったせいで、彼は困っていた。

　その気があった、なかったを問わず、ものを壊すのはいつものことだ。他人の体を壊す──傷つけるとも言う──のに比べれば、今回のはたいしたものじゃない。

　ちょっとした伝言を、踏ふみ消してしまっただけだ。

「霧のせいだぞ、馬ば鹿か野や郎ろう」

　彼としては抑おさえた声で、小さく呟く。

　足もとが見えなかったせいでは、確かにあるかもしれない。しかし、伝言が地面に書かれていた場所に踏みこんだ後、失敗に気がついてから、頭にかっと血を上のぼらせて、あたりを踏みつけまくったのは、やはり彼自身の責任だろう。

「このままにしとくと、あいつら迷うんだろうなァ」

　アードは、つま先を忙いそがしく動かした。床ゆかや岩ならこつこつと鳴ったかもしれないが、いまは泥どろなので、べちゃべちゃという音しかしない。

「がーっ」

　犬歯がむきだしになるくらいくちびるをめくれあがらせながらも、ぐっと食いしばって吠ほえ声を抑える。

「落ち着け、落ち着け、俺の仕事はあいつらを見張ることだ。見つかることじゃねェ」

　自分自身に言い聞かせる。

「ここでしくじっちゃあならねェ。サーライトさまを失望させるわけにはいかねえんだからよ」

　サーライトさまが、なぜ、あの双子を見張らせるのか、アードは知らなかった。知っているのは、彼と同様の任務に──対象は違ちがうが──ついている者が、他にもいるということだけだ。あの双子もまた、監かん視しされている他の連中やサーライトさま自身と同様に〈結社〉に作られた子供なのだろう。

　かの〈結社〉なる者どもは、その秘密を奥深く抱かかえ込んでいる。サーライトさまですら、真実の一いつ端たんしか知らないとおっしゃる。

　黒翼鳥の紋もん章しようの邪術師ソーサラーなどは、自分のごく狭せまい視野でしか〈結社〉をとらえていないのだろう。選ばれた血統の優れた子供を利用して、世界を裏から支配している。黒翼鳥の理解はその程度らしい、サーライトさまの動かした他の者に壊かい滅めつさせられた時に、〈凍てつく闇〉の連中はそんなことを言っていたそうだ。

　だがもちろん、その程度の底の浅い陰いん謀ぼうに、あのサーライトさまが、これほど力を注がれるわけはない。あの方は、世界を正面から支配する才能を持っているのだから。

　あの黒翼鳥の邪術師ソーサラーは策略家気取りだが、サーライトさまのように、充じゆう分ぶんな知識を蓄たくわえていない。自分の狭い視野でしか、ものごとを捉とらえていないのだ。あいつは〈結社〉が新旧の勢力に分ぶん裂れつしたことも知るまい。かの恐おそろしい〈四姉妹〉の出現にすら気づいていないはずだ。

　千年の〈結社〉が産んだ中でも、最大の天才と最大の異能者とを含ふくむ女たち。さすがのアードも、あの〈四姉妹〉とやりあうのはぞっとしない。グラダスの五王国の、そして帝国のおよそ半数の〈結社〉は、既に彼女たちの手に落ちた。彼女たちが〈結社〉のみならず、俗ぞく世せに野望を燃やす日も近いだろう。

　その時がくれば、サーライトさまとぶつかりあうことになる。

　おそらく、サーライトさまは、〈結社〉の産ませた他の子供たちを、御ご自じ分ぶんの同志に、あるいは道具になさるおつもりなのだ。グラダス半島の五王国に〈四姉妹〉があらわれた今、その地からやってきたあの双子が、重要になる可能性は高い。

　──とすれば、俺の任務もまた重要だ。言われたことを、言われた通りにやりとげねば。

　アードの思考は、そこで止まる。いや、止める。彼の役割は、考えることではない。考えるのはサーライトであり、アードはその指先なのだ。いつかはせめて、腕うでくらいにはなりたいものだと思う。

　──そうなれりゃあ、胸のうちをすうすうと吹ふきすぎていきやがるこの空むなしい風が、いつかは止まるかもしれねェ。

　これでもましになったほうだ。

　昔は、冬の嵐あらしのようだった。今は、冬の木こ枯がらしくらいになっている。サーライトが、するべきことを与えてくれたおかげだ。

　嵐だった頃ころ、胸の風は外にまで吹きだして、まわりにいた者たちまで薙なぎ倒たおした。

　そして──木を薙ぎ倒すほどに吠える狼は、森には必要ないと言われてしまったのだ。

　あれからも幾いく度どとなく、アードの手は血にまみれてきた。

　どこの誰だれを殺したのか、ほとんどは忘れてしまったが、最初に殺してしまった同どう胞ほうの顔と名前だけは、しっかり覚えている。〝白い鹿ホワイトムース〟のベレス。

　森を追われ、するべきことを見失った俺さまがこうして生きていられるのは、サーライトさまと、もう一人の男のおかげだ。

　森を出る時に負った傷のせいで倒れていたところを助けてくれた通りすがりの若いレスティリ氏族の男。名前も覚えている。ラナークと言った。〝吹きつブラストける風ウインド〟のラナーク。自分とは対照的に柔にゆう和わな男だった。

　──あいつのほうは、俺のことなど、かけらも覚えちゃいないだろうが。

　とりとめのない追想にふけっていたアードは、ふと我に返った。

「いけねえ、ぼんやりしてる場合じゃねェや」

　アードは足もとを見おろした。

　伝言はほとんど読み取れない。どうやら、どこかで待っていろ、という内容らしいが、肝かん心じんの場所がさっぱりだ。

「はじめに読んどけば書き直せたがなァ」

　おまけに、アードの足あし跡あとがべたべたと残っている。

「こっちは消せばすむけどよ……」

　アードは首をひねった。

「考えてみりゃ、あまりぐずぐずしてっと、連中に見つかるかもしれねェな。こう霧きりが深いと、ばったり出くわすまでわかりゃしねぇ」

　しばらく考えて、アードはぽんと手を打った。

「いいや、全部消しちまえ。なんかのけものが這はいずった跡に偽ぎ装そうすりゃわからんだろう。どうにかして、俺が連中をめぐり会わせてやりゃあすむことだ」

　大おお雑ざつ把ぱな男である。
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　アンディとレルシェは、ぐるりと沼ぬまを一回りしてみたが、エフェメラたちは見つからなかった。結局、もとの岸に戻もどってきたことになる。

「やれやれ」

　アンディは、ため息をつきながらも、丹たん念ねんにあたりを調べていた。レルシェも、それにつきあっている。

「何か大きなものが這った跡があるわよ、アンディ」

　確かに、重くて、のっぺりとした表面をもつ何かが通り過ぎた跡がある。

「大きなナメクジでもいるのかな？」

　レルシェの言葉に、アンディは首をかしげた。

「そうですか？　ぼくには、岩をひきずった跡に見えますけど」

「岩をひきずるの？　そんな怪かい物ぶつがいるわけ、ここって？」

「何をいまさら言ってるんだっ」

　アンディは、思わずエフェメラと会話しているような気になった。

「あ、ああ、そうか、さっきいたよね」

　レルシェは、照れ臭くさそうに目め尻じりをさげて笑った。

「まあ、あの巨きよ人じんなら、ひきずらずに持ち上げるだろうけど」

「あ」

　レルシェが、にっと笑った。

「なんだよ」

「丁てい寧ねい語でもなくなってるね」

「え……、ご、ごめん。じゃなくて、ごめんなさい、だな」

「ごめんでいいよ。ん？　よくないかな？　そもそも謝らなくていいんだから」

　ひきずり跡の横にしゃがみこんだまま、レルシェはアンディの顔をのぞきこんだ。

「そういうふうに話してくれたほうが、嬉うれしいな、私は」

　視線が出会う。そして、レルシェがそっと目を閉じた。

　アンディは、ひきつった顔でそのくちびるを見つめている。

　ごくりと、喉のどが動いた。

　ついでに、どうんと地面が揺ゆれた。

「なにっ!?　なんなの？」

　レルシェが、目をぱちくりさせた。

「逃にげるんだ」

　アンディが、彼女の手を引いて立ちあがらせた。

「巨人が、またやってきたんだ！　いや、この揺れからすると、さっきよりも大きいかもしれない」

　沼の水も大きく波打っている。大地も揺れて、逃げようにも走りにくい。

「伝説や噂うわさじゃ聞いたことあるけど、ここまでとは思わなかった」

　レルシェは、けっこう落ち着いたようすだ。濃こい霧のせいではっきりとはわからないが、遠くではないはずだった。

「こんな馬ば鹿かな。これほどの地じ響ひびきをたてるのなら、もっと遠くからでも聞こえたはずだ」

　アンディの判断は正しい。

「戦いか、踊おどりでもはじめたんじゃないの？」

　レルシェの言葉に、アンディはあることに思い至った。

「きみは、ここにいろ！」

　アンディは《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の輝かがやきを宿したソードブレイカーをかざして走りだした。目指すのは、揺れを響ひびかせる中心だ。

「待って、私も行くわ」

　アンディの考えたことを悟さとって、レルシェが走りだした。

　まったく、自分らしくない、とアンディは考えていた。青い月の神官たるもの、論理と知識に基もとづいて行動せねばならぬ。彼は、そう教えられてきたし、また、その教えが自分の性格にあっていると確信してきた。特に、エフェメラがかたわらにいる時は、彼女の暴走を抑おさえるために、自然とじっくり考えるようになっていた。

　アンディは、思った。もしかすると、自分は、生まれつきのままなら暴走しがちな性格だったのかもしれない。エフェメラがいればこそ、つりあいがとれていたのだろうか。

　とにかく、彼は直感に導かれて走っていた。そして、そのタマットの囁ささやきは正しかったのだ。

　どしん、どしんという足音の響きにまじって、かすかに悲鳴が聞こえてくる。

「エフィ！」

　アンディは叫さけんだ。その声が届いたかどうか。

　ひときわ大きな悲鳴が、アンディとレルシェの耳に飛びこんできた。霧がわずかに薄うすれ、一つの角と一つの目をそなえた、小山のような姿が見える。さきほどはあれほど恐ろしかったその姿なのに、アンディの血は凍こおりつくには程ほど遠とおいほどに滾たぎっていた。

　一眼巨人サイクロプスは、腰こしをかがめていた。腕には、もがく人ひと影かげが握にぎられている。苔こけむした岩と丸太を組みあげたような巨人の腕に比べて、その人影はあまりにも頼たよりなく、息の一ひと吹ふきで吹き消されそうに思えた。

　必死で腕をふりまわし、指を押しのけようとしているが、巨人はびくともしない。

「エフィッッ！」

　アンディの叫びは、ようやく届いた。

「来ちゃ、だめぇ！」

　巨人に摑つかまれたエフェメラは、髪かみをふり乱してそう叫んだ。アンディは、この距きよ離りと、あいだをさえぎる霧にもかかわらず、その瞳ひとみの涙なみだをはっきりと見たような気がした。

　駆かけだそうとしたアンディの袖そでを、レルシェがひしとつかんだ。

　彼女は何も言わない。ただ、彼の瞳を見つめた。

　アンディは、何か言おうとした。しかし、言葉は出なかった。どう説明すればいい？　自分にとってエフェメラがなんなのか、なぜできないとわかっていても助けにいかねばならないのか。どう説明すればいいのだろう。

　思いついた言葉は、たった一つだけだ。

「あれがあなたでも、ぼくはいく」

「……あれがアンディなら、私はいくわ」

　アンディは巨人めがけて進みでた。

　巨人の口もとからは、隙すき間まだらけの乱らん杭ぐい歯ばがのぞいている。その隙間の一つに、何かの動物の頭がはさまっていた。まだ、新しい。

　やつは、エフェメラを、食後の軽いおやつにするつもりなのだ！
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　アンディは、精神を集中させた。まずは《閃光フラツシユ》で眼めをつぶす。そうして、どんな効果があるのかはわからない。もしかすれば、狂きよう乱らんした巨人にエフェメラは地面に叩たたきつけられることになるかもしれない。しかし、まともに突とつ撃げきしてもどうにもならない以上、やってみるしかなかった。一眼巨人サイクロプスは、ガヤンの法で裁けるいつもの敵ではないのだ。

　だが、遅おそかった。

　アンディは、《閃光フラツシユ》の呪じゆ文もんにいまだ充じゆう分ぶんに習熟していない。未熟な呪文は、唱えるのに余分な時間がかかる。

　その間に、エフェメラは口もとまで運ばれていた。

「エフィぃっ～！」

「お兄ちゃぁん！」

　アンディはあせった。だが、どうにも間に合わない。

　巨人が口を開けた。見守る影かげは、双子の前に飛び出す決断を下していた。大きな目を狙ねらって、プファイトをぶつけるつもりだった。

　だが、エフェメラを吞のみこむ前に、巨人は舌をぐっと伸のばした。赤いざらざらした舌だ。表面は、まるで鉄のやすりに見える。そいつが、べろりとエフェメラを舐なめた。

　小さなうなりが、巨人の喉からもれた。

　巨人の手が動いて、エフェメラは、ぽいっとほうりだされた。

　喉の奥へではなく、地面に。

「はれ？」

　エフェメラの口が歪ゆがむのを見て、アンディは妹がそう言ったのを察した。

　そんなことは、しかし、どうでもいい。

　アンディはあわてて落下地点へと走った。あの高さでは、よくて大おお怪け我がだ。

　やはり駄だ目めなのか！

　そう思ったときに、一いち陣じんの緑の風が飛びこんできて、エフェメラをさっとすくいあげた。

「タッタ！」

「すまん、遅うなった！」

　彼は、巨人が眼前にあらわれた時に、よろけて頭をうち、ほんの少し前まで朦もう朧ろうとしていたのだった。

　ミュルーンの翼つばさでは、大人の人間の体重を長くは支えられない。すぐにおりてきた。

　一眼巨人サイクロプスは、既すでに彼らに興味を失っている。彼は──おそらくはそうだろう──、ゆっくりと立ち去ろうとしていた。その顔は、大きく歪んでいる。しかめられている、と言えばいいのか。

　巨人が背を向けるのとほとんど同時に、タッタが地面におりた。

「大だい丈じよう夫ぶか、エフィ」

　アンディは妹に恐おそる恐る手をのばした。舐められた場所以外の全身が、真っ赤に染まっている。アンディの顔に狼ろう狽ばいの表情が浮うかんだ。

「い、医者だ。いや治ち療りよう魔ま術じゆつの使い手はいないか？」

「大丈夫よ、これはただの樹液だから」

　エフェメラは、タッタの背中からお尻しりを起こした。

「さっき、おかしな怪かい物ぶつに会おうてな」

　タッタが、つけくわえる。地面に寝ねそべったままで、むすっとした表情だ。

「そうなのか？」

　そう言って、アンディは傷がないことを確かめるように妹の脇わき腹ばらに触ふれた。

「あいたたたたた」

　とんでもない声があがる。あわててアンディは妹から手を離はなした。

「そこんとこ、絶対、あざになってるよう。思いきり締しめつけるんだもん、あいつ」

「それぐらいですんで、ありがたいと思いなさい、エフィ。そもそも」

　どうして勝手にみんなのところを離れたのか。岸にうちあげられた後で動かずに待っていなかったのは、どうしてか。アンディは、山ほど言いたいことをかかえていた。

「それにしても、あいつ、なんでエフィをほうりだしたんや」

　タッタが、その話の腰をみごとに折ってくれた。

　エフェメラが、じろりと不ふ穏おんな目でタッタを見た。

「あ、いや、決してそのまま食べられてたらよかったなんて、思てないで。そんな、エフィがおらんようになったら、わいは、また気ままな一人旅がでけるし、アンディも気楽とちゃうかなぁ～なんて」

「あなたの心の奥底は、よっくわかったわ、タッタくん」

　ふんと、エフェメラが横を向く。

「どうして食べなかったのか、理由の半分はわかったような気がするぅ」

　アンディの背後から、そう声がかかった。

「レルシェ……、どうしたの」

　泡あわ、赤色、ぬめぬめに悪あく臭しゆう。レルシェは、顔をしかめて、あちこちをぬぐっている。ぬぐっている袖もべたべたであまり役には立っていないようではあるが。

「あいつが吐はいた唾つばをかぶったのよ。エフイ、あなた、よっぽど不味まずかったみたい、ね」

　エフェメラは、一いつ瞬しゆん、むっとした表情になった。それが一転してほがらかな笑いになる。一いつ拍ぱくおいて、三人の笑い声が続いた。

　自分を不味くしてくれた〈悪魔〉デビル・樹ツリーに礼を言うべきかも。

　エフェメラは、そんな風に考えられる余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。

　実のところ、エフェメラが、巨きよ人じんの手からほうりだされたのは、ドラクとカラノが冗じよう談だんまじりに神への祈いのりをささげた、ちょうどその時だったのだが──ただの偶ぐう然ぜんだ。

　去って行く一眼巨人サイクロプスのほうから、大地をゆるがす音が聞こえてくる。

「そら、あの体やったら腹もへるわなぁ」

　タッタが、しみじみと言った。

　それから、谷を登って、もとの尾お根ねまで戻るには、タッタの方向感覚が役に立った。

　しかし、霧きりの外に出たときには、日は暮れかかっていた。

　ほとんど丸一日、霧の谷ですごしてしまったことになる。だが、結局彼らは、黒翼鳥とアードをやきもきさせつつ、自力での脱だつ出しゆつに成功したのだった。

　木に繫つながれていたスレッダと、レルシェの馬が、満腹した顔で四人を迎むかえた。木の周囲の雑草は、ほとんど食べつくされてしまっている。

「なんやねん、しょうもない。ほとんど同じ場所で寝るんかいな。まあ、広げ直す手間はいらんやろけどな」

　ぶつくさ言いながら、タッタは朝散らかしたままのゴミを片付けている。ほうっておけない性分なのだ。

「薪たきぎも燃え残ってんがな。今晩は、これでもつやろ」

　タッタの言葉に、アンディがかぶりをふった。

「荷物をまとめてくれ、タッタ。ぼくは寝ね袋ぶくろを片付けるから」

「えぇ～」

「文句を言える立場か、エフィ」

　エフェメラはしゅんとうつむいた。さすがに今日は反はん撃げきできない。

「明かりの呪文を使って、夜も進もう。できるだけ、この谷は離れたほうがいいだろう。また、誰だれか迷子になっちゃたまらないからね」

　ますます、エフェメラは小さくなった。レルシェが助け舟を出してやる。

「でも、その前に、せめて水浴びと着き替がえをさせてほしいな。あっちに泉があったでしょ。できれば、日が暮れる前に。ね、エフィ」

「んっ」

　エフェメラは、にこにこしてうなずいた。

　結局、水浴びは暗くなるまでかかってしまった。

　それから、野宿に適した場所を見つけるころには、日の入りと同時に昇のぼった双ふた子ごの月が、空のかなり高いところにたどりついていた。

　巨きよ木ぼくの根元だ。いつものように、男二人と女二人がそれぞれ一組になって、少し離れたところに眠ねむる準備をする。

　タッタが、木の枝と枯かれ葉はを集めて疑ぎ似じ巣を作っていると、毛布をかついだエフェメラがやってきた。女の子たちの寝ね床どこは、木の反対側のはずである。

「どないしたんや、エフィ」

　答えもせずに、エフェメラは毛布をぽんとほうりだすと、ごろんとその上に転がった。

「しばらくしたら起こしてよね、タッタくん。兄さんとレルシェを、一晩中、二人きりにしておくつもりはないんだから」

　言うが早いか、エフェメラは目を閉じた。すぐに、すうすうと寝ね息いきをたてはじめる。

「よっぽど疲つかれとったんやな」

　ぴくりとエフェメラの指先が動く。ラクック寝入り──眠っているふりをして猟りよう師しを騙だます東方の賢かしこい獣けものだ──をしているだけなのを承知の上で、タッタは言っているのだ。

「二人きりて、言うたかてなぁ……」

　木の向こう側、である。少し大きな声をあげれば聞こえてしまう。

「アンディ、わい、ちょっとそのへんを見回ってくるわ」

　羽音も高く、タッタは飛びだしていった。夜は目が利きかないミュルーンが、見回りもないものである。

　しかし、もちろんアンディには、どちらの噓うそにも気がつく余裕はなかった。レルシェは気がついていたかもしれないが、気にはしなかった。この一瞬を逃のがせば、彼女とアンディにはもう時間がないと、レルシェは知っていたから。

　二つの影が、そっと重なりあった。
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「いや、ほんまにやな。これが、もう」

　今日は朝から、タッタが一人で話し続けている。伝令時代の思い出から、ミュルーンの笑い話まで、多た彩さいな話題で、しかも話術は人をあきさせない。

「そんなもん、まるで尾お羽ば根ねを抜ぬいて背中に刺さすようなもんやんけっ、とそいつが言うたわけよ。そしたら、バササの言い訳が、まあ、ようでけとったね。せやけど、黄色い卵は赤い卵にまさるて言いまっせ。もう相手は、目ン玉くるくる回して……」

　しーん。

　オチまできたが、反応はない。

「あんまり、おもしろなかった？」

「ちょっと、ね。ミュルーンの冗談は、人間にはわかりにくいかなぁ、と思う」

　タッタを乗せて馬の手た綱づなを握にぎっているレルシェが、タッタの言葉に応じた。鼻の頭を指でこすっている。今日は、真っ赤に爪つめを染めていた。

「ああ、そうかぁ。そら、そうやな。そしたら次は、もう少しわかりやすいやつを」

　タッタのわざとらしい大声が、山間にこだまする。

　アンディもエフェメラも、会話に乗ってこない。黙もく々もくと、山道のあいだに馬を進ませている。

　レルシェも、アンディの背中を見つめているだけだ。そしてエフェメラの視線は、兄とレルシェを往復している。

　ちなみに彼女は、昨日の夜、ぐっすりと寝こんでしまって、結局、朝まで目をさまさなかった。エフェメラは、朝食の時から微び妙みような目つきで、アンディとレルシェを見ていた。さすがに、タッタに自分が眠っている間のできごとを訊きいたりはしなかったが。

　アンディのほうも、妹とレルシェを落ち着かない目で見ていた。新妻の最初の手料理をつつく小こ姑じゆうとを見るような目つきだった。

　だが、沈ちん黙もくの質は、道を進むに連れて変わっていった。

　いまは、朝のように日常的な意味での気まずさによる沈黙ではない。

　緊きん張ちようと恐おそれ。不安と期待。似た感情と正反対の感情。いくつもまざりあった沈黙。

　もうすぐ、例の神しん殿でんに着く。

　エフェメラが、アンディたちのほうを見ていたのは、その現実からわずかでも逃にげるためだった。別のことに気をとられていれば、考えなくてすむ。

　──自分は、何者だ？

　タッタがいくら軽口を飛ばしても、レルシェが絶ぜつ妙みような合いの手をいれてくれても、双子はぴくりとも笑わなかった。アンディは傷ついたままの両手でしっかりと手綱を握り、その腰こしに回されたエフェメラの両手はぎゅっと結びあわされている。

　はじめての戦いを前にしている兵士の姿のようにも、怯おびえている子供のようにも、見えた。

　タッタは、逆に圧力をかけてやることにした。破は裂れつすれば、いやでもふにゃふにゃになるだろう。張り詰つめすぎているものは、小さな針の一ひと刺さしでも破裂するものだ。どうせなら、直す余裕のあるうちがいい。

　タッタは、がらりと口調を変えた。

「いよいよやな」

　重苦しく、かすれた声で、嚇おどかすように言う。

「ああ」

　アンディは、ようやく答えてくれた。今日、彼の声を聞くのは、二、三の短い指示をのぞけばはじめてだった。

「親父おやじさんの仇かたき討うちには、まだまだやろうけどな、気ィしめてかからんと」

「仇のことだけじゃないんだ」

　アンディは答えた。

　あの神殿には、自分自身が何者なのかということが、その手がかりがあるはずなのだ。タッタは、まだ言葉を続けていたが、既すでにアンディの耳には入っていなかった。

　あの時、狂きよう気きの中からサーナが投げた言葉は、アンディの記憶の中で、こうまとめられている。

『──〈結社〉はその娘むすめを選んだのよ』

　いったい、どこでエフェメラは選ばれたというのだ。生まれてこのかた、〈結社〉などとは関かかわった覚えはないのに。あの時に聞くまで、耳にしたことすらなかった。

　レルシェによれば、よるべのない子をもつ女たちが互たがいに助けあうために生まれた〈聖なる母の結社〉なのだという。

　表向きのそれは、真実を隠いん蔽ぺいするための隠かくれ蓑みのなのか？

　それとも本来はそんな組織であったのが変質したのか？

　アンディはまだ、推測のための材料すら得ていなかった。

　わずかにわかっているのは〈結社〉は、選ばれた女に子を産ませることを計画している、ということだけ。

　だが、エフェメラの何が選ばれる理由だったのか。双子に心あたりはない。

　こちらにはなくとも、〈結社〉とやらにはあるのだろう。

　あるからこそ、父は殺されたのだ。ひょっとして、ぼくたちを帝てい国こくに送りこむために？　まさか、それは、あまりにもひどすぎる想像だ。

　たったそれだけのために、人を殺すだなんて。

　人を──双子の父を。

　もちろん、父を殺した女は、レルシェのように〈結社〉との関わりなどわずかで、たまたま青い爪つめだった、という可能性もある。

　動機もまるで関係ないこと、だったのかもしれない。

　サーナのあの言葉がなければ、むしろ、そう考えていただろう。そうなっていれば、父の仇討ちについては、絶望していたかもしれない。

　レルシェを見てもわかるとおり、青い爪の女たちは、たくさんではないにせよ、それなりの人数がいるのだ。広い世界に散らばったその女たちを、一人一人丹たん念ねんに探し歩く──いつかは諦あきらめていただろう。そんな奇き妙みような特とく徴ちようを持つ女など、この世に一人だと思っていたときは、世界がいかに広くても追い詰めてみせると考えていたが……。

　だが、もしも、ぼくたちが──サーナはアンディについては何も言わなかったにもかかわらず、アンディは『ぼくたち』の問題としてこれを考えていた──、〈結社〉と関わりがあるのなら、父の死が〈結社〉と無関係のできごとだったとは、どうしても考えにくい。

　ならば〈結社〉を追うことだ。自分たちが知らないところで、勝手に背負わされた運命を打ち破ることだ。それが、父の仇を追うことにもつながるはずだ。

　キーンブルクからこの神殿に至る旅のあいだに、アンディは、そう考えるようになっていた。

　そうしなければ、あまりにも不安すぎる。アンディは、背中に押しつけられた妹の重みを感じた。彼女こそが、誰よりも不安なはずだ。自分自身が、今まで信じていたような存在ではない、と言われたようなものなのだから。

　そして、エフェメラが作られた子なのだとすれば、同時に生まれてきたアンディとて、無む縁えんでいられるわけもないのだ。

　それに、今のアンディには、もう一人守ってやりたい人がいる。彼女のためにも、負けるわけにはいかないのだ。もしかすると、守ってくれる人かもしれないな。彼女のことを考えると、かたくなにこわばっていた心のすみっこがほんの少しゆるんだ。

「……やからな、しっかりいこうぜ」

「うん、そうだね」

　元気良く答えるエフェメラの声で、アンディは、ふっと我に返った。

「だよね、兄さん」

「あ、すまん、聞いてなかった」

　とまどい顔で、アンディは言った。レルシェが彼を見ている。ぽっと胸のすみに温かい光がともった。

「しかたないなぁ、もう」

　エフェメラが、ばさっと髪かみをかきあげた。

「いったい、何を言ってたんだい？」

「もう説明する気にもなりません」

　エフェメラは、つんと横を向いてしまった。

　レルシェが、はじけるように笑いだした。エフェメラとタッタも、笑う。アンディの口もともほころんでいた。ようやく空気が柔やわらかくなった。

　だが。それも一いつ瞬しゆん。

　妹のほうをふりむいていたアンディが、笑いながら首をひねった。そうしたら、それが視界に飛びこんできたのだ。

　馬は、ちょうど登り坂の頂点を越こえたところだった。

　すると見えたのだ。青く塗ぬられた二つの尖せん塔とうの頂点が。

「あれだ……」

　めざす神殿は、もう間近だった。




　そのころ。

　ドラク麾き下かのザノス＝トルア親衛隊士たちは、夜よを徹てつして猛もう然ぜんと駆かけていた。

「ドラク殿どの！　足あし跡あとです！」

　カラノが叫さけぶ。

「馬たちの不調であせらされましたが、ここまでくれば……ドラク殿」

　顔を輝かがやかせたカラノだったが、ドラクの表情は険しいままだ。

「うむ、やつらは間近だ。しかし、だからこそ、ぬかるな！」

　この騎き士したちの速度を調整しながら、つかず離はなれずでやってきた、黒こく翼よく鳥ちようは、とっておきの魔ま術じゆつを使って、空に舞まい上がっていた。もちろん、地上から見えぬようにしてある。

　黒翼鳥は、騎士たちに先んじて、双ふた子ご達の姿を見つけていた。

「……いよいよだぞ、教母ども。我がおまえたちにもらった苦しみを叩たたき返してやる」

　黒翼鳥は、ついに復ふく讐しゆうがはじまるその期待に、その心を震ふるわせていた。暗い果てしない暗黒の心に、よどんだ熱情をたぎらせている。

　双子が門の前に立つ寸前に、追いつかねばならない。

　複雑怪かい奇きな追つい跡せき劇げきは、ついに終着点へ到とう達たつしつつあった。

　ただし、出で遅おくれてしまった者もいる。

　双子を追う三つめの勢力、サーライトに仕える〝吠える狼ハウリングウルフ〟のアードは、ようやく谷から出てこようとしていた。あの一眼巨人サイクロプスが立ち去る時に、蹴け散ちらされた泥どろに埋うまり、怪かい物ぶつに襲おそわれ、さんざんな目にあって、谷からの脱だつ出しゆつに思いのほか、時間がかかってしまったのだ。エフェメラが巨人に摑つかまれていた時、とっさに助けず、らしくもなくようすを見てしまった。おのれらしくない行動が、自分を不利にしている。なんと、いらだたしいことだろう。

「くそうっ、まずいぜっ！」

　アードは駆けていた。双子の目的はこの先の神殿だ。〈四姉妹〉にせよ、〈旧ふるき母〉たちにせよ、そこで双子をおのれの望む方向に誘ゆう導どうしようとするだろう。それぞれが、どのように誘いざない、双子がそれにどう応こたえるのか。

　見み逃のがせば、サーライトに顔向けができないではないか。

　だが、どうやらアードは間にあいそうになかった。彼のいない神殿で、事態は大きく進展しようとしていたのである。
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　ついに双子は神殿にたどりついた。

　そこで一気に謎なぞが解けるわけではないが、新たな手がかりを得られることは間ま違ちがいない。

〈結社〉が、どんな規模の、どんな組織なのか。青い爪つめの女たちが、どこにどれだけ存在するのか。グラダスでは何をしているのか、父はどうかかわっていたのか。

　そのうち、どれかの手がかりだけでも得たい。得られるはずだ。寄よ越こせ！

　双子は、そう考えていた。

　たどりついた神殿は、この地方のものとして、ごく平へい凡ぼんな構造だった。

　予想よりも、かなり大きい。これなら、十数人どころではない、百数十人くらいは暮らしていけるだろう。

　背後に山を背負った、ごく小さな平地にある。

　巨きよ大だいな門と、それをとりまく低い土つち壁かべ。それらが全すべて青く塗られている。赤は塗りつぶされたのだろう。

　門を入れば、正面に巨大な聖堂があるのが、外からでも見えた。

　アンディたちは、門をくぐった。

「えらい、静かなとこやな」

　タッタが言ったとおり、ここには人の気配がかけらもなかった。

「そうね、門番もいないっていうのはちょっとね」

　レルシェが相あい槌づちをうつ。

「みんな、裏かどこかで畑仕事でもしてるんじゃない？　こんな人ひと里ざと離はなれたとこだと、そうそう奉ほう納のうしてもらうってわけにもいかないでしょう。このへん、気候もよさそうだしさ」

　エフェメラの口調は、わずかに緊きん張ちようの跡あとをとどめていたが、それでもかなり気楽そうなものだった。入ればいきなり、どんな歓かん迎げいのされかたをするのかと緊張していたのだ。物語作りの課題の提出日が延びたような気持ちでいるのかもしれない。

　神しん殿でんの建物の造りは、大小をのぞけばそう大きな違ちがいがあるものではない。しかし、その存続を支える金銭の基き盤ばんは、神殿によってずいぶん違っている。

　ルナルの神殿の役割は神に祈いのるばかりではない。俗ぞく世せのことにおいても、大きな役割をはたしている。その代表的な例がガヤン神殿だ。法を司つかさどる神殿は、しばしば王より司法の任をたくされる。ジェスタなら街を守り、ペローマは高等教育を授さずける。

　それぞれの神の教えに役立つような技術を教え、望むものには呪じゆ文もんを伝授するのも、神殿の役割だ。もちろん、そのおりにはそれなりの金銭を寄付せねばならない。

　さまざまなやり方で神殿は人々とかかわっている。

　ここはサリカ神殿であり、サリカは信念と記き憶おくの女め神がみだ。その神殿は、豊ほう穣じようを祈り、子らを守護する。また、人と人との交流を勧すすめる女神でもある。それゆえに、永遠に忘れない愛の誓ちかい、すなわち結けつ婚こんの誓いをたてられる神だ。都市部の神殿では、儀ぎ式しきは年々華か美びになり、結婚を望む男女の仲ちゆう介かいを行う神殿などもあらわれている。

　また、昼夜の移り変わりを司どる女神でもあり、転じて天候の神ともされた。農民たちにとっては、適度な雨と適度な晴天は、絶対に欠かすことができないものだ。それゆえにサリカは豊穣の神としても崇あがめられた。実際、高位のサリカ神官はわずかなりとは言え、天候を操あやつる呪文を使うことができる。地方の農村において、サリカ神殿の権けん威いが大きなものになるのは、そのせいであった。

　少々離れているからと言って、セーブラントの村人が、この神殿とほとんどかかわりをもっていないというのは、やはりおかしなことだ。

「どうも変だな」

　聖堂のすぐ前まで馬を進めて、アンディは言った。

　聖堂の向こうには、二つの尖塔が見えている。今は双そう方ほうとも青く塗られているが、かつては右の塔は、兄にして妹たる赤の月の色に塗られていたはずだった。

　そのさらに奥には、神殿に仕える者たちが居住する建物があるはずだし、食事や生活を支える、家か畜ちくの小屋や畑があるはずだ。そうでなければ、やっていけはしないだろう。

　アンディは、馬をおりて歩みを進めた。後の三人も歩みを進める。エフェメラは、スレッダにここで待っているようにと声をかけてやった。

　聖堂の床ゆかは、腰こしほどの高さだ。そこへ上る階段の一段目に足をかけて、アンディは奥に呼びかけた。

「すいません、どなたか、いらっしゃいませんか」

　最初、どうやってここに入りこむのか、いろいろと話しあった。もしも、〈結社〉に深くかかわる場所なのだとしたら、何が起きるかわからない。

　だが、結局は正面からたずねてみるしかないというのが結論だった。アンディは、最初から最後まで、そう主張していた。忍しのびこんで、万一、ただの神殿だった場合、言い訳のしようがない。それに、〈結社〉が真実邪じや悪あくであるのかどうか、彼らは何も知らないのだ。不安はあったが、他の方法もなかった。

　サリカ神殿の聖堂正面には、常に壁かべはない。扉とびらもない。祈りのためにやってくる人を、締しめだす理由はなにもないからだ。

　サリカは、人と人とのかかわりを奨しよう励れいする神であるから、神殿は出会いと会話の場である。

　がらんとした祈りの場は、百人ほどの人々が一いつ斉せいに天を仰あおげるほどの空間だった。双子の月を信しん仰こうする聖堂に、天てん井じようはない。そこには、常に空から月の輝きがさしこんでくるようになっているのだ。

　その空間に、アンディの呼びかけが反はん響きようし、そして消えていった。

　返答はない。

「ねぇ、ほんとに誰だれもいないのぉ？」

　エフェメラが言う。

「どなたかいらっしゃいません？」

　レルシェも声をかける。どちらの声も虚むなしく消えていくだけだ。

「どうやら、叫んでも無む駄だやないかと思うで」

　タッタが、とんと槍やりをかついだ。

「見てみぃ、あの柱」

　聖堂の前には、八本の柱が立っていた。アンディが腕うでを回しても、手を握にぎり合わせることができない太さだ。そのうちの右側四本は、しっくいで表面をごってりと塗られ、青い色で塗られている。足もとのほうから、なめらかに削けずられ、青の月の神々を描えがく作業が始まっていた。かつては赤の神が彫ちよう刻こくされていたのだろう。

　残る左側四本の表面には、青の月の主要な四神とその協力神たちの姿が刻まれている。〈悪あく魔ま〉戦争のおりに、実際に神々が降臨した時、人の目に映ったと伝えられている姿だ。

　今より一千年の昔、突とつ如じよとして天空にあらわれた歪ゆがみの月の闇やみから、生き物にとりつき姿も心も歪め、破は滅めつのみをもたらす〈悪魔〉が襲しゆう来らいした。

　それまでルナルの地にあった、古き四つの月に属するものたちが、必死で戦ったものの、戦いは劣れつ勢せいであった。

　世界が〈悪魔〉によって滅ほろびの寸前まで追い詰つめられた時、果てなき天空の彼方かなたより飛来したのが双子の月である。

　双子の月の青と赤の神々を信仰したのは、それまで彷徨さまよいの月に従っていた人間族であり、青のみを受け入れたのがドワーフであった。

　双子の月の神々は、〈悪魔〉と戦う人間を支し援えんし、ついに勝利をもたらした。

　以来、ルナルの地上において、人間こそがもっとも広い領域を守護する──人によっては支配すると言うが──ことになったのである。

　柱に刻まれているのは、その戦いのおりのようすであった。タッタが指さしたのは、そのうちの一本。サリカと、かの女神に仕える協力神が彫刻された一本だ。

　その頂点近く、大人が五人肩かた車ぐるましたほどの高さに、女神サリカの姿が刻まれている。大いなる扇おうぎをかざしての優美な舞い姿だ。その顔の右半面は昼をあらわす明るい色に、左の半面は夜をあらわす暗い色に塗ぬられている。

　そのちょうど境目、ととのった美び貌ぼうのすっと通った鼻筋のところに、短い矢が突つき刺ささったままになっていた。

「あれは？」

　アンディの問いに答えるように、タッタは、目をぎょろりとさせて、それを見た。

「矢や羽ば根ねが少々雨風でやられてるけど、まだしっかりしたもんや。新しいというほどでもないけど、突き刺さって、二、三巡めぐりっちゅうところやろ」

「そうなの？　さっぱりわかんないけど」

　上をあおぎながらそう言うエフェメラに、タッタはきっぱりとうけあった。ミュルーンの鋭するどい瞳ひとみだけが、それをみわけることができたのだ。

「ほれ、あっちにも、あっちにもあるで」

　静けさと境界の神ジェスタの協力神、生死の境を司どるファウン神の胸むなもとに、刃やいばで大きくえぐられた跡がある。

「剣けんだな、たぶん両手持ちの大剣だ」

　その傷を調べたアンディは、そう口にした。

「どういうことなの？」

　不ふ審しんそうに口にしたレルシェに、エフェメラは言った。

「つまり、ここで誰かが戦ったってこと。それにしちゃ、血の痕こん跡せきもないし、火をかけられてない……。ふつうなら、もっと荒あれてそうなものだけど。ねえ、兄さん？」

　エフェメラのうなずきに、アンディはおざなりなうなずきを返した。何がここで起きたのかを考えているのだろうと、みな、そのことは気に留めなかった。

「とにかく、奥に進んでみようよ。まだ、ここに誰もいないと決まったわけじゃないし」

「ああ、そうだな」

　アンディは、こくりとうなずいて段にかけていた足をあげた。

　がららん。

　はっと四人は顔を見あわせた。今のは、何かがひっくり返る音だ。

　四人は争って聖堂に足を踏ふみ入れた。

　音が聞こえたのは、聖堂の奥からだった。正面中央からやや左にはずれたところに、大人三人分ほどの高さの、サリカの女神像が安置されている。その横の壁は、変に新しく見えた。他ほかの壁にある汚よごれが少ないのだ。おそらく、そこにはアルリアナの像が置かれていたのだろう。

　音の源は、さらに右に視線を移したところにいた。そこには奥に通じるらしい小さな扉がある。扉の前に散乱したバケツやモップ、そして雑ぞう巾きんやホウキが、その音の源だったのだ。

　その横には、一人の年老いた女性が、ぺたんと座りこんでいる。

　人だ。ようやく人がいたのだ。

　足音も高くアンディたちが駆かけよっていくと、その老いた女性は、勢いよく床に身を伏ふせた。双ふた子ごたちの形相に怯おびえたらしい。両手で頭をかかえこみ、がたがたと震ふるえている。

「お婆ばあさん、嚇おどかしてすいません。大だい丈じよう夫ぶですか」

　アンディは、自分たちの勢いを反省しながら、かたわらに膝ひざをついてそっと手を伸のばした。その手に触ふれられたとたん、彼女は、ひっと小さな悲鳴をもらした。あまりにも強い怯えぶりに、アンディはいぶかしさを覚えた。

　年老いた女性は、両手を頭の上でもみあわせ、がたがたと震えながら言った。

「助けてくだせ、助けてくだせ、おら、何も知らねですだ。この後は、死んだ人たちを弔とむらって暮らしていきますで。何もしませんで。助けてくだせ」

　四人は、顔を見あわせた。

「顔をあげてください。ぼくたちは決して、あなたに危害を加えたりはしません」

　アンディが、優やさしい口調でそうよびかけたが、彼女はうずくまったままで顔をあげようとはしない。

「ほんとよ、お婆ちゃん。あたしたちは、悪いことはしないわ。あたしたちリアラさんとメノアちゃんの友だちなの。二人を知ってる？」

　エフェメラがそう言うと、彼女の手がすりあわされるのがやんだ。

「お婆ちゃん、誰も何もしないから」

「ほんとけ？」

　彼女がほんの少しだけ、顔をあげた。

「もちろんですとも」

　アンディが、いきおいこんで保証した。

「お婆さん、いったいここに何が起きたんです？　あなたはいったい？」

　そして立て続けに質問をぶつける。

「ひっ」

　彼女は、また頭をかかえこんでしまった。

「駄だ目めじゃないの、兄さん」

　エフェメラは、彼女を怯えさせないように柔やわらかくそう言うと、アンディを押しのけるようにして、彼女のかたわらに膝をついた。

「大丈夫よ、ちょっとあたしたちも驚おどろいてるの。だって、メノアちゃんの話だと、ここはずいぶん賑にぎやかなはずなのに、誰もいないんだもん。だから、びっくりしちゃったんだ」

　ゆっくり背中をなでながら、エフェメラは子供に言い聞かせるように話しかけた。

「ほんとですけ？　でも、なんでここに入れただ？」

　彼女は、また、ほんの少しだけ顔をあげた。その顔は、涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃだ。お世辞にも清潔とも上品だとも知的だとも言えない顔だちだった。

「ここに〈旧ふるき母〉さまがたがおられんようになったから、誰もバンドーリを抑おさえられんはずだに。入れたからには……あ、あんたら……はっ」

　声がひきつった。喉のどがぜいぜいと鳴っている。

　彼女のおちくぼんだ目玉が、恐きよう怖ふのあまりか、裏返りそうになった。

「ちょっと落ち着いてお婆ちゃん、バンドーリってなんのこと？　入れたから、あたしたちが怖こわいの？　なんにもしてないよ」

「だども、入れるのは〈旧き母〉さまが指名された方の他は、いねえはずだべ。そうでのうて入れたんは、みなさまを殺しに来たやつらの仲間だけだべ」

　彼女は、ぶるぶると震えながらか細い声でそう言った。

「お願いです、殺すんなら一気にしてくだせ。おら、なんにも知らねです。だから〈旧き母〉さまたちみたいに、いじめないでくれろ」

　声がだんだんと甲かん高だかくなる。ぷんと異い臭しゆうが鼻をついた。彼女の腰のあたりの衣服が、黒々と濡ぬれはじめている。

「まあ、肝かん心じんのことはともかく、何が起きたんかは推測できるな。それはそれとして、そこの雑巾取ってんか。ほんで、このお婆はんを、自分の部屋にでも連れてったれや」

　取ってくれと言いながら、タッタは、バケツと雑巾を足元に置いている。いつの間にか、散乱した掃そう除じ道具を拾い集めていたのだった。

「さ、行こう、お婆ちゃん」

　エフェメラは、優しくその肩かたをかかえた。

「ほんとに、あんたらは、あいつらの仲間じゃないんじゃね？　メノアちゃんという子は、ちょっとだけ見たことがある。頭の良さそうな元気な子どもじゃった」

　ようやく彼女は上半身を起こして、双子を正面から見た。

「はい、ぼくたちは彼女のお父さんから、ここのことを教えてもらったんです」

　アンディは、あせりを押し殺して笑いかけた。エフェメラは、まだ気がついていないようだが、バンドーリというのがここの門番役だとして、そいつが襲しゆう撃げきで殺されずに生きているなら、自分たちが通れたということは、つまり、彼女の言う〈旧き母〉に認められた者ということになるのではないのだろうか。そして、サーナとリアラもまた〈母〉について、畏い怖ふと憎ぞう悪おをこめて語っていたのではなかったか。

　ここは、やはり〈結社〉と深いかかわりのある場所なのだ。そして、もしかすると自分たちも。だが、ここを襲おそってきたのは何者なのだろう。敵の敵は味方なのだろうか？

　エフェメラに支えられて、彼女はよろよろと立ちあがった。部屋はと聞かれて、扉とびらを指さす。あの奥に、小さい部屋をもらっているのだと言った。

　その時である。

　神しん殿でんの外、門のあたりから叫さけびが聞こえたのは。

　それは男たちの悲鳴と怒ど号ごう、そして叱しつ咤たの声だった。だが、それらの全すべてをかきけすように響ひびいているのは、アンディたちがいまだかつて聞いたことのない、奇き怪かいな叫び声だった。

「バンドーリ」

　年老いた女性が恐おそろしげに呟つぶやいた。

　とっさに、エフェメラとアンディは瞳を見かわした。

「ここにいろ」

　言い捨てて、アンディが走りだす。いつものエフェメラなら、そんな言葉に従いはしなかったろう。

　だが、今は、腕の中に彼女がいる。彼女をほうりだして、あるいはひきずって、兄を追いかけるわけにはいかなかった。

　そして、アンディの背中を守ってくれる人は、彼を追って駆けている。

　──あのひとを怖いと感じたのは、このことを予感していたからなんだ。あたしのいる場所を奪うばわれてしまうことを……。

　エフェメラは、そう考えて、こみあげてくる不安を抑えようとした。不安なのは当然のはずだが、聞こえてくる声は怖く感じられない。別の、得体のしれない予感。

　ほんのときたま、レルシェの瞳に見えるような気がする不ふ穏おんな光──。

　──きっと気のせいだ。

「わいも行ってくるで！」

　タッタが、ミュルーンの駿しゆん足そくで走りだした。

　背中だけじゃない。アンディには、頭上を守ってくれる友だちだっているのだ。エフェメラは、そう考えた。
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　聖堂の出口に駆けつけた三人が見たのは、凄せい絶ぜつ異様な光景だった。

　巨きよ大だいな鋼鉄製の女性の頭が、鎧よろいをまとった男たちを嚙かみ砕くだいているのだ。

　説明のしようによっては、笑いだされてしまいそうな光景。

　鋭く磨みがかれた刃のついた歯が、鎖くさり編あみの兜かぶとに守られた戦士の首をあっさりと潰つぶす。

　したたる血の匂におい。

　髪かみの毛がわりの数百の鉄線を、全身にぷつぷつと突つき刺さされて絶命していく戦士の悲鳴。

　それらを眼前にした時、アンディたちは言葉を失っていた。

　鋼鉄の頭から、同じ言葉が単調に繰くり返されている。

「定められた血をひく方と、その方に導かれた者だけがここを通れます。〈旧き母〉が命じた方のみ、ここを通れます。〈旧き母〉が眠ねむれといわないかぎり、私はここを守ります。どうか、押し通ろうとしないでください」

　それは冷静で、子供に言い聞かせるような口調だった。

　まったく不自然で、ただ恐おそろしい。

　門のうちに押し入ってきた男たちは、その忠告を聞こうともせず、次々に怪かい物ぶつに突とつ撃げきしていった。怪物も、言葉の穏おん健けんさとはうらはらに、容よう赦しやなく殺していた。

　その鋼鉄の頭の怪物が、話に聞いたバンドーリに違ちがいない。おそらくは、魔ま術じゆつによって動かされる彫ちよう像ぞう──ゴーレムのうちでも、さらに特とく殊しゆなものだろう。

「ここで待っていてくれ、タッタ、レルシェ」

「おい、何をする気や」

　タッタは、そのアンディの言葉に驚いて彼の腕うでをつかんだ。

「殺されとるあいつらが何者なんか、見ればわかるやろ」

「ああ、わかってる。でも、だからと言ってほうっておくわけにはいかないだろう」

　アンディはうなずいた。知っている。彼らは、この数巡めぐり、双子たちを追い続けてきた帝てい国こくの兵士たちだ。

　今、針金の髪に脚あしをつかまれて叩たたきつけられたのは、キーンブルクの城でアンディと剣けんをまじえた四角い顔の男だ。叩きつけられながら、彼は剣をふるっている。鉄線にはじかれたが、何本かはびぃんという音とともに切断された。

　男が二度、三度剣をふるい、ようやくその脚が自由になった。しかし、鉄の髪は鋼はがねの脚きやつ甲こうに喰くいこみ、それをずたずたにしている。

　剣を頼たよりに身を起こした四角い顔の男は、会話を聞きつけたのか、アンディたちのほうを見た。アンディを映したその目が大きく見開かれる。

「きさまぁ！　そこを動くな」

　ドラクは、足をひきずりながら、アンディたちに向かってこようとした。

「カータリオンさまの仇かたき、このドラケルトが討うつ！　正々堂々、勝負せよ！」

　剣の切きつ尖さきを、ドラクはぴたりとつきつけた。だが、アンディに気をとられ、背中ががらあきになっていた。バンドーリの鉄の髪が、こんどは縒よりあわされた鉄の綱つなとなって、叩きつけられようとしている。

「危ないぞ、ドラク！」

　横にいた騎き士しが、とっさに彼をつきとばした。場所がいれかわり、鉄の綱は、兜を着けていなかったその騎士の頭を叩きつぶした。

「カラノぅ！」

　地面にころがされたドラクが、友に向かって手を伸のばしながら叫んだ。だが、既すでに帝国の若き騎士は絶命していた。

「おのれ、このような怪物を操あやつりおって、きさま、やはり！」

　ドラクは、なおもアンディへの執しゆう念ねんを捨てない。執念は誤解を呼び、それがさらなる憎悪の炎ほのおをあおりたてた。

「違う！」

　立ちあがったドラクに向かって、アンディは叫んだ。

「ぼくではない！　カータリオン公王を殺したのは、ぼくではないんだ」

「黙だまれ！　身に帯びたソードブレイカーに恥はずかしくはないのか！　いさぎよく我が裁きを受けろ」

　ドラクは、剣をふりかぶり、怒ど鳴なっている。

「待て、後ろが！」

「うるさいっ」

　ドラクが踏ふみだそうとした瞬しゆん間かん、その背後から鋼の髪の毛が、束となって襲いかかった。金属が歪ゆがむ音がして、ドラクがふっとんだ。糸が切れた人形のように地面に転がる。脇わき腹ばらを守る鎧がへこんでいる。左の肋ろつ骨こつは粉々だろう。ドラクは、まったく動かなくなった。

「おのれっ」

「よくもっ！」

　口々にそう叫びながらも、帝国の戦士たちは指揮官を失って動どう揺ようしていた。退ひくもならず、進むもならず、彼らは、やみくもにバンドーリに向かっていったが、鋼鉄の塊かたまりには彼らの剣はほとんど通用しなかった。次々と薙なぎ倒たおされていく。

「よすんだ、こっちに逃にげて来い！」

　アンディが叫んだ。彼のほうに向かってこようとする者もいる。もちろん逃げるためではない。それでは降こう伏ふくすることになる。

「誇ほこり高い帝てい国こく騎き士しは降伏などしないっ！」

　彼らが向かってくるのは、アンディを斬きり伏ふせるためだ。だが、全員がドラクと同様に、バンドーリにはばまれた。

「くそっ」

　アンディは飛びだそうとした。

「やめとけ言うてるやろ。助けたところで、こっちの言い訳なんか聞いてくれるやつらかどうか、今のでわかったやろ」

　アンディは、腕をつかんだタッタの指をふりほどいた。

「たとえ、後で戦わなければいけなくても、今は、見殺しにできないよ」

　アンディの声は、当然のことを話しているようで、一かけらの無理も気負いもなかった。

「あなたも一いつ緒しよに殺されるだけだわ」

　レルシェは、アンディの背中から抱だきついた。

　両脇から手を回して、彼の胸の前で、しっかりと組みあわせる。

「はなしてくれ。ぼくなら大だい丈じよう夫ぶだ。さっき、ぼくたちが通った時、あいつは攻こう撃げきしてこなかった。だから、ぼくがいけば」

「攻撃してこなかったのは、エフィがいたからよ！」

　もぎはなそうとするアンディに、レルシェは必死で抵てい抗こうした。

「もう遅おそいで、アンディ」

　沈ちん鬱うつな声でタッタが言った。ぐいっとレルシェの頭を押しのけた姿勢で、アンディの動きが止まる。

　戦いは、終わっていた。双ふた子ごを追ってきた者たちは、全員が地に伏している。

　アンディの体から、がくりと力が抜ぬける。レルシェは、そっと腕を解ほどくと、彼を支えるようによりそった。

　バンドーリは、高速で回転しはじめた。土つち煙けむりがあがり、大地がえぐれていく。それは土の中に消え去り、再び侵しん入にゆう者しやが訪おとずれるまでの眠りについた。

　三人は、言葉もなく奥に戻もどった。




　彼らの姿が、奥に消えるのを待って、空中から舞まいおりた人ひと影かげがある。黒く歪んだ翼つばさをもつ鳥であった。《飛行フライト》の呪じゆ文もんを使って、空から見ていたのだ。

　その人影が、門の内側の地面を踏んでも、地中のバンドーリは、ひっそりして動かない。

　先ほどの宣告にあったように〈結社〉の血を引く者だからだ。

　それを確かめて、黒翼鳥はほっとしたように緊きん張ちようを解いた。さすがの黒翼鳥も、あれには勝てる気がしなかった。人の心のように、ゆらぎにつけこむということができない。岩と岩を打ち合わせるがごとき、単純な暴力のぶつかりあいになれば、黒翼鳥は不利だった。

　黒翼鳥は、あたりを見回した。いくつもの屍しかばねが転がっている。護衛のためにゾンビでも作ろうかと、邪術師ソーサラーは思った。

　どの死体が使いよいか検分するうちに、一つに息があることに気づいた。

「ほほう？　まだ使えるか、こやつ」

　まだかすかに息があるドラクの横に、黒翼鳥はかがみこんだ。

　黒翼鳥は二つの呪文を唱えた。物体を修理するものと、肉体を癒いやすものだ。手にした魔術武器の短剣ダガーで、へこんだ胸甲を撫なでると、元に戻っていった。

　それにつれて、短剣ダガーにはめこまれた魔力石パワーストーンの輝かがやきが小さくなっていく。蓄たくわえられた魔ま法ほうの源が、消しよう耗もうしているのだ。

　しばらく待つと、ドラクの呼吸がしっかりしてきた。そして、黒翼鳥は、ローブの奥から小さな瓶びんを一つ取りだして、かすかに開いたドラクのくちびるに垂らしこんだ。

　ドラクの口から、低い呻うめきがもれた。




　足取りも重くアンディたちが戻ってきたとき、エフェメラは既に年老いた女性に着き替がえをすまさせていた。彼女の部屋から、サリカの神像の前に戻って待っていたのだ。

「どういうことだったの、あの騒さわぎ？」

　エフェメラの問いに、アンディは言葉少なにしか答えなかった。それで、彼女にとっても充じゆう分ぶんだったようだ。

　物語のためなら、全すべてを欲ほつし、みずからを滅ほろぼしてもかまわないシャストアの信徒としては、未熟な態度だが、それでもいいだろう。シャストアの信徒である以前に、彼女は十七歳の少女なのだ。誕生日まで、あと三十日たらずだけれど。

　彼女は、まだかなりおどおどとしていたが、どうにか質問に答えてくれる気にはなったようだった。

　問われるままに、彼女は自分の素す性じようを語った。

　彼女の名は、メルフ。ものごころついた時から、この神しん殿でんで下働きをしていたのだという。

　彼女は、この神殿がなんなのか、そして、〈結社〉がどういうものなのかという知識は、まるでないように見えた。

「〈旧ふるき母〉さまたちは、偉えらいお方たちだ。お指図に従ってりゃ、なんも間ま違ちがいはないです」

　神殿には、多くの〈結社〉に属する女たちが寝ね起おきしていたらしい。とりとめのない話しぶりのメルフに、エフェメラが苦労して幾いく度ども質問し、理解したところによると、ここは〈結社〉の帝国における中心だったようだ。

「チュウシンなんてとこでねぇ。ここは神殿だぁ」

「うん、そうだね。それでさ、メルフ婆ばあちゃん、他ほかにもおんなじような神殿があるかどうか、知らない？」

「おら、ここから出たことがねえだでよう」

　幾いく度どか表現を変えて訊たずねてみたが、〈結社〉の広がりについては、それが全大陸的なものであり、それぞれがほとんど独立して活動しているようだ、ということ以外、手がかりを得ることはできなかった。

　だが、それだけでもアンディの心を暗あん澹たんとさせるには充分だった。グラダスにも、〈結社〉があり、独自の活動をしているとするならば、ここでいくら頑がん張ばっても手がかりを得ることはできないのではないか？　もしかしてリアラを派は遣けんした人々と、双子を送りだす陰いん謀ぼうをめぐらせた者たちは別なのかもしれない。だから、リアラは知らなかったのかも。そんなふうにも考えられる。

「それでお婆さん、いったい、この神殿に何が起こったんですか？」

　ようやく、この質問に戻ってくるころには、みんなすっかり疲つかれきっていた。

「何がて……何が言われても、どう言うたらええんかのう」

　じわりとメルフの目に涙なみだが浮うかんだ。

「大丈夫よ、誰だれもいじめないから。思いだすのはつらいかもしれないけど、とっても大事なことなの、少しだけ我が慢まんして教えて」

　エフェメラは、数日以上洗っていないだろうメルフの髪かみに、顔をうずめるようにして、その頭を抱だきしめた。

「わかっただ」

　とぎれとぎれに、いったりきたりしながら、わかりにくい表現でメルフが話したことをまとめると、こうなる。

　いくつかの巡りの前のこと──たくさんの前の日じゃ、とメルフは表現した──。

　この神殿を、襲しゆう撃げきした者がいたのだ。数にすれば、神殿にいた者の五分の一にも満たない人数だった。

　だが、神殿にいた者のほとんどは、戦うすべなど知らなかった。剣など触ふれたこともない人々だったのだ。

　それに比べて、襲撃者たちのほうは、手て練だれの戦士がそろっていた。率いていたのは奇き怪かいな鎧よろいに身を包んだ若い女で、仲間からは姫ひめと呼ばれていたそうだ。

　呪文の使い手たちが、襲撃者たちを阻はばもうとし、事実、かなりの敵を倒したのだが、敵もまた優すぐれた呪文の使い手をそろえており、あえなく敗れてしまったのだ。

　メルフは、襲おそってきたほうの呪文の使い手もまた、青い爪つめの女たちだったと言った。

「じゃあ、〈結社〉の内部の争いなのかな？」

　囁ささやき声に囁きで答える。

「決めつけるのは早い、エフィ」

　生きのびた者は、ほんのわずかで、それも襲撃があった時にたまたま神殿を離はなれており、いちはやく危険を察して逃げだした者だけだろうということだった。

「おらぁ、ごみの山に隠かくれての、一いつ生しよう懸けん命めい隠れとったん。槍やりでつつかれて怖こわかった。声も出せんくらい怖かった」

　そして、メルフは、捕とらえられたいく人かの〈旧き母〉が──その地位がいったいどういうものなのかは、いくら説明を求めても要領を得なかった──、責められ、尋じん問もんされるようすを一晩中耳にしながら、じっとそこに潜ひそんでいたのだという。

　襲ってきた連中が何を聞きだそうとしていたのかは、メルフの説明からは理解できなかった。

「隠してもいずれわかる言うての、子供の居場所を聞いとった」

「ここに子供が住んでたの？」

　レルシェの問いにメルフがうなずいた。

「でも〈母〉さまたちより前に捕つかまって、どこかに連れて行かれてしもうた」

　探しているのはただの子供ではなかったようだが、それ以上のことはわからない。〈母〉たちは責め殺され、襲撃者たちはひきあげていった。わずか半日のあいだのことだったようだ。

「ほいで、あいつらが帰ったんでの、おら、這はいだしてきて、掃そう除じしたんじゃ」

「そっか掃除したのか、全部きれいにしたんだ」

　エフェメラの言葉に、メルフはこっくりとうなずいた。

「それがおらの仕事じゃもん。それに、探したけど、誰も、他のことをせえて言うてくれた人はおらんのじゃもの。じゃから、〈母〉さまたちに教わったとおりに片付けたんじゃ。きれいになっとるじゃろ」

　メルフは、誇らしげに言った。

「うん、すごいね。ぴかぴかだよ」

　エフェメラの言葉に、メルフは嬉うれしそうに笑った。

「これ以上は聞いてもあかんのとちゃうか、アンディ？」

　タッタが囁いた。口の構造と声の性質上、どうしても大きめの囁き声になってしまう。

「いらんかな、おら、いらんのかな？」

　メルフが、その声を聞きつけて、悲しそうな顔をした。年はとっていても、目と耳は達者なものらしい。

「あ、いやいや、そういうこっちゃないねんで。ほんま、お婆はん、えらいなあ、わいではそんな短い時間で、こんなふうに掃除でけへんで、いや、ほんま」

　タッタがあわててなだめた。身み振ぶり手て振ぶりをまじえて、おおわらわである。どうやらメルフの機き嫌げんは直った。

「お婆さん、襲ってきたやつらが何者なのか、なんでもいい、手がかりを思いだせませんか」

　アンディは、望みをかけずに訊ねてみた。

「……わからんけど、やっぱり〈結社〉の人じゃないかのう……」

　長い時間考えた末に、メルフはぽつりとそう言った。

　アンディも、そのことは予測していた。あの怪かい物ぶつバンドーリが、〈結社〉の血をひく者を襲わないとすれば、自分たちが無事だったのに、帝てい国こくの騎き士したちが全ぜん滅めつさせられたことも理解できる。しかし、だとすれば、どういうことなのだ？　〈結社〉はこんなふうに内部で争うような組織なのだろうか。ならば、どちらかは自分たちの味方なのだろうか？　どちらかがリアラを送りこみ、どちらかがサーナを操あやつろうとしたのか？　それとも、双そう方ほうとも敵なのか。

　事態は混乱するばかりだった。

「これからどうする、兄さん」

　メルフの手を軽く握にぎってやりながら、エフェメラは言った。

「そうだな……もしも、何か記録のようなものがあるなら、それを調べることもできるんだが」

　メルフが、それを聞いて、ぶるぶると首をふった。

「駄だ目めだぁ、あれは触さわっちゃいけないんだ」

「あるんですか？」

「あるの？」

　双ふた子ごに同時に顔をのぞきこまれて、メルフは思わず身を引いた。

「ここはわたしらが片付けるからって、おらは触っちゃいけねえんだって」

　おろおろとメルフは言ったが、そんな言葉がいまさら双子に通用するわけもない。

「どこにあるんですか？」

「お願い、お婆ちゃん」

　エフェメラの両手がすっぽりと年老いた女性の手を包みこんだ。

「……こっちだ」




　　　　４




　ドラクは、うっすらと目を開いた。舌をつきだして、くちびるをなめる。そこに垂らされた何かが、まだかすかに残っていた。唾つばといっしょに、ごくりと飲みこむ。わずかに甘い。

「気がついたか？」

　その彼を、世にも美しい顔がのぞきこんでいた。

　男だろうか。女だろうか。これは、誰だったろうか？　頭の中に靄もやがかかったようで、はっきりとした思考がつながらないのだ。

「さあ、立ちあがるのだ。できるはずだぞ、もう」

　顔に似合わない嗄しわがれた声で命じられて、ドラクはゆっくりと半身を起こした。あばら骨のあたりから、鈍にぶい痛みが伝わってくる。

　伝わってきた痛みが、一いつ瞬しゆんだけ彼を覚かく醒せいさせた。

　こいつのつけている紋もん章しようは黒翼鳥、……もしやキーンブルクから姿をくらませた魔術師ウイザードではないのか？　なぜ、こんなところにいる。やはり、やつらの仲間だったのか。こいつはいったい、なんだ。この真しん紅くの目。邪じや悪あくな光だ。間違いない。

　ドラクの手が、剣けんを探さぐった。

「さあ、これであろう？」

　すっと目の前にそれがさしだされた。刃はこぼれがひどい。ドラクは、しっかりとその柄つかを握った。

「我は汝なんじの味方だ」

　視界一いつ杯ぱい、白い顔が広がる。そして、何か柔やわらかいものが彼のくちびるに押しつけられた。晴れかけていた靄が、霧きりになり、濃のう霧むになった。

「我は味方だ、敵はこの奥」

　表情を失ったまま、ドラクが立ちあがった。黒翼鳥に導かれるまま、彼は神殿の奥へと向かった。




　メルフが案内してくれた書庫は、既すでに襲撃でさんざん荒あらされた後だった。書しよ棚だなは引き倒たおされ、書物や巻物が床ゆかに散乱していた。

　しかも、火をかけられたのか、あるいは不注意のせいか、部屋の半ばは黒く焦こげ、多くの書物は灰になっていた。

「駄目かしらね、これじゃ」

　レルシェは、がっくりと肩かたを落としてつぶやいた。

「いや、まだよく調べてみないとわからん。重要なものは持ち去られただろうが、見落としがあったかもしれない」

「で、さらにそれが焼け残っていることを期待するわけ、兄さんは？」

　エフェメラは、既に背を丸めて座りこんでいた。両りよう膝ひざが開いて、腕うでをだらりと膝にのせている。お尻しりは地面につけず、宙に浮かしていた。

「エフィ、そのはしたない座り方をやめなさい」

「へいへい」

　おざなりな返答をして、エフェメラは立ちあがった。

「でもさ、本気でここを探るわけ？　服なんて煤すすだらけになっちゃうよ」

「確かに、かなりの大仕事だが」

　アンディですら、ため息をつくような混乱ぶりだった。

「まあ、しゃあないわな」

　ちらかった紙切れを拾い集めながら、タッタが言った。

「ねえ、お婆ばあちゃん。ここの他ほかに、なんか書いたものが残ってるところってないの？」

　メルフは、エフェメラの問いに、首をかしげた。

「……ある」

「そこに案内してくれる？」

　メルフは、今度は躊ちゆう躇ちよせずにうなずいた。

「ねえ、兄さん、まず神殿全体をざっと調べてみようよ。何か見つかるかもしれないし」

「そうね、私もそれがいいと思うわ」

　手に取った巻物になにげなく目を落としていたレルシェが、顔をあげて言った。巻物を、無雑作に床にほうり捨てる。

　しばらく考えて、アンディはうなずいた。

「よし、そうしよう」

「そうかぁ、ここをほっとくんかあ？」

　タッタは、少し不服そうだ。

「そう言うなよ、タッタ。ぼくも、ちらかっているのをそのままにするのは好きじゃないが」

「いや、片付けても儲もうかるわけやなし、自分の体が汚よごれるのは、それはそれで嫌いややけどな」

「……この男どもときたら」

　エフェメラは、兄に気がつかれないようにひそかに嘆たん息そくした。そして、レルシェも、と思って彼女を見た。女の子同士、笑いあって感情をわけあおうと思ったのだ。しかし、レルシェは、何か考えこんでいるようだった。

　エフェメラは、気にも留めずにメルフについて歩きはじめた。

　本堂を出て、二つの塔とうのあいだを通ると、神しん殿でんに仕えていた人々が住んでいたという、大きな建物があった。

　その向こうには、畑と牧草地が見えている。畑には、いくつものいくつもの土のもりあがりが見えた。まだ、真新しい。

　それがなんなのかを、誰だれも訊たずねようとは思わなかった。

　大きな井い戸どの横を通りすぎ、木戸をくぐると、メルフが、ここだ、と言った。メルフが案内してくれたのは、台所だったのだ。百人分くらいはいっぺんに作れそうな、大きな台所である。ここも、きれいに掃除してあった。

　字が書いてあるというのは、要するに食料の記録のことだった。

「イモ三樽たる、干し魚二樽。そのうち一樽は腐ふ敗はい、返品のこと。支し払はらいは……」

　レルシェが大きな声で読みあげた。

「きちんとした帳ちよう簿ぼね。ごまかしもなし、しっかりやりくりしてるわ」

　レルシェは、ばたんと帳簿を閉じた。

「次に行ってみるか」

　アンディは、先頭に立って歩きはじめた。その足どりには、ゆるぎがなかった。




　どうなっているのだ？

　黒翼鳥は、ドラクを引き連れて神殿の内部を歩いていた。幼いころをすごした場所だ。記き憶おくと寸分の違ちがいもない、というわけにはいかないが、迷うほどには変わっていなかった。

　なぜ、誰もいない。

　入りこむのは、思ったよりも簡単だった。簡単すぎるほどだった。

　結界が、なくなっていたのだ。

　追放した子を拒こばむ結界が。

　黒翼鳥は、こう聞かされていた。〈結社〉が特別な方法で産みだした子は、強く魔ま法ほうの加護を受けている。それゆえに、その特別な波動を覚えさせ、ある場所に入れぬようにすることができるのだと。現に、幼い彼には決して入れない部屋が、この神殿には存在していた。近づくだけでも、吐はき気けと痙けい攣れんに悩なやまされたのだ。

　この神殿を出され、魔術師ウイザードのもとに修しゆ行ぎように出されるときに、波動を変化させられ──いわば呪のろいだ──、この神殿のもつ波動と反発し合うようにしたと宣言された。近づけば、ただの無力な子供に返り、悪くすれば命を落とす、と。

　それが結界だ。

　魔術師ウイザードとして修行を積み、師を殺して闇やみの月に従うようになっても、結界の正体はわからなかった。破る手段が見つからない。

　地域のもつ波動──地相とか風水とも言われるが──と結界は強く結びついており、他の神殿で産まれた子を入れる時には開かねばならぬと知ったのは、あることで捕とらえた〈結社〉の女からだった。あれは、なかなかに楽しい女だった。寝しん台だいの上でも、情報の源としても、そして〈悪あく魔ま〉への生いけ贄にえとしても役に立ってくれた。

　この情報を元に策を練り、探しだし、見つけたのがあの双子。

　グラダスで産まれたがゆえに、帝国の〈結社〉の神殿の波動とはなじまない。彼らを迎むかえ入れさせれば〈結社〉も神殿を開く。ただそれだけ。ここに入るために長い長い準備をした。

　ところが、やって来てみれば、もはやあの結界は存在していなかった。以前に二度、訪おとずれた時ははっきりと感じとれたというのに。

　幼いころ、入れなかった部屋にも近づいてみたが、なんの影えい響きようもなかった。そこはもぬけの殻からだったのだ。

　あるいは罠わななのかと思った。ここまで苦労して双子を誘ゆう導どうしてきたのは、いったいなんのためだったのかと怒いかりを覚えた。

　だが、すぐに考えを切り替かえた。

　結界がないのなら、それは歓かん迎げいすべきことではないか。なすべき目的には変わりはない。

　双子が入りこむ。混乱が起きる。そうなれば〈旧ふるき母〉の中でももっとも尊大な、あの〈大教母〉が出てくるはずだった。

　双子たちの次に、頭の固い帝てい国こくの神官戦士たちが押し寄せる。押し問答になるだろう。その隙すきに入りこんで、〈大教母〉と対決する。

　だが、彼が入りこんだ神殿の深奥には、〈大教母〉の姿はなかった。左の塔の頂点。そこが、〈大教母〉の御み座ざだったはずだ。

　しかし、いくつもの薄うすい絹の垂れ幕に隠かくされた御座は、まったくの空だった。威い厳げんに満ち、彼を押しつぶそうとした、憎にくき女はそこにいない。さんざん甘い言葉を囁ささやいておきながら、不要となればあっさりと彼を捨てた女。

　そこはがらんとしていた。幼いころの記憶にあった、神秘の部屋でもなんでもない。ただのがらんどうだった。その上、〈大教母〉どころか、〈旧き母〉たちの一人として、神殿のどこにもいなかったのだ。

　彼女たちの呪じゆ文もんに対たい抗こうするために用意した剣も、必要なかったのかもしれない。もっとも、あんな怪かい物ぶつがいるのも予想外だった。いつ作られ、いつ配置されたものか。近づくこともできなかったゆえに、知るすべもなかった、彼の兵士になるはずだった者たちはこの一人を残して壊かい滅めつさせられてしまった。

　あの怪物を飼ったから、結界を張らぬようになったのだろうか？

　──だが、あいつは我を攻こう撃げきしようとはしなかった。我の血の中の〈結社〉の匂においを嗅かぎわけたからのはず。

　いったい、どうなっているというのだろう。ここには誰もいない。

　まさか、ここを棄すてたというのか。長い長いあいだ、〈結社〉の女たちがすごしてきた場所だというのに。そういえば、この数十日あまり監かん視しを怠おこたっていた。あのリアラとやらへの命令をつかんだところで、送りこんでおいた密みつ偵ていも排はい除じよされていたし。

　ならば、またやり直しをしなければならないのだろうか。復ふく讐しゆうが果たされるのは、まだ遠い先のことなのだろうか。この内側から蝕むしばんでくるような、体を焦がすような思いとともに暮らさねばならない日々が、続くのだろうか。

　それならば、また、あの双ふた子ごを使ってやろう。どこに〈結社〉の〈母〉どもが逃にげたのか、探しだすがいい。お前たちは、どこまでいっても、我の道具だ。こやつと同じように。

　薬を飲ませて、意志を奪うばったドラクを見て、黒翼鳥はその大きなくちびるを耳もとにまで届きそうにつりあげた。
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　台所を出た後、いくつかの私室をのぞいてみた。おもにレルシェとエフェメラである。女性の私室なのだから、という理由だ。

　しかし、あわてて飛びだした後のちらかった衣服や、ひっくりかえった家具の他は何も見つからなかった。だが、掠りやく奪だつの跡あともない。襲しゆう撃げきの理由が、とおりいっぺんのものではないことが察せられた。

〈旧き母〉の居室であるという部屋だけは──それはしごく質素なものにすぎなかった──、寝台の布ふ団とんまで切り裂さかれ、探たん索さくの跡が残っていた。

「ちょっと休んでええかのう」

　突とつ然ぜん、メルフがそう言いだした。

「ごめんね、気がつかなくて」

　メルフの手をひいていたエフェメラが、あわてて足を止めた。

「歩くのが速すぎた？」

　メルフは首をふった。まるで、首の据すわりきっていない幼い児このような仕草だった。

「そんなことはないけども、できれば一休みさせてくれんかのう。おら、いつも部屋で茶を飲むんだで、あんたたちにも御ご馳ち走そうするだよ」

「お茶か」

　アンディが、言った。

「しばらくちゃんと飲んでなかったな」

「どうせ、味なんかわからない癖くせに」

　エフェメラはそう言ったが、どうしても急いで神殿の中を調べたいわけではない。タッタもレルシェも、反対はしなかった。

　メルフの部屋に行くには、中央の聖堂まで戻もどらなくてはならない。

　廊ろう下かを抜ぬけ、階段をおりて、外に出た。

　ここについたのが朝遅おそく。既すでに、源初の神が残した輝かがやきである太陽は、天頂をすぎ、傾かたむきはじめている。

「しかしなあ、お婆はん、ほんまになんも覚えてへんのか？」

　歩きながら、タッタが、また訊ねた。

「知らん」

　メルフの答えは、そっけないというよりは怯おびえているようだった。

「もう、タッタくん。嚇おどかしちゃ駄だ目めじゃない」

　エフェメラが、軽くタッタの頭をこづいた。

「誰も嚇かしてへんがな」

「あのね、あなたのガアガア声で問いつめたら、嚇かしてるのも同然なの」

「知るかいな。これは生まれつきや」

　エフェメラは、楽しそうにタッタとやりあっていた。朝とはずいぶん違っている。自分に秘ひめられた秘密と対面するはずが、先送りになったので、ほっとしているのだろうとアンディは思った。恐きよう怖ふに直面するのは、早いほうがいいのかもしれないが、直面しても克こく服ふくできるとはかぎらないから──。それは、アンディ自身の心理でもあった。

「お婆ばあさん、ところで、お茶ってどこのですか？」

　一応、こだわるアンディである。エフェメラの言ったとおり味の区別はついていないのだが、本人としては、茶にはうるさいつもりなのだ。

「ぼくはグラダスのトリースってところから来たんだけど、あのへんなら、ペシャール茶がおいしいんですよ」

　エフェメラは、その言葉を聞いて、笑いを嚙かみ殺した。どうせ味のわからないアンディに飲ませるのはもったいないと言って、母のプリシラが、彼が買いこんでくるといつもこっそりと、いちばんの安物と取り替えて、自分だけで飲んでいたのだ。アンディは、とうとう旅立ちまでそれに気がつかなかった。ちなみにエフェメラはと言うと、茶など飲まずに父と一いつ緒しよに葡ぶ萄どう酒しゆをくみかわしていた。五歳の頃ころからである。

「帝国じゃあ、レドレマークの茶かなぁ」

　これだって他人から聞いた評判で、おいしいと思いこんでるだけだ、とエフェメラは思った。

「知らん」

　メルフは首を振ふった。アンディが、情けなさそうな顔をする。

「けんど、グラダスのトリースっちゅうのは土地の名前かな？」

「そうだけど」

　メルフの素そ朴ぼくな声に、エフェメラが何気なく答えた。

「どっかで聞いたことがある」

「それは、まあね。あるでしょって」

　エフェメラは、ちょっぴり嬉うれしそうに言った。帝国は全体にそうだが特に中央地域は、我こそが世界の中心であるという考え方が根強く、グラダスと言っても、どこの田舎いなかだ、という顔をされることが多かったのである。

　だが、エフェメラがそう言っても、メルフはじっと考えこんでいる。

「んだ！」

「わ。なんやねん、お婆ばあはん！　びっくりするやないか！」

　タッタに言われて、メルフはしゅんとうなだれた。

「タッタくん！　さっきも言ったでしょ」

　エフェメラはぴしゃりと叱しかりつける。

「どうしたの、お婆ちゃん。何を思いだしたの？」

「攻せめてきたやつらが言ってただ。はやくグラダスさ、帰りてぇって。こんなとこに仲間が埋うめられてかわいそうだって」

　メルフの言葉に、タッタと双子は、電でん撃げきに打たれたように一いつ瞬しゆん立ち尽つくした。グラダスからやってきた？　そうだ、そうだろう。父が殺されたのは、トリース森王国にある、双子が生まれた故郷の街だ。〈結社〉は、そこにもいるに違ちがいない。

「埋められた……？」

　アンディの顔が、歪ゆがむ。そして、何かをふっきったように、彼は言った。

「お婆さん、襲おそってきた連中が埋められたのは、どこだかわかりますか？」

「ちょっと兄さん、まさか」

「アンディ！」

　悲鳴のような、女二人の声が重なる。彼が何を考えたのかを察したのだろう。

「手がかりは、それしかないんだ」

　悲ひ壮そうな決意が、その顔にはうかがえた。

　だが、その瞬間、奇き怪かいな哄こう笑しようが響ひびきわたった。

「騙だまされるな、子供たちよ、その女にな！」

　五組の視線が、はっとその声の主に集まる。青く塗ぬられた左の塔とうからあらわれた人物。黒翼鳥が、そのローブを風にはためかせていた。

「きさま！　今日こそは、裁きをくだす、ガヤンの名において、リアラさんとグノバさんの死の責任、とってもらう！」

　アンディは、ソードブレイカーに手をかけた。

「許さないからっ！」

　涙なみだをあふれさせながら、エフェメラがマントをひるがえした。

　タッタとレルシェは、きょとんとしていたが、双子のようすを見て、あらわれたのが敵であることを悟さとった。いや、タッタのほうは双子の話を思いだしていた。

「こいつが黒翼鳥か！」

「なんですって？」

「悪いやつや」

　その一言で、レルシェは、それ以上問いかけようとはしなくなった。それぞれに武器をかまえる。

　黒翼鳥は、愚おろかにも進みでたことを後こう悔かいはしていなかった。黙だまって不意討うちをかけ、一気にまとめて殲せん滅めつすることもできた。しかし、それではつまらない。

　かつての自分のように、あの女に操あやつられているやつら。

　やつらに、そのことを知らせ、屈くつ辱じよくを味わわせねばならない。

　自分が感じた苦痛を、全すべての人間が感じるべきなのだ。そして、あの女だ。あやつに、自分がどうして殺されるのかをたっぷり教えてやり、その計画が、捨てたはずの自分によって壊こわされる悔くやしさを教えてからでなければ、まだ殺しはしない。

「よいか、その女に騙されるな。お前たちは、また操られようとしているのだ。〈結社〉の道具にされようとしているのだぞ」

「何を言ってるのよ、あたしたちを操ろうとしてるのは、あんたのほうでしょうが！」

　エフェメラは、黒翼鳥の指先の正面に立った。彼女の背後には、メルフがいる。

「いつまでごまかしているつもりだ、母上。そろそろ正体をあらわせ。これ以上、この愚か者どもをたばかろうとしても無む駄だなことだ。彼らに利することをしてやる理由はないが、お前の邪じや魔まをする理由であれば、いくらでもあるぞ！」

　この邪術師ソーサラーは何を言っているのだ？　どうやら、この女性を知っているらしいが、どういうことだ。双子が混乱におちいった時、奇怪な声が、エフェメラの背後から聞こえた。

「ほっほっほっほ、魔術の腕うで前まえだけは成長したようじゃのう」

「お、ばあ……ちゃん？」

　ふりむいたエフェメラの目に飛びこんできたのは。

　メルフの笑い顔だった。そこには、先刻までの、愚かだが気の好い女性の姿はなかった。その瞳ひとみは、果てしない知性にあふれ、すっくと伸のびた姿勢には気品すら感じとれた。しかし、その笑えみは、人の心をやわらがせるようなものではない。見る者を押しつぶすような、異様な笑い顔だった。その知性は、呵か責しやくなく対象を切り裂くたぐいのものだった。

「久しぶりじゃのう、セーレディーン」

　大いなる母のごとき、いつくしみに満ちた声。さしのべた手は、いつでも抱だきしめてくれそうだ。しかし、それは同時に、一度捕とらえられれば二度と抜けだせない泥どろ沼ぬまのようなものを、奥底に感じさせた。

「黙れ、〈大教母〉！　その名は捨てた。我はお前を殺し、そして〈結社〉の全てを終わらせるために来たのだ！」

「できると思うておるか」

　仮面を脱ぎ、〈結社〉を指導する〈大教母〉の顔をあらわにして、メルフは、ぽつりと呟つぶやいた。

「わしにすらできぬことがよ、我が子セーレディーン……」







　第五章〈結社〉の計画
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「お婆ちゃん、あなた……」

　メルフの顔をじっと見つめていたエフェメラは、よろめくように一歩下がった。しかし、それは黒こく翼よく鳥ちように近づくことになる。

　そう気がついたエフェメラは、邪術師ソーサラーに正面を向けようとした。

　だが、ふりむけば、メルフを背にすることになる。

　エフェメラは、それも恐おそろしくなっていた。

　さきほどまで、ずっとメルフに触ふれていたてのひらが、なんだかぬるぬるしているようにさえ思えた。また、いつもの過か剰じような想像力の産物だとわかってはいたけれど、どうみずからに言い聞かせても、その感かん触しよくは消えなかった。

　迷うエフェメラの肩かたをつかんでひきよせたのは、アンディだ。彼は、妹を摑つかんだまま、じりじりとそこを離はなれた。左右の魔ま法ほう使つかいに油断なく視線を走らせながら、タッタとレルシェにも合図してさがらせる。

　おのおの水みず袋ぶくろや背負い袋を地面に捨てて、身軽になり、武器を構えた。

　メルフと黒翼鳥は、そんな四人には関心はないとでもいうふうに、じっと睨にらみあっている。もちろん、そんなはずはない。双ふた子ごたちは、彼らにとっていまだに重要なコマであるはずだ。

　ぶつかりあう視線をさまたげる者は、もういない。アンディたち、メルフ、そして邪術師ソーサラーが、大きな正三角形の頂点をそれぞれ占しめた。

「お前は、二度とここへ帰ってはならぬ子であったのだよ」

　メルフ、いや、黒翼鳥の言にしたがうならば、〈大教母〉は、哀かなしげな声でそう言った。

「だが、我はこうして戻もどってきた。我は、お前たちに勝まさる存在なのだ！」

　それは高らかな勝利の宣言というよりは、悲痛な絶ぜつ叫きようのように聞こえた。

　だからこそ〈大教母〉は、ゆるゆると首をふった。その仕草が、先ほどまでと同じで、エフェメラは、ああ、あれは同じ人なんだな、と思った。

「それは違う、坊ぼうや」

　そう呼ばれて、黒翼鳥の体がぴくりと揺ゆれた。

「坊やだと」

　黒翼鳥の声こわ音ねは、すさまじい怨おん念ねんに満ちている。

「この我を坊やと呼ぶのか！」

　そう叫さけんで、黒翼鳥はみずからの胸をがしっとつかんだ。たっぷりとしていたローブにしわがよる。その手には、丸い肉のふくらみが握にぎられていた。

「女性、だったのか？」

　アンディは呟いた。

「我は女ではない」

　その声を聞きつけたのか、黒翼鳥は言った。がっとローブのあわせ目をかき開く。

「見よ、母上。これでも、我を坊やと呼ぶのか。見よ、お前たち、これでも我を女と呼ぶか」

　ローブの下は、裸はだかも同然の、身体からだの線があらわになる衣服だった。あわせ目を開くと同時に、その顔を隠かくしていたフードが、はらりと落ちた。美しいその顔があらわになる。二つの胸のふくらみは、形よく豊かであった。アンディが、はっと目をそむけた。

「やっぱり女の子……」

　エフェメラが、周囲の状じよう況きようも、それが何者であるかも一瞬忘れて見み惚とれるほどの美び貌ぼうだった。

「違う！」

　黒翼鳥の頰ほほに、すぅっと涙が一筋、流れ落ちた。本人も、それを意識してはいなかったであろう。それは邪術師ソーサラーが、三十年ぶりに流した涙だった。

「よく見て、エフィ、アンディ」

　レルシェは静かな声で言った。彼女は、気がついていたのだ。

「あるよ、あそこにも」

「あ……やだ」

　エフェメラが、かっと赤面した。黒翼鳥の、ぴったりした服につつまれた股こ間かんには、まぎれもない男のしるしのふくらみがあったのだ。

「いやだ、か？　であろうな。だがな、お前だけではないぞ、我とて好きではないのだ、この体はな」

　黒翼鳥は、鋭えい敏びんにエフェメラの言葉を聞きとがめていた。

「そんな意味で言ったんじゃ」

　思わずエフェメラは、言葉を返していた。エフェメラが嫌きらっているのは黒翼鳥の精神であり、その肉体ではない。

「そうか、女じゃない……」

　かすれた声でそう言ったアンディに、タッタが平然と応じた。

「けど、男でもないわな。で、それがどうしたン？」

「それですませてくれん愚おろか者が、世間には多くてな」

　黒翼鳥は、憎にく々にくしげに言って、ローブをもとに戻した。フードを再び、かぶりなおす。傾かたむいたとはいえ、まだ太陽の輝かがやきは彼──であり彼女でもあるもの──の肌はだを焼く。魔術の才の代だい償しようは、陽光に耐たえられぬ白き肌であった。

「我は常人とは違う優すぐれた体と教えられた。全て〈結社〉の計画のためだとな。ところが、育てるうちに、我は役に立たぬと言われ、あっさりとほうりだされたのだ。我の、我の生まれてきた意味はどこにあった？　与あたえられた意味を奪うばわれた時に！」

　黒翼鳥の手が、胸の前でぐっと握りしめられた。

「我は、自分自身で新たな意味を見み出いだすしかなかったのだ、この呪のろわれた生にな」

「そして見出したのが、他人の心をもてあそぶことだとでも言うのかっ！　他ほかの人々までを呪って、それに意味があるとでも」

　アンディの純じゆん粋すいな怒いかりを、黒翼鳥はあっさり受け流した。

「違ちがうとも、もちろん」

　黒翼鳥の声は、一転して甘美なものを味わっているかのようなそれになった。

「違うとも、我の見出せし存在の意味は復ふく讐しゆうだ。いくたりもいた、我が兄や姉たちに代かわってのな。〈結社〉の〈母〉に捨てられた子供たちのための復讐だ。そして、捕とらわれた運命から、捕らわれていることすらも知らぬ弟たち、妹たちを解放してやらねばならん」

「そんなの、してくれなくていいよっ」

　エフェメラが兄に代わって叫ぶ。

「たとえ年下の者がいらぬといっても、ためになることならしてやるのが、兄の、そして姉のつとめなのではないか」

「何が自分のためになるかくらい、自分でわかるもんっ！」

「そうだな、エフィ」

　アンディが、ゆっくりとそう言った。

「たぶん、もうそうでなくちゃいけないはずだな、ぼくたちの年ねん齢れいになれば」

　レルシェが、ぽんとアンディの背中を叩たたいた。一いち陣じんの風が吹ふいて、アンディの前まえ髪がみを乱す。

「ぼくたちを弟と呼び、妹と呼ぶなら、自分たちの運命は自分で決められるように手を貸してくれ。どうか、全すべてを教えてほしい」

　恨うらみはある。憎しみは消えない。だが、もしも、この邪術師ソーサラーも犠ぎ牲せい者しやなのだとしたら、アンディは和解の機会を与えるべきだと思った。自分でも、空々しい言葉に聞こえたが、それでも彼が受けてきた教えは、そうすることを彼に求めていたのだ。

「愚かな」

　黒翼鳥から返ってきたのは、ただ嘲ちよう笑しようだけだった。

「そこまで愚かなお前たちは、やはり、我が導くしかあるまいが」

「しなくていいってば、あんたの恨みを、あたしたちに押しつけないで」

　エフェメラの言葉を、アンディが補足した。

「もしも、〈結社〉が悪をなしているのなら、ぼくらは怒おこる。あなたに導かれるまでもない」

　先ほど背を叩いたレルシェの手が、アンディのマントを握っている。まるで、彼がどこかに去ってしまうことを心配しているかのようだった。

「ならば、〈結社〉がどれほどに怒るべき相手かを知るがいい」

　黒翼鳥は、アンディたちと話しているあいだも、寸時も〈大教母〉から注意をそらさない。

　責められた母はため息をついた。

「恨んでおるのか。胎たい内ないにおったお前を薬と魔ま術じゆつでそのようにしたことは、確かにいけないことであったかもしれぬ。だが、それも多くの人々を救うためであったのだ」

　諭さとしの声音であった。

　黒翼鳥の返答も、少し穏おだやかだ。

「それは恨んではおらぬ。魔術で手をくわえられたこの体、欠点も多いが役にも立ってくれた。……本当なら、もっと役に立つはずと、そう聞かされていたがな」

「それはやむをえまい。お前には欠けたものがあった……。だが、魔術師ウイザードとして新しく生きる道を与えたではないか、導いてくれる人もおったはずではないか」

「あやつらめがっ。なにが賢かしこき者よ。なにが世を捨てて、超ちよう越えつした者であったのかよ」

　黒翼鳥の言葉の嘲笑の響ひびきは、一体誰だれに向けられたものか。魔術師ウイザードたちか、それとも何も知らぬげな〈大教母〉か、それともおのれ自身だろうか。

「さんざん、この体をいじくりまわしてくれたわ。研究室でも、寝しん台だいでもな」

「それで、〈悪あく魔ま〉などにつけこまれおったか、お前は」

　怒るというよりは、叱しかる口調で〈大教母〉は言った。

「つけこまれてなどいない」

　黒翼鳥の口調は、冷静なものに戻った。

「あなたたちを滅ほろぼすために、この力を得た」

　そして黒翼鳥は、ぴたりと双子を指さした。

「母上たちが、我に何をしたかはわかったろう。次は、お前たちに何を望んでいるのかを、教えてもらうがよい」

　黒翼鳥の声は、さらに低く、かすれていく。ひそやかに、恋こい人びとの耳に囁ささやくように。

「なるべくゆっくり話すがいい。話し終わった時が、あなたの最さい期ごの時なのだ、母上」

「なぜ、そのようなことをさせる」

　淡たん々たんとしたメルフの問いに、黒翼鳥はひそやかな笑いとともに答えた。

「話すほどに悔くやしかろうと思うからだ。あなたの語る世界の救いとやらが、全て崩ほう壊かいすることを、話しているあいだ中、思い知り続けるからだ」

　あらゆることが自分の思いどおりになる。黒翼鳥の声は、そんな自信にあふれていた。

「そういうことであれば、あまり言いたくもなくなるがな」

　メルフは、鋭するどい瞳ひとみで双子を見た。エフェメラが、ぞくりと身を震ふるわせた。

「そちらに言いたいことがなくても、こちらには教えてもらいたいことがあります」

　アンディが、エフェメラの肩をしっかりと支え、凜りんとした声音で言った。その奥に隠された、ほんのわずかな震えに気がついたのは、おそらくはエフェメラ一人だけだったろう。レルシェにもわからない。

「ぼくの父は、青い爪つめをした女に殺されました。あなたが〈聖なる母の結社〉の代表だというのなら、それが何故なぜか、誰によるものか知っているんじゃないんですか」

　メルフの瞳が、じろりと双子をにらみつけた。

「くだらぬことじゃ」

「……なっ！」

　アンディは絶句した。父の死が……くだらない？

「こんクソ婆ばばっ、そんな言い方はないやろっ！」

「そうよ、アンディの気持ちを考えなさいよっ」

　言葉を失った双子に代わって、タッタとレルシェがむきになって怒ど鳴なる。

「言いたくはないが、言っておかねばなるまいの。お前たちが知るべきことは、他にある」

　メルフは、タッタとレルシェの言葉をまるで気にもとめていない。そこにいることを認にん識しきしてすらいないのではないかと思われた。

「今、〈結社〉が二つに割れている。こればかりは残念ながら真実じゃ」

　ぎらりと宿った眼光は、アンディとエフェメラを射ぬき、その反論を封ふうじた。

「愚かな一派が我らを襲おそった。お前たちが見たこの惨さん状じようは、それゆえだ。できれば、知らせることなく、お前たちをグラダスに返すつもりだった。お前たちが〈結社〉の争いについて知ったとすれば、いやがおうでも争いに巻きこまれることになる。それは避さけたかったのだ」

「噓うそだぞ、それは」

　からかうように、嘲あざけるように黒翼鳥が言った。

「こやつらが他人のことなど考えるものか」

　偏へん見けんに満ちた黒翼鳥の言葉だが、じつは的を射ていないわけでもない。

「よいか、〈結社〉の血を絶やさぬことが重要なのだ」

　メルフは、黒翼鳥の言葉も無視した。そして、双ふた子ごに説いた。

「お前たちは帰るがいい。全てを忘れて、ふつうに暮らせ。そして子を産み、育てるのだ」

「できないよっ」

　叫んだのはエフェメラだった。その瞳から、とめどない涙なみだがあふれている。

「このあいだまで、そう思ってた。兄さんを連れて帰って、のんびり生きてればいいって、そう思ってた。父さんを殺したやつは憎い。でも、憎んでもしかたないじゃない。殺したって、怒ったって、どうしようもないし、父さんだって生き返ってこない」

　その言葉を聞いて、黒翼鳥がいらだたしげにさえぎった。

「賢さかしいことをっ！　それは本当に憎んだことがないから言えることだ。本当に怒ったことがないからな」

「違う」

　アンディは、妹のように叫さけびはしなかった。低い声できっぱりと言った。

「ぼくたちは本当に憎んだことがある。怒ったこともある。たとえば、お前をだ」

　すらりと抜ぬいたソードブレイカーの切きつ尖さきを、アンディは黒翼鳥に向けた。そこからほとばしった気き迫はくに、思わず黒翼鳥はたじろいだ。

　──馬ば鹿かな、この我が、あのような小こ僧ぞうに？　気け圧おされたと？　ありえぬ。

　黒翼鳥は認めようとしなかったが、それこそが事実だ。

「教えてよ、お婆ばあさん」

　エフェメラの声が、ふっと調子を落とした。彼女はきゅっと握にぎった小さな拳こぶしで目の下をこすり、鼻をすすりあげている。

「どうして、リアラさんやグノバさんが、そしてサーナさんも死ななければならなかったのか」

「愚かだったからだ、お前たちと同じにな。大事なのはおのれだ。そのことを忘れたがゆえに、あやつらは死んだのだ」

「そんなことを、お前に言う資格があるのか！」

　黒翼鳥の嘲りの言葉に、アンディとタッタが一歩踏ふみだした。

「ドラクっ！」

　それを見てとって黒翼鳥は、薬によってとらえたおのれの剣けんを呼んだ。ものかげから、剣と楯たてをたずさえた人ひと影かげがあらわれ、黒翼鳥をかばうように立ちはだかった。

「帝てい国こくの兄ちゃん、生きとったんか。なんで、そいつの味方しとんねん！」

　タッタの驚きよう愕がくの叫びにも、それは答えなかった。

「よく見ろ、タッタ。こいつは操あやつり人形だ。薬か、それとも魔ま法ほうさ」

　帝国の騎き士しの瞳はにごり、口はなかば開いたままだ。とはいえ、その剣けん技ぎに衰おとろえがないことは、かまえでわかった。

「あの娘こらは、決して愚かではなかったぞ」

　剣の戦いに興味を見せず、〈大教母〉は言葉を続けた。

「失敗したとはいえ、長き計画においては、ささいな足あし踏ぶみにすぎぬ。全ては〈月に至る子〉を、この世に招来せんがため、赤き血の一ひと滴しずく、白き血の一滴を積み重ねてな」

　アンディとエフェメラは、リアラが教えてくれたことどもを思いだしていた。

『子供を生む女たちの〈結社〉。出会いも別れも〈結社〉の計画です。メノアもいずれ選ばれた夫とめあわされるはず。〈結社〉は、一千年のあいだ最後の目的に向かってそうしてきたの』

　その時、教えてくれぬままにリアラが死んだ、その最後の目的。

　それが、その〈月に至る子〉だというのだろうか。

「……古い本で見たことがあるよ。〈月に至る子〉って言葉」

　エフェメラの脳のう裏りで、古い記き憶おくがうごめいた。

「そんなもの、ただの伝説だわ。本当に古い、忘れられかけた伝説じゃない！」

「物語と幻まぼろしの中に真実を見み出いだす、シャストアの神官とも思えぬ言葉よな」

　その〈大教母〉の言葉に虚きよをつかれ、エフェメラは不安げな表情をあらわにした。

「知っているのか、エフィ？」

　アンディの静かな言葉に、彼女はこくりとうなずいた。幼い頃ころに母が教えてくれたお話だ。シャストアの神しん殿でんに通い、物語についての教えを受けるようになった時に調べたが、どの書物にも載のっていなかったし、語りべたちや吟ぎん遊ゆう詩人たちもその断だん片ぺんしか知らなかった。

「もう、ほとんど、忘れてしまったけど」

　母が教えてくれたその一節が、記憶によみがえってきた。まるで、今日のために教わっていたように、すらすらと口にのぼってくる。




「月は帰りきたりぬ　月は帰りきたりぬ

　世界がゆらぎ　深しん淵えんへと滑すべる

　そのおりに帰りきたりぬ

　されど〈源人の子ら〉　全すべてを忘れており

　月は贈おくり物ものをすれど　正しく受け取る者はなし

　ただ一人あり　金の髪かみの若き勇士

　虹にじの階段　雲の馬　いずれをもてもたどりつけぬ　永えい劫ごうの高みへと昇のぼる

　暗き闇やみの果てへ　凍いてつく虚こ空くうの果てへ

　そして月に至り　帰りきたりしものとともに　再びの旅立ちへと　導かんとせん

　神のもとにゆきて　契ちぎりをなせり

　されど　忘れがたきは　地上の黒くろ髪かみの娘むすめ

　彼は戻もどる　して神々と約束せん　我に続く者を教え　いずれは人をみな月に至らせんと」




　シャストアの神殿は語りのすべを教える。そこで鍛きたえられた声で、朗々とエフェメラがその一節を語るあいだ、なぜか誰も動かなかった。

「……ここだけ、はっきり覚えてる。〈悪魔〉戦争の時に、勇者が月に行って、そして帰ってきた。人々に魔法を教えた、その英えい雄ゆうこそ〈月に至る子〉。異い端たんの伝説だよ……」

　千年前の〈悪魔〉戦争の真実を覚えている者は神々のみというのが、神殿の教えだ。

　長きに亘わたった超ちよう絶ぜつの戦いくさであり、それにまつわる英雄や邪じや悪あくの伝説は数多い。

　その真しん偽ぎのみわけなど、地上にありし者につくはずもなく。

「昔話がどないしたっちゅうねん。伝説の男を生き返らせようとでもいうんか、あんたらは」

　わけがわからんと言いたげにタッタが槍やりの先を左右にふった。

「もう、ごたくはけっこうや。あんたらが、ええもんなんか悪もんなんかだけ、はっきりしてくれ。そしたら、すっきり殴なぐったる」

「この世に善も悪もない。絶対の善と悪とが存在する常とこ世よへと人を導くのが、我らの〈月に至る子〉。そこに行くために、我らは働いておるのじゃ。それがゆえに、お前たちは帰るのだ」

　メルフはそう言ったが、誰だれ一人承知する者はいない。

「できないって言ったわ」

　エフェメラの頰ほほはまだ濡ぬれていたが、瞳は乾かわいている。

「この世の全てを救うためでもか」

　一言、一言を区切るように、メルフは強調した。

「子を産めって言ったわよね」

　エフェメラの問いは静かだった。

「そうしたら、いつかは、その子供をとりあげられちゃうんでしょ」

『いやぁ！　あの子を連れていかないで。私から奪うばわないで、どうしてあの子なの？　メノア、メノ……ア……』

　リアラの叫びが、エフェメラの耳の奥にまだ残っている。

「あたしは、あんなふうに叫びたくない。リアラさんのようには、なりたくない」

「おのれさえ、幸せならばいいと言うのかえ」

　メルフの言葉にちらりとだけ、怒いかりの響ひびきがあった。それがエフェメラを勇気づけた。

　こいつだって怒おこる、あたしと同じ人間なのだ。怒るやつなら……からかってやればいい、いつものように。

　だが、アンディはちらりと訝いぶかしさを覚えていた。こんなことを言っても、ぼくたちが承知するはずがないじゃないか。エフェメラを、ぼくを、ますます〈結社〉に反発させるだけなのに。そんなことがわからないのだろうか？　それとも、わざと怒らせようとしているのか？

　アンディは、もうしばらく、エフェメラとのやりとりを続けさせることで、それを見分けようとした。怒らせようとしているのなら、せめて、ぼくは冷静でいなくては。

「自分さえ満足ならいいと思っているのは、お婆ちゃんのほうじゃない。あの人と同じで」

　あの人、と言いながらエフェメラは黒翼鳥を指し示した。メルフの瞳を正面からのぞきこむ。もう、さっきほど恐おそろしくは感じない。エフェメラは、言葉を続けた。

「みんなのためとか、なんとかいうけど、所しよ詮せんは自分だけがいい気になってることって多いのよ、そういうのって。はっきり言って、ありがた迷めい惑わくっていうの」

　メルフが、何も反論できないでいるあいだに、立て続けにエフェメラの舌ぜつ鋒ぽうがひらめいた。すっかりいつもの調子に思える。レルシェやタッタはあきれたように見ていた。黒翼鳥ですら、いささか啞あ然ぜんとしているようだ。だが、アンディには、エフェメラがいつもより早口になっているのがわかった。エフェメラは、少しでも勢いをゆるめれば、自分が耐たえられなくなるのがわかっていたのだ。

「その反逆してるって一派も、お婆ちゃんの押しつけがましいとこがいやになったんじゃないの？　そうよ、きっと。いいじゃない、救世主なんかいなくたって、どうにかやっていくわよ、あたしたち」

　あたしたち、みんな、人間全て、生き物全て。これは、本当にそう思っている。

　エフェメラは楽天家だ。ものごとは気楽に考えたほうがいい結果になると信じている。

「勘かん違ちがいするな。〈月に至る子〉は救世主などではない。その深遠な秘密は、お前たちなどにはかり知れるものではないのじゃぞ」

　わずかな隙すきをついて、ようやく〈大教母〉は口をはさんだ。やはり、反発させようとしているとアンディは思った。そうすることによって、自分たちを〈結社〉から引きはなそうとしているのだろうか。なら、逆効果でしかない。

「だったら、あたしたちなんかに関かかわらせないでほしいわ。いつか子供が連れてかれるんじゃないか、旦だん那なのことを、この人はだれかの計画であたしのことを好きだって勘違いしてるんじゃないか、そんなふうに疑って生きるなんていやだもん」

　エフェメラは、腰こしに手をあてて胸をはった。

「あたし、だから、全部を知ってみせる。関わりたくはないけど、立ち向かってみせる」

　きっぱりとエフェメラは言った。

「よう言うた！　えらいぞ、エフィ」

　タッタが、にやりと笑って片目をつぶった。

　どうやら、これで妹が言うべきことは言い尽つくしたな。

　そう判断したアンディは、エフェメラの隣となりに進みでた。レルシェの視線を、頰に感じる。

「ぼくはこいつと少し違ちがいます」

　彼の声にも、既すでに興奮はない。

「ぼくは、あなたがたのやり方を認められない。人殺しをした、別の一派というのもね。帝国に留まる気は、もうありません。でも、グラダスに〈結社〉がいるのなら、必ず探しだしてみせます。そして、非道をやめさせないわけにはいきません。知ち恵えある者の心にあまねく存在する、法の定めにかけて」

「わしの忠告には、従わんのじゃな」

　ぽつりと言って〈大教母〉は、小さくため息をついた。ただの下働きと思われていた時に戻ったように、うなだれる。ただ一人だけが、その口もとの奥にひそんだ笑いを見み抜ぬいていた。

　ぱちぱちぱちぱち。拍はく手しゆが、神殿の中庭に響き渡った。

「大変面おも白しろい茶番だったが、そろそろ終わりだ」

　黒翼鳥が、拍手の主だ。

「きみたちの望みは、我が代わってかなえてさしあげよう。〈結社〉は、一人残らず葬ほうむるべし」

　黒翼鳥の芝しば居いがかった声が、大地を這はった。

「お前たちが、その手に我が子を抱いだくことは決して、ない」

　その言葉に、黒翼鳥の全ての憎にくしみがこめられていた──。

「やれやれ」

　タッタが、槍をきゅっとしごいた。

「ようよう、どついたれそうやな、あのボケ」

　タッタに歯があれば、ぎりぎりと嚙かみあわせていただろう声こわ音ねだった。

「会話のお時間は、終わったようね」

　レルシェが、肩かたをすくめて宣告した。




　　　　２




「エフィには、何もさせない」

　アンディが、ざしゃっと土を蹴けった。それを合図にしたかのように、全員が動きはじめた。まるで、時間の流れる速度が変わったようだ。一呼吸刻みに流れはじめた。

「こんボケぇ、魔術師ウイザードが正面に出てきて勝てるつもりかいっ！」

　タッタの言うことは、おおかたの場合に成立する真理だった。よほど達者な魔法使いマジツク・ユーザーでないかぎり、呪じゆ文もんは常に剣けんに遅おくれる。

　だが、だからこそ魔法使いマジツク・ユーザーも剣を学び、あるいは剣士を友とも部下ともするのがルナルの習いである。

「剣で勝てるとはもちろん思っていないよ。だから、こいつを用意した」

　前に飛びだそうとしたアンディとタッタの前に、ドラクが立ちはだかった。その心は眠ねむり、肉体だけが動いているようなものだが、それでも剣けん技ぎの鋭するどさは、キーンブルクで戦ったときと変わらなかった。

　ドラクは無言のまま、剣を横にふるった。かろうじて受けたが、剣風がアンディの頰を叩たたく。

「こいつっ！」

　必殺の気合いをこめてタッタがくりだした槍は、ドラクの楯たてに受け止められた。心を失った騎き士しは、タッタとアンディの二人を食い止めて、少しもひかない。それどころか、二人のほうが押されぎみだった。重装備に身を固め、正気を失ったドラクは、おのれの危険をかえりみず、無む謀ぼうとも言える攻せめを平然とくりだしてくる。

　そのようすを見て取ったレルシェは、加勢しようと飛びだした。

「エフィは、前に出ないのよっ！」

「ん」

　エフェメラの短い返事を聞きとめたかどうか。レルシェは、駆かけよりながら、素早くシールド・バトンを構えた。

「レルシェ、エフィのほうを頼たのむ」

　ドラクの鋭い突つきを、かろうじて楯で受け止めて、アンディは言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あのコなら」

　レルシェは、ドラクの左横に躍おどりこんだ。シールド・バトンがひらめく。

「だったら、邪術師ソーサラーだ」

　アンディの斬ざん撃げきは、鎧よろいにはじかれてしまう。

「私はね、あなたの横で戦いたいの、タッタくん、行ってよ」

「へいへい」

　ぼやくようにタッタが言って、そこを離はなれようとした。援えん護ごのために、レルシェは、シールド・バトンをドラクの頭に叩きつけた。だが、分厚い兜かぶとはへこみもしない。

　それどころか、次の瞬しゆん間かんに、信じられないことが起きた。シールド・バトンが彼女の手からすっぽ抜ぬけてしまったのだ。

「あら」

　きょとんとした表情を見せたレルシェめがけて、ドラクの剣がぶうんとひるがえった。あわてて体をそらしたが、わずかに間に合わず額をかすめる。さっとほとばしった鮮せん血けつが、レルシェの白い顔を染めた。

「レルシェ！」

　双ふた子ごの絶ぜつ叫きようが重なる。

「大……丈、夫っ」

　よろめきながらもレルシェは答えた。だが、どさりと腰が地面に落ちる。動きかけたタッタが戻もどってきた。アンディが駆けより、とどめを狙ねらったドラクの一いち撃げきをはじきとばす。そして、レルシェを支えようと手をのばしたアンディを、さらにタッタがかばう。

「まいったわね。こんなことしてる場合じゃないのに」

　口の中での小さな呟つぶやきが聞こえたのは、アンディの鋭い聴ちよう覚かくならではだった。目が、少し朦もう朧ろうとしている。自分でも、呟いていることに気がついていないのかもしれない。

「アンディに本気になっちゃったかな、これは……」

　それから後は、タッタの怒ど鳴なり声にかき消された。

「来んなよ、エフィ。足手まといやからな」

　言われることは同じだが、言う相手がいつもとは違うな。エフェメラは、ちらりとそんなことを思った。

「わかってるわよ」

　短く返事をして、エフェメラはそちらに向かいかけた足を止めた。弓を取りだす。

　彼女たちが、ドラクにかかずらっている隙に、肝かん心じんの黒翼鳥と〈大教母〉が、対決をはじめそうな気配だ。

　アンディがレルシェの危機で手て一いつ杯ぱいな以上、エフェメラはこちらを見張らなければならない。

　とりあえずは、黒翼鳥に狙いをつけたが、意識の半分は〈大教母〉のほうに向かっていた。さっき、あれだけのことを言ったのだ。さて、相手はどう思っているだろうか。

　だが、黒翼鳥にせよ〈大教母〉にせよ、まずは互たがいのどちらかを倒たおさなければ、こちらに注意を払はらう余よ裕ゆうはないはずだ。

「愚おろかな子よ」

　悲しげに言った〈大教母〉は、黒翼鳥をなおも説得しようとしていたのかもしれないし、あるいはそれは諦あきらめの言葉だったのかもしれない。

　それが、どちらだったのかは、ついにわからずじまいだった。

　黒翼鳥は、それに答えようとせず、ゆえに〈大教母〉も、それに続く言葉を発しようとはしなかったからだ。

　あるいは、単に〈大教母〉は、黒翼鳥の気をそらそうとしただけだったのかもしれない。

　二人は互いに近づいた。〈大教母〉はエフェメラに手を引かれていた時とはうってかわった俊しゆん敏びんな動きを見せた。年老いた見かけからは信じられないほどだ。

　距きよ離りが近づいたところで、どちらからともなく立ち止まる。魔ま法ほうは、術者からはなれるほどに、その威い力りよくを減じるのだ。魔法は、世界に満ちた波動をおのが意志の力で変へん貌ぼうさせる技術だ。源から離れるほどに、波は衰おとろえていくものである。

　立ち止まったということは、この距離ならば、おのが呪文は充じゆう分ぶんに効果をあらわすと判断したということだ。

　黒翼鳥の右手には、魔力石パワーストーンをはめこんだ短剣ダガーが握にぎられている。ドラクの傷を治した時よりも輝かがやきがにぶい。消しよう耗もうしているのだ。

　対して〈大教母〉は手ぶらのまま。

　ほんの一いつ瞬しゆんの睨にらみあいの後、黒翼鳥と〈大教母〉が呪文を唱えた。いや、使ったと言ったほうが正しいだろう。念ずるだけで、動作もなければ、言葉も発しなかったのだ。

　どちらも、めったにいないほどの呪文の使い手だった。

　まず、ほとんど見られない戦いであるがゆえに、エフェメラの心の片かた隅すみに、冷静な観察者としての彼女があらわれていた。シャストアの神官は語りべ。語るには見ねばならぬ。ルナル世界では、剣と魔法をともに使う者が多く、純じゆん粋すいに魔法のみの戦いは珍めずらしい。

　魔法と魔法の戦いは、決着がつくのが早い。相手よりも先に呪文を唱え、そして、効果をあげたほうが勝ちだ。剣が幾いく度どもうちあうように、呪文を何度も唱えることは少ない。

　未熟な魔法使いマジツク・ユーザーであれば、呪文を使うための精神集中に時間がかかるし、高度な呪文も知らないから、稲いな妻ずまや火球を作りだして投げつけるような、見た目にも派手な呪文を使う。だが、そんな呪文は相手に当たらないことも多いし、一撃必殺と呼べるほどの威力もめったにない。

　熟練した魔法使いマジツク・ユーザーの呪文の戦いは、静かだ。そして、一瞬で終わる。

　どの呪文を使うべきかを、より早く見み極きわめたものが勝つのだ。

　まさしく、瞬間。

　アンディにもエフェメラにも、まして魔法に縁えんがない彷徨さまよいの月に属するタッタには、何が起きたのかなどわかりはしなかった。

　ただ、黒翼鳥がぐらりとよろめき、〈大教母〉が倒れるのが見えただけだ。その倒れ方は、まるで重みのない紙切れのようだった。

　エフェメラは、あまりにあっけない戦いの終わりに、意外な思いを抱いた。〈大教母〉には、もっと聞きたいことがあったのに。もしかしたら……、ただの下働きの女性だと思っていた時、ざらざらしたてのひらは懐なつかしい感かん触しよくだった。だから、もしかしたら。

　だが、彼女はすぐに、弓の弦つるを引いた指先に力をこめなおした。戦いは、終わってなどいない。これからはじまるのではないか。

「いまさら《奴隷エンスレイヴ》か。我にそんな呪文が通用するとでも思ったか。我は二度と誰だれにも操あやつられぬわ、決してな」

　黒翼鳥がよろめいたのは、肉体的な衝しよう撃げきによるものではないようだった。一瞬後には立ち直り、しっかりと大地を踏ふみしめている。

　邪術師ソーサラーは、ゆっくり数歩進み出ると、つま先で〈大教母〉の体を蹴った。ごろんと、それは生気なくころがっただけだ。水分を失っている。

「さらばだ、母上。かつて、あなたの言葉のままに喜び、そして哀かなしんだ我。それがゆえに見誤ったか？　今の我は常に操る側。決して操られなどせぬ」

　黒翼鳥の顔によぎった表情は、かぎりなく空くう虚きよだった。

「さて、次はお前たちの番だ」

　しかし、ふりむいた瞬間、そこには殺さつ戮りくへの喜びが浮うかんでいる。

　エフェメラは、それと認めたと同時に、それまで慎しん重ちように狙いをつけていた矢をひょうっとはなった。

　命中した。

　そう思った瞬間に、それの軌き道どうがそれた。目に見えない盾たてにはじかれたように矢があらぬ方へ向かったのだ。守りの呪文を使ったのである。

　黒翼鳥が、じろりとエフェメラを見た。本当はフードに視線が隠かくされているのだが、彼女は、見られたことを確信した。

　戦せん慄りつが体を走る。

　黒翼鳥が、こちらに近づいてくるのだ。

「逃にげろ、エフィ」

　ドラクを相手に剣をふるいながら、アンディが叫さけんだ。

　エフェメラは、アンディの忠告を聞かず、次の矢をすばやくつがえながら、ちらりと視線を走らせた。レルシェの傷は、どうなっただろう。

　レルシェは、額を押さえて座りこんだままだ。指のあいだから、血があふれていた。額からの出血が止まらない。それが目に入って、視力を奪うばっているのだ。レルシェは、なんとか布で縛しばって、血どめをしようとしている。

「ごめんっ、レルシェ！」

　エフェメラは叫んだ。黒翼鳥と〈大教母〉の戦いを監かん視ししながらでも、布くらい巻いてやれたはずだ。弓など構えているより、そのほうがよほど役に立っただろう。

　アンディもタッタも、レルシェのかたわらを離れて黒翼鳥に近づくことができない。万が一にもレルシェにとどめを刺さされでもしたら。

　反はん撃げきしても、ドラクの分厚い鎧は、タッタの槍やりもアンディのソードブレイカーも阻はばんでいる。

「逃げろと言っているんだ、エフィ！」

　一瞬、それに従おうかと思った。だが、しょせん、間にあわないだろう。背中から襲おそわれるくらいなら、どんな呪じゆ文もんを使われるのか、いっそ正面から見極めてやる。時間を稼かせげば、アンディたちがどうにかしてくれるはずだ。

　妹のようすを見て、アンディは、彼女の考えを察した。そんなことはさせられない。叱しかって言うことをきく妹でもない。

「うおおおおお」

　レルシェを傷つけられても、アンディはもちまえの冷静さを失わず、無謀な戦いは挑いどまなかった。だが、その彼がついに突とつ撃げきをかけた。気合いとともに、アンディが仕し掛かける。その隙すきだらけの攻こう撃げきをかわして、ドラクの剣けんが浅く彼の右上じよう腕わんを削けずった。

　だが、アンディはひるまない。気き迫はくで圧あつ倒とうして、ドラクを釘くぎ付づけにする。

「アンディ、無む茶ちやは駄だ目めよっ」

　レルシェの叫びも聞こえたが、エフェメラには、それ以上、そちらに注意を向けていられる余裕がなかった。ろくに狙いもつけずに第二射をはなつ。いちかばちか、あたれば呪文を唱えるひまはなくなるはず。

　だが、そんなあせった矢が命中するはずもない。黒翼鳥は守りの呪文さえ使わなかった。

　エフェメラが、三本目の矢をつがえる前に、黒翼鳥は近づいていた。

　呪文が来る。その一瞬に耐たえられるだろうか？　耐えられれば、この距離だ。次の矢はかならず当ててみせる。エフェメラは、ぐっと息をつめた。

　黒翼鳥は、なんの警けい戒かいも見せずに近よってくる。

「こんボケっ」

　その黒翼鳥めがけて、槍が突つきだされた。タッタだ。ドラクに邪じや魔まされていたのは前進だ。黒翼鳥のほうから、手の届く位置に来てくれれば後退は可能だった。

　アンディが猛もう攻こうをかけ、ドラクの前進を封ふうじた隙に、タッタがこちらに抜け出してきたのだ。もちろん、アンディの負担は大きい。だが、レルシェも、どうにか血どめをすませ、武器を拾いあげている。彼女が、アンディを救ってくれるだろう。

　そして、タッタがエフェメラを。

「おらっ、串くし刺ざしじゃいっ」

　ことさらに声をはりあげることによって、黒翼鳥の注意をひこうとしている。黒翼鳥がエフェメラに、どんな呪文をかけようとしたのかは、わからずじまいになった。

　黒翼鳥は、ざっと飛びはねたが、よけきれない。こう動きながらでは、呪文は使えないはずだ。余裕の表情をちらりと見せたタッタの槍の穂ほ先さきが、濃こい茶ちやのローブを裂さき、わずかに邪術師ソーサラーの脇わき腹ばらを傷つけた。

「いったれやっ」

　素早く引き戻もどして、もう一いち撃げき。

「ジャッ！」

　だが、タッタより一瞬早く、黒翼鳥が裂れつ帛ぱくの気合いを発した。そのてのひらから紫むらさき色いろの奇き怪かいな炎ほのおがほとばしった。轟ごうッと音を立てて伸のびたそれは、タッタの右足をなぎ払うように焼いた。

　ミュルーンのくちばしから、苦鳴がほとばしった。たまらずに転てん倒とうする。

「タッタくんっ」

　エフェメラも悲鳴をあげた。タッタの足は、あやうく燃えつきかねないほどの火傷やけどをおっている。しばらく立つことはできまい。

「傷の一つくらい、どうということはない」

　黒翼鳥が、楽しそうに笑った。もう一度、広げたてのひらが、倒れたタッタに向けられる。

　エフェメラは、とっさに細剣レイピアを引き抜ぬいて、黒翼鳥に飛びかかっていた。ほとばしる火か炎えんが、あわてて向きを変えて彼女を襲う。だが、それはあらぬ方向に伸びた。エフェメラの動きが、黒翼鳥の狙ねらいを惑まどわせたのだ。

　エフェメラのマントがひるがえり、細剣レイピアが炎を裂いて突きだされる。それは狙いあやまたず、黒翼鳥の肩かたを貫つらぬいた。

　ほとばしった血の色は、やはり、赤。

「やるな、さすが〈結社〉に選ばれただけのことはある」

　痛みにわずかに顔をしかめながら、黒翼鳥は言った。

「そんなこと知らないもん！」

　言いながら、エフェメラは細剣レイピアを引き戻そうとした。黒翼鳥の手が、つ、と伸びる。それがぺたりとエフェメラの右手首をつかんだ。

「あ……っ」

　戻せない。細剣レイピアは抜けなくなった。しかも邪術師ソーサラーに触ふれられている。対象に接せつ触しよくしていれば、その波動を感じとり、意志のちからで変化させることは、最も容易たやすくなる。黒翼鳥のてのひらは、心に燃える憎ぞう悪おの炎の熱が伝わったのか、かっと熱く、心と同じに乾かわいていた。

　エフェメラが黒翼鳥に捕つかまるのとほぼ同時に、レルシェとアンディが、ドラクにそれぞれの一撃を叩たたきこんでいた。

　さしもの執しゆう念ねんの男も、大きな隙ができた。

「アンディ、エフィが！」

　レルシェの蹴けりが、ドラクの足首をはらった。

「わかっている！」

　アンディの捨て身の一撃が、ドラクの胸きよう甲こうを断たち割り、食いこんだ。帝てい国こくの騎き士しはよろめき、地面に倒たおれた。致ち命めい傷しようではないが、衝撃で朦もう朧ろうとしている。しばらくは動けまい。

「エフィを放せ！」

　言って従う相手でないとわかっていても、叫びは止められない。

　アンディは、身をひるがえした。狙うのは黒翼鳥。彼ひ我がの距きよ離りはわずかだ。だが、そのわずかな距離が、とてつもなく遠かった。

「来るな」

　黒翼鳥が言った。

「お前より、我の呪文が早い。妹の顔が、そのミュルーンの足と同じになる」

　エフェメラの手首は、黒翼鳥の左手に握にぎられたままだ。細剣レイピアを肩に突き刺されたままで、黒翼鳥はアンディたちと対たい峙じしていた。

　激しかった動きが、ぴたりと止まった。

　声もない。

　かすかな呻うめき声だけだ。

　時間の流れ方が、また変わった。

　黒翼鳥の右手には、魔ま術じゆつ武器が握られている。はめこまれた魔力石パワーストーンは、既すでに輝かがやきを失っていた。よく見ると、右手の親指は先せん端たんが欠けている。アンディには知るよしもないが、アードによって受けた傷だ。癒いやし損そこねている。あれでは、物を握る力が足りないはずだ。

（魔術師ウイザードは、道具を頼たよりに呪文を使うはず。あれを叩き落とせれば……）

　黒翼鳥の呪文は、一気にその効果を減ずるだろう。呪文さえ封じることができれば、エフェメラを助けることも可能なはずだ。

　だが、それをするためには、あと数歩、黒翼鳥に近づかなければならない。

　あとほんの数歩だ。二呼吸かかるまい。それだけの距離が、今は限りなく遠い。黒翼鳥の呪文は、一呼吸で充じゆう分ぶんだろう。

　アンディは黒翼鳥を睨にらみつけた。彼の足もとで、レルシェがタッタを抱だきおこした。

　遠くで鳥が鳴いている。

「動けまい」

　フードからかすかにのぞいている、黒翼鳥の大きな口もとが、にぃっと笑った。

　確かに言われたとおりだ。

「押すわよ」

　唐とう突とつにエフェメラが口を開いた。

「あんたが呪文を唱えようとしたら、この細剣レイピアを押しこんでやるから」

「できるか？」

　黒翼鳥が、わざと身じろぎをした。細い刃やいばが肉を抉えぐる感かん触しよくが伝わってくる。ローブが赤く染まる。その血をおのれが流したかのように、エフェメラの顔から血の気が引いた。

「お前は、人を殺したことがあるのか、娘むすめよ」

「あるわよ、いくらだって」

　平然と言えた。声が震ふるえたりも、うわずったりもしなかった。

「噓うそだな」

　だのに見破られた。

「身を守るため、無我夢中で剣をふるったことはあろう。だが、憎にくしみにまかせて、殺すために殺したことはないはずだ」

「なんで、わかるのよ、そんなことが」

　エフェメラは、手首をなんとかもぎはなそうとした。しかし、細剣レイピアを離はなす決心もつかない。

「我は憎しみの王であるゆえに」

　黒翼鳥は、エフェメラの問いにそう答えた。

　注意が彼女に集中している。

　今だ。

　アンディは飛びだした。

　黒翼鳥は身じろぎすらしなかった。

　火炎の柱が、アンディの眼前に燃えあがった。たたらを踏ふんで、アンディは止まった。飛びこまずに迂う回かいしてゆくには、既に遅おそい。そうしているうちに、次の呪文が唱えられるだろう。

「お兄ちゃん！」

　炎が彼女の視界からアンディを隠かくしたその瞬しゆん間かんに、エフェメラの脳のう裏りから、全すべての思考が消え去った。

「やめなさいよ」

　細剣レイピアを握る手に力がこもった。だが、手首をつかんだ手が、それ以上の動きを許さなかった。

「炎だ」

　いとおしげに、黒翼鳥は呟つぶやいた。

「炎が全てを焼きつくす。我の憎しみの体現者よ、滅ほろびをもたらせ」

　笑っている。

「滅びをもたらせ」

　炎が、アンディに躍おどりかかろうとした。

「お兄ちゃん、逃にげて！」

　黒翼鳥が、キーンブルクの城での惨さん劇げきを、ごく小さな規模で再現しようとした、ちょうどその時。

　声がした。

「お待ち」

　黒翼鳥よりも、なお嗄しわがれた声。〈大教母〉が、半身を起こしていた。
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　黒翼鳥の肉体に緊きん張ちようが走った。どう見ても死んでいた。だからと言って確かく認にんを怠おこたったとは。おのが失策にくちびるを嚙かむ。話せるのならば、呪じゆ文もんも唱えられるはず。いずれを相手にするべきか？　迷った時に、炎が止まった。だが、アンディもやはり動けないでいる。無事な兄の姿を見た時、エフェメラの細剣レイピアも止まった。

「愚おろかな子よ」

　身を起こした〈大教母〉は、再び同じ言葉をつぶやいた。何を言っているのか聞きとりにくい。黒翼鳥が使ったのは体内の水分を奪うばい尽くす呪文だ。舌は顎あごにはりつき、喉のどもつぶれている。〈大教母〉の肉体は、どう見ても死んでいた。その手は、骨に皮がはりついたように、くちびるや鼻の粘ねん膜まくは乾いて裂け、粘ねばつく血が流れだしている。目も見えていないはずだ。

　そうだ、目も見えていない。呪文を使うためには、その対象を正確に認識しなければならない。それなりの修しゆ行ぎようを積んだものならともかく、にわかに視力を失っては、呪文を使うこともままならないはず。魔ま法ほうさえなければ、あれはただの老いた女だ。

　黒翼鳥は、落ち着きを取り戻した。

「お前は、二度と操あやつられぬと言うたのう」

　静かな声で〈大教母〉は、黒翼鳥に語りかけた。

　何を言いたいのだ、こやつ？　黒翼鳥は、なぜか、それに耳みみを傾かたむけた。あとの者たちも動かない。何か、聞きたくないようなことが、しかし聞いておかねばならぬことが、語られるような予感があった。

「だが、既に操られていたことに気がつかなんだか？　わしを殺すことも、おまえが決めたことではないのだ」

「何を馬ば鹿かな」

　黒翼鳥は、油断なく目をくばりながら、嘲ちよう笑しようを返した。

「我の行動は、我が定めたもの。そのような言葉で動どう揺ようを誘さそおうとしても無む駄だなことだ。今度こそ、炎で焼きつくしてくれる」

　口では、そう言いつつ、黒翼鳥は、火炎をミュルーンともう一人の女にぶつけるつもりでいた。それが、双ふた子ごにとって、もっとも苦痛であろうと思ったからだ。それで逆上して襲おそいかかってくれば、それもよし。

　しかし、続く〈大教母〉の言葉は、彼の意表をついていた。

「そうではない。お前の行動は他者によって定められたものじゃ。全てがな。そう、わしらへの反逆ですら、植えつけられた意志にすぎぬ」

「なんだと……」

「全ては計画よ。お前は、今まで色々な役に立ってくれた。わしらが願うとおりに踊おどり、使われてくれたわ」

「なにをばかな！　我が今までやってきたことは、全て〈結社〉の害となることばかり」

「と、思っていてもらわねばならなんだ。時には、本当に害になったこともある。だが、〈結社〉に敵しているとお前が信じていてくれたおかげで、〈結社〉の敵もお前を信じ、お前の計画に従い、そしてわしらの思おも惑わくどおりに動いてくれたわ」

　自分を混乱させようとしているだけだ。証しよう拠こも、具体的な話もないではないか。やつの言うことなど聞いてはならぬ。

　そう自分に言い聞かせながら、黒翼鳥は震えていた。エフェメラは、その震えを感じていた。彼女は、湧わきあがってきた戸と惑まどいと哀あわれみとを抑おさえ、恐きよう怖ふと憎悪に支えられて機会を待った。

「こたびも、そうよ。自分の復ふく讐しゆうに利用するつもりで、その双子を送り届けてくれたわい」

「その結果、我に倒されたわけか？　〈結社〉の計画とやらも、その程度のものか！」

「計画が破れたのは、お前のせいではない。〈四姉妹〉の反逆があったゆえよ」

　その単語を、双子とタッタははっきりと聞き覚えた。〈四姉妹〉。それが〈結社〉のもう一派なのか？　〈結社〉の目的がわからない以上、何がどう違ちがうのかは謎なぞだ。だが〈結社〉を率いるのが〈旧ふるき母〉なら、その娘姉妹がいつか自立しようと、母と対立するのは当然だ、と、エフェメラは思わなくもなかった。

「ごまかしだっ。噓だ！　我をたぶらかすな、母よっ！」

「気がつかなんだか、愛し子よ？　耳もとの囁ささやきに。自分の計画の不自然さに」

　黒翼鳥は思っていた。これ以上聞いてはいけない。聞けば信じてしまう。幼い日々、自分の肉体が、〈結社〉に栄光をもたらす神秘の体と聞かされていたころのように。あのころは、全て聞かされたとおりに信じていた。だから、疑えなかった。

　自分が失敗作であり、無価値であることも、信じてしまった。

「気がつかないのも無理はないか」

　かすかなひゅうという音は、ため息だったのかもしれない。

「ありもしない結界を、数十年あると信じて騙だまされ続けたようなお前ではな」

　ありもしない……？　その言葉が黒翼鳥の精神にしみこむまでに、しばらくの時間がかかった。結界があるから、お前は、再びこの神しん殿でんに踏みこめば死ぬと教えられた。それを破るために、長いあいだ魔法の研究を続けた。いくら調べても、わからなかった。わからないはずだ。存在しない魔法のことなど──。

「噓だ……以前は確かに……」

　ついに黒翼鳥の口から、そんな言葉がもれた。冷静な邪術師ソーサラーの心に亀き裂れつが走っていた。

「噓ではない。そんな都合のいい結界などありえるものか。見せかけの魔力にすぎん。いちいち開け閉めできるようなものが。それに、よく考えてみよ。その双子と一いつ緒しよなら入れると、いったいどうして気がついたのじゃ」

　どうして、だと？　それは、我が研究を重ねたからで……、本当に？　そうではない。あの女が教えたのだ……〈結社〉の女が。

　できないことではない。幼い心に《偽フオー記ルス・メ憶モリー》で偽いつわりを植えつけて、親を刺ささせたことなら、黒翼鳥にもある。強きよう烈れつな印象とともに《痛みペイン》の呪文をこっそりかければ、子供の心には恐怖が植えつけられ、次からは見ただけで幻まぼろしの痛みを感じることも知っている。

　知っていたのに、どうして気がつかなかったのか。

〈結社〉の教えは、自分にそれほど染しみついていたものだったのか。

「気づかなんだのを責めるのも哀れかもしれん。それは周しゆう到とうに、お前がまだ、わしの乳を飲んでおる時分から仕し掛かけられたんじゃからな。そしてな、お前を呼びよせたのはな、坊ぼうや」

　話すうちに〈大教母〉の声はしっかりと響ひびくようになっていた。そして、次の一言は、優やさしく、哀れみに満ち、残ざん酷こくだった。

「もういらなくなったからじゃ」

　もういらない。またか。また、我を拒きよ否ひするのか。

「噓だ」

　囁き。

「噓だ」

　声が大きくなる。心あたりもあった。

「噓だ」

　噓ではないかもしれない──。

「噓だぁっ！」

　炎ほのおが、〈大教母〉めがけて走った。

　黒翼鳥の、手首を握にぎる力がゆるんだ。

　そう思った瞬間に、エフェメラは細剣レイピアから右手を離していた。そして、同時に左手でマントをひるがえした。力のいれぐあい一つで、シャストアのマントの裾すそは鋭するどい刃は物ものと化す。ひるがえったマントは、黒翼鳥の手の甲こうを切り裂さいた。血がしぶいた。

　右手をもぎはなす。

「うぬっ」

　エフェメラが離れた瞬間に、アンディは地を蹴けった。魔法の火か炎えんを突つっ切ったのだ。それが、いちばん早かった。

　灼しやく熱ねつが彼を襲った。前まえ髪がみが焦こげ、ちりちりと鳴る。それも、しかし一瞬のことだ。アンディは、閉じていた目をかっと見開いた。

　目前に黒翼鳥がいる。

「ふっ」

　ソードブレイカーをかまえて突っこんでくるアンディに、黒翼鳥は嘲笑をあびせた。手の甲を切り裂かれた時に、邪術師ソーサラーは、理性をとりもどし──いや、勝敗のための計略を始めていた。理性などというものは、とっくに失われている。最初に、もうお前は必要ないのだと宣告された、あの遠い昔に。

　黒翼鳥は、炎を消した。既すでに〈大教母〉は恐おそるるに足らぬと判断したではないか。今から炎を呼び戻もどしても間に合わない。黒翼鳥は、《奪水デハイドレイト》の呪文に集中した。こいつも干からびさせてやる。みんなだ、みんな滅ほろぼしてやる。

　そうすれば、我を操る者はおらぬ。たった一人、孤こ高こうの玉座に我は坐ざする！

　その時、忘れられていた男が、身を起こした。




　ドラケルト・ハザンは、ぼやけた視界を、はっきりさせようとしていた。胸の傷が痛む。

『もたんな……』

　ぼんやりと思った。激しい出血が、意識をどこかに運んでいきそうになる。その痛みが、自分に正気を取り戻させてくれたことに、ドラクは気がついていない。あるいは、血とともに、飲まされた薬が流れ出たのかも知れなかった。

　自分が、ここに踏ふみこんできてからどうしていたのか。はっきりしなかった。誰だれかと戦っていたのはかすかに覚えている。こんな傷を負っているのだ。間ま違ちがいない。だが、誰とだ？
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　ようやく視界がはっきりとした。誰かが、戦っている。自分が戦ったのも、あいつらとだったのか？　あれは……。やつだ！

　ドラクの意識が、ようやくはっきりとした。カータリオン閣下を殺した憎にくむべき男──！　しかし、あそこまでたどりつき、剣をふるう体力はもはや残されていない。

　ドラクは、腰こしにたばさんでいた投げナイフを引き抜ぬくと、全身全ぜん霊れいの力をこめて投げつけた。彼の意識は、そして、暗いところに沈しずんでいった。




　わずかに黒翼鳥が早い。剣に呪じゆ文もんが先んじた。

　だが、黒翼鳥が魔ま術じゆつの力を解放する直前に、それが起きた。

　奇き跡せき的な偶ぐう然ぜん。

　アンディの腰の後ろには、グノバがカータリオンから賜たまわった小剣シヨートソードがたばさんであった。

　ドラクがはなった投げナイフは、それに命中した。

　それだけならば、ただの幸運であったろう。ぶつかってひとたび真上にはねあがったナイフは、アンディの頭上を飛びこえ、黒翼鳥の顔面に向かってくるくると落ちていった。

「何ぃ？」

　とっさによけようとしたため、黒翼鳥の、呪文への集中がゆるんだ。ほんの刹せつ那なの遅おくれではあったが、戦いの中では、その刹那が生と死をへだてるのだ。

　呪文よりも十分の一呼吸ぶんだけ先に、アンディの刃やいばが、黒翼鳥に届いた。間接的にではあるが、そのナイフは、ドラクが狙ねらったとおり、カータリオンの仇かたきを傷つけたのだ。

「やった!?」

　エフェメラが叫さけんだ。

「駄だ目めか？」

　アンディは言った。踏みこみは浅かった。だが、アンディの刃は、ざっくりと黒翼鳥の腹をえぐっていた。

「あおぉおおお！」

　黒翼鳥は、叫んだ。痛みからでも、恐怖からでもない。それは憎ぞう悪おの叫びだった。ただ憎しみだけが、黒翼鳥の存在を支えていたのだ。

　傷の痛みをこらえて、黒翼鳥は呪文を唱え終えた。

　自分自身の中から、呪文のための力をふりしぼるのは久しぶりだった。

「うおっ!?」

　不可視の力が、アンディの肉体から、水分を奪うばい去った。

　アンディは、がくりと膝ひざを崩くずした。痛みよりも、全身に気だるさがある。体内から、かっと熱があふれでた。すさまじい吐はき気けが襲おそう。眩暈めまいがする。

　──こやつ、まだか。なぜ倒たおれぬ？

　アンディは立っている。強きよう靱じんな意志に支えられて、彼はなおも刃をふるおうとしている。

　──だが、我もこの傷に耐たえている。意志の強さであれば、数十年の憎悪に支えられた我が上だ。上だ。この、みずからを焼き尽つくす飢うえを抑おさえて、生きてきたのだ！　まだ生きる！

　黒翼鳥は、さらに呪文を唱えようとした。

　そして、同時にアンディは、覚かく悟ごを決めていた。

　もう一いち撃げきをくらえば、今度こそやられる。

「お兄ちゃん！」

　エフェメラが、やってくる。来させてはいけない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、来るな！」

　叫びつつ、黒翼鳥めがけてソードブレイカーを突きだした。だが、先刻の呪文の衝しよう撃げきが、切きつ尖さきを揺ゆるがせていた。黒翼鳥に届きはしたが、ごく浅い。

　だが、まだ、もう一撃ふるえるだけの力は残っている。アンディは、それに全すべてをかけた。

　黒翼鳥の手がのびてくる。このままだと、肩かたをつかまれるだろう。今のうちになら、後方に逃にげられる。だが、逃げれば自分の刃も届かない。逃げたからといって、呪文から逃のがれられるというものでもない。

「お兄ちゃん、だめよ！」

　エフェメラの泣き声。

「アンディ！」

　あれはレルシェだ。

　守ってやらなければならない。

　アンディは、躊ちゆう躇ちよすることなく前進した。

　邪術師ソーサラーの腕うでと、ガヤン神官の腕が交こう錯さくしようとしたその瞬しゆん間かん。

　どががががっ！　すさまじい音がした。アンディは、何がおきたのか理解できなかった。気がつくと、彼は空をのぞきこんでいた。転てん倒とうしたのだ。

　その視界が、真っ赤に染まった。びしゃりという音が聞こえてくる。

　そしてアンディは、ようやく理解した。

　地面から突きだしたいくつもの鋼線が、黒翼鳥の体を貫つらぬいている。その鋼線が突きだすときにもりあげた地面に、自分はつまずいたのだと。

「あほうな子じゃ……」

　最さい期ごに〈大教母〉が呟つぶやく。

　黒翼鳥は死んでいた。最期に何かを言い残す暇ひまもなく、ついに最期まで、誰からも必要とされないと思いこんだままで。

　ただ一人、孤こ独どくに死んでいった。
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　鋼はがねの針は、糸に戻った。

　あの怪かい物ぶつの髪かみだ。騎き士したちとの戦いを見ていた者にはわかった。バンドーリといった。

　もしも、あの怪物があらわれればとうてい勝てるものではない。アンディたちは、処しよ刑けいの宣告を待った。

　どさりと黒翼鳥の体が落ちた。完全に生命のない、ただの物体と化している。アンディは、ずるりと這はいよると、ゆっくりと手をのばして、その体に触ふれた。

　それは、急速に温ぬくもりを失っていく。

「お前も、また」

　アンディは、無力にそう呟くことしかできない自分を、はがゆく思った。

　鋼鉄の糸は、ずるずると地中に引き戻されていった。それだけだ。動く気配はもはやない。しばらくして、地中からざくざくという奇き妙みような音と、震しん動どうが伝わってきた。それは徐じよ々じよに深くなり、そして消えていった。バンドーリは地底に去ったようだ。〈大教母〉は身を横たえたままだ。バンドーリがやってくるまでは踏みとどまっていたようだが、もはや全く動かない。

　張り詰つめていた戦場の空気が消えていた。

　あまりにもあっけない黒翼鳥の最期に、みな虚きよ脱だつしてしまっている。

　太陽は山にかかり、南の空から雲がはりだしはじめていた。風が、出ている。

　黒翼鳥のローブは、あふれ出た血にじっとりと濡ぬれて、はためこうともしない。

　だが、アンディも、エフェメラも、そしてタッタもレルシェも、いまだに武器をおさめていなかった。もっとも、立ちあがってもいない。武器も、おさめていないのではなく、おさめる気力もないのだ。

「みんな……大丈夫か」

　咳せきこみながら体をひねって、アンディは言った。喉のどに何かがごっそり詰まっているようで、話しづらい。

　タッタの火傷やけどはひどく、一刻も早くきちんとした手当をうける必要があった。アンディも体力を消しよう耗もうしきっている。

　出血こそ激しかったものの、レルシェの額の傷は幸いたいしたことはなく、唯ゆい一いつエフェメラだけが、ほとんど傷を負っていなかった……肉体的には。

「しっかり……げほっ……しろ」

　アンディは剣けんにすがってなんとか立ちあがろうとしたが、膝に力が入らなかった。

「アンディ、これ」

　やってきたレルシェが、素す早ばやく拾ってきた水みず袋ぶくろをさしだした。

「ゆっくり飲むのよ。急ぎすぎると、かえって体に毒だから」

「ああ、わかってる」

　そえられた指の温もりに触ふれて、アンディはほっとしたものを感じた。乾かわいた体に、今飲んだ水がじわりと染しみこんでいくのがわかる。

「あ……エフィは大丈夫かい？」

　エフェメラは、まだ、地面にぼろくずのように転がったままの、黒翼鳥の死体を見つめている。アンディとレルシェは、その瞳ひとみを覗のぞきこんだ。

「エフィ、タッタくんを頼たのむね」

　レルシェは声をかけた。エフェメラの顔に、はっと表情が戻ってくる。

「あ、うん、ごめん」

　エフェメラは、視線をもぎはなして、タッタに駆かけよった。

「レルシェ……」

「こういう時は、他人のことを考えたほうがいいのよ。ほっておくと、いろいろ、やなことを考えそうな顔をしてたわ、彼女」

　アンディはうなずいた。そうだったのは、エフェメラだけではない。彼もそうなのだ。

「ほれ、タッタくん、ちょっとこっちへおいで」

　エフェメラは、地面に横たわっているタッタの頭をかかえこんだ。

「わ、こら、エフィ、何をすんねん、恥はずかしい」

　傷は足であって、舌ではない。タッタのおしゃべりに衰おとろえはなかった。

「動いちゃだめよぉ。傷に良くないからねー」

　無理をしている。妹の口調を聞いて、アンディはそう思った。ふだんなら、怪け我が人にんを相手に、あんなふうにはしゃいだりしない。するべき時でも、できはしない。

〈大教母〉が黒翼鳥に告げた、あれは、真実だったのだろうか。

　全てを、他人の思うがままにあやつられる人生。自分でも知らぬうちに、なんらかの計画に組み入れられている。双ふた子ごにとって、それまで、世界と未来は自分の手で切り開き、見み出いだしていくべきものだった。それが、おのれの知らぬところで決定されているとしたら？　何かが崩れていくような気がする。立ちあがろうとすると膝が笑うのは、体力がなくなっているからばかりではない。

　恐おそろしいからかもしれない。

　しかし、いくら恐ろしくても、知らずにすませるわけにはいかなかった。

「エフィ、無事か？」

　かすれた声で、アンディは呼びかけた。ようやく立ちあがる。

　背中にレルシェの手が触れている。

　兄の声に、エフェメラはびくりと背中を動かした。膝の上には、タッタの頭が乗っている。

　言葉を続けようとしたアンディの肩を、レルシェが強く握にぎった。

「ここを出よう、アンディ」

　低いが、強い声だった。

「レルシェ、ぼくたちは……」

「あなたの気持ちはわかるわ、アンディ。でも、自分の生まれなんて、どうでもいいじゃない。私と一いつ緒しよに生きましょう。それも立派な選せん択たくよ。わからない？　それだって、あなたが選んだ人生になるわ。〈結社〉にも何にも操られない、あなたの人生のはずよ」

　レルシェの頰ほほが、アンディの背中に押しつけられた。革鎧レザーアーマーと衣服をへだてているのに、見えるはずもないのに、それが涙なみだに濡れているのが、アンディにははっきりとわかった。

「そうだね、そうかもしれない」

「そうよ、何を迷っているの、これ以上知らなくてもいいじゃない。もう充じゆう分ぶん。傷つくだけよ、きっと。陰いん謀ぼうと計画にもみくちゃにされて捨てられるのよ、立ち向かう意味なんてないじゃない。いっそ、全てを捨ててやればいいわ。それも戦い方よ、そうでしょう」

　絶ぜつ叫きように近い声で、レルシェはアンディをかきくどいた。

「正しい、レルシェ、きみの言っていることは、でも」

「私と一緒じゃだめ？　ここから出ていけば、私と平へい穏おんな人生がおくれるわ。そうできるわ。そうしようよ。そうすると言ってよ、アンディ」

　追いつめられたけもののように、なりふりかまわずレルシェはアンディにすがっている。追いつめた狩人かりうどの名は、愛。

「してくれなければ、私は……」

　アンディは、彼女の提案を受け入れてしまいたかった。そうしてはいけない理由がどこにある？　何もありはしない。

　たった一つだけをのぞいては。

「でも、そうしてしまっては、ぼくはアンディ・クルツではなくなってしまう」

「なくなってもいいじゃない。あんなふうにもてあそばれて、ずたずたになって死んでいくよりましよ。ねえ、そうでしょう？」

　レルシェが身を離し、アンディの顔をのぞきこんできた。彼女は、このままではアンディが死ぬ運命だと確信していた。しがみつく手を、アンディはふりはらえなかった。だが、その手をとってやることもできなかった。

「エフィ、お前はどう……」

「こっちへ逃げてこないでよね。兄さん」

　エフェメラは、きっぱりと言った。

「あたしは、あたしで決めさせてもらうから。心配しなくてもいいよ」

　その肩が小さく震ふるえていた。

　いいんだよ、兄さん。あたしのことは気にしなくてもいいよ。森に置いていかれても、きっといつか外に出られる。別の人が迎むかえに来てくれるかもしれない。

　だから、兄さんは行って。行ってくれていいんだよ。

　あたしは、でも、もう引き返せないけれど。

　でも、できることなら言ってあげてよ。レルシェに言ってあげてよ。一緒においでって、そう言ってあげなよ。

　エフェメラは、ただ、レルシェとアンディの恋こいだけをその瞳に見て、そう思っていた。

「兄さん」

　エフェメラの声は静かだった。彼女は、もう決断しているのだ。兄がどうであれ、自分には行くべき道がある。しかし、エフェメラも心の底では、アンディがどう決断をくだすかを、既すでに知っていたのかもしれない。レルシェの言葉とおなじことを願いながら、アンディが逃にげないことを、エフェメラはかけらほども疑っていなかった。

「ああ」

　アンディは、妹にうなずいてみせた。決めなければならない。いや、既に決めていることを、はっきり示さねばならない。

「すまない」

　そう言って、しかし、アンディは動けなかった。

　だが、レルシェにはわかっていた。やはり、自分の言葉ではアンディは動かせなかった。頭のいいこの人のことだ。私のことだって、うすうす感付いているに違ちがいない。でも、気がついていなくても、私をただの女だと思っていても、今の百倍愛してくれたとしても、彼は変われない人なのだ、私が望むようには。

　そんな人だから、愛してしまった。

　レルシェの、瞳に浮うかんだ涙の意味を、エフェメラははかりかねていた。ついてきてくれないのだろうか、レルシェは。たとえ、どんな決断を兄がしても、あのひとは支えてくれると思っていたのに。あたしは、あのひとを見誤っていたのだろうか。

　そのとおりだ。ただし、エフェメラ自身が考えているのとは違った意味で。

　アンディが、ようやく一歩前へ出た。

　それが、彼の決断の決定的な表明だった。

「そう」

　レルシェは哀かなしげに、小さく小さく呟つぶやいた。

「きみは、ぼくと一緒には……」

　その言葉を言わせないのが、レルシェの弱さ。それとも、強さ。

「それをあなたが選んだのなら、もう私にはどうしようもないわ。定められたことに従うだけ」

　彼女は、アンディを追おうとはしなかった。

「……子らよ、わしの話を聞いてくれるか」

　アンディが、レルシェに応こたえる前に、唐とう突とつに〈大教母〉が口を開いた。

「生きていたのか！」

　アンディは、再び武器をかまえた。

　怯おびえの表情を浮かべて、みなが足もとを見る。

「……案ずるな。あれは、もう出てこぬ。これを最後に封ふう印いんするわい。あれに命じられるのは、わししかおらぬのでな」

「それは、つまり……」

「わしは、もう死ぬということだ。だが、その前にお前たちに話しておきたいことがある。お前たちの使命について。どのようにして生みだされたのか」

　アンディは、こくりとうなずいた。

「聞かせてもらいましょう」

　ぼくたちが、ぼくたちでいるために。

　知らねばならない。〈結社〉はなんなのか。自分たちには、何が託たくされているのか。

　知った上で、のりこえてみせる。

　双子は、視線をかわした。

　レルシェは、その背後で精神を集中していた。やめればいい、心の奥で囁ささやくものがいる。だが、それはいまさらできない相談だ。

　あの方たちに逆らうことはできない。考えるのも恐ろしいことだ。あの方に逆らおうものなら、恐ろしい運命が待っている。殺されるのならば、まだいい。魂たましいを汚けがされ、永えい劫ごうに生き続けることにも……。では、アンディも？　もしも、このままほうっておけば、あの〈大教母〉は、アンディたちをあの方たちとの戦いに誘ゆう導どうするだろう。

　では、やはり、使命は果たさねばならない。どのみち、〈大教母〉を始末するまでは予定どおりなのだ。

　しかし、その後はどうする？　予定では、双子を……。

　あの方たちに、しかし、アンディは仕えてはくれないだろう。あれもまた、冥めい府ふの道。私とて、〈結社〉に生まれつかねば、歩もうとは思わない。

　どうするのだ。

　考えている時間は、もうなかった。〈大教母〉が、口を開こうとしている。

「そもそも〈結社〉とはな……」

　その時、光り輝かがやくものが、アンディの肩かたごしに飛んだ。〈大教母〉に電光が突つき刺ささる。小さなその体がびくんと跳はねた。〈大教母〉はただの女に戻もどり、永遠に口がきけなくなった。
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　アンディは、ゆっくりとふりむいた。

「どういうつもりだ、レルシェ」

「あまり、驚おどろいていないのね、アンディ」

　レルシェの頰は、まだ濡ぬれている。しかし、その声は低く、乾かわいていた。

「驚いているよ、驚きすぎて、こんなふうなんだ」

　これほどに愛してしまったのに、やはり、アンディは青い爪つめを信じきれなかった。そんな自分が、アンディはたまらなくいやだった。正しかったとわかった今でも、やっぱりいやだ。

「どうして……？」

　エフェメラは、うつろな声でそう呟いた。まだ、何が起こったのか良く理解できない。わかっているのは、レルシェまでもが、エフェメラの信じていたような人物ではなかったということだけ。兄のことを託そうと、そう思っていた人なのに。どうして？

「行け、エフィ。わいのことはかまうな」

　タッタが、ごろんところがり、頭を膝ひざの上から地面に落とした。槍やりにすがって、なんとか立ちあがる。

　エフェメラは、片かた膝ひざをついた。何をすればいいのかわからなかったから、とりあえず、アンディのところに駆かけよろうと思った。

「来るな」

　アンディの声に、はっとエフェメラの体が凍こおりついた。こんなアンディの声は、聞いたことがない。

「ぼくは、お前を恨うらむようなことにはなりたくないんだよ、エフィ」

　アンディのこんな哀しげな声は、聞いたことがない。

　ゆっくりと、ソードブレイカーの切きつ尖さきがあがっていく。

「きみはやっぱり、青い爪の女だったってことなんだね」

「少しは気がついていた？」

　アンディは、軽くうなずいた。

「気がつきたくなんかはなかったけれど。たとえば、バンドーリが出た時かな。エフィがいたからだって、言い切っただろう？　かもしれないって、そう言えばよかったんだよ」

　レルシェは、両手にシールド・バトンをかまえながらため息をついた。

「さすがにその若さでガヤンの神官になっただけあるわね。たいした観察力だわ。忠告するまでもないでしょうけれど、言っておいてあげる。青い爪の女がたくさんいるとか、薬のせいだっていうのは全部噓うそよ。青い爪をしている女は、〈結社〉の中でも選ばれたものよ。〈母〉として子らを導く者か、〈姉妹〉として戦う者」

「他ほかのことも、教えてくれるかい」

　アンディのソードブレイカーの切尖が、目の高さにまであがった。

「駄だ目めよ、何もあなたたちに教えさせないために、私はここまで来たのだもの。姫ひめさまがじきじきに率いられたのに、あの婆ばあさま、とうとう姿を隠かくしとおしたわ」

　レルシェの両手が、胸の高さで、肘ひじから先が水平にかまえられた。上じよう腕わん部ぶのほとんどはシールド・バトンに隠されている。

「姫さまというのが、きみの上にいるのか？　きみは、ここにいた〈結社〉の者たちと対立する一派の人間なんだな」

「ええ、そうよ。旧ふるい〈母〉たちが残したものを破は壊かいするのが役目。〈結社〉は生まれ変わり、より早い手段で、目的を達成する。世界を救うという目的を」

　二人は、じりじりと間合いを計っている。

「知られてはならないというのに、よく教えてくれるんだな」

「こんな時まで、人の言葉の正確さにこだわるのね、アンディ。それはね、いくら聞いてもあなたが他人にもらせないようにするからなの」

　そう言ったレルシェの顔は、冷れい酷こくな暗殺者のそれ。

　これこそが仮面なのだと、アンディは思いたかった。ゆうべ、彼の腕うでの中にいたレルシェこそが、真実なのだ、と。

「やめてぇ、やめてよ、レルシェ、兄さん！」

　エフェメラが絶ぜつ叫きようする。

　それが、はじまりの合図になった。

　訣けつ別べつは既に終わっている。

　あの誘さそいをはねつけた時に。どちらも、もう、相手を説得できる望みはないことをよく知っていた。それがわかる程度には、互たがいの心に触ふれあった二人だった。

　二人は動いた。

　アンディのソードブレイカーが宙を切り裂さいた。

　それをレルシェのシールド・バトンが、がしっと受け止める。

　気合いとともにレルシェのつま先が跳ねあがり、アンディの楯たてをかいくぐって脾ひ腹ばらにつきこまれた。

「さすがにうまかったわ、あの婆さま」

　戦いながら、レルシェの言葉はやまない。

「あなたたちをみごとに、〈四姉妹〉方と戦わせるほうに誘導していた」

「なんだって」

　アンディは押されぎみだった。ただでさえ、消しよう耗もうしているところに、レルシェの攻こう撃げきには容よう赦しやがない。彼女の闘とう技ぎが、アンディを上回ることは、既に証明ずみだ。

「わからない？　行くな、行くなと言うことで、逆にあなたたちを導こうとしていたのよ」

「それは、わかっていた。じゃあ、きみは、その事態を避さけるために」

　レルシェの言葉に気を取られていると、あやうくシールド・バトンで頸けい骨こつを折られそうになった。

「さあ、どうかしら」

　風が唸うなる。レルシェの攻撃は、非力ゆえに一撃必殺の勢いはない。しかし、着実にアンディの生命力を削けずっていく。

　足を使うとみせて、アンディがそれを剣けんで受けようとすれば、がらあきになった胸にシールド・バトンの突きがやってくる。

　二人の戦いは、まるで舞まいのように美しかった。互いに、次にはどこに、どんな攻撃がくるのか知っているように、受け、返した。ゆるやかに流れる剣の軌き跡せきと、円を描えがくシールド・バトン。重なりあっているのは、ぶつかりあっているのは、二つの心。

　エフェメラは、たまらない気持ちでその戦いを見つめていた。たまらなく寂さびしく、見つめていた。

「その〈四姉妹〉というのは何者なんだ」

「新世界をもたらす方よ。ついに頭の固い〈母〉たちは認めなかったけれど、あの方たちこそが求められた〈月に至る子〉かもしれない」

「確信できないのに、なぜ従えるっ！」

　答えの代わりに、側頭部を狙ねらった上段蹴げりが、一いつ旦たん、いきすぎて踵かかとから戻ってきた。

「くぅっ」

　アンディの頰ほほが、ざっくりと裂ける。

「会えばわかるわ。なぜなのか。あの方々に、いえ、あの方に」

「それほどの、人物なのか？」

「人を、超こえている」

　レルシェの動きが、その瞬しゆん間かんに止まった。畏い怖ふと恐きよう怖ふが、その顔に浮うかぶ。その時にくりだせたはずの攻撃を、アンディはださなかった。

　そして、ゆっくりと離はなれた。

　レルシェも、後退する。

「知っている、アンディ？　この全すべてが、あなたたちのための壮そう大だいな計画だったこと」

　左右に別れた時に、レルシェはそう言った。

「どうしてかは知らない。けれど、あなたたちは〈旧き母〉たちの〈結社〉にとって重要なの。あなたたちをここに導くため、全ては行われたそうよ。それに介かい入にゆうし、できればあなたたちに秘ひめられた真実をつきとめるために、私は送られたの。少なくとも、半分は成功」

「なんですって？」

　声をあげたのは、エフェメラだった。

「そのために、それだけのために、父さんや、リアラさんや、グノバのおじさんや、たくさんの人を殺して、メノアちゃんや母さんや、たくさんの人に悲しい思いをさせて……そしてあたしたちを！」

　エフェメラは、思わず弓を構えていた。だが、その狙いは定まらない。

「私がやったのじゃないわ。どうして、そんなことをしたのか聞きたかったけど、あなたたちにも聞かせたくなかったしね」

　聞かなければ、平へい穏おんな日常に戻れるかもしれないわ。

「それだけじゃないわ。あなたたちだけのためというわけじゃない。〈結社〉の計画は必ず複数の目的を同時にもっているの」

　レルシェからは、口をとがらせる癖くせも、少し舌足らずな口調もすっかり影かげを潜ひそめていた。あれも演技だったのだろうか。それとも、緊きん張ちようしているからなのだろうか。

「〈結社〉の計画はあまりにも複雑すぎる。誰だれにも、その全ぜん貌ぼうは見えやしない。おそらくは、実行者たちにも」

　レルシェは、呼吸を整えた。

「でもね。誰にとって得で、誰にとって損そんなのか程度は、なんとか見分けられたというわけ」

「そして、損をするのが、きみの御ご主しゆ人じんさまだったというわけなのかっ！」

　ついにアンディが絶叫した！

「なぜだ！　全て演技か！　全て計画なのか！　人をあやつってどうする。何を望んでいる！」

　立て続けのソードブレイカーの斬ざん撃げきを、レルシェはことごとく受け流した。わずかに受けた傷きずもごく浅い。アンディの頰がシールド・バトンで裂けた。蹴りで左ひだり肘ひじに青あお痣あざができた。

「倒たおれなさい、アンディっ！　無様に倒れて、なんでもない男だった、〈旧き母〉が刺し客かくにしたてようとしたけれど、私が始末しましたと、そう報告させてよ」

　できるわけはない。心を読まれる。記き憶おくはさらけだされる。何をしたって、私は終わり。アンディだって、追われる。そして、姫さまがたが、彼を道具にしてしまう。私と一いつ緒しよに来てくれなかったアンディを、姫さまが？　黄金の輝かがやきに、白金の輝きに、彼は惹ひかれるだろうか。

「全て話してくれ、レルシェ」

　戦いながらも、ふっきったはずなのに、どちらも最後の一撃がくりだせずにいる。見つめあう瞳ひとみは哀かなしく、殺気はほとばしらない。

「でもね」

　レルシェが、そっと微笑ほほえんだ。その心のうちにあるのは嫉しつ妬と。絶対にいやだ。姫さまたちにだって、アンディは奪うばわせない。この男の心は、私のものだ。

「いつかは終わらせなくちゃ、ね」

　続けざまの蹴りがほとばしる。

「ぐはっ」

　右胸、腹、左胸、顎あご。アンディは、その順にくらって吹ふき飛んだ。

　地面に転がる。

「終わりねっ！」

　シールド・バトンがアンディの目を貫こうと突きだされる。

　アンディは、かなわぬと知りながらソードブレイカーを突つきだした。

　それは、届かないはずだった。

　だが。

　レルシェが、ぐんと身を乗り出した。まるで、自分から刃やいばの上に倒れこむように。

　レルシェは、幸せそうに笑っていた。

　そうか。アンディは嬉うれしかった。彼女が囁ささやいた愛は真実だったのだ。引き裂かれた彼女の心は、こんな手段を選ぶしかなかったのだ。

　ならば応こたえてやろう。アンディは、そう決めた。

　彼女のシールド・バトンも、確実に、アンディの目に突き刺ささるはずだった。眼球を押しつぶしたそれは、確実に彼の脳のう髄ずいにまで達するだろう。

　ソードブレイカーは、レルシェの心臓を抉えぐるはずだ。

　アンディとレルシェの目があった。

　二人とも、笑っていた。

　しかし。それぞれの武器が、互いにとどめを刺す寸前。ひゅんという音がして、一本の矢がレルシェの肩かたに突き刺さった。

　シールド・バトンがそれた。

　ソードブレイカーは狙いをあやまたなかった。

　アンディは、わずかに頭皮を削られた。レルシェは心臓を。

　貫つらぬかれた。

　アンディの喉のどから絶ぜつ叫きようがほとばしった。

　生暖かい血が、ばしゃばしゃと彼の胸を叩たたく。ずっしりとした重みが、アンディの上にのしかかった。以前にも感じた重みだ。あの時はときめいた心が、今は水すい晶しよう連れん峰ぽうの永久氷ひよう冠かんのように冷えていく。

　腕うでの中にある体と、同じように。

「一緒に来て欲しかったわ、アンディ」

「しゃべるな、しゃべるな、レルシェ。今、手当するから」

　アンディは泣いていた。泣いていることに気がつかないくらい、哀しかった。
















「グラダスへ行っちゃ駄だ目め。戦いがはじまるから。紫むらさきの群島へでも逃げて……無む駄だよね、あなたにこんなこと言っても。でも、だから自信をもっていいわ。あなたが、自分で選んだ道であることは間ま違ちがいないから」

　レルシェの手が、弱々しくのびて、アンディの頰にそっと触ふれる。

「グラダスで〈四姉妹〉に会うのでしょ。〈結社〉の〈旧ふるき母〉たちが望んだことだけれど、正面から立ち向かう以外、しょせんはどうしようもないから……ああ、もう目が見えなくなってきたわ」

　アンディは必死にレルシェを抱だきしめた。自分の温ぬくもりを分けてやりたかった。

「こんな額に傷のある顔で死にたくはなかったわ。あなたが見てくれてるんだもの、もっと、きれいに、きれいに……きれいでなんか、なくても……生きていられるな……」

　呼吸が止まった。

　鼓こ動どうがやんだ。

　雲が、空の半分を覆おおい隠かくしたその時刻。レルシェは死んだ。アンディは、最さい期ごまで彼女の真まことの名を知ることがなかった。

「兄さん」

　エフェメラは、ゆっくりと兄に近づいていった。

「恨うらんでくれていいよ、いくらでも」

　彼女は泣いていた。涙なみだってこんなにあったのか。そう思っていた。

　射うつつもりなんてなかったといえば噓うそになる。でも、最後の最後まで迷っていた。射ってしまったのは、肩に何か小さなものがぶつかったからだ。小石のようなものだった。それがぶつかった拍ひよう子しに、指が弦つるからはずれてしまったのだ。でも、まさか、命中してしまうなんて。いったい、あの小石はどこからどうやって飛んできたのだろう。

　でも、射ってしまったことを後こう悔かいはしていない。ごめんね、レルシェ。でも、いくら思いきったつもりでも、まだ、あんなふうに兄さんを連れていかれるわけにはいかなかったんだ。

　ぼろぼろと涙がこぼれて止まらない。今日一日で、一生分の涙を使い果たしてしまうような気がしていた。それは間違いだ。エフェメラはもっともっと涙を流すことになる。

「お前を恨みはしない」

　アンディは、レルシェを抱きしめたまま言った。

「恨むなら自分自身だ」

「やめとけ、あほうども」

　タッタが、少し離れたところから、双ふた子ごを怒ど鳴なりつけた。

「どこかの誰かが言うとった。恨みは歪ゆがみ、〈悪あく魔ま〉に魅み入いられるちゅうてな。どうしたんや、アンディ、お前は正義の人やなかったんかい」

「ガヤンは法を定めたもう」

　レルシェの体を大地に横たえながら、アンディは呟つぶやいた。

「法とは人と人との誓ちかいなり。互たがいの身を思いやり、ともに安らがんがための定めなり。我らガヤンに仕える者。法を知らぬ者に法を説き、法を破る者に法を説き、秩ちつ序じよと安あん寧ねいをもたらさん」

　それは、アンディが神官位を授じゆ与よされた儀ぎ式しきの、誓いの言葉の一節であった。そして、全すべてのガヤン信者が、神に捧ささげる祈いのりの言葉だ。

　ルナルの空には、常に神がいる。ルナルの人々にとって、神とは援えん助じよ者であり、教師であり、全ての指針であった。人が死ねば、その魂たましいは月へと旅立つ。神とともに太陽の向こうにいたる日を待つために。時には転生し、さらに地上での修しゆ行ぎようを積む。

　祈りの言葉は、魂の旅立ちへのはなむけであった。

　そして、遺のこされた者たちの、逝ゆく者への誓いでもある。

「〈結社〉よ、あなたがたは、絶対の法を破っている。人の心にある、誰もが知っているはずの法を」

　まだ、レルシェの死顔から目をはなすことはできない。それでもアンディは立ちあがった。

「シャストアは物語を作りたもう」

　兄の背後に立って、エフェメラは呟いた。彼女もシャストアの教えを伝える神官だ。この時に語るべき言葉は知っている。

　シャストアの神官は、常に惑まどわさねばならない。エフェメラはまだまだ未熟だ。

　だが、おそらくは最高位の高司祭でも、今はこの言葉を口にするだろう。

「物語とは生きること。それを見よ、それを語れ。されどなによりもすべきことは、物語を作ることなり。物語は真実なり。汝なんじが語るは汝が真実」

　シャストアは虚きよ偽ぎの神とされる。だが、入信者が最初に学ぶのは、この言葉だ。高司祭が、最後にたどりつくのもこの言葉だ。

　ふだん、どんなふうに見えようとも、エフェメラはシャストアの神官。なすべき教えは心得ている。

「あたしは自分の物語で、悔くやんだり、泣いたりすることは語らない。最後にはきっと笑ってみせる。後悔しない物語を、作ってみせる」

　双子は、その時、はじめて〈結社〉を憎にくんだ。しかし、その憎しみを正しき怒いかりに変えようと思った。

　それを追うことは、誰だれに与あたえられたのでもない。自分たちが選んだ道であった。たとえ、他ほかの誰かがそれを望んでいるとしても、かかわりはない。

　許せないと思った。

「必ずだ、必ずこんなことはやめさせてやる。もう、誰も涙を流さないように」

　兄の言葉に、エフェメラはきっぱりとうなずいていた。

　そして、タッタはため息をついていた。

　──双子の件がかたづいたら、キーンブルクでお父とっつぁんと一緒に暮らしてるはずのメノアのところを訪ねようと思てたんやが、まだまだ先になりそうやな。

　アンディは、もう一度レルシェの体をかかえあげると、墓のならぶ一角に向かった。レルシェの墓を掘ほり終わるのには、日が暮れるまでかかった。タッタは手伝える状態ではなかったし、たとえ、そうだったとしてもエフェメラ同様、手伝わせてはもらえなかったろう。




「さて、次はどこにいくつもりだ？」

　エフェメラの肩に石をぶつけて、矢を放たせた男。〝吠える狼ハウリングウルフ〟のアードは、塔とうの近くにはえた樹上に身をひそませながら、双子を見ていた。まさか、ああうまくいってくれるとは思わなかった。この双子とつきあっていると、これからも苦労することになるのだろうな。

　アードは、サーライトに加護を願った。森を捨て、祖霊トーテムからはなれた彼には、サーライトしか祈るべき相手はいなかった。







　エピローグ──あるいはプロローグ







「ここが人間の港町ですか」

　──と〝吹きつブラストける風ウインド〟のラナークは、もの珍めずらしげにそう呟いた。彼のふところには、故郷サイスの森のフェルトレの環わから、遠くグラダスにあるラジスの森のフェルトレの環へとあてた書状がおさまっている。本来なら、こういうものを届けるのは伝達と移動を司つかさどる氏族シグルリードの役割なのだが、ある事情のため、彼が選ばれたのだ。

　ここは、帝てい国こくのはずれにある港町セルターク。

　中程てい度どの港である。かなりさびれたようすだ。

　ここからは、セレン内海を渡わたる、カルシファード侯こう国こくやグラダスの五王国との交易船が出る。しかし、カルシファードとは長い冷戦が続いていた。グラダスとの交易も、私し掠りやく船せんの跳ちよう梁りようによって、妨ぼう害がいされている。

　商船の出入りはめっきり少なくなり、港に並ぶ船の多くは、軍船であった。

　もっとも、森で外とまじわることなく暮らしているエルファたちには、海についての知識はほとんどない。

　ラナークは、ただひたすら、もの珍しげにあたりを見物していた。

「ああ、あれですね」

　桟さん橋ばしの一つに、彼が乗るはずの船が止まっていた。船名が書いてある。

　近づいてみると、船長らしい人物が、赤い鼻をした中年の人間と話をしている。どうやら、乗船料の交こう渉しようをしているようだ。

　荷物を運びこんでいるものもいる。ほとんどは人間だが、中に一人、ドワーフの少年──だろうと思う、ドワーフの年ねん齢れいは彼にはわかりにくい──がまじっていた。

　交渉が終わったようなので、ラナークは進みでて挨あい拶さつをした。話は聞いていると、船長はこころよく応じてくれた。人間には珍しく、ほかの〈源人の子ら〉への偏へん見けんがないらしい。気を良くしたラナークは、もの珍しさも手伝って、この街や船旅について、あれこれと質問をした。

「ところで船長さん、さきほどから、ずいぶんとものものしい格好をなさった人々が走り回っておられるようですけど」

「ああ、なんでも、凶きよう悪あくな殺人犯人が逃にげこんだとかでね。帝国の公王を殺した犯人だそうだ」

「へえ、そうなんですか」

　エルファであるラナークには、公王と言われてもぴんとこない。

「なんにせよ、そんな人間とはかかわりあいになりたくないですよね」

　そう言われた双子とタッタは、彼からほんの五十メルーほど先の路地に身を隠している。

　幻げん覚かくで壁かべを作りあげて、セルタークの巡じゆん邏ら兵をごまかしているのだ。もう少し隠れて、バササが手を回してくれた船に、ぎりぎりで乗船する予定だった。

　そして、その凶悪犯人と呼ばれている人物と、これから長い長い旅をともにすることになろうとは、ラナークには思いもよらないことだった。





そして、はじまり　









　なかがき







　うわははははははははははははははははははは！

　二巻目なので、ちょっと長くなってきます。この後はだんだんと長くなる予定の友野です。

　ルナルの感想をお伺うかがいする時に、いちばん「印象に残っています」と言われることが多かったのが、この二巻めでした。新しく読み始めてくださる方にはネタバレになるので、どこがどう、あるいはどのキャラクターが記き憶おくに刻まれたのかは、あえて申し上げませんが、読まれた後で「ああ、ここだな」と、いまも思っていただけるなら嬉うれしいことです（この「いまも」は、かつてと同じに、もしくは今の新しい読者さんにも、の両方の意味です）。

　さて、今回の新装版の刊行にあたって、まさかのドラマＣＤ化をしていただけることになりました。最初の刊行から二十二年目でのドラマＣＤ化というのは、ライトノベルというジャンルでは、ちょっとした記録ではあるまいかと思います。詳くわしいことは、帯などに広告があると思いますので、そちらをご覧ください。本巻からスピンオフした、番外編の物語になっています（シナリオは共作です）。これを書いているいまは、収録もまだなのですが、立ち会わせていただくことになっているので、たいへん楽しみにしております（笑）。みなさんにも手にとっていただければ、嬉しい限りです。

　さて、この後にはまた、文庫未収録だった短編「悪あく魔まと天使の間で……」の後編が収録されています。この本編より前に書いたものなので、まだまだ本当に未熟な作品でした。今回の新装版は、なるべく修正せず、当時の形でお手もとに……と思っているのですが、どうしても直さずにいられないところもあります（おもにわかりにくい表現など）。今回の後編は、かなり大おお幅はばに手を入れてしまいました。さすがにもう……。旧作をお持ちの方がいらっしゃいましたら、なるべく読み比べなどはご勘かん弁べんください（笑）。

　新装版二巻が無事に刊行できたのも、みなさんのご支し援えんのおかげです。これからも頑がん張ばりますので、続けて楽しんでいただければ幸いです。

　友野はツイッターなんかもやっておりますので、フォローなどしていただけると今後の刊行情報など逃のがさずキャッチしていただけるかと。所属しているグループＳＮＥの他ほかのメンバーの作品の情報などもツイートしております。あと、アナログゲームとか特とく撮さつとかホラーとか大おお阪さかのくどい話なども少々。あ、イベントの告知もします。私は、アナログゲームのイベントなどにもよく顔を出しますので（たまに主しゆ催さいする）、比ひ較かく的てき、会いに行きやすい作家です（笑）。

　では、また次の巻でお会いできることを楽しみに。




　二〇一四年九月三十日


友野〝積みあがった翻ほん訳やくミステリと翻訳ＳＦの山も崩くずしたいものですが……〟詳　





















　　　　５




　おぞましい怪かい物ぶつが、室内を飛び交かっている。

　ロクターノは、こいつらを〈悪魔〉と呼んだ。

　それは邪じや悪あくな存在であり、大地に生きるものの天敵だ。それら〈悪魔〉の本質は、〈天使〉とよく似た、不可視の力である。大きな違ちがいは〈悪魔〉が明確な意思を持っていることだ。破は壊かいと殺さつ戮りく、苦痛と憎ぞう悪おを求める衝しよう動どうが〈悪魔〉の存在原理だ。

　やつらは、地上の生き物にとりつき、異常醜しゆう怪かいな姿に歪ゆがめ、おぞましい魔ま力りよくを与あたえ、心を喰くらって、その生命を乗っ取ってしまう。

　より知性の高い生き物に憑つくほど〈悪魔〉は強い力を持つ。

　双ふた子ごは、故郷の街で何度か〈悪魔〉と出会ったことがあった。その時の経験から考えれば、個々のこれはさほど強力な〈悪魔〉ではない。だが、とにかく数が多かった。

　部屋に飛びこんできた怪物は、あっという間に部屋をうめつくした。ロクターノが、腰こしを抜ぬかしてへたりこむその途と中ちゆうで、姿をさえぎられてしまう。

「みんなっ！」

　アンディは、どう指示していいかわからず、絶句した。

　部屋中を乱らん舞ぶする生き物たちに、視界はまったくふさがれている。すさまじい羽音で声も聞こえない。きれぎれに、悲鳴が伝わってくるきりだ。

　エフェメラとタッタなら自分の面めん倒どうは見られるだろうが、ミラナ母子やロクターノのことはわからない。

　とにかくまずは我が身を守らねばならない。

　アンディは、右手で剣けんを引き抜いた。刃やいばの片方が、鋸のこぎりの歯のようになっている。これはソードブレイカーと呼ばれる長ちよう剣けんだ。複雑な構造だが、魔ま法ほうで強化されて脆ぜい弱じやくさはない。左手は、ガヤン・ネットをひき抜いた。軽くて扱あつかいやすい、ガヤン神の祝福を受けた格かく闘とう戦用ネットである。どちらもガヤンの信者にだけ許された武器だ。

　人間同士の戦いなら、敵の武器を奪うばえるソードブレイカーが強い。しかし、いまならネットのほうが有効だろう。ただし、敵の数が多い。

　アンディは、うかつな攻こう撃げきを控ひかえて、やつらのようすをうかがった。意外なことだが、その余よ裕ゆうがあった。怪物たちは、鋭するどい鉤かぎ爪づめをもっていながら、飛びまわるばかりで攻撃してくる気配がないのだ。

『よくも……』

　アンディの前を一匹ぴきがかすめ過ぎた時、そんな声が聞こえた。

「なんだ、こいつ？　人間の言葉が話せるのか？」

　アンディは、そいつの姿を目で追った。

　そいつもまた、アンディを見ていた。

　怪物の頭部に、人間の顔が重なり合う。

　幻まぼろしだ。見えたその瞬しゆん間かんにはわかっていた。だが、理解は一瞬にして忘れ去られた。

「ガスケル、なんのつもりだ」

　ほとんど無意識のうちに、アンディの口をついて出た。

　そいつの顔は、アンディが生まれてはじめて殺した男の顔だった。

『よくも俺を……』

　きしむような響ひびきだったが、声もその男のものだった。

　その男は、自分をふった女を殺し、その女の新しい恋こい人びとを殺し、逃とう亡ぼうを試みたところをアンディに見つかり、戦いになったのだ。腕うでの立つ戦士だった。

　アンディとは、同じ剣の師し匠しようのもとで学んでいた。

　名は……ガスケル。

『お兄ちゃん』

　か細い声がした。

　別の一匹だ。

　少女の顔をしていた。

　アンディが殺した少女だ。

　よくいじめられていた、病弱な少女だった。心の奥底に、見た目からは想像もつかないほどの深い恨うらみを溜ためこんでいた。〈悪魔〉はそれを貪むさぼり、彼女の魂たましいを喰らった。

　アンディたちが気づいた時には、もう取り返しがつかないところまで進行していた。心は失われ、肉体は完全な〈悪魔〉に変へん貌ぼうしていたのだ。

　魂は死んでいた。彼女の顔だけを残した肉体を、アンディたちは滅ほろぼした。どうしようもなかったから。

『どうして、お兄ちゃん』

　彼女は、双子の家の近くに住む子だった。

　エフェメラとも仲がよかった。

　なぜ、早く気がついてやれなかったのか。

『どうして、あたしが死ななくちゃならないの』

　そうだ。

　あの時も、この子はそう言ったのだった。

『寒いよ。寂さびしいよ。一いつ緒しよに遊ぼうよ』

　耳元で、少女はささやいた。

『アンディ』

　父の声がした。

『アンディ、なぜお前がそこにいる』

　死んだ父の声だ。

　アンディが、頼たのみを断ったために死んだ父の声だ。

『アンディ、お前はどうして、そこにいるのだ』

　あの時、アンディが素す直なおに父親の言うことを聞いていれば、父はあの場所に行くことはなかった。そうすれば、父はまだ生きていたかもしれない。青い爪つめの女に殺されることもなく。

『どうして、わたしを殺した、アンディ』

　そうだろうか。父を死に至らしめたのは、自分なのだろうか。

　少女を殺さなくともよかったのだろうか。

　ガスケルを殺さずにすんだのだろうか。

『お前も来い、アンディ』

『来い』

『来て』

『来い』

『来い』

　知っている。飛びまわる生き物の顔が、すべて知っているものになっていた。怒いかりと嫌けん悪おであれば反発もできた。彼らは、赦ゆるしと慰なぐさめの表情で、アンディを引きこんだ。

『さあ、来い』

『ゆだねるのだ』

『考えるな』

　呼びかける。

『我にしたがえ』

『我の言うとおりに……』

「違う」

　アンディは呟つぶやいた。手足から抜けかけていた力が戻もどってくる。

『来い』

『おいで』

『来るんだ』

『私の、力を……』

　ささやき声はやまない。

「駄だ目めだ」

　アンディの呼吸が荒あらい。

『お兄ちゃん』

　彼女を助けてやれなかった。

　しかし。

　彼らは、自分自身で選せん択たくしたのだ。ガスケルは自分で人殺しをすると決めた。少女は復ふく讐しゆうのために〈悪あく魔ま〉になると決めた。父は……父を殺すと決めたのは青い爪の女だ。殺された者に、責任を問うべきか？　それを知るためにも、真実を見み出いださねばならない。

　いまはまだ、アンディは許されてはならない。

「……ぼくも、きみたちと同じだ。自分のことは……」

　そうだ。

「……自分で決めるさ！」

　ソードブレイカーを横よこ殴なぐりになぎ払はらった。習い覚えた型も忘れて、ただ全力でふるっただけだ。

　澄すんだ音がした。

　誰だれかが、アンディの刃を、柔やわらかく受けとめてくれたのだ。

「危ないよ、兄さん」

　エフェメラだった。

　笑っている。

　しかし、目め尻じりにかすかな涙なみだが浮うかんでいた。

「ちょっと待って」

　手にした細剣レイピアを鞘さやにおさめ、エフェメラは意識を集中した。

　低くくちびるを震ふるわせる。そして、影かげと幻を支配するシャストアへの祈いのりを紡つむぐ。

　月がもたらす波動。それが月を信しん仰こうする者たちの魔法の源だ。さまざまな手段を通じて、月の波動を自分自身のそれと一いつ致ちさせる。思いに乗せて放ち、力を発現させるのだ。

　エフェメラは、祈りを終えて、大きく腕を左右に広げた。

　まるで彼女から強風が吹ふきだしたかのように、飛びまわっていた生き物が、吹き飛ばされる霧きりのようにゆらぎ、消えていった。

　エフェメラ当人はもちろん、アンディも髪かみの毛一本揺ゆれはしない。

　彼女が使ったのは《幻覚デイスペル・破壊イリユージヨン》の呪じゆ文もんだった。影と物語の神は、その信者に幻げん影えいを操あやつる魔法を教えてくれる。

「影と幻の主人よ、迷めい宮きゆうの作り主にして惑まどわすものよ。御おん身みがしもべに力を貸してくださったことを感謝します」

　感謝の祈りを捧ささげると同時に、エフェメラの体がふらりと揺れた。床に倒たおれる前に、あわててアンディが支える。

　魔法は、肉体を極きよく端たんに疲ひ労ろうさせるのだ。使いすぎると、立っていることもできなくなる。まだ幻げん術じゆつ師としては修しゆ業ぎようの途と上じようにしかいないエフェメラにとって、部屋中に満ちた幻影を消すのは、かなりの負担であった。

「よく、あれが幻だと見破ったな」

　妹を、壁かべ際ぎわに運んで、背をもたれかけさせてやりながら、アンディは言った。

　エフェメラは、青ざめた顔でにっこりと笑った。

「まかせてよ。幻のことなら、あたしの方が専門家なんだから」

　アンディは、知らないうちに、子供時代のようにエフェメラの頭をなでていた。

「おおい、二人とも大だい丈じよう夫ぶか。今のは、なんやったんや？」

　タッタが近よってくる。彼も、何かいやなものを見たらしい。自じ慢まんの羽毛も、色合いがくすんでいる。

「あれは……シャストアの呪文やったんか？」

　タッタの問いに、エフェメラは首を左右にふった。

「ううん。なんとなく……感じが違ちがった。赤の月の呪文じゃない。それに、すごく本物らしかった。ただの空想で、あれは無理」

　エフェメラの言葉に、アンディはうなずきを返した。

「さっきロクターノさんが〈悪魔〉と言ったのは、あながち間ま違ちがいでもないか」

「それだけとは限らんやろ」

　アンディが考えたのは邪術師ソーサラーのことだ。ふつうの魔術師ウイザードは、白き輪の月に住まう〈天使〉と契けい約やくして魔ま術じゆつを行使する。だが〈天使〉に代わり〈悪魔〉と契約する者もいる。それが邪術師ソーサラーだ。もちろん、タッタが言うように、ふつうの魔術師ウイザードや他ほかの月に従う者らかもしれない。だが、〈悪魔〉を正確に再現できるのは、それと戦う者か、それに従う者か、いずれ従うさだめにある者だけだ。

「だけど、いったい何が狙ねらいだ？」

　アンディが疑問を口にした時。

「ああああああ」

　突とつ然ぜん、ロクターノの悲鳴が響きわたった。

　彼らのことを忘れていたアンディは、あわてて顔をあげた。

　幻影が残っていたのか、それともそれを操っていた奴やつがあらわれたのか。

　ロクターノは、部屋の片かた隅すみをゆびさしている。そこにいるのは、ミラナとアバドの母子だ。アバドのフードが脱ぬげている。ひざまずいたミラナが、その体を抱だきしめていた。

　少年の髪の毛は、純白だった。
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　少年の肌はだは水すい晶しよう連れん峰ぽうに積もる雪より白く、瞳ひとみは、黄金こがねの色だった。

「あああああ。こいつは〈悪魔〉だ。あれは〈悪魔〉のっ、まっ、のっ」

　ロクターノが、少年にむかってわめきちらした。俗ぞくに〈悪魔〉と取り引きした邪術師ソーサラーは、身体からだのどこかにそのしるしがあらわれるとされる。たとえば小さな角や、金属のような爪だ。だが、アバドの外見がそうだとは、アンディには思えなかった。

「落ち着いてください、ロクターノさん。本物の〈悪魔〉なら、こうも簡単に正体を見せたりはしません。彼らはもっと巧こう妙みようだ」

　これまでにも〈悪魔〉と出会ったことのあるアンディは、冷静だった。若いながら、異常な出来事との遭そう遇ぐう経験は豊富である。

　だが、ロクターノは、口をぱくぱくさせるばかりだ。声も出ないらしい。

　もっとも、狂きよう乱らんして暴れられるよりもましかもしれない。

　座りこんだロクターノは、息もできないようすだ。タッタが近づいて、その背中を翼でばしばしと叩たたいた。

「しょうがないおっさんやな。安心しいな、わしらはこう見えて、その手のことには練達してる。信じてええで。だいたいやな、色が薄うすいっちゅうのは〈悪魔〉やのうて、魔術師ウイザードのしるしや」

　タッタも、伝令という仕事がら、あちこちでさまざまな見聞を積んでいる。白き輪の月に住む〈天使〉と心を通い合わせる素質を持つ者は、種族の標準より色素が薄い姿で生まれてくる場合が多い。そういった生まれの者が、長い修業を経へて、元の種族からはもはや独立した存在となり、強力な魔術を使いこなせるまでに至ったのが魔術師ウイザードなのである。

「何を言ってるんですか！」

　ようやく呼吸を整えたロクターノが、またわめきちらした。

「魔術師ウイザードだって〈悪魔〉の使いって言うじゃないですか！　そういえば、ここは魔術師ウイザードが住んでいたって話だった。薄うす気き味み悪いと思ってたんですよ。とにかく、呪文が唱えられないようにさるぐつわか何かをせめて……」

「馬ば鹿かなこと言わないで。あなたまで、そんな迷めい信しんに惑わされているの？」

　エフェメラは半身を起こして、商人の言葉を一いつ蹴しゆうした。

　ミラナはいっそう力をこめて、アバドを抱きしめている。少年の口はぎゅっと結ばれている。まるで、一言でも話したら、自分が消えてしまうとでもいうように。

「何が馬鹿なことですか！　さっきの化け物だって魔ま法ほうのしわざなんでしょう！　じゃあ、こいつしかおらんじゃないですか！　そうだ、さっきのゼノックだって、もしかしたら……」

「そこまでです」

　ロクターノに鋭するどい目を向けて、アンディは、きっぱりと言った。

「それはありえない。魔術師ウイザードは自分専用の〈天使〉を召しよう喚かんして、それを封ふう印いんした品を持っていなければ魔術を使えないはずだ。この子供が、もうそこまで修業をつんでいるとは、ちょっと思えないな」

　そのように〈天使〉を封ふうじた品は魔術武器と呼ばれる。だが、アンディの冷静な指し摘てきでは、ロクターノを落ち着かせるには及およばなかった。

「本当に子供だかどうか、わかったものじゃありませんよ。魔術で見せかけてるだけかもしれん。その女だって見た目どおりだか。そうだ、裸はだかになってもらいましょう！　どこかに〈悪魔〉のしるしが……」

　ロクターノは、途と中ちゆうから完全に常じよう軌きを逸いつしている。

「いい加減にしなさい！　あなたこそ〈悪魔〉に……」

　エフェメラが、ロクターノを叱しつ責せきしようとしたが、途中で激しく咳せきこんでしまった。それでも、エフェメラはロクターノを睨にらみつけ、言葉を続けようとする。

「いえ、いいんです」

　エフェメラにそう言ったのは、ミラナだった。

「いまさら気にしません。故郷でも、ずっとそう言われてました。この子には確かに……」

「やっぱりそうなんだな！　黙だまって殺されやしないぞ！　しないぞ！」

　ミラナの言葉の途中で、逆上したロクターノが少年につかみかかろうとした。瞳が揺れて、眼球が裏返り、白目をむいている。あまりにも急激な感情の高ぶりであり、明らかに異常だったが、そこまで気を回せる余よ裕ゆうが、誰にもなかった。ただ、怯おびえのあまり、理性のたがが外れたと思っただけだ。

　ともかく、ロクターノが本気で子供をどうにかするつもりなのは明らかだった。

　アンディは、商人の男の横っ面を、とっさに剣けんの柄つかで殴なぐりつけた。ロクターノは床ゆかに転がり、呻うめき声をあげた。だが、鍛きたえてもいないはずなのに、まだ起き上がろうとしている。くちびるの横から泡あわが滴したたった。

「しばらく、おとなしゅうしとけや。落ち着けって」

　アンディに代わって、タッタがほんの短い距きよ離りを飛んで、その上に舞まい降りた。

「大丈夫よ」

　エフェメラが、母子に笑いかける。わずかだが体力は回復しつつあった。

「まったく、困ったものね。まだそんな迷信を信じてるところがあったなんて。いまどき魔法の力の兆候があれば、神しん殿でんでも魔術師ウイザードの団でも、ちゃんと引き取ってもらえばいいんだから」

　エフェメラたちが育ったトリース森王国では、魔術師ウイザードが〈悪魔〉の使いなどという偏へん見けんは、ほとんど払ふつ拭しよくされている。

「……そうですか。そんなところもあるんですね……。でも、ここらは違います。村では、六つの誕生日までにまともになるようすがなければ、この子を殺せと言われました。でも……」

　ミラナはぼろぼろと涙をこぼし、言葉を途と切ぎれさせた。そんな母を慰なぐさめようと、少年は一いつ所しよ懸けん命めいにその髪を撫なでた。

「ひどいよ。ひどすぎるよ」

　エフェメラが、憤ふん然ぜんとしている。怒いかりは、彼女に体力を取り戻もどさせたようだ。

「偏見は、決して昔だけの話じゃないんだ、エフィ。トリースにだって、ないとは言い切れない。自分たちにだって、気づかない偏見はあるかもしれない」

　アンディは、自分に言い聞かせるような口調だった。

　気持ちが落ち着いたのか、ミラナは涙をぬぐって言葉を続けた。

「私、この子を連れて村から逃にげました。でも、行くあても何もなくて……」

　起き上がったエフェメラは、母と子に近づき、その細い肩かたに手を回した。

「わかった。安心して。あたしたちがなんとか……」

「おいっ！」

　慰めと援えん助じよの言葉は、途中でさえぎられた。タッタだ。ロクターノから飛び降りた。

「こらあ、まずいで！　おっさんも、とっとと起きぃ」

　タッタが見ているのと同じほうに全員が目を向け、そして息を吞のんだ。

　ゼノックの死体が起きあがろうとしている。首にくいこんだ剣を、ひき抜ぬいた。上半身が起きあがると、首が胸の前に垂れさがった。

　死体から、死にながらも生きる怪かい物ぶつをつくりだす魔術が存在する。まっとうな倫りん理りを見失った存在でなければ使おうとは思わない、アンデッド創造の魔術だ。

「いかん、逃げろ」

　死体に一番近い位置にいたのは、エフェメラとロクターノだ。

　エフェメラはとっさに床を転がって逃げた。だが、ロクターノは逃げ遅おくれた。

　死体が、剣で彼に斬きりつけた。

　剣は、肩かた口ぐちからロクターノを裂さいた。さらにもう一いち撃げき。

「しまった！」

　アンディが、前へ飛び出す隙すきさえもない。ロクターノは、言葉を遺のこす暇ひまもなく絶命した。死んだ後でも、ゼノックの剣の腕うでは衰おとろえていないようだ。

　倒たおれ、呼吸が止まり、鼓こ動どうが失うせ……そしてロクターノは起き上がった。

　二つの死体は、そろって双ふた子ごと母子、そしてタッタに向かってくる。アンデッドの怪物、ゾンビとなったのだ。

　ゼノックの死体は、ある程度は拭ふき取っていたといえ、血の跡あとがまだ生々しい。ロクターノにいたっては、まだ動きとともに血液が洩もれ出てくる。ぎこちない動きで、それらは襲おそいかかってきた。

　アンディは、残りの者たちをかばって前に出た。ゼノックのゾンビが、血まみれの剣を打ちおろしてくる。アンディは、それを、ソードブレイカーの鋸のこぎり状の歯の部分で受け止めた。アンディが手首をひねると、嚙かみあった鋸歯が剣の刃はを折った。ガヤン信者にのみ伝授される技わざだ。

　だが武器を折られたところで、折れる心がゾンビにはない。ゼノックのゾンビは、折れた剣を棍こん棒ぼうのように叩きつけてくる。そればかりではない。ロクターノのゾンビは、自分のてのひらにくいこむのもかまわず、折れた刃を摑つかみあげて迫せまってきた。

『……来こよ』

　どこからか、アンディの耳にそんな言葉が届いた。ゾンビたちが、操あやつられて声を発したのだろうか。

『我の力をふるえよかし』

　いや、違ちがった。それは、心のうちに直接響ひびいてきている。声ではない。思念だ。

『……来よ』

　誰だれを呼んでいるのだ？　自分ではなさそうだと、アンディは感じた。では、誰だ？

「逃げろ、この屋や敷しきの外へ出るんだ！　嵐あらしのほうが怪あやしい魔術よりましだ！」

　アンディは、声が屋敷の内側へ誘さそっていると感じた。だから逆への逃とう亡ぼうを指示した。

　エフェメラとミラナが助け合いつつ、アバドと一いつ緒しよに動き出す。タッタがそれを先導した。隣となりの、玄げん関かんへ通じる部屋へ移動する。

　アンディは、ゾンビ二体を防ぎながら、同じ部屋へとじりじり後退した。

　とっくに外へ出たと思っていたタッタたちは、まだ玄関にはりついている。

「どうした！　急げ！」

「それがあかんねや。扉とびらが開きよらん」

　タッタのあせった声が聞こえてくる。

「じゃあ、こっちは？　おとなは無理だけど……」

　エフェメラは、窓に駆かけ寄った。アバドを抱だきあげたミラナが急いで後に続く。女性二人が、少年を持ちあげた。

　明かり取りの窓はドワーフ製の板いた硝子ガラスがはめこまれている。はめ殺しで、開閉はできない。おまけに、目の細かい鉄枠わくで補強されている。先刻からの風雨に耐たえたはずだ。

「くっそ、無む駄だに頑がん丈じようにしやがって」

　タッタが槍やりで突ついてみたがびくともしない。

　その間も、アンディは、一人で二体のゾンビを防いでいた。

「くっ」

　小さな声が、アンディの口から洩れた。ゼノックゾンビにしがみつかれて動きが鈍にぶったところへ、ロクターノゾンビが握にぎりしめた剣が脇わき腹ばらをえぐったのだ。

　革かわの鎧よろいに阻はばまれて傷は浅いが、ゾンビと違ってこちらは出血で消しよう耗もうもすれば、疲ひ労ろうもする。思い切って攻こう勢せいに出ようにも、ゾンビがおのれの被ひ害がいを気にしないので、隙が見つからないのだ。

　ゼノックゾンビを振ふり払はらい、ロクターノゾンビを蹴けり飛ばして、一度間合いをとった。

　そこで、エフェメラとタッタが、アンディの左右に並んだ。

「おい、二人とも……」

「たった二体なら、手早く片付けちゃったほうがいいでしょ」

　エフェメラは、左手でマントをひるがえらせた。マハノチと呼ばれる水すい竜りゆうの革でできたそれは、敵の武器を巻き取る防ぼう御ぎよにも使えるし、端はしを刃物のように鋭く硬こう化かさせ攻こう撃げきにも使うことが可能だ。

「ごめんね、おじさん」

　ひるがえったマントが、ゼノックゾンビの、なかば折れた剣に巻きつき、攻撃をそらした。

　エフェメラが、右手で細身の剣を抜いている。体を敵に対して斜ななめにかまえ、左のマントに隠かくして、腰こしの高さにかまえた剣を突き出してゆく。

　シャストアの神殿で教えられる独特のかまえだ。

　剣が、素す早ばやく疾はしった。

　破は壊かいされるまで動きを止めないゾンビに対して、刺し突とつ武器は相あい性しようがよくない。だが、足止めには十分だった。

　これで、アンディは防御を気にする必要がない。

　アンディは、ロクターノゾンビの腕を、ガヤン・ネットで絡からめて引き寄せ、力任せにソードブレイカーをふりおろした。刃が頭ず蓋がいのなかばまで食いこみ、ゾンビが動きを止めた。

「せいりゃっ！」

　タッタも気合いを発して攻撃している。

　ロクターノゾンビを完全に破壊したアンディがふりかえるころには、ゼノックゾンビも、ほぼ動けなくなっていた。

　すでに死んでいるアンデッドの怪物が、殺されることはない。彼らは破壊されるだけだ。生命ではなく物体でしかないのだから。滅ほろぼしてやることこそ救いだ。魂たましいはとうに肉体を離はなれている。

　と、理り屈くつではわかっていても、そうそうわりきれるものではない。

　動けなくなるまで破壊された肉体を前に、それぞれの罪悪感をなだめるためにも、双子はそれぞれの神に、ロクターノとゼノックの魂が、安息の眠ねむりを得られるようにと祈いのった。

「で、どうするねん」

　合理主義者のタッタは祈らない。淡たん々たんとこれからのことを訊きいた。

　アンディはまず扉を確かめた。タッタを疑うわけではないが、ゾンビを滅ぼして状じよう況きようが変わっているかもしれない。

　外へと通じる扉は、がっちりと閉じて、動かない。

「鍵かぎをかけた覚えはないねんけどな」

　タッタはおどけた調子で言った。緊きん張ちようをほぐす役には立たなかった。

　ミラナは、声も出ないようすで、怯おびえている。こんな異常な出来事には縁えんのない暮らしをしてきたはずだ。ここ数年は、我が子をかばうだけの人生だったろう。

　アンディはふと、アバドの父のことが気になった。だが、いまは尋たずねている時ではない。

「他ほかに出口はないか、探してみよう」

　アンディが言った時だ。

　今まで、母に引き回されるだけだったアバドが、いきなり手足をふりまわした。

「どうしたの、アバド」

　少年は、母親から離れて歩き出した。とことこと部屋を出て廊ろう下かを歩いてゆく。

　ミラナが慌あわてて後を追った。もちろん、双子とタッタたちも。

　追いついてアバドを囲んだ。息子むすこを抱き上げて止めようとするミラナを、あえてそうさせなかった。廊下を進んで、少年は、扉が開け放たれた部屋の一つに入った。もちろん誰も、そんな部屋があることなど知らなかった。

「ここだよ」

　唐とう突とつにアバドが言った。双子とタッタは、はじめて少年の声を聞いた。澄すんだ響きだ。

「ここに何かある。ぼくに来て欲しがってる」

　少年が歩みよった一角には、からっぽの大きな本ほん棚だなが置いてあった。木目を生かして飾かざりにしてある、高級そうなつくりのものだ。

　アバドは本棚をぐいぐいと押している。

　ここでやっと誰も止めなくなったので、ミラナは、少年を抱き上げた。

「だめよ、勝手にどこかへ行っては」

　母が息子に頰ほおずりをする。だが、少年は、手足を動かしていた。自分の足で立ちたいという気持ちのあらわれだ。

　アンディは、そのようすをじっと見て、それから口を開いた。

「ミラナさん、あなたの息子、アバドくんは、修しゆ業ぎようを積んでいないとはいえ魔術師ウイザードの素質を持っています。だからこそ聞き取れる、感じ取れる何かがあるのかもしれません」

　アンディが母親を落ち着かせている間に、エフェメラとタッタは、本棚を調べていた。とはいえ、あまり効率的なものではない。仕し掛かけや罠わなの知識がない彼らは、ともかくもむやみやたらに調べてみるしかない。

「こういう時は、泥どろ棒ぼうか遺い跡せき荒あらしでもやってりゃよかったと思うわ」

「勘かん弁べんしてくれ」

　アンディが苦にが笑わらいする。

「そんな経験なしでもやな……これや。ここが動きよる」

　模様にしか見えなかった木の節目の一つが、ぐっと押しこめるようになっていた。皆を下がらせて、タッタが試ためしてみる。アンディがやると言ったが、素す早ばやさと頑丈さを考えると自分のほうがいいと、タッタが言ったのだ。

　タッタが、器用に槍の石いし突づきを使って押しこむと、重い物がこすれあう音が響いた。

　本棚が動き、その下に、地下へと向かう階段が姿をあらわした。

「……この先を探さぐってみるしか、外に出る手段はなさそうだな」

　アンディは一歩おりて、足を止めた。ふりかえる。

「待っていてもらったほうがいいのかもしれません。けれど……」

　アンディは、ミラナとアバドを見つめた。

　息子も母をじっと見ている。

　ミラナは、しばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて息子を床ゆかにおろした。歩き出そうとする息子の手をしっかり握りしめる。

「行くのはいいわ。でも、母さんも一緒よ」

　彼女は言った。そして、双子とタッタと母子は、階段を下くだりはじめた。
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　階段はさほど長いものではなかった。

　石を刻んだものだろう。しかし、なめらかで継つぎ目がない。普ふ通つうの石工に造れるものではなかった。絡から繰くりの隠し扉に対して、なんだかちぐはぐな印象だった。

　おりきったところに鉄の扉があった。

「開けるぞ」

　アンディの言葉に、みんながうなずく。

　アンディは取っ手を引いた。だが、動かない。

「また魔ま術じゆつで封ふうじられてるんか？」

　タッタの問いに、アンディは首をふった。こほんと一つ咳せき払ばらいして、扉を押す。

　今度はあっさりと開いた。誰も何も言わない。

　まぶしい光で、目が焼かれるようだ。しばらく細めて、ようやく慣れた。天てん井じように埋うめこまれた水すい晶しようが輝かがやいているのだ。もちろん魔ま法ほうによるものだろう。

　部屋は狭せまくはなかった。

　しかし、雑然と散らかっていて、広々した印象もない。椅い子すや机、棚たななどの家具は、部屋の片方に押しこまれている。

　それによって空いたかなりの空間、その床ゆか面めんに、くまなくさまざまな文様が描えがかれていた。魔ま法ほう陣じんだ。

　ほぼ円形の魔法陣。その中央に、一本の短たん剣けんを握った干ひからびた死体が転がっていた。エフェメラは、あわててマントを広げて、アバドに死し骸がいが見えないようにした。ミラナも目をそむけている。

　タッタは、平然とした態度で、地下室全体に目を走らせた。

「なんや、ここは？　いや、説明せんでええ。ここがどういう目的の部屋かはわかっとる。そういう疑問とちゃうで」

　ここには魔術師ウイザードが住んでいたと、ゼノックが口にしていた。だとすれば、ここは魔術の研究や実験をするための部屋だ。

　そして、この死骸こそ、館やかたの主人だった魔術師ウイザードのものだろう。

「前にこういうのを書物で見たことがある……」

　アンディは、じっと魔法陣を見つめた。無意識のうちに指を鳴らしている。何かを思い出そうとしている時のくせだ。

「……召しよう喚かん、だ。〈天使〉とか〈悪あく魔ま〉とか、月の存在を呼ぶものに似ている。中心の、死体のあたりが、どの月のものを呼ぶかで違ちがっているはずだ」

「……あたしも……ムークさんの本で見たような気がする」

　エフェメラは、故郷の友人のことを思い出した。幾いく度どか、ともに事件をかいくぐった仲だ。

「だけど、なんかちょっと違わない？」

「かもしれないが、よくわからん」

　アンディは、皆を扉とびら近くにとどまらせ、ゆっくり近づいて、魔法陣に目をこらした。

「何度も重ね書きしている……修正しているのか？　だが、これは……」

「どうしたの？　何が気になるの」

　危険な兆候は感じられず、エフェメラはマントをつかんだ手をおろし、兄に近づいた。

　今まで遮さえぎられていたアバドの視界に、死体が飛びこんできた。

　──と、その小さな手が、糸で吊つられているように、ついと上がった。

　短い指が、死体をさした。

「あの人だ……」

「アバド、どうしたの」

「あの人が、ぼくを呼んだの」

　その時、むくりと死体が起き上がった。

「またかいな！」

　タッタが叫さけびをあげる。もとより、油断はしていない。母子をかばい、槍やりをかまえた。むろん、さらに前にアンディとエフェメラがいる。

　だが、起き上がった死骸は、先ほどのゾンビたちとは違い、襲おそいかかってはこなかった。

『我がもとへ来たれ』

　死体の干からびたくちびるが震ふるえている。話すことなどできるはずもないのに。

　ミラナが悲鳴をあげて逃にげだそうとした。しかし、アバドは逃げない。母が力をこめて引いても、びくともしなかった。

『我われを受け継ぐのだ。受け継ぐべきは……汝なんじ。力を持つ者よ』

　短剣を握にぎった手が持ち上がり、切きつ尖さきが、少年を指し示す。

『我が力は汝のものにして、汝が力は我がものとなる。汝は我と重なりあうがさだめ。館に遺のこされし魔ま力りよくを受け継ぐがさだめ。今日、ここを訪おとのうたのがさだめ。さだめなり。さだめなり。さだめなり』

　思念が、わんわんと地下室一いつ杯ぱいに満ちた。

　アバドが、ふらふらと歩きだそうとする。

「だめよ！　私の坊ぼうやよ」

　ミラナが、少年をおおいかくすように、その体にしがみつく。誘さそう魔術師ウイザードの死体を、必死の表情で睨にらみつけた。

『我を……』

　母子に歩みよろうとする死体の前に、アンディが立ちはだかった。

「駄だ目めだ」

　アンディは、横一文字に倒たおしたソードブレイカーを、自分の胸の高さに突つき出し、きっぱりした声で言った。

　ガヤン神しん殿でんで教わる、間ま違ちがいを犯おかした者の行く手をさえぎるかまえだ。

「さだめなど、何もない。この子が何になるかは、この子の選ぶことだ。この子には、確かに魔法を使うための素質があるんだろう。けれど、どの月を選ぶかは彼の自由だ。持って生まれたものを、どう生かすか、それを選ぶ権利は彼にある。おまえにはない」

　母にもない。だから、アバドは、おのれを抱だきすくめた腕うでの中から抜ぬけ出した。

　抜け出したけれど、指をつないでいる。

　それはアンディには見えていない。妄もう念ねんの塊かたまりとなった死者に向かって、彼は説く。それは、死者に対してではなく、アバドに聞かせるためであったかもしれない。

「この大地の空には七つの月がある。月は我々を導くものだ。しかし……」

　彼の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ上を見た。まぶしく光る天井のさらに上。

「月は支配するものではない。導きにそむく自由だってある。もちろん、過あやまちには罰ばつがあるだろう。たとえそうであっても、ぼくらは自分自身の責任で、進む道を選ぶ。運命は、選んだ後で決まるものだ」

　偶ぐう然ぜんというサイコロが、選んだ道を輝かせ、あるいは曇くもらせることもある。だが、おのれが選んだことであれば、反省はしても後こう悔かいはしない。

　そうアンディは考えている。

「でもって兄さんは、人に秩ちつ序じよを守らせる道を選んだわけだよね」

　微笑ほほえみながら、エフェメラが言った。

「そしてお前は、より自分を生かす道を選んだわけだ」

「まあね。いろいろ才能があふれてたから。兄さんがどう思っても、仕方ないよ」

　双ふた子ごのやりとりに、ミラナが何度もまばたきをしている。息子むすこの指をつかんだ手から、無理な力が抜けた。けれど離はなれることはない。

　だがしかし、死者はやはり、アンディの言葉にまったく注意を払はらっていなかった。

『我を使え。さだめなり。さだめなり』

「ぼく……」

　再び地下室に満ちた思念に対して、アバドがようやく、口を開いた。

「ぼくは魔術師ウイザードになりたい。せっかく、他ほかの人がなれないものになれるように生まれてきたんだもの……」

　うつむいていた顔を、アバドは上げた。

「でも、ぼくは、人に力をもらいたくなんかない！　自分でなんとかしてみせる！」

　ミラナが息子の顔をまじまじと見つめた。そして、彼女の顔に誇ほこらしげで、そして寂さびしげな表情が浮うかんだ。

　彼女は、息子の手を離した。

「よし、よう言うた」

　タッタが、声をかける。

『我の力が、あ～ふ～れ～……押～さ～え～き～れ～……』

　声が、奇き妙みように間延びした。次の瞬しゆん間かん、死体がかまえていた短剣の切尖に小さな火球が生まれた。飛び出して、アンディの胸を打つ。

「ぐっ」

「兄さん！」

　革かわの焼ける異い臭しゆうが漂ただよう。

「たいしたことは……」

　アンディは、だんと音を立てて前に踏ふみ出すと、ソードブレイカーを横よこ殴なぐりにくりだした。

「ないっ」

　死体の頭をかすめた。頭ず蓋がい骨こつのかけらが飛ぶ。その右みぎ腕うでが、生者にはありえぬ動きで、アンディの脇わきの下をくぐって突き出された。

「逃げろ！」

　誰だれが狙ねらわれたのか、アンディには見えていない。背後から熱が伝わってきた。それが消える。火球が、ふたたび打ち出されたのだ。

「あちゃちゃっ！」

　声はタッタのものだった。アンディは、死体に渾こん身しんの前まえ蹴げりをくらわせた。たたらを踏んで、死体がまた魔法陣の中央あたりまでさがる。

　アンディもさがった。横に視線を走らせる。

　翼を大きく左右に広げて、タッタが、アバドの前に立っていた。少年をふりかえり、くちばしを大きくそらせた。ミュルーンが笑う時の仕草だ。

「わしはな、友だちは大事にするほうやねん」

「友だち？」

　アバドが言った。はじめて口にする言葉のようだった。

「そうや、わしと友だちになるのはいやか？」

　無表情だった少年の顔に、はじめて笑いが浮かんだ。

「ううん。ううん。なりたい！」

「よっしゃ！　ほんなら、おまえはわしが守る。おまえは、母ちゃんを守れ！」

　タッタは、槍をかまえて、もう一度アバドの前に立ちはだかった。

「なら……ぼくがタッタを守らないとな！」

　アンディは、空けた距きよ離りをふたたび詰つめた。魔法陣の中に飛びこみ、ソードブレイカーの刃やいばを叩たたきつける。

　死体は、左ひだり腕うでを上げて受け止めた。刃が乾かわききった筋肉を裂さき、骨のなかばまで喰くいこむ。おのれの体がどうなろうと、まったく気にしていないようだ。

　もちろん、先ほどのゾンビもそんなものだった。動く死体は、痛みも感じない。ただ操あやつられるだけの人形なのだから。

　アンディは気がついた。

　こいつも人形なのだ。

「本体は……そっちか！」

　アンディの目が、右手の魔ま術じゆつ武器をとらえた。

　魔術師ウイザードが魔ま法ほうを使うには、その源になる力が必要だ。白き輪の月に住まう〈天使〉を召喚し、自分に従属させる。そして、象しよう徴ちようとなる品物に封ふう印いんするのだ。その手順を経へて、ようやく魔術師ウイザードは呪じゆ文もんを駆く使しすることが可能になる。

　しかし、ごくまれに、呼び出した〈天使〉が暴走する例がある。

　いくつかの事態が考えられるが、その一つが、儀ぎ式しき途と中ちゆうで魔術師ウイザードが死亡するという事態だ。

　この魔術師ウイザードは、新たな魔術武器を作ろうとしていたのだろう。だが〈天使〉を召喚し、従属させ、封印するその途と中ちゆうで死んだ。おそらくは急な病だろう。

　まともな命令を受けられなかった〈天使〉は、その魔術師ウイザードの最後の思念を受け止め、それに従っているのだ。

　全すべてを誰かに受け継つがせたいという願いか、あるいはまだ死にたくないという望みか。

　封印された〈天使〉そのものは魔術を使っても疲ひ労ろうしない。疲つかれるのは、制せい御ぎよのためなのだ。まったく制御されないままなら、魔術の疲労はわずかですむ。しかし、そういった無制御の魔術は、どんな現象を引き起こすかも不確かで、非常に危険なものだ。

　短たん剣けんが、ぼんやりと光った。部屋の片かた隅すみにころがっていた椅い子すや机が宙に舞まい上がる。このままだと、ぶつかってくるだろう。

　アバドも無事ではすまないが、暴走する魔術に、それを判断する理性はない。

「この……っ！」

　アンディは、ソードブレイカーで、魔術武器の短剣を折ろうとした。だが、さっきのように左腕がまた割りこんだ。

　その一瞬に、椅子と机が母と子へ押し寄せる。タッタとエフェメラが、身を挺ていしてその軌き道どうをさえぎった。二人とも、弾はじき飛ばされてしまう。

　部屋の向こう側では、さらに大きな戸と棚だなが舞い上がった。死体そのものを盾たてに、短剣は我が身を守っている。

　何か方法はないか──アンディは、たった一人だけ、この事態を終わらせることが可能な者がいることに気づいた。

「命じろ、アバド！　きみが〈天使〉を制御するんだ！　本来のあるじの支配力がない今なら、命じれば封印から解放できる」

「え？」

　アバドがとまどう。

「早くしてくれ！」

　アンディは少年を叱しつ咤たした。戸棚は、他の家具がひっかかっていてうまく動かない。だが、すぐにまとめて宙に浮かぶだろう。そうなれば……。

「なんて言うの？」

　必死の顔で、少年が問いかける。

「きみがそうして欲しいと思うことを！」

　アンディはそう答えた。魔法の基本は、強い思いだ。アバドは、じっと短剣を見つめた。

「……縛しばられなくていいよ。きみも選んでいい。……帰りたいなら帰っていい。……ぼくは先に行くけれど」

　アンディに言われたことを繰くり返しただけかもしれない。それでも、そこには確かなアバドの意志がこもっていた。年に似合わない、おとなびた口調だった。

　そして次の瞬間、短剣から何かの輝かがやきが飛び出した。それはまっすぐ上に向かい、天てん井じようにぶつかり、それを突き抜けた。

　同時に、浮かび上がっていた戸棚や家具が、がらがらと音を立てて床ゆかに落ちた。死体も、崩くずれおちて、そのまま塵ちりになった。

　倒たおれていたエフェメラとタッタも起き上がってきた。

「ええと、終わったんかいな……」

「多分……。だよね、兄さん」

　アンディは、返事をする前に、慎しん重ちようになかば塵に埋うもれた短剣へと近づいた。

　短剣が跳はねあがった。

　向かってくる。

　だが、アンディは落ち着いていた。むしろ、それこそを待っていたともいえる。

　鋭するどい金属音をたて、二つの剣けんがぶつかった。

　アンディのソードブレイカーが、短剣を嚙かんでいる。本来なら、それを持つ敵の手があってこそ、折れるものだが、いまは短剣そのものの突とつ進しん力が利用できた。

　短剣は折れた。というより、むしろ砕くだけたというべきか。

　その刹せつ那な、短剣の周囲に黒い影かげが浮うかび上がった。苦鳴があがった。それは聞く者の心に、恐きよう怖ふと苦痛をもたらした。

　そして、その影も、どんと音を立てて真上へと疾はしった。

　同時に地下室全体で風が荒あれ狂くるい、ほこりが舞いあがった。

　それがおさまった時、アンディが言った。

「終わったよ」

「ん、もう」

　エフェメラが、くしゃくしゃになった髪かみをかきあげ、くちびるをとがらせた。
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　翌朝。

　気持ちのいい朝だ。

　階上に戻もどってみると、風雨はきれいにおさまっていた。

　地平線近く、すでに沈しずみかけていた双子の月に、双子とミラナは祈いのりを捧ささげた。

　しばらくすると、太陽が昇のぼった。今日も、至高なる輝きの地からの力強い光があふれている。

　この屋や敷しきの主人だった魔術師ウイザードは、詳しよう細さいな記録を残していた。残ざん骸がいの中からタッタが見つけ出したのだ。双子とタッタが頭を寄せ集めて読み取ったところでは、この魔術師ウイザードは〈天使〉と同時に〈悪あく魔ま〉を封印することで、より強力な魔ま力りよくを得ようという、危険きわまりない実験を行っていたらしい。

「こう書いてあるな。──悪を倒すには、悪を使いこなさねばならぬ」

　だが、その実験中に彼は死に、残された魔術武器は暴走した。最後の願いであった、受け継ぐ者を求めて。そこだけは〈天使〉も〈悪魔〉も協力できたらしい。

「要するに、あたしたちは巻きこまれただけだったのね？」

「いや、多分、魔力の源を感知できても特定できなかったのか、それとも知ち恵えのある生き物ならみさかいなく集めていたんだろう」

「亡なくなったお二人には気の毒なことでした」

　ミラナは、ゼノックとロクターノ、二人の遺体を双ふた子ごに手伝ってもらって、改めて埋まい葬そうし、長い間、祈りを捧げていた。

　母子は、この館やかたの魔術師ウイザードの記録にあった別の魔術師ウイザードに、アバドの弟で子し入りを願うため、帝てい国こくを北に旅することにしている。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　峠とうげでわかれ、その姿が見えなくなってからエフィは兄にそう尋たずねた。

「大丈夫だろう」

「ん……」

　エフィは髪をかきあげた。

「もしかして、ミラナさんたち、死のうと思ってたのかもしれないって……」

「でも、今はそう思ってないだろうな」

　エフィは兄の横顔を見つめ、微笑わらった。

「そだね」

「おい、早はよせえや」

　タッタが急せかした。

　双子は、急いで馬にまたがった。

　向きは、昨日と逆。ゼノックの形見を、彼の故郷の村に届けてやることにしたのだ。

「ったく、もう。わざわざ厄やつ介かいごとに首つっこみにいくようなもんやないか」

　タッタは、ぶつぶつ言っている。

「すまないな、タッタ」

「しゃあないやろ」

　タッタは、エフィの後ろにまたがった。

「自分でついていくことにしたんやさかい」

　そして、走り出す。


おわり　


















この短編は、一九九一年十二月に刊行された『ヘンダーズ・ルインの領主』（株式会社ホビージャパン・刊）に収録の「悪魔と天使の間で……」に、加筆修正を加えたものです。
















【源人の子ら】

　ルナル世界には、人間をはじめとする数多くの知性を持つ生物が存在しています。

　それらのほとんどは先祖を同じくしており、ゆえに〈源人の子ら〉と呼ばれています。

　遠い昔、孤独であった〈源初の創造神〉は、まず三種類の生物を創りだしました。自我と肉体なしに現象を司る〈天使〉。究極の肉体である〈龍〉。そして、知性を持ち、状況と目的に応じて、その肉体を変異させられる〈源人〉です。

　かくて〈偉大なる古代〉と呼ばれる時代、大地は平穏でした。しかし〈源初の創造神〉は、自分と対等な存在を求めて、大地を去ってしまいます。その時に使った扉が、いまの太陽です。それまでは一つの白い月しか存在しませんでした。

　白い月は、輪の月と万色なる彷徨いの月に分離します。輪の月は〈天使〉の住む地となり、強大な〈龍〉は大地を支配し、導き手を失った〈源人〉たちは万色の月にすがって放浪するようになります。やがて、変身の力は衰え、それぞれに選んだ姿に固定される者が現れました。種族の始まりです。後の時代には、次々に多くの月が訪れます。そして〈源人〉は月を選び、多くの種に分離しました。ここでは、本編に登場した四種族を簡単に紹介します。







【人間】

　人間と呼ばれている種族は、最も〈源人〉本来の姿に近いと言われています。そして、いまのところ最後に到来した月である、双子の月がやって来るまで、どの月にも従っていませんでした。いえ、厳密にいえば、どれでもないなら彷徨いの月に従う種族ということになるのですが、人間は〈源人〉の原型を残したまま、いかな形もとらなかったので、あまり彷徨いの月の加護を受けているとみなされませんでした。平原に定住する習性で、放浪しなかったこともその一因です。

　そして、双子の月がやってきました。この時、ルナル世界は、先に出現していた闇の月から到来する〈悪魔〉によって甚大な被害を受けており、滅びを迎えかけていました。

　こうした戦いの中で〈悪魔〉撃退に、多大な貢献をしたのが、新たに出現した双子の月であり、それを信仰して力を得た、人間という種族だったのです。

　双子の月がやってくるまで、地味な少数種族であった人間は、一気に繁栄し、地上の覇権を握ります（一説には双子の月の到来前から数だけは多かったともされます）。

　現在、最も栄えているのは人間です。ですが、その肉体は〈源人〉の資質を色濃く残しており、他の月を信仰することで、変貌する可能性が最も高く、また〈悪魔〉の憑依による変身も、素早くすさまじいものになります。魔法の素質を持つ魔術師が多く生まれるのも人間です。

　ルナルの大地において、最も多くの可能性を秘めた種族。それが人間なのです。







【エルファ】

　森に住む、長身瘦軀と尖った耳を特徴とする種族です。

　彼らエルファが崇める緑の月は、ルナルの大地に四番目に出現しました。この月はもともと、天空をめぐる星のかけらにすぎなかったのです。エルファの原型となった種族は、銀の月の〈異貌の神々〉と〈龍〉の争いで傷ついた大地を癒すため、平穏な時代を求めていました。そして、何世代をもかけた研究を実らせ、種族すべての力を以てして、大規模な魔法儀式を行ったのです。命の円環をなす、知恵なき獣らと静かなる木々こそが、世界の傷を癒せる存在だと信じ、彼らはそれらの祖霊（トーテム）を、星のかけらへ送りこみ、月としました。

　かくして、緑の月が誕生したのです。エルフと呼ばれていた原種族は、エルファと呼ばれる新たな種族となり、世界を森で満たしました。彼らは、動植物の生態系を手本に、自分たちをそれぞれに種族の中で担う役割ごとに「氏族（クラン）」という単位で区分けします。

　そして氏族ごとに、崇める祖霊である動植物を決めて、それらを模した生活をすることにしたのです。土地土地（森ということになりますが）に住む部族という分け方と、横のつながりである氏族に従って、エルファたちは、自然と一体化した生活を送ります。

　緑の月による平穏な時代は〈悪魔〉の襲来によって崩れ去りました。エルファたちの氏族構成も、大きな変化を余儀なくされます。森からめったに出ないエルファたちですが、〈悪魔〉との戦いには、いまでも大変に積極的です。







【ドワーフ】

　双子のうち、青の月にのみ従うのが、ドワーフ族です。彼らが人間に及ばぬのは、平均が三分の二程度の身長くらいのもので、豊かな筋肉に支えられた体力、強靭な生命力、心が折れることのない精神力といった面で、人間を大きくしのぎます。誤解されがちですが、知力も人間に劣るものではありません。高度な技術が、その証拠です。

　双子の月の到来前のドワーフたちは、人間と同じく多様な肌の色と髪の色だったと伝えられています。時折、地底でそういった原ドワーフの種族に出くわすこともあります。しかし、現在、リアド大陸で見られるドワーフたちは、黒い髪、黒い瞳に、濃い色の肌をした者がほとんどです。より優れた肉体へと変化した結果と唱える賢者もいますが、他にも諸説あります。少なくとも、青の月への信仰だけが理由で、体格や肌の色が変化してきたのではありません。

　ドワーフは、もともと洞窟や山といった環境を好んでいましたが、青の月に住まう静けさと境界線の神ジェスタに出会い、山や鉱脈、大地の守護である彼を主神と定めてからは、完全に山をおのが領域としています。人間の国家内で共存していることも多々ありますが、平原と山の住み分けで、うまくいっているようです。

　ドワーフは、大きな山をそっくりくりぬいて、広大な地底都市を作っています。彼らの技術力は、地底生活を実に快適なものにしています。魔法も補助として使いますが、自らの手を動かして作った物こそを尊ぶのが、ドワーフたちの価値観なのです。







【ミュルーン】

　万色なる彷徨いの月は〈源人〉たちを、じつにさまざまな姿に変化させていきました。また姿形の変化は、その内面や気性までに影響を与えています。

　二足歩行する大きな鳥、という形容が最も的確であろうミュルーンたちも、彷徨いの月に従う種族です。いえ、ほとんど定住ということをせず、旅から旅で一生をすごすミュルーンこそが、最も彷徨の月の種族と呼ばれるにふさわしいかもしれません。

　ミュルーンは、さまざまな鳥に似た姿をしていますが、姿によらず、その性格は共通しています。独自のなまりがある言葉を使い（日本語に訳すなら関西弁で表記されるニュアンスを持っています）、金銭を貴び、足をとどめず常に旅をします。

　貨幣経済が発達したのは、双子の月の教えに従って、人間が社会を創りあげてからのことなので、ミュルーンという種族が成立した時から、というわけではありません。かつてのミュルーンたちは、宝石などの輝くものを珍重したようです。それがどうして、人間たちの社会に出合って金銭への執着へ変化したのか……研究した者はまだいません。

　北方には、ペンギンに似た姿をした、ラグアツ種と呼ばれるミュルーンの支族もいます。南のジャナストラや、西のマーディールといった別の大陸には、もっと珍しい鳥人も存在することでしょう。しかし、見た目や生態が大きく異なっても、基本的な性格は共通しています。

　彷徨いの月に従う種族の中でも、人間と最も深くかかわる隣人が、ミュルーンなのです。







　解説





田た中なかロミオ　　






　本書を手に取る若い読者のため、かつて若い読者だった私が、当時のファンタジー事情について語ろうと思う。

　当時というのはこの「ルナル・サーガ」の一巻が発売された一九九二年頃ごろのことだ。

　その頃ころ、私は十九歳だった。まだ物心がつく前であり（ついたの二十歳はたち以降だ）覚えていることの方が少ないくらいだが、漠ばく然ぜんと残っている記き憶おくの中で本作とその作者は確かな存在感を放っている。小説版『ロードス島戦記　灰色の魔ま女じよ』が一九八八年に登場して以来、多くのオタクがファンタジー作品を求めていた。すでにファミコンやパソコンではＲＰＧが大流行していたが、読み物としての選せん択たく肢しはまだまだ少なかったのだ。我々は先人から知ち恵えを授かり、主立ったジャンル作品を網もう羅らしていった。マイクル・ムアコックの「エルリック・サーガ」やら、ハイファンタジーの聖典とされた「指輪物語」やら、なぜか学校の図書室に必ず置かれていた「ドラゴンランス戦記」やらを片かた端はしから貪むさぼった。しかし全すべて海外作品という点からも見て取れるように、コアな領域に片足を突つっ込こむ羽目になったし、しかもそこは底なし沼ぬまで「Ｄダンジヨンズ＆Ｄドラゴンズ」だの「海外幻げん想そう文学」だの「洋ゲー」といった落ちたが最後二度と現世（ライト層）に戻もどれないと言われる冥めい界かいにも繫つながっているわけで、より親しみやすい和製ファンタジー作品の潜せん在ざい的需じゆ要ようはとても大きかった。

　ところでファンタジーブームは並列的に発展していった。

　目を向けると、たとえば漫まん画が界では「BASTARDバスタード!!」が目立っていた。今で言う俺TUEEE的な何かだ。これは友人が熱心に追っていたが、その時期の彼は少しおかしくなっていた。それまで無関心だった洋楽を聴ききだしたのだ。おそろしいことだ（理由は各自検けん索さく）。

　ゲームブックというジャンルも盛んだった。私は『バルサスの要よう塞さい』（一九八五年）「ソーサリー」のような猥わい雑ざつな作品を好んだ。そういうものなら山とあった。人気ビデオゲーム原作のゲームブック群も忘れがたい。流行に乗ってとりあえず出したというチープなものが大半だったが、「ドルアーガの塔とう」「ゼルダの伝説」などの傑けつ作さくが生まれている。

　私の領分ではなかったがテーブルトークＲＰＧがライトなオタクにも受け入れられ、蜜みつ月げつの時代を築いてもいた。小説版ロードスはそちらから流れてきたムーブメントだ。数年後にＰＢＭ（郵便を使ったゲームセッション）の仕事をするにもかかわらず、ＴテーブルトークＲＰＧアールピージーに一いつ切さい触ふれたことがないという私はかなりの変わり種だろう。本書「ルナル」もガープスというＴＲＰＧを下した敷じきにしたものである。興味のある読者は調べてみると良いだろう。

　このようにファンタジーブームはその供給源のかなりの割合を海外作品に依い存そんしていたわけだが、時とともに日本人の手による小説作品も増えた。「フォーチュン・クエスト」が一九八九年、「スレイヤーズ」が一九九〇年。いずれも今のライトノベルに通じるネタとメタが効いた作風であり、カジュアルなコンテンツが広く支持されるという現象には今も昔も変わりないことがよくわかる。さて、切りが無いのでいい加減、話を友とも野の詳しように戻そうと思う。

　一九九〇年以降、多くの野心あるオタクたちは焦あせっていた。

「嗚呼ああ！　俺もデビューできたなら……アイデアはある！　目新しいことがやれるぞ！」

　浅ましくも切実な若きオタクの悩なやみである。思い出すだに息苦しく、蒸し暑い時代だった。ファンタジー旋せん風ぷうが日本を襲おそい数年、そろそろ進路について考こう慮りよすべき年ねん齢れいに差し掛かかっているにもかかわらず、誰だれもが『次』と『自分なら』ばかりを考えていた。

　そうして焦しよう燥そうまみれで迎むかえた一九九一年、友野詳の作家としてのデビュー作『コクーン・ワールド１　黄昏たそがれに踊おどる冒険者』が発売された。当時最さい先せん端たんのセンスで綴つづられたファンタジーであり、後に続くことを夢見ていた若者の多くにこう思わしめた作品だ。

「これで多少ぶっ飛んだことをやっても、あまり目立たなくなってしまったな……」

　誰だれしも、できれば自分で開かい拓たくしたかった土地というものがあるものだ。冒険譚たんの主要メンバーがほぼ全員コメディリリーフなどという試みがまさにそれだ。残念ながらその栄えい冠かんは友野詳のものとなってしまった。ひと味違ちがうファンタジーを書くあの新人、という栄冠。

　だから全力で負け惜おしんだ。「コクーン」は面おも白しろいが軽いし、自分にだって同程度のものは（覚かく醒せいすれば）書ける。「スレイヤーズ」もすっかり流行はやってしまったし、今あえて重厚な本格ファンタジーをやるというのも悪くないかもな。そうだ、差別問題などのディープなネタを投入してみるのはどうだ？　ロードスでもさほど踏ふみ込んでいない題材だし、若手の友野には書けまい。しかし自分ならば（覚醒すれば）書ける。やった！　（将来的に）勝った！　そんな逃にげ道みちに駆かけ込んだ哀あわれな若者を、容よう赦しやなく打ちのめしたのが本作「ルナル・サーガ」である。

　最良の時期に最良の現れ方をして、残されていた良いものをごっそりとかっさらっていった大型新人。それがかつての友野詳だった。本書でも、かつて友野が施ほどこしたアップデートの数々を読み取ることができる。主人公アンディととある女性を、作者は衝しよう撃げき的な展開に誘いざなう。二巻の見所のひとつだろう。これから本編を読まれる方は、どうか楽しみに（あるいはおっかなびっくり）読み進めていただきたい。




　……それにしても、遠い将来「ルナル」の解説を書くことになるだなんて、「無法の牙きば」に魂たましいを粉ふん砕さいされていた昔の自分に伝えたらどんな顔をするんだろうか？
















本書は１９９２年11月に刊行された『ルナル・サーガ２　青い聖堂』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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